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〈砂 町 工 場 全 対 〉

製 品 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ザ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド 7 一

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ 一

瀬 川 式 ス チ ー ル バ ー チ シ ヨ ン

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並ブロンズ ｾＷ 一反メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式合祉大阪支庖

大阪市東区高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ピノν 内〉

電 話 本 局 ( 23) 4714 ・4715 ・5226 ( 4)  

本 批 東京市麹町直丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ピノν デイング内)

電 話 丸 ノ 内 ( 23) 679 ・876

工 場 東 京 市 域 東 直 北 砂 町 三 丁 目 一 二

電 信 本 所 ( 73) 5979 



合 告

関西風水害に 関する建築通俗大講演曾開催

今ヲくの |話j西大風水害 に鍛み本協合は建築墜舎三協同主催を以

てブJili 演合開催計輩を控Iて下記の通決定致 しました 嘗 日は御

誘ひ合せ奮って御来聴を希致望します

関西風水害に関する建築遜俗大講演舎

主 催

日

建

阿

人

間

人

祉

法

一

祉

法

建

築

本 築 協

血
ーすー・

曾

命

F司

大 阪 市

日 時 11 月 9 日( 金) 午後 6 時開合

合 場 大 阪 市 中 央 恐 合 企 〈 北 区 中 之 島 〉

詩 情 者 EJ本 建 築 協 合 合 長 工 事 博 士 片 岡 安

大 阪 府 建 築 課 長 工 按 士 中 襟 i誠 一 郎

建築皐，合 ヨリ 2 名以内氏名未定

紳 戸 市

日 時 11月14 日( 木〉午後 6 時開曾

令 場 兵 庫 腕 J係 曾 議 事 堂 ( 神 戸 直 下山手通四丁目 )

詩 情 者 京 都 帝 閤 大 惨 講 師 工 芸 兵 士 他 国 賓

兵 庫 鯨 建 築 課 長 工 製 士 山 崎 英 二

建築接合 ヨリ 2 名以内氏名未定

京 都 市

日 時 11  n  15 日( 木) 午後 6 時間合

合 場 日 出 合 官 官 ( 中京区烏丸夷111上ル〉

計年前者 日本建築協合目IJ合長 工串 士 五 時 :)!J : 一 郎

京 都 帝 園 大 感 激 授 工 謬 博 士 坂 13 雄

建築製舎 ヨリ 2 名以内氏名米定

東 京 市

日 時

合 揚

講 演 者

11 月下旬

未 定

未 定

昭 和 9 年 1 1  Ｉｾ＠

立史 日 本 建 築 協 曾



『建築乞枇曾』表 紙 園 案 懸 賞 募 集

本 曾 接行 の 雑 誌 「 建 築 と 枇 曾 」 昭 和 十 年 度 用 の 表 制 闘 案 を 下 記 の 規 定 に よ っ

て懸賞募集致します o

規

，. . . " 

A  

1 . 題 続 表紙は「建築と枇舎第十八輯第ー競 日本建築協合昭和十年一月 一 日」

と遁世に配置し「建築と社合」の題字はなるべ〈 上部に左横書きの こと

表紙の大き さは四六傍版 ( 竪 26 糎 横 19 糎)

2 目 背 背の意匠をも添附すること 、背の厚さは 0.7糎とし題字「建築と社合」、披

教を表す数字、特輯題目を表す文字、を配置すること

3 . 着 色 二色( 紙色の外) 但し黒をも一色と認む

4. 園 面 原圃紙{ e 用ひ原寸 とす

5  憲 匠 随意なるも本誌の特質を表現するに足るもの、但し他人の意匠を剃縞せる

もの主認め? こるときは審夜せ十

6  資 格 陪募者は本協合 k 員( 賛助員を含む) に限る

7. 審査員 瀧 津 民 弓 長谷部鋭吉 本 間 乙 彦 本 野 精 吾 森 田 隆 一

編 輯 常 務 〈五十音順〉

8. 賞 金 1 等賞! 博、副賞50国 1 名

3 等 賞J[.午、副賞10国 1 名

2 等 賞l問、高IJ 賞 20凶 l 名

佳 作 賞 牌 若干名

9. 締 切

10. 届 先

1  1. 暗 続

12. 版 権

13. 返 却

14. 授 表

昭和 9 年12月 l 日正午締切、 郵迭の ものも営日正午までに到着するを要す

大阪市北匡中之島三丁目朝日ピル内日本建築協合 H建築と枇舎H 表紙闘案

懸賞係

聞面には暗披( 文字に限る) を間し別用紙に曙競住所氏名を記入 したるも

のを別封書と して差出すこと

入選園祭の一切の催利は本舎の所有とす、入選闘築は修正して用ふる事あ

るペし

腔募園祭は一切返却せ十

「建築と祉舎」 誌上にて殻表す

耐 ; 岡

法 人

昭 和 9 年 11 月

日 本 建 築 協 曾



志野間;

日英米特許三一個 ・賞用新実登録六三倒f J t - 用

ス野言え訪災鋒よみ' 戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ 、 ソ タ

大 野 式 J L ー ブ J L シ ヤ ヴ タ

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 轄 子 入 車 由 佳 ・ 戸 車

大 野 式 廻 碍 紬 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・銅 製 建 具 類

日英米側ｾ特許三七個・賞用新案登録八四個併用

特 許 木 エ サ ッ シ

東京市大森直新井宿七丁目

株式曾枇不ニサ ッシ製作所提携

会 重 大 野 製 作 所

東京市芝区三田 四園町二番地・電話三田 ( 45) 国三主霊友

耳置付出! l 員E吉 腕 ・ 大 阪 市 民 花 屋 上 扇 島 中 ニ ・ 電 話 福 島 ( 46) 五 人λ
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機上から見た大阪天王寺五重塔の倒壊惨状 ( 右手は仁王門の倒援〉
〈大阪朝日新聞棋士14'影1
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大阪大正橋下流に吹き寄せられた船の山 Ｈ 大阪朝 日新聞凪ＡｬｬｾＩ

X I 2  



近 畿 犬 風 水 害 の 復 興 に 就 て

大阪府知事 鯨
11 1  

I 山内

去 る 9 月21日午前 8 時を中心主して近畿を襲ひ ?こる 大風水害は、かの大正12年 9 月の闘

東大震火災にも比す べ き稀有の惨問で あつに。 大阪府下に於 いても 共の被害扶況 ( 10 月 5

日現在) は皐・校職員生徒の死者 697 入、傷者 3，301 入、 共の他の死者 1，053 人、 傷者 5，600

後入、 行衛不明 190 絵入、感1交の全壊23校 、4三壊94校 、一部倒壊並破損浸水 224 校の多き

に達 し、 共他の建築物の全壊 13，600 飴戸 、宇壊 15，580 飴戸、 浸水家屋 156，490 徐戸 、流失

家屋 726 戸を算 し、工場及農産物の被害轄 しきものめ り損害賞に巨額に建する のである。

この惨害に劃 する 全園民の同情は翁然 として集ま り更 に官民一致の協力 によりて艇災者

の救護 、災害の復醤並に 治安の維持等臆急: 封策に遺憾なきを期 した のであるが、今や着々

復興に努力しつ〉 ある に際 して、 今後施設の改善を要するも の多 々あるを思ふの である 。

就 中災害後の建築復興に闘 して は、或 は技術上或は制度上幾多三省 しなげればな らぬ もの

あるを 痛感す るのであ る。

殊 に摩校校合の倒壊により 多数の幼童 を犠牲 としにこと は誠に痛痕の至り に堪え ぎる 所

であって . 将来の;J、壊校舎の建築に就ては高金の策を講じ格段の改善をな し、 以っ て犠牲

者への高分のーの慰霊 としなけ ればならぬ。更 に倒壊を菟れ? こる 校合に して不備な るもの

は、之亦趨蛍なる改善補強をがlへ. 害見章の震安全な る敬堂を興へる E に努めねばな らぬ。

製校校合が餓筋「 コン クリート J tこる こと は最 も望tJ 所である。今回の災害は之 を如賓

に物語ってゐ る。皐校が共の本来の鞍堂 として耐震耐火耐風耐水的? こること の必要な る以

外に、 災害時の避難、其の後に於り る救護の 中極 として の賓際的使命を果す上か らも必要

なるは多言を要 しない所である。然しながら府下の撃校の総てがか くあらねばなら ぬとい

ふ謹ではな い口 叉ぞ れは不可能 に近い。即 ち今後建築上に残 されにる問題は 、餓筋「 コン

クリート」と 矯 し得 ゴる 事校に於いて地震、風、 7}( に耐え得 る木造校舎は之を如何に建築

すべきや 、及如何な る方法を以って建築 し得せしむべきや、並 に如何にして常に安全 を期

し得ぺきやの黙であらうと思ふ。

町村の財政は近時頓に逼迫 してゐる ものがある D これ らの i町村が安ん じて児童を 托し得

る校合を建て得しむべき方法に就 ては、蛍局 として大いに考慮し努力 を抑ひっ〉あ る庭で

めるが. 他商、最 も有効に経済、的 に安全な る校舎を建築する の方法に就 いて は、主 として

建築の技術に侠t: なげればなら ぬ3 幸 にして有力な る日 本建築協舎に於いて 、共の専門的

技術の全能力を傾げ て之に寄興せら るる 鹿あ らば、 国家祉舎の矯稗主主する所甚大な ること

を確信するも のである。 復興途上に ある我大医府下金書見校の篤 に、此の際向ー居の協力援

助あらんことを望んで巳まぬ衣第である。

3  X I  



撃 校 建 築 風 害 に 劃 す る 所 戚

兵庫牒知事 白 根 竹 介

今女関西地方の風水害に際 し各地著書校建築物の倒壊に依 て敬員、児 tEに多数の死傷者を

出した E は、関家的悲惨事と して痛嘆の歪で、 共の近親者に劃しては真に同情に堪えな い。

秒速60米 と云ふ未曾有の烈風であっTことは云へ. 同じ烈風圏内に在 て大な る損害を受り

なかった校舎も多数あるのであるから 、倒れにものは構温上何等かの欠陥 があっ7こと見る

べきである。此欠陥を調ヲｉｦＮ し、其 の原因ｾ攻究す ることが 将 来に封する方 策を決定す る上

に於て最緊要であると 共 に、被害大ならざる校合に封しでも共の構造を再検討することカ:

必要であらうと思ふ。

墜校の如 き公共的建築物 に於ては、 共の構造材料 として何を選ぶべきか 、材質の種類に

感じ各特質があるであらうが、組、ての黙を?比較研究して 、現代に於ては 、鍛筋混説土遺伝

以て最優とすることに 、大関 、世論が一致して居 るや うである。殊に火災叉は空襲 を激想、

する場合に於て、叉特に都市内の建築に於て、鍛筋混凝土の最 も有利安全なる E は論 を侠

? こない。僻聞の UIT村に於ては多〈の場合、IJ、易保校は殆ど唯一の公共大建築である と云ひ得

るが、之を永久的にして堅牢な鍛筋混凝土迭と し、 子女歌育の殿堂として、永 〈郷土愛の

有力な る撃す象? こら しむ ると共に、一朝有事の際、住民協同の集合所、或は避難所Tこらしな

ることは、 民心漏養上からも深き意義を有す るも のと思ふ。放に感校は 出来得 るな らば.

全部或は一部でも 、銀筋混凝土遣 として建設さ れんこと を切に念願する。併 しながら. 鍛

筋混援土遣は工費の黙に於て木造に比し不廉なる闘係上、財務、豊ならざる場合に於て、木

造建築を選ぶ ことも亦己むを得ない。

皐校建築に木迭を採用する場合に於て 、吾闇現時の建築技術 が向不安の域に在るとは信

ぜら れない。唯共の進歩せ る技術が、 建築設計の内 に遺憾 な〈 織込ま れて 居 るか、否か、

共の賞施に嘗に確賞に活用されて居るか 、 否か Ｎ 叉建築後相蛍年月ｾ経るも向忠賓に守

られて存続するか. 否かの黙に於て、大に疑を存する官余地がある と思はれる。之は災害防

止上卒凡にして而も最重要な る駄であって、民'1予行政の局に蛍る者- と して、 充分考慮の上

普虚 しなげ ればならぬと同時に . 皐校総営者としても、建築技術者としても . 民創に熟慮

反省すべき要あるものと思ふ。

向 、今次の風害が多 〈の製校建築に封して甚大な る惨禍を興八? こるに鑑み 、将来の指針

?こる べき建築十稿主 として更に検討す べ き官余地なきゃ、否や. 之は建築技術者の慎重な る攻

究に待つの外はな い。

X I 4  

幾多可憐 なる 同胞の死に依て飢打され1: 軒鏡は、今尚吾等の王手近 〈響き 、蝶然 として襟

を正 きしめ る。此の傘き犠牲を無得な らしめ ぬゃう将来の災耐を防止すペ し 高金の方策

に向っ て相率ひ て進まん ことを切望 して 巳まな い。



大 阪 市 の 風 水 害 乞 復 興

大 阪 市 長
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今回突如として近畿一帯を製つに大腿風は 、未曾有のもの で、 大阪市はこ の風害 のみな

らす¥腿風に伴って起つ fこ高潮の穏 に大水害を被 り、市域のがJ 3 割に嘗る西大阪は腕時に

して泥海と化し、防波堤大桟橋等をも破壊し. 各種の建築物は大政倒壊せ られ 、多数の死

傷者を出すが主nき惨惚? こる i伏態を現出したことは拘に遺憾 に堪へない ことで ある。本市の

施設にる電燈 、 電力 、 水道等も 今次 の ｪ 耐防水 ヲ子 ｾ受げて 一 時その機能を失ひ Ｎ 通 信 、 交通

機 ｾｉ の社絶 等ｾ来 し、 剰 へ本 市の生 産 機能を停止 、 減殺せら れ、 市民生活上に脅威を感 ぜ

しめにことは 、我が園商工業の 中心者11市として稜展途上に在る本市の最も残念とするとこ

ろであ っ?こ。

本市は災害蛍日直ちに臨時救護部を設り 、 繭Ｊｾ員をイ干し て 被 害 ｾ犬況を調布 す る と共に

抗日災者の救助に着手し. 軍部を始め各国鰭及び他都市の好意 あ る援助金得て 、衣食の配給

皆療、救護等に努め 、叉幸子備に就ても陸海軍の舷援、青年国等の協力 によ って 、市内 の秩

序 を維持 し. 人心の不安を 一掃することを得 . 膝急: 復醤工作も街路の清掃、集回避難所の

設置 、俄校舎の建築等交通 、土木、衛生、各方面に渉 り着 k 進渉すること が出来? このは 、

衷心感謝に地へないとこ ろである。

今次の惨害によって、本市の災害に聖母する防備、避難の方策等に就て敬へ られに ものが

多 k あった ので 、そ の原因 につき 充分なる 検討を加へ. 我が園産業の心臓部fこる本市を将

来凡ゆる災害 より防謎する震に、 今後の復興計葺に謝して 、感界誌に専門技術家中の陛l説

者 ｬ こ 委 ｬ 属して、各 方面 に 渉る 、 科謬的調ＱｦＮｾなし 、 以て本市永遠の大計を樹 立 して、 今 阿

以上の暴威に射しでも容易に防備、避難の方策を講十る尭悟である 。

今や災 害 後既 に四旬 ｾ経過したが 、 幾多の惨 害美談 や惨 害 哀話を残 してＮ本 市 は復興の

会式に満ち てゐる。

支互に救助義摘を辱う し? こ各方面に感謝の誠意 を表す ると共に 、本市の復醤復興に封 して

政府の補助は勿論、各方面の指導後援 を御願ひ して や まぬ失第である。

5  X I  
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大阪市曾議長
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今回の大阪市風水被害程度は一報到 る毎に激甚を極め珠想、外に損害が多し、 。之に依る市

民生産経済の破壊障害及諸生産機能の損害は 、関東震災に比肩すると 云は れる 程甚大であ

る。而も 共の大部分は風害 よりも 寧ろ水害、即 ち高潮製来に依るもので . 大限市域の 3 分

の 1 の浸水を見? こるは淘に未曾有の ことであると 云はねば なるまい。

併乍 ら遡って歴史的に考へるならば、今回高潮の押寄せに大正、港. 此花、 凶淀川l、住

吉の各直方面は度々津波に襲は れ‘ 近きは安政の大津波である。 ;む も安政時代に於ける経

済的損害程度は、到底今日の被害程度に比すべきでないが. 5，OOOR余人の死傷者があっ? こと

云はれ大阪の西部方面が津波或は高潮襲来の危険性あ ることは誰 しも知ってゐることであ

る。

之に封t . ，; 大阪人は 、近代文化の護逮に心酔し絵 りに自然の脅威に無関心であっ? こことも

否むことは出来ない。歴史を究め、被害地域方面の港潤並 に埋立計壷共の他の諸施設lこ今

一歩理想的に完成せしめ て居?こ ならば、 恐ら〈其の損害も より僅少に 止め ることが出来?こ

であらうと思はれる。

叉日本人は衣食の問題は兎も角住居問題に封する研究は併行 してゐないと思はれる。殊

に五、昼は其の一例で、躍災地の濡れ挫の損害、飛散瓦の危険等拘 に寒心に堪へぎ るもの

がある。是等に封しでも識者の研究改善を侠つものである。

向叉皐校の倒媛、傾斜、浸水等全市 184 核及可憐なる児童の犠牲者の多数に及べ るは.

是が復興計聾を根本的に考へさせられるものがあ る。是は主として脆弱なる木造建築に基

因するも のとされてゐるが. 是には最近の登建に係 る鎖筋コ ンクリ ート が最 も遁 し? こるも

の 主きれて ゐるが、之に就ては財政的闘係もあれ建築工事 上専門家の研究に侠ち 、より

安全性? ごらしむるべきを望むで己まないが、差賞 りの問題としては被害易保校は須〈鍛筋コ

ンク リート 建築復興の要があることは論する迄もない。近来撃校は撃童訓育は固 より 諸極

の市民集合の場所である。殊に災害の場合には皐童及市民の安全なる避難所でなければな

らぬ、此の意味に於てもせめて製校? ごりでも速に鎮筋にされる要があると思ふ。

叉電気動力の停止に依り水道 、瓦斯、 電燈、電車等我等日常生活必4頁の諸機能停止は、

真 に猿 想外で 、 是は重大な る都 市問題と して 撃 に 矯政者のみ なら子、凡ゆる 識者 の考慮ｾ

ｾ ｪ ｩ は し 是が根本封策を考究すぺきである。是は詮電及費電設備の改善 と 共に市等は何 とし

ても安全な る設備の下に自 家費電の要 を痛感する。勿論是は政府電力統制の園策 にも闘す

則 6



ることであるが. 今回の災害に鑑み て根本封策の考究を望むで己まないものである。

次 に 気象 ｔ 象知方法であるが、卑近な例は或動物は事前 に 暴風 ｾＱ 象知して夫れ々々避難し

て災害を菟れてゐる。過日の風速60米の騎風が土佐の室戸岬を通過しにのは午前 5 時頃で

あったと報ぜられてゐる 。大阪を製つ? このは午前 7 時宇過であるから、俄りに之を無電 で

室戸岬から大阪に直報直ち に 防ｾ演習の融機製来笹報の古川 、 サイレン或は宇鐘等 に 依り

て速に市民に報じたと すれば、共の惨踊は飴程軽減されにものと思はれる 。ヌ3も測候所或

は気象華に於て も夫. -1<1象報はしてゐるが、齢りに共の方法がお役所式に流れて市民大衆に

徹底せ今、殊に共の程度等に就ては全然具腫的に報せ' られてゐなし、。是等は此の際官民一

致の下に橡知方法の民衆化等 、改善 を圃り共の徹底を期したいものである。

今回大医市が産業都市として日本の心臓部と云はれる迄蛮達したのは . 一面水運に依る

もので、7 ] ( の利用は産業上卒時は何としても必要依〈可からぎるものであるから 、無暗矢

鰭に築堤も出来ないから、港轡或は河川に劃する施設も生産機能障害 を来さす¥市も非常

時津波、高潮の襲来に遭遇しでも共の被害を僅少にせしむる方法に就き専門家の研究を希

望 して己まないものである。

向今回大阪市が復興百年の大計途行上我が園撃界に於ける技術家専門家の機戚 fこる諸博

士に依喝し 、プレーントラスト 合議 を聞き、共の大綱 を決定、政府の援助 を侠ち、大大阪

市をして将来斯る災 害 に劃する備へｾ固〈ぜんとする施措は我々都市行政に閥係を持つも

のとして最も機宜を得たるものであることを附言するものである 。( 終)

大 阪外島保養院 の例主主惨獄
〈大政相日新聞量士銀世S)
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主亘.
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日本建築協曾曾長 廿

工 博 皐 土 ハ

岡 安

去る 9 月21 日の大殴風及びぞれから起つに高潮によって、大阪地方が裳つに種 k の被告:

を調布して見るに. 従来の立案に甚しき手落のあっ fこことが 、事賓に よって立設さ れ1: わ

けである。そこで 、我 k は従来の都市の計蓋を再倹討するの必要切なるものがあ るを痛感

する。

第ーに、大阪市のみならす、堺市にしても、尼ケ附市にしても、鈴り lこ水運の便利にの

み重きを置き過ぎに嫌ひがある o 成程、大阪市の主n事大生産都市であって 、叉金園の物資

が津山集散される地方に於ては、貨客の運搬の使を困ることによって. 生産の敏活{ t ' 促し

叉商取引の利盆{ t ' 増すことの大なるは言 ふ迄もない。であるから、7 . 1 < . 運の利便を困ると云

ふことは最も重要な要素のーであるが、従来、どうもこの事項のみを偏重し過ぎにやうに

思はれる。その例はいくらもあるが、例へば倉庫であるとか、或は石茨の貯蔵壌とか、或

は重工業の製造場とか云ふものは. どうしても運河叉は海岸 に而ーすることが必要である 3

併し 、議に注意すべきは、必す・しも運河叉は海岸に面しなくても左程大なる不便不利{ t ' 来

? こさないものも津山ある。それ等も水5患を利用すべき運河或は海岸と云ふやうな所に無Ht- I

に集中し、その半面に於て何等か不利益な結はないかと云ふことを考へる徐俗がない程に、

水蓮の利便をのみ偏重しにと云ふ嫌が甚Tご多い。 その半面の不利益 と云ふのは どう云ふこ

とか、例へば排水悪し〈衛生上不都合であるとか、又一寸地水があっても、その敷地に浸

水し種 k の被害があるとか云ふことで、これは拘に見易し、迫王ljl .であるけれども、日 k 直面

することでなし、から、兎角そこに策が付かないのである。

第二に . そ の建築敷地の高{ 氏、即ち海岸ならば満潮時に於りる 7ki血ーからその敷地がどの

位の高きであるかと云ふこと、又その敷地内の地下水が地表面よりどの位下にあるか と云

ふこと、その敷地内の天然の水位が何尺上つ fこら敷地内に水が溢れるかと云ふその高fJ I;: {t' 

絵りに較〈硯て居つにやうに思はれる o この水位の問題は2J5ーの鞘と梢 k 闘聯はしてゐる

りれども、又別の見方をしなければならぬ。

大阪市の如き、或は堺市・尼ケ崎市等皆同様であるが. 海l記{ t ' 逐次主足立てし付て潟幽・

であっTこ所が今は平坦なる市街地の延長となってゐる所では、海岸及び蓮河沼ひの地積金

l舗が上にも多〈して . 共彪に新しい商庖街や工場及び住宅をどしどし築き上げて行〈と云

ふ風になって居るから、一朝五雨に迦ふとか、或は河川が哨7 k するとか、或は高潮が来る

とか、或は稀であるかも安 ＱＱ れぬが地 援 に因る海噺等に出世 ｪｩ ふしー堪りもな〈大災 害をう ｾ

)(. B  



すと云ふことは蛍然過ぎる Ft営拡なことである。現に大阪市の如寺、大正直や港区の大部

分は最近迄海であっ? こ所を叫立に より 陸地 にし? こ所謂築地であって 、7K位が非常に低い。

水位カ: 低いと云つに V けでははっきりしないが、 ) L僚・境川方面の純粋な商庖街或は盛り

場は 、務潮時の海面 より 1 尺も低いことになって居 る。叉、大正橋「大正橋は相嘗高いが)

から西南一帯の地匡は皆渦潮商以下の地面である。従って、或程度の高潮や満潮位では、

僅に難削除れるかも知れないが. 不時の高潮の襲来を受け fこやうな場合には忽ち浸水して

しまふ。況や海l摘に出迦つ? こ場合 lこは、とても恐しい損害を受げる筈である。これらを安

全地帯 主考へて居 るE が非常な訣である。 即 ち、前述の虫nき天然の現象にif しては不安極

まる地帯で あるにも拘らす¥これを安全地帯fごと思てゐ? こ E が抑もの認識不足である。

きて、最近の都市計重の大制か ら見て、 殊 に大阪市に於ては、大正直や港区を重要なる

工業地帯と定めて居るげれども、その水位と云ふやうなことは一向計霊に現れてゐな い。

卒断的には相営考胞をされて居るが 、立間的には考究されてゐるとは考へら れないが、こ

れは? こしかに大なる扶結である。尤も、建築物の高さは、種 k な意味から色 k に制限され

てゐるが、その敷地の高イ氏 、水位の闘係に就レては、法令上は勿論取締上何等の規定がな

いし、又取扱に於ても一向縮れてゐない o n佐. 市街地建築物法施行規則の第八伐 に 「建築

物ノ 敷地j #f，il' ，¥J ナル トキ. ，1-J'，7k'U' Lli 監ノ底アル モ ノナルトキ叉ハ塵芥ノ類 7 以テ芝11立 テラレタ

ルモノナルトキハ地方長官ハ地幣商ノ地揚高、建築物ノ! 末高又ハ地盤ノ改良等ニ闘シ必要

ナJ l . 命令ヲ稜 シ叉 ハ鹿分ヲ震スコトヲ得」と あ り、降雨の際 などに下水の捌けが. 悪いと云

ふやうな甚しい低滋の地には 、盛土をしなげれば建築は出来ないと云ふことはあるが、こ

れは衛生上の見地から一寸燭れてゐるピけで、より大きい災害と云ふやうな酷から、水位

と云ふやうなものに就いては. 少しも縮れてゐなし、。これは都市計霊法全慌に亙る一大歓

陥であり. 叉これを施行する者の甚しい不注意である。商応 ・住宅は固より 、工場経営者

の如きは、この駄に最も重きを置いて、将来は法の不備如何に閥せす¥十分に普廃するや

うにしなければならぬが、指導者側に 於 ても今後この問題に劃して、やすとか至急: 研究をし

なければならぬと考へる。

/  

倒 後 し た 大 l淑附堂p. 1i 高等小是非主主の惨欽 心九阪柄 日新聞踊i !Jiii.¥>)
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災 害 防 備 に 閲 す る 根 本 省 察

日本建築協曾

話IJ 曾 長
松 室 重 光
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我闘は天 鑓 地異 に最も 多 〈 害 は る ＧＺ＾ｾであ る。地 理的事情 により絶えす ｜ 連 続的 に 費異

に禍せらる 〉庭であるから建閣の根本は此耐を挫〈るこ とを第一義 とせねばなら ぬ。

左れば 紳武天皇は日向の11呼阪の地にありでは天業 主? 快弘するに全〈不便なりと認め賜

ひて中園へ東越の計を樹てられ 、前後 6 年の歳月を費や して其第一基礎の安定をはかり賜

ふ1:。

以 後 列 ｾ Ｎ 克 〈此 皇 祖の大 業 ｾ繍張するに鋭意努力主＿をしみ賜はぎりしがＮ何時 し か此建

閣の根本義は忘れられて天智天皇の英明を以てしでも 其大陸経営に唐 との抗争に勝ち賜は

ぎりしが痛に折角の皇祖の遺訓を中途にして陵楽する の lトーむを得ざるに 歪り賜ふ ?こ のであ

る。

後 800 年にして豊臣秀吉出で〉 悲に此建闘の大業を檎承蛾張するの患 に出でにるも 、首

時の群Utは共真意 を解するものなし秀吉死しての後には後他者会〈其志 を失ひて僅かに

鳥 園 の政 柄を握ることを以て満足し 、 此閤土ｾ島岡溢土に局限しにのであることは史賓の

明示する所で ある。

(  2  )  

関本の根本義に自費め ?こる 大英雄の 出現する 時には必する此大業恢弘を念 とせき' るものは

ない。明治復興以後の政鐙征戦は悉 〈園民精神の真底に櫛在して傍へられにる此信念、の賓

現の主主 に行はれ?こものであっ て25年の前には漸 〈にして斡宇島を回復 し今叉満州i問の創造

を見る事となったのであ る。

我問が奮子育問の此溢土島閣に 局限せらる〉聞に於ては其庭に襲来する 天蟹地異は lH来得

る限り制限離脱 して共闘民生活の基礎 を安定せしむるの必要がある 。

之は政治の第一階梯てーあって金〈 共根本をなすものであ るから漏り闘係筋政者のみなら

すあら ゆ る患者技術家有識の士は申す に及ぱ子関民の悉 〈が此事賓を悼得認識して常に自

ら之に備ふる用意と畳悟とを定め絶割 に之を完成せしむべ〈努力殻訴する事を必要と信す・

る。

(  3  )  
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今回近畿方面に費生し? こる風水害は云は Y 現欽島園日本の此主壁土のみとして取放はる〉

限り絶割に挫り難き事柄であっ? こが. それより生じに損害は全〈不可抗力のものとも考へ

られぬものでもないが予は此黙に疑問を千匂〈ものである。

我園民の生活機構は前章. 述ぷる遁り不得止して限界せられ1: 狭き島園日本に偏曲して行

はれて来たものであるから、ぞれが我園民文化の真純自然の良結品なりとは言ひ難いもの

なることを思、はねば' ならぬ。

園民に大図家構成の雄志なし大圏民として世界的に生活するの意識なし? こ Y 此2600

年を限局縮園中 iこ不足勝ちに還り来れるが震に一種の盆景山水として即ち国家の縮固とし

ては成就せしめられ? こが、それは決して我園家の本来の姿態ではない。

此閲民 の楽園 生活慢の分布は曾ても言ひしが如〈甚 Ｑｾ 不自然である。但此事は ｈ 佐り日本

のみに於てならす¥何れの園も叉同様であるが覇道を以て園を建て来れる外園と皇道園家

の日本とは其根本精紳に於て相遣するものがあるから必すもや其様式形態表現の特殊なるも

のがなければならぬコ

之あちぎるは早〈より皇道日本精神の忘却せられたる結果に外ならぬ。

(  4  )  

我園が島園のみなる狭き範囲にある限りは園民生活の今後も叉甚fご不自然であり不充分

であって、績 k 増殖する民生を1枚養育成するに足らぬのは明白である。

従ひて現に都市邑落の次第に旗張せられゆきつ〉あるも、ぞれが限局生活の結果なる事

を思ふ時. 我等は深〈自省するの要がある。

従来我園は農業本位であった、之はーに鎖国主義強行の震に自皆自給を行はぎるを得ゴ

りし震とも思はる〉が、之が鶏叉我園の農業は異常の褒主主を遂げて来fこのである。

今や我園は工業本位に轄向せんとしつ〉あるが農村は甚 ＱＺＺＮＢ 不振の域にｾｦＺＨしてＮ其一面の

繁祭ぶりに引替へ他商非常なる衰額の兆設を表はして其根本的救摘が叫ばれてゐる。

此現象は物の構成要素を分離して共表裏を解放して別個に取扱ふ? こ結果表は益々華麗の

装をこらして来? こが裏は能強の見る影もなき破損を来? こしにのと同様である。

英固に農村なきは食料= 生活費料の大部分 = を其海外の殖民地より轍入し得? こからであ

る。而して此輸送の安全を確保するが震に絶大海軍の勢力を持績して来? こ矯である、今英

闘の海上覇機の動揺を来せし際英園の生存には根本的に深甚なる悩みを生んでゐる。

(  5  )  

今日本が奮島園日本の形腫のみに即し共縮闘文化の完成を企因してゐると言は Y 皇祖

大紳は之を悲しみ賜ふであらう. 建園の営初垂示し置ける我真意が今にして猫国民に解せ

られぎることを憾みと思召し賜ふに相違はなし、。
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日本が新大日本として異の建園の大業を創むるの時 . 這般の如き風水害の始末はよ〈根

本的 lこ考慮し置きて全然悔を百年の後にJI台さ ぬ様にせねばならぬと共に後世子孫より笑は

れき' る ?ごり の畳悟 を必要とする。

それに しても 一朝に して 「プレ ー ン トラス ト」が大大阪復興の百年の計を樹て? こと云ふ

のは新聞紙の興太ならば兎も角 、事賓あり 得な い義である。如何に賢明なる頭脳を以てし

でも百年後の大日本の最大工業都の建設案を一朝にして完成し得らるるものではない。

海園日本の幸も津 山あるが海固にるが故の悩みも叉甚?ご基少な〈はな い。高潮 と降水の二

者の併出する時海岸一帯の低地の浸水することは大阪に於ては殆んど毎年の様に悼験した

事柄である。

左らば無防備にして- 海岸地帯に家居 L 営業 し所動する事は会 〈知識{ か叉は無智 と云は れ

ゃう。

(  6  )  

木造建築の日本に其明朗の一面は認められるが共震火に劃する抵抗力の砂なき 事 も叉言

ふ迄もない。

共木造建築が相営に経営せら れすもして頗るおー粗末に 、言はず吹げば飛ぶ J僚な態で出来て

ゐ? こ事が今回の大綱の一因である事を思ふて 、此木造建築の危険性に射 して備へを依いに

園民的智慮の不足は何よりも先づ恥ぢねばならぬ事である。従って聾を大 にして共t員害の

復奮に大に政府の カを借らん とするが如きは明きか勝手過ぎはしないか。

若しも一部民衆 の ｮｬｾ ぴに同情し或は政治的に種々なる事情の下に置かる〉代議士や共他

や又は国務大臣迄が民衆の意に迎合して不用意の計に出でにならば其結果は蓋し恐るべき

もののあ る事を思はねばならぬ。

私は常に官会 bにも一方的に偏侍し1: る園民生活機構の存在を非とする者である。それは

元来の分布に不自然がある と思ふからである。

で災筈防備の根本策を樹立せんとならば先づ不自然なる此図民の生前機構から考へ直し

て之を改むる 事である。

棋本省察と云ふのは此事である。 1:: がそれをなす震には更に共根底 lこ考ふべき大事が存

在してゐる。ぞれは人心の基礎建設である。即ち園民精神が真の建闘精神に合致せざる限

り災害防備の根本大策は決して樹立せられ得ない。

(  7  )  

我等闘民は過去に於て飴り にも此特殊園家の建設精紳 に無理解であつに。而して今も狛

此鮎に於て更に自費して居な いロ凡ての事を閤民自ら熟慮考察 して行ふ代りに脅人の言ふ

が億になってゐ? 二 、叉なってゐる 、で或一部の人々の意見に何の反省もな〈欝従するのが
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常である。

此園民の自主的精神の護露せき' る限りは今後も園民は欺むかれ迷はきれ而して酔生夢死

して行〈であらう。

日本建閣の根本大精紳を鰭得 し日本の現般を詳らか によ〈考察しにならば災害防備の根

本業は容易に樹て得 ちれやう、而して千百年後も叉安全を期し得られやう。

認 に此原理を暫ら〈措きて昔前の問題につきて一言すると 2 ，3 の提示がある。

第 1 は建築に闘する法規上の不備な鞘である D 建築が理論的 に如何に立仮に設計せられ

でも共賓地に ｉｉｾｾ る 業者監督者 が無理解であっては何にもならぬのである。

理論的には鍛筋「 コンクリ戸ト」建築は大成せられつ〉あるが質施には猶! 踊る欠陥が大で

ある o 悲に技術者の費格制限問題がある。之は設計、施工、監督 を通じて相首製識経験あ

る者となして之に責任を負はしむる事である。

第 2 には請負業者の費;絡であ る。理由は明白である. 何人が見ても相嘗なりと思ふ業者

の認定であって 、依て施工上の全責任に蛍らしむる事である 。

第 3 には職工の素質の向上である。建築が安偵を競はる〉場合熟練工に よる 施工の.!f!i な

き事は建築を満足ならしめ得ない一因であ る。

第 4 には建築材料の規絡一定に闘する事である。本問題は闘係する鹿相嘗僚かしで共利害

の闘係叉甚 Ｑｾ 複雑 で あ る から容易に賓現せしめられ難い事と思ふが速やかに其方針を立て

〉進むこ k である。

闘の東西に於て盤の大さが異なってゐる事や木材の長さに相違がある事は緩急相援〈る

用をなさぬ。

(  8  )  

叙上の通り私は災害防備に闘しては箪に之を地方的の問題として取扱はす・之を日本園家

全般的の根本生活問題としての取t放を必要と信子る。

国家的に取扱ふが篤には閤iもは先づ自ら知るの明がな〈てはならぬふ 他に依頼する事な

〈出来る限り自ら園土経 営の一 部面を矯賞して自らも守り子 係 にも耐を始さぬ ＱｾＧ げの畳 ＱＧ ，｛

ｾ要する。而して此闇家的なる不可避の襲異に射して最良安全の閣土の建設は、皇祖の遺

訓|に基 きて此際永久の計を樹つ ぺ し 最早日本は奮島園の溢土 に局限せられてゐる 者でな

い事を知る事を要する、即ち庚き新日本には園民の生活上自然の脅威に封しても最安全な

る禦土があると思ふ。

(  9  )  

狭き日本には自ら稜展の限界があり、柴土としての共生活を享しな範園がある 。恐ら 〈

文化の進歩は今の農産牧量を倍加lせしめられ得ゃ う。併しながら之は決 して園土の悦加を
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意味するものではない。

屋上庭園の花升で自然の紫しみに似fこ味も得られやう。併しながら之は決して自然では

ない。

都市に群居し. 海演に草野集して或場合の危険に曝される事を思ふ時、我等の居住は他に

求められねばならぬ。獣類は共穴に居りて危険の其身に迫り来る事{ t > 感知し? こる場合は共

庭 を出で逃避するが一旦危険の去りしと認むるや叉元の古典に舞ひ戻っ て来る、共鹿 {t>狙

」、猟師の手に彼等は易々と共生命を失ふ。

我園民が共人間本然の性情より生れ故郷に愛着を持つは決して無理ではない。しかし共

故郷が相嘗安全なる土地である範囲に於てのみ其愛執償値を生十る。水害風害地震の害等

k に絶え十! 慮迫せられる 庭 に愛着するは之盲目の愛であって買の愛で はない。

何鹿を見ても山ばかり の村 、前に 海後に嵯 と云ふ7] ( 廓 、其鹿に尺寸の土地に愛着 して居

を管み業に生〈る多数の闇民は拘に不幸である。畢覚此人主主はもっと稜展して充分満足安

祭なり得る土地ある事を知らぬのである 。

(  10  )  

私は日本の園土経営は根本的にやり直すぺしと主張する。之れ賓に 皇粗大紳の遺j J fl; 佐

奉戴する所以に外ならぬの である。斯 〈て根本的 に日 本の経営 を見直す時 、我等は第一 に

其狭きを費え、共官余りにも危険性に 富むことを認めねばならぬ。此狭l溢き此危険をも忍ば

ぎる可らさ「る 理由が何れにある か。

海港も必要であるが. 海港それ自鯉と工業地帯とが同一地域内にある事は決して絶封的

な必要事ではなし、。運輸交通の機能力2益々護達する 時. 深 〈内地に入りて の産業経営が経

済的に有利に取倣は れ得な いで あら うか。

大肢は智能を集めて共復興の大計を立てたのは賓に結構- r : あるが大阪ばかりが日本の心

臓ではない。堺や尼ケ崎や誰が共庭の復奮に脳紫をしぼってゐる 3

著書者の智能 と言ふ事も葱に到つ ては金 〈他力に動か されて活 uごげであって決 して自 ら

共本来の面 目を護婦 しにものとは思はれぬ。

若しも近畿地方の此大害の復興のみ に拾信、闘を要するとなれば . 各所に護生する各様の

損害に劃しては非常のE 額を必要 とする、これにしかに図力を傾〈る ものである。 これが

幾十年の後に更に建直しを必要とする事とならば復興の意義をなさぬ。

制 14

(  1  I  )  

京都の東山西山の名勝地滑の林相の荒殴は非常な ものがあ る。思ふ に赤松の林相美の復

:信fごけでも容易な事ではない 、若しそ れ下上7Jl1茂の大祉の様や共他の林相の復奮に到つ て

は恐ら〈幾百年を要する事となるであらう 。



京都の景致の損害は観光都市として又日本の大領客であるが 、京都の風致のみが全日本

の景観でない事を思ふ時は此復奮はよ〈よく心して最も冷静に最も徐 ｫＯＺ 慎密の計型 ｉ ｊ ｾ 立

て〉賓施するがよい。料理屋や茶屋の庭の手入れと蓮って一 日を争ふの要は更にないので

ある 。そ れは永遠の山水美を保持するが目的であるから。それと共に現欣京都近傍の赤沿

美の林相は1200年前の山水美であっ t: かどうかも叉考察して見る要がある。替林局長が自

ら京都に移住して其復興経替に任せ・んとすと体へちる〉黙は余の深 〈感謝する廃であるが

京都の林相に古今の襲濯相違があっ＿こ事 ｴｾＧ けは心して貰ひ＿こい。

(  12 )  

要するに我園の現放は速 し 皇粗大紳開園創建の根本に遡って共建設の大業を援も合理

的 lこ正確に大規模に永久不費に徐 k として一定の計を定めて断行すべき時である。議に園

民の用意は共建閣の第一義を正し〈認識しでか、る事であって、j s . に首国iのみを見て突l症

の短見を以てせぬ事を要する。

本土は本土らしく、根元は根元らしし確固? こる基礎の上に置かれねばならぬ。ぞれ故

に其行政機構の如きも此際大改陵す るがよい口近畿を極め て一地方臆となさぱ種々なる事

業は よ〈統制がとれや う。 而して徐計な事に二重三重の施設をな すの無駄も省、りや うし.

箕の智脳を集めて共興隆を策する事も出来ゃう。

日本の生命線が何虎にあるかを今一度考へ出して見よ、 3 年前に絶叫せられにる此生命

線ｾ思ひ出して見よ。我等が日本 ｫ 土内に建設的に活動する外更に共生命線の安全を確保

するの大任務ある 事を思はねばならぬ。しかして其執れが最緊要の もので あるかを判定し

て紳園日本の其の姿を蛮揮せねばならぬ。 (9. 10.  18)  

大阪尻無川に打揚 げられた館、木 材、破主主倉w ( 大阪朝日新聞世顕彰)
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風 水

日本建築協曾

副 曾 長

繭

葛 野 見 士 ｾ￟＠

這般の風水禍に嘗っ て吾々が教へられ? こ事は色 k あらふが 、共最も切賓なるものは自然

の猛威の如何に恐る可きかである。

天災の恐る可き位の事は誰れでも知って居る答ではあるが. きて卒素安穏卒和の空気 に

生きて居る聞はとか〈忘れ勝である。まあ首分共んな大しに災害等はありさうにも無〈思

はれて、ついうかうかと共日暮しをやって了ふのである。丁度親父の小言がしばら〈 遠の

〈ーと、ノj 、供はい〉 気になって勝手な真似を始める と言った気持である。

震火災にしろ風水需品にしろ 、何時でも不意打を喰はせられる。大自然といふものは意地

の悪い皮肉なおやぢ共ものである。人聞があまり勝手な真似ばかりやって居ると其油断を

見すませて、此底fごと許り一瞬に其猛威f t ' 探ひ是れでもか是れでもかと懲らしめる。 吾 k

がはっと気付いに時や既に遅しである。見るも無惨に荒らし廻られ1=跡に 立って、 ゃれ悪

かった技術家の注意が足りなかっ? この. 営局の監' 皆が行き届かなかっ? こ の. 何 t か もう少

し早〈から策の附きさうなも のfごなど〉、 罪をや にらにそこいらになす〈り附げで ぶつぶ

つぼやいて見ても，後悔先に立た争後の祭では何にもならなし、。 死んに子の屍を抱へでか

き口設〈雨親の愚痴と同一徹である。是れが矯め失はれに多数の生命や財産は如何しでも

取返しが付か無いのである。

只謹も無〈騒い? ごからとて何にもならない。此場合吾々は何と考へ何う庭置をしにもの

であらふか。吾々は心をしづめ胸に手伝置いて大いに考ふ可きであると思ふ。

災耐の震に多額の資財を失った人は如何にも気の毒である。更らに入聞として何より大

切な生命そ奪はれに多数の人 k に至つては殊に策の毒である。共上這般の様に将来のある

多数無心の/ ) 、著書児童をイ卜しにに至つ ては何と言ってよいか . 無惨とも何とも形容のま毒様が

無い。比較的被害に闘係の少ない者からは呑気な事を言って居る様なもの〉 、現賓死んに

小供は勿論其雨親一族の哀しみやら怨みは到底筆紙に蓋せないものがあっ1こと信す・る。

さて斯i俵な悲惨な貧況を見せ附りられて吾人は何と考へる可きであるか。復興 k k とま

るで復興を責物にでもするかの如〈諜も無〈騒いで . 是れしさの天災何程の事やあらんと

大元気に威張っ て見せ る、 共れも結構である 。然 し建設物の復興はお金さへ融通( 是れ と

ても事賓中々容易では無いが) がつけば容易であるが . 人命の復興は如何にもならない。

死んゼ多数の小皐児童の中には、将来どんな偉い人聞になる素質の者が幾人あっ? こか分ら

ない。只何千と敢字fごり の計算では一寸 illlJ 9知る ことの出来ない園家祉舎の大きな損失で
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あづ ｦ ことも考へられる。是れ Ｑｾ けは如何にしても楠ふ事の出来ない大鎖失であり、閣の上

下を通じて痛嘆お〈能はさ' るところ. ; } . ; 葬ひに生臭幼主の一週のお経位では中 k 何うして

浮ばれな いので ある。

愛に於て吾人が誠心誠意考慮す 可きは、是等多数の失は れ?こ犠牲者に劃して、今日の場

合決して犬死をさ せ無い といふ黙に外は あるまいと私は信十 る。 這般の如き大風水耐に首

って今後斯の如き場合に充分堪え、多数の惨害を再び繰返 さないfごげの充分な用意 を貧現

して、死んTご人 k の霊に報ひる可きである。

或は 人は言ふ かも 知れない。そんな事は先刻充分承知である。木造建築を厳し銀筋 コン

クリート迭に換へれば共れでよいのピロ大阪潤iこ高い防波堤を遭って披よりの第一線を固

めにならば再びあ〉し? こ高潮に苦しむ様な心配は無用である等しまことに簡単に片附け

て了うとする向があるかも知れない。

元より 其 れで結構なのかも知れないが、私の考へるのは今少し雌固たる信念の下lこ本営

に 死ん Ｑｾ Ｇ 人達は気の毒 である、其等の人達の不 幸 な 死 を無 意味 に終らせまいとする共死か

ら教へられ1: 深い教訓をしみじみと心の奥底に鶴じて、おもむろに復興策に封し慎重慣議

す可きであると考へる のである。

今日のさ持者や技術家やお役人に巣して此熱意ありや否やを私は疑ふのである。誠意を欠

い Ｑｾ 事者や技術家の 議論や 術策は兎角上調子で、只時機に投すると言った風のものが多い。

新聞紙上などで停へられに左様しTこ意見にも此類のものがあった様に感す・る。底力の無い

復興策には兎角粗漏が有勝もで意外な誤差などがあって、結局多額な金を費 して効果が無

いと 言つに:事に落ち易いのである。

由来這般の風水耐に して見ても 能〈共跡 を 考 へ て み る し 浸水 しf二一帯の地直は大部分

元総以後の海面埋立地即も新聞地である 是等は賞時大肢の富豪が政府の許可を得て其れ

其れ海面を埋立て、 愛に何十町何百町といふ大きな 土地を作り、小作人を呼ぴ集めて共家

の世襲財産 とし? こ のであ る。

大部分が水田であったか ら地面は卒水位か ら幾らも 高 〈は無い。周囲に高い堤防を築い

てやっ と共れでf n T7 ) ( なり海水の浸入を喰い止めにのである。であるから少し大雨が績〈と

防水にまごつき. 皐魁に逢ふと海水の逆上に困ったのである。命の綱と悼むのはー僚の堤

防ばか bで、高一英れが決潰でも震やうものなら何時でも水浸しになる可能性の土地許り

であっ fこので ある。

尤も其営時は大部分が耕地であっ て少数の農民が居住する許りであるから、 浸水騒ぎが

あっても耕作物の被害 こそあれ、人畜には割合に損害 も少なかった語である。海1噺や高潮

の被害は昔にも度 k ある にはあっ? こ のであるが. 今日とは比較にならない土地の欺勢であ

ったから 、大し? こ 注意もせするに今日 まですんで来?こ謹である。

それが大阪市異常の膨脹にともなって急: 激に尺て宅地と化げて了ったのであるロ此場合
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化り? ごと 言ふ方が私は至営であると信す・る 。成長 し1: のでは無〈全〈 完全 に化げ? こ のである 。

河泊ひの奮堤防敷 こそ以前の堤防並の高 さを持って居 るから先づ良いとし? こもの h 奮水

聞や畑地は漸< 2 尺か 3 尺程度の地揚げをした Y りであるから凡てが低i然である。宅地と

して街生的に犬きな欠陥がある許 りで無し斯うしに 災害にはーにまりも無 〈水慢しにな

る筈のものであつにのである D

斯様な 地区が大阪を取傘〈 重要な工場地や其れに附随す る小佐宅地商庖街 とー饗 したの

?ごから 1: まらない。 今回の様な大惨耐を受けるのは寧ろ嘗然の運命であ ると言ひ得るので

ある 。

今 にして此事を思ふ と賓に吾 k は遺憾を感ぜざるを得な い。大阪市の急: 激な褒展が左様

な因縁的事前の考察をする時間も後怖も無 〈、只延びるま 〉に放任せられて延びて了った。

土地の蛮展ｾ翠 に 少数の地主の一存 に のみ放っ て 置 いにといふ嘗 局の大 きな失 策 に蹄せぎ

るを得ないので ある。中 には多少 とも物のわ かっ? こ地主で、共所有地の経営に 幾分組織立

った注意をしに向もあるには あっても. 大部分は只もう延びるがtlr に放任 して置 いて鰻登

りに地債の暴騰するのを夢の様に? このしん1':1こ過ぎ 子、府市や内務省あ?こり の賞局も 一向

に左様 し?こ方面に何の経倫 も無かつ にのである。

卒 ?こ〈 考へれば現在低1燥な地域を必要安全な高 さまで地揚げ するにこしに事は無い。 然

し既に立祇な市街地と 殻達 して居 る彪 を、今更地揚げ等と言ったところで共れは全 〈杢論

に過ぎなし、。 或は土地 を上げるかわり に家屋なり 道路を上げる 事ならば、必す・しも出来な

い相談ではな いかも知れないのである。先づ必要な高さ ?ごりに道路念切上げると共に ‘ } L

ての建物を コン クリ { ト 支主主式 として道路 に準じて階下の床を高 〈すればよい。地下は卒

索は何にでも利用が出来る のである。

最近製者の論議 されて居る 様 に、 一大防波提を大阪糟に造る と言った案が果してどれ? ご

りの効果があるか吾 ｫ には一寸 見賞が つかないが、若し ｾｊ￭［ 様な築が早 〈 から研択 され貰 Ｑ 砲

されて居fことしたならば、 或は這般の様な危難に 際 して合会程損害を純 〈すませて居 ?こ か と

思はれる のである。

重要な工場等は此際もっと 安全な地帯へ移轄す るのが得策 ではあるまいか。市の地域制

についても一大修正が必要とせられるや うに思はれる 。出来るならば海岸一帯は高潮の綬

街地神 として松か何かの筏林と し、 防風防波の目的 に嘗 てると共に、卒素は市民の遊築地

とする のが よいかも 知 れない。 夢の様な空想、としか受取れないかも 知れな いが、若しかう

しに案が賓現するとしにならば大阪市はどんなに 美 〈しい都市となるであらふか、想像す

るfごりでも 愉快を感す・る のであ る。

古 〈奈良朝時代聖武天皇が一時浪速に都せられ?こ頃は、三津の蔀 と栴して大阪の沿岸一

帯は美くしい松林で鶴などが盛んに舞遊んTごところで あ り、内外の船舶の轄渓 し1: ところ

である 。外客を迎へる 様な設備 もあれ 遣唐使節の官姑即ち「赤の そぼ船」 も皆此大阪か



らH"，帆して居Tこのである。宮城内に在って沖へ行< H(，tの音fごの水夫の大 きな 11乎務 などが聞

えに と 詠 まれて居る高 葉集中の歌を 思 ふ し千年 以前の大阪糟の光景 が ｈｊ ｾ の前 ｩ こ う 子第 す る。

大肢の遠い過去を思ふ t 海岸一帯を防波防風の綬街樹林得とする t 言つ1=築 も、 一室想、と

して無下に葬 り去る可きものでは 無いかも 安nれな いのである。

要するに案は色 k 有り議論は種 k に分かれるであらふが. 吾 k は今日の場合姑息な考へ

を一掃し其取拾に封し一大英断を以て大阪市百年の大計を立て、失はれに数千のかなしい

魂 に報ゆ るところがあらねばならぬ と痛感する のである。( 了)

むざん l亡打 ち倒さ れ た大阪測候所 の無電 ポール

Ｈｾ，阪柄日新聞 酎 録 牢 Ｉ

木ツ 築後曜と な った天. =F . =: j'五重明:

も-ti u f
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風伯の 「空 襲」乞「海襲」乞 に依る教訓!

都市武装促進委員長 池J 田 賞

1 被 害 の 大 斗

今 問の大阪に於りる大風水 害は共 ｾｪ 科度 が橡想外に甚しし猛烈、悲惨Ｎ深刻なる も の

があっ? こ。殊lこ/J、接校校舎の倒壊が非常 に 彩 し し 不幸に も多数の生徒密殺 し. 岡家的大

事件、社合的犬似事であると同時に建築界の一大汚辱であると思ふ。私は建築家の I 人と

して誠 に自責の念に堪へき' るものがある。顧みる と、今夏 7 月25 日に行はれた近畿防空演

習を隔つる僅に 2 箇月の 9 月21 日、軍部の演習なら で、 風伯の真の 「空襲」 と其の共同作

用に依る真の「海製」の賓演に、都市人を感げ て心騰を寒か らしめに口共の災害は之を大

lビ12年の帝都大震火災に比す べき もので、彼の地震は此の股j良、彼の火災は之の水害であ

るー。而して此の風害の程度は彼の震災の程度 に匹敵 し、此の水害の程度は彼の火災の程度

に等じき ものがあ る。地震は僅に分秒時の瞬間的の ものであ るが、腿夙も 亦僅に約 1 時間 .

而も其の最 も暴力を極め 1: るは 更に分秒の腕間的の ものであ る。 「大風一過」の熟語は能〈

其の真献を君主 し;て居って、 自然がぶつと散っ fこ1f t の威力に it する人間のみじめ さ、その直

後雲間 より洩れ来れる日射は恰も 所謂 1) 誌の吹 き流し」 と吹き流して、 此の位の事 に何を

騒 〈か と大 自然が人間界 に向って か らか らとうたっ て居 るかのやうな 感を懐か しめた。叉水

符は火災の炎 k として天を焦す陽性なるに反し、極めて陰性で 、火災よりも却て後の始末

がー居悪 いも のがあ る。しか し地'点 、火事 と来れ ばピ ンと 来るべき東京市人には暴風 と水

害 とでは徐り感じな かっ ＱＺ の も無理もなし、 。 ｲ ｾ ｅ 不 幸 中の 幸 ともいふべき は火災の之 に伴は

なかっ? ここと であるコ

2. 風 害

殿風の猛威は屋Ｚｦｾ瓦を木の葉の 如〈 散らし 、 大樹 ｻｦ地上数尺の所 から捻切っ ＿こ程で あっ

1: 0  ｾ共主 の風客の最 も 予英を し菩ものが不 雪幸ド にして ノａ小 ｪト、 ｅ摩担

結果 より見れば、大風に依っ て蛍然倒るべき蓮命 にあったも のが倒れにので、 謂はば首然

の釘? 需品であ る。 自然の淘汰、 泊予化に過ぎない 。彼の地震の例に見ても 、共の容 を被むる も

のは、矢張り同篠であ る。唯夙容な るが震に、木造のみに限られに のが地震 と異 なる黙で

あって、若し是が地震であつ にならば、 或は組悪なる 鎖筋混擬土の校舎にも及んで居った

のではなからうかと云ふ疑快を懐かしめるものがある。
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校舎倒壊の原因に付ては. 諸方の調査の結果 、種 k の報告が粛さ れて居る。 ( 1  ) 其のー

は既に数十年の長 き年 )=J ｾ 経 て 、 自から 腐 朽 の程度 に 達 して 居 つにも の もあり Ｎ ( 2 ) 叉は

新に建築せられに るも の も、或は沓校合の拶Il 下 を移鞘 しTこるも あ り. 或は其の構逝の各部

分 に於て耐風的に見て扶陥のあっ た もの もあるや うであ り、( 3 ) 校舎全開の形 に於て 或は

ーの字形 、或はコの字形等にして最も 風墜に塁手I し危険 なる !U;態にあつにも のが少 〈ないゃ

うである。 ( 4 )l l 司'中 の 1 軒家の如き 校合が巣 して斯の如き 軒高の高 き建物 、窓の 多〈して

壁悼の少き建物 を必要 とする か . 衛生過重の反映もあ るのではなから うか。 ( 5 ) 或論者の

まnきは不正行震によって工事の疎i痛を安保しに のである とさへ言って居 る位で ある が、要す

るに 直僚の原凶fこる建築の構i 1 ! l 的猷陥は上越の 如〈 色 々な方i自iにあっfこで あらう が. 其 の

i恨本的原因に遡って考察 を下して見ると 、是はI唯一言 に して室長し得 る と思ふ。即 ち F安か

らう 謡か らう 」 であると断言 して慨 らな し、。文部省の柴垣建築課長が大阪に下って言ふ fこ

ことが新聞紙上で体へられ1::. 。共の言 に依 る し 首初は直轄号待校以上は何等異扶が無かっ

? こにも拘らす¥ 地方に委ねて あ るIj、移校のみが均i <も 多数倒壊 しにことは 、何等か地方的

に技術的な扶陥があ り将来特に注意を掛ふ必要が ある や うに言はれに のであるが、共の記

事を読むや、私は然 らぱ直轄事校の箪慣 と大阪に於げる小型校の皐債 とが果して同等なり

や否や と云ふ ことを反問したかっ?こ。向ほ陸軍大 臣の談 とかには倉庫類で50棟 250 高闘の

間容 を裁ったと 報せ' られてゐ 1: 。併し同課長が調査後絡 に大阪 を去ら ん として、結局絵 り

に 安 建築である の が共 の 原 因 である と 言 は れた の を聞 い て、 私 は 我意 ｾ得 ｦ こりと自 ら莞倫Ｎ

と して 微 笑 ｾ 禁 じ 得 なか っ た 次 第である 。

或知人が 2 ヶ月 程前に近郊 に自 分の住宅を新築 して、 専門家に組 むと 坪 100 1員|以上もか

か るが. 自分 は坪50国で仕上げ たと 創設してゐ 1::. 。詳 しげ な卒屋建の文化住宅が、此の大

風でベシャンコに成れた の を耳にしにとき 気の磁に思っ たが 、先ω自1廷を思ひ出すと 滑降

の感に堪えなかっ 1: 。

防j嵐の吹〈範囲は高 さ1 . 000 米位 までで あると 云 はれて居 るが . 向lま生駒山脈共の他に

於げる 目撃者の言に依る し 約 100米の所 に於 て明に摘 にー紘 を劃 して居 ると 云ふ ことで

ある。 7 月初 日は恰度二百川|日に 首 仁 古来農家に於ては二百十日は地上をすれすれ に吹

き、二百廿 日は少 しく 上昇 する と云はれて居る。陥って此の二百 I11 日は比較的より上方を

吹いにも の と 思 は れるが、 其の猛威 ｾ ｾ 呈うし に 高 さ は恰度 Ｒ 階建校舎の軒 の所に ｉ ， ［ ｊ って如 ｩ

へら れたもの ではなから うか、普通民家に於りる大棟の被寄 に比較 して下屋の軒先の被告・

0) 少いのに徴 しでも 或は斯か る闘係があ るのではな か らうかと 思はれる。

今回の校舎倒壊の責任は果 して誰か負ふべ きも のか と云ふ こ とに付ては色 k 意見もある

や うである。 或は所謂天 災不可抗力で ある。 寧ろ超不可抗 力であ るとさへ云って . 誰彼の

責 任 ｾ問ふべ き も の ではな い と 論 す・る人も あ る 。げ れども 、 私の 見 る所を以 て す れ ば其の

責任者は凶方八方 にあるも の と思ふ。 今忠部に向 って深 〈メスを刻lへんか 、即 ち( 1  ) 設計
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者は極めて翠債の安い建物の設計を共の憧首肯して引受げて不充分な設計をなし、 ( 2 ) 請

負人は又非常な競争に依 り更に其の以下に於て極めて安償に之れを請負ひて施工し、 ( 3 )

縦令監督者が十分に之を監' 皆せん としても完全なる建築を得難いことは理の蛍然である 。

( 4) 膏に設計料の安きを求めて、善良識経験に乏しき責任を解せぎる低級建築家に委帰し .

其の甚fごしさに至つては建築代書人をして此の重要なる設計の任に嘗らしめにものは理事

者である、 ( 5 ) 市して斯かる安債の強算を組んfごものは即ち理事者であり、 ( 6 ) 叉之を是

認しに者は議員共の他の者である。 ( フ) 殊に出含に於ては往 k にして建築委員などが出来

て、日蛍をもらって是が無用の率ろ有害な示唆干渉をして . 一月号建築の完成を阻磁する場

合が決して齢くないのを遺憾とする o ( 8 ) 向ほ根本的に之を追究して見之と、 IJ 、事校の教

育は即ち義務教育なるが故に、入壊を好t d: 好まぎるとを問はす、園家が其の易保校に入製

し修接することを強制して居 ト共の住所に伴って共の入壊す べ き製 t まも指定されて居る 。

恰も兵士が所管制i囲に入管を命せ' られるが如き閥係にある。謂はば園家が教育を強制する

以上は其の校舎は営然園家の経営に属す べ き筈のものであるにも拘はらす、それを園家は

地方に委ね、而して地方の話す所の 可 否を論 ぜん として 居 るのは、共の本末ｾ誤れるの感

がある。之を極言し、 春秋の筆法を以て すれば、 政府首局が無論、故意 ではないが無意識

と云ふかＮ不注意と云ふか、人の子ｾＩばするも のな ＱＩ 1: 言 はれでも之を避けるの詞はなか

らう。放に自分は共の責任は各方面にあると言ひfこいのである o (9) 而して一面 に於て.

誌に熱海に赴い fごとき共の建物の櫛比は. 一朝火災に遇はんか其の至宝減を感じて . 数月の

後起つに山中温泉の全滅を議想、せ十。東京に劃する熱海と相類する、大阪に劃する紀南ー自

演温泉の有志に向って海 ｾｉｾ の防備を説いて Ｑ 年ならすして 今 回 の大阪の 高潮を換 言 し得な

かっ f: 私は自らを顧みて是は各方面の専門家 と維も 誰し もが今回の如き強烈なる闘! 氏の来

ることを珠想、しなかっfこf誌であり、( 1 0) 社会全腫の建築に封する 重要性を認めする、常に競

争の結果幾らでも 安 〈建築 し得るものな りとの思想、が祉合一般に流布されて居「こ結果であ

ると言って可い。其の紋態は恰 も縁日に於て植木を値切り倒して買ふや うな欽態であると

言つでも敢て過言 ではなからう。 責任の所在は葱 に存する のであ る。

H静子. 現下我閣の欣態は偏重、過重の弊事毎に彩しきも のがある. 験校教育の過重一一

極言すれば義務教育陵止論乃歪中 J ト. 論叉 は短縮論 を11昌ふ る私は. 今回の小易保校多数の倒泌

が、何等か這般の・消息と一脈相通子る 暗示 を興ふるものがあるか の如! き感を起きしめる (

このことは別に詳設する機舎を得? こいと思ふ)
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3. 水 害

水害は海岸にi丘寺 住宅並に 水没に近事多数の工場を侵しに。

〔申〕直後水害に遁つにー友人の言 に依ると. ( イ) 先つ' 最初に策付いにことは、下水 より

黙き汚水の噴出したことである。( ロ〉而して附近の 2 階家が階下の天井下 5，6 寸の所まで



浸Ik したときに、 2 階家全腫が共の{ 遊水中にズブズブと波中し行〈のを見て、最半生き fこ

心地はなかった。( ハ) 然るに自分の家は蛍初比較的高慣な建築貨を支1911つに i誌に、 ヨドに流

失崩 ｩｪｾ を＿菟れたが、Ｈ ＮＺＮ Ｉ初 て 建築 には 相首な る償額を 支例ふべき も の であることを摘切に

自覚しにと云ふことであって . 大に我意 を得 fこものがあっ t: 。

〔乙〕工場が水運の関係上海岸又は河 口近〈に集中して 、随って高潮に依る浸水の容 を受

けたことは巴むを得 5 ることであるが、。j: し共の程度の甚大なるは工場金腫に於 げる建築

の重要性を無税して居ったことも其の一因であると言へると思ふ。顧ると大IE 5 年工場法

の始めて施行されに際に於て 、農商務嘗局は工場として最も出意 を州i ふべ きは機械. 電気、

及び化豊島、衛生の方面にあって、建築の如きは! J に菓子を 入れる 袋が中貨の品物に謝する

風呂敷か乃至包装、荷造位の{貨値のものに過 5 ないと稿して、他の各種の専門技師を本省

に監 督官 として 設 置しながら、遂に建築専門の技師を訣如し、之に代へるに造船の技 ＨＺＡｉｪｾ

以て宛てで| 宵然としてゐ Tこのに徴しでも共の素因は明なる所で ある。

4 利 盆 の 一 面

風持、水害は勿論ったなる損害を興へたに 泣ひないが 、共の中 !I jt - つ主主す る所があった の

を見出し得たことを欣ぶ。

CA) それは風災の直後市の主要部分を通過して見7こと ころが 、極め て新鮮明朗な 、民面

白で落付のある都市を賞現して居る や うな感に打 fこれに042は如何なる貼から来fこのであ

るかと考慮して見 fこが. 所謂掛古風に依っ て見苦し〈も限まぐる しし、醜起な腕告看般が一掃

されて、ここに都市の明粧なる方面を強揮し? このである ことに 気付いに 。従来俗必な蹟告

看板 が都市 金 慢をして 恰 もカツ フエ化せしめんとし て 居ったやうな紋占Ｗｇｾ此の胤 ｬ 玖に依っ

て救ひ得 て、 都市の風致美観を回似ーし得 fこことは不幸中の一つの獲物である。 之を機舎に

将来も庚告看板の取締には最 も注意せられんこ とを蛍局に 向って特に進言しTこし、と思ふ コ

Ｈ Ｘ Ｉ 向 Ｑ まより 大 なる 獲 物は従来建 築を Ａｦｴ ｾ 脱 し た傾 向のあったのが一掃されて 、始 め て建

築の重要性に世人が 目畳め . 殊 に著書校の如き多数の 人を集むる建築にあ っては 、尚更共の

重要性を認識 しに結が今 日の犠牲 に代って灼来或種の好き牧獲を得 る因 となるであらうと

rH ， 
，じ、バ、。

5 善 J差 策

(  1  ) 建築物の直後の構造方法に付ては| 耐風上大に研究すべきとこ ろでめらう が. 之 を要

するに耐震建築は即ち耐風建築{ ( い〉基礎の強固 . ( ろ) 桂の太さ 、( は) ; t: fと土主主の銑結、

( に〉柱と 2 階梁と の錨結. ( ほ )i 佐と小屋梁との鍛緒、 ( へ) : 斑材の1収付、( とj 筋違の挿入、

( ち) 方 et の使用 、( り) 控桂の添加l其他} であ り得ると 思ふ。 -#j: し其の詳細の ことに付ては

深 〈専攻の土の研究に侠つ ことにする。 /l jft 耐風の研究は勿論同時に耐民 、耐火、耐木 、I!.[l
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ち凡ゆる方面に於け る防災建築の研究であらねばなら ぬこと に注意すべ きで あ る。

( 2 ) 叉浸水後高潮の引去っ たにも 拘らする . 4 、5 日を経て摘は深 き浸水燃態に在 るが如き

土地は即 ち低地で ある。斯かる低地の地揚を必要 とすること は、明治42年大阪府令建築収

締規則( 第69僚〕制定の首時よ り唱道せられ来つに こと であるが、廿数年を経 fこる今 日まで

全然閑却脱さ れ来っ た こ とを最も遺憾とする。此の際鋭意地揚制限の賞行を期すべきであ

らう。

( 3 ) 向ほ一般的に建築に附する法令の適用は 、共の法の適用区域以外の地に於て も重要

なる公衆的建物に は嘗然之を及 すべきことは自明のことであっ て、是 も上述の建築取締規

則( 第87僚) に於て質行し来つ? こことである。随って市街地建築物法に於 て も第14後に基い

て各種類の特殊建築物に闘する建築規則を速に 制定して 、而 も是は法適用直域外に も及す

べきは是亦論議なき ところであら う。

(4 ) 建築監管官の任務は新に建築す るものに封して注意 を梯ふのみならすも、 従来存在す

る古寺建築物に劃しでも相蛍留意すべきは言 を侠fこない。一併 しながら現在の如き少数の人

員を以てしては日々新に申請 し来? こる建築物 に劃 して のみ全力を家げ て猶ほ且これ足らぎ

るの妖況であるが故に、営然是が大増員を圃り、古寺建築物の重要なるものに向っ て常に

巡検し. 是が補修に努められんことそ希望する。

( 5 ) 向ほ一面に於て物的制限あるが故に、設計の任に嘗る建築家の如何は政て問ふ所で

ないと云ふ設が従来唱へられにゃうであるが. 今回の校舎倒壊の結果から見ても其の設計

者に充分責任を持ち最も信頼す るに足るべき遁蛍なる人を得ることは最も重要なる ことと

思はれ、歯師法の如し新設士法の釘1< 、計型士法の古川、其の選揮すべき範間程度の限

界を役人 lこ明示するぞ要する。即ち換言すれば建築家が単に道徳的責任法に止まら今 、法

律的責任を負ふぺき建築士法を制定するの必要切買なるものある こと を唱導する 。

( 6 ) 更に入札制度を改善し最も if 嘗なる償格に於て請負はしめ施工せしなるを叉必要と

する。共の方法に付ーでは自分は或一定の入札法を提唱せんとするものであるが、是は次の

機舎に護って、ここには省略して置〈。

( フ) ぞれと同時に線、ての奮建物に聖母する時々 の打診 を必要とする方面よりして . 重要な

る建築物の所有者又は占有者は建築の専門家 を専任するか、& 、〈も顧問建築家叉は建築家

のl帰託を以て恰も法律事務に於ける顧問帰護士の如〈常備するの必要があると思ふ。

Ｈ Ｘ Ｉ 最ー後 ｬ こ串校建築ｾ 全部鎖 筋混損土にすべきや否やに付ても種 ｫ の意見があるが Ｎ 売と

は営然全部を鍛筋混i疑土にすべきであると思ふ。而 して其の費用は前に論じたるが如〈営

然園周i の負措とすべきものであ る。殊に町村に於ては従来共の中心 k なるものを歓いて居

る嫌ひがあるが、ここに自分は高金建築として校舎を錨筋混凝土遣とな し、 之を其の IHJ 村

の中 心と して、 卒素数育に用ひ るのみならす、有らゆる災害其の他の場合に之を利用 し得

るやうじ す る必要の切賓なるものあるこ t を高唱する。

制 2 4



6 健 語

天策強報或は測候のことにイ・1 " て爾後色 k と設があるやうであるが、今同の邸主風の如き猛

烈なる程度は共の蛍局者自身も或は ｴｧｾ 期せぎるところであっ＿このでなからうか。其の知識

の普及を云 々せ られて居るが 、自分は131ろ日 k 各地方に於げ る何粍と云ふ気象を報す・ るこ

とを駿して、斯かる災厄の起らんとする前に於てのみ測候の報告を受げることを希望する。

今測候所の報告があると云ふ こと それ自身が世人の注意を惹〈と云ふやうにした方が本ろ

有数ではあるま いか。コむも 今 日の物質文化は共の長も必要なる有事の際に於 で遺憾ながら

殆ど其の致用を殻揮し得ない。 電f昔、電 力. 水道、瓦斯、電車‘ ラヂオ等 k 比 k として皆

然りである。即ち一事あれば都市の機能は全然恨死の態度となる。自分は之を! 援抜文明と

謂ふ。淀川の大量の水は 250 高の人口に有り徐ると云って、停電直 に其の支給が停止され

るが如き、或は共の必要時に於てラヂオの奴用を瑳揮せざるが如き、開きの防空演習では

「いぎ」といふ とき ラヂオ又はサイレンで報知するとのことであっ? こが . 此の腰抜文明のB暴

露は 、世の所謂 35- 6 年の非常時に向って居る我園現下の紙況を真面白 に考へて来ると.

1止を穆げて将位、浮華、涼紫、文弱の結晶の表現に過ぎない都市文化 、我閤民の無力 、倣

カの腰抜を調刺 して居るのでないかと云ふやうな感が起る。 幸に火災は起らぎりし故に、

水道も共の歓陥をi捺り暴露 しなかったのであるが 、向 lま聞〈所に依る し 五 斯 タ ン ク の急:

に降下し? こりして、ガスの供給が 11:-.つ?このも火災を惹き起きさ' りしー原因ではなかっ? こら

うか。共の他或町村の校長が奮校舎の腐朽甚しきの故を以て共の改迭をI l IJ 村の理事者に常

に要求して居つ? こにも折j らす、其の 容れ られ玄りし結果、今日の悲惨事 を生じにのである

と云ふことを遠慮、な〈公表したるが如き其の校長の世相 に毅然 として義を見 てなす の勇気

あることを私は大に稽訴に慣するものと認める。

g! t j 風一過10 日の後即も二百四十日なる本月 1 日除震とも見るべき絵風が強〈吹い 1: とき

偶々六甲山上に登っ て脚下を仰蹴した。漫々に副総戸内海、茅停海の溢 りに黙々として散

在する蟻の巣の如き塊が漸次埋立共の他の方法に依つで海 中に進出し侵略して行〈ときに

営っ て、 我れ自からヂヤイアントではないが、何をしやらくさいと腕にＷｫｾ掬って、果占在

する 蛾の巣痛に海Ｗｫｾ注い Ｑｾ Ｇ かの如き感が起った。叉締盟な座敷に子供の撒らかしに玩具

をこう散らかしてはこまると大なる訴を以て掃き出しTこが如〈にも感じ、海演に於げる白

砂育松の明快な自然に聖母する下らない人間 の胃 j貨を符め て、 元の砂原 に蹄せしめにやうな

感じもしに。

時に科塁持者、工人 等の調ふ「自然 ｾ征服する」などのよまい 言を止め て、すべてが 「自

然に ＩＱ 国際する」ことを心掛〈べきで あ るこ左右＿轡告して 筆 ｾ捌〈。

一一昭和 9 年 10月15 日一一
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非 常 時 の 都 市 巴 重 要 建 築

災害強度委員曾委員長 ?皮 f[ 
'悌 夫

今回の大風水害は突; 忽と襲来して来 1: 課でない。其係路、進路、順序を経て主主其威力 を

稜揮し来り 、室戸 1
1
1甲に上陸してからも .其強暴性は却って甚大 となっ 1: 傾向があること は.

従来の風柄に朱ピ有ちぎる庭であっ1: 。此の天災は之れを7象報するの手績共他多少の手薄

があったに して も、襲来する事は確賓であれ共威力も強暴性であ る事が橡報 されて居1: 。

従って、地震の場合の様に全〈不用意に裂はれる場合とは大 いに異なって居る 。従って 、

低気座の降下を測定 して其不時の用意をせるものが. 相官あっ て. ，菌蛍なる措置宜 しき方

面には、被害は齢なかっ 1: 。故に之れが後知、 T象報に就いては今 日に ては、地震の場合 t

は異なって居るに係ら子、あまりに、災害の甚大であつに事は注意に値す る事 と信するる。

それは非常時の都市に劃する卒時の用意を忘れ?こがにめである様にも考へられ る。 従来

恐るべき 震火災に封しでも、吾等は常に耐火耐震建築物の推礎を叫んで居? こ。そして今回

は明瞭に . 此等耐火耐震建物は耐風に封して. 充分の威力を溌揮せる賓物教訓を得て、 大

方の人士は鍛筋コンクリートの建物の威力を認めて来1: 。そして木造建物の不安を痛感し

1: 。乍然此等の木造建築物が、多〈は其五年十年後の修繕期来るも之れを; 吉. りし事を忘れ

て. 設計や建築嘗業者の不注意、不忠賓が叫ばれて居 るげれども. 木造建物の倒壊せる多

〈は不時の用 意 と Ｎ そして共修 繕 費を ↑ ｬｩ しん Ｑｾ 結果である。建築物の修 繕 は中 ｫ 厄介 な 事

である。そして修繕期金迎へ1: 建物は建築営時に経費節約をし1: 連物に多 い。 従っ て安建

物は共頚齢期も早〈来る。それを忘れてゐる人 k が多い。

木造建物であっても、入念に仕事をし. 且つ必要なる耐震構造に注意せるものは一つも

倒れて居らぬ。叉建築営時充分なる金をかげで居って、年 k 歳々其の頚齢期に必要なる修

絡を忘れなかっ 1: 建物は、倒壊を菟れて居 る事は忘れてはなるまいと思ふ。

新法の木造校合の倒壊せるものは、必、十や、不合理の原因と依件の不都合であっ? こ事が

あるに相違ないが、多〈は建築費の節約し構lli 上の不注意から原因して居る様に想、はれ

る') 技術上からいへば無頓着であっ 1: 事である J ド常時の用意に闘心がなかっ1 : 事であ る。

従って我等の建築は、経済的にふ技術的にも、充分なる注意が拶tはれて然るべき であら

つ。

×  ×  X  

土木地糟に封する方商の施設針策に就いては 、張に特設するのを止めるが. 我建築界か
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ら韓日て 、我大大阪の陸上施設や都市の重要建築 について は 、常に非常時の準備にi I i R : < る所

あるを痛感 する のであ る。我大阪市の玄闘 口である梅田騨頭の建築物ぞ見ても、 共一般が

知れや う。叉大阪港 口の玄関 口にしてふ 税闘を除いては大しに建築物は ない。築港方面

から 九僚に 亙 る、港区 、大正直、此花直方蘭 に重要建築物が一つ もなし、か ら. 高潮製ポに

際 して、 共前後の措置にも遺憾が多かつに様ピコ要事校建築の主nきも須ら< 3 階建の銭筋又

は鎖骨造 として、非常時の用意があって然るべきである 。闘東震 災の時 、横演の老松/J、製

校の如きは . 鍛iめー コンクリート迭で あっ1: 矯め に火 災を逃れ . 共一部は破損を受げ たけ れ

どもよ〈災害後の施設の策源地となって其使命を果 しにといはれる。

和 Ｑ Ｑ 戸市が早 〈から Ｏ ｊ 、製校 の鎖筋 化を計り Ｈ 我園では一番早〈鍛筋化ｾ計つ＿こ都市であるＩ

今回の風害で も何等の損害な し 兵庫牒下では、 西宮 、尼崎方面の被害が多かつにのであ

るげれども、 都 市をして大狼引 の災害 ＿こらし めなかっ ｔ こ丈は 、 誠 に神戸市先畳者 の ｾ Ｑ 策 宜

しきを得 1: ものであらう。

我大阪市が一間際ホテルの建築に前後数ヶ年の滋月を要することや 、多〈のJ社舎敬育方

|自{ の地設に、 建設的事業の娠はな いのは 、経情的の理由もあら うが‘ 都市の非常時針策や、

都市教育施設 に後れ る底多 い矯ではあ るまいか。

東京に於て は防l東大震災後、j吐合教育施設、公園製校等の土木建築は非常の注意を挑ひ .

九段 に於げる諸建築、青 山に 於げ る記念総苗儲や青年金館及運動競技場諸設備、本所の被

服感地 ｾｩ 記念館諸建物等 、 大 ｉｅ Ｎ Jl fl 和時代の新名所を造つに。 しかも此等の建物は、共精示I11

的方面にも注意 と意匠を捌; ひっ〉あ る事 も商白い傾向であると いひ? こし、。

京都及神戸市に於ても、此等の建築物に闘しで は可なり の研究と 注意 を怠 らない様であ

るがＮ我大阪市にあっては共 都 市 の ｾ大 さは閥西有力 の都 市で あ るが 、 此方面の努力は大

いに枇り て居 ると考へられる。地下銭 に投下せる費 目の一分をささでも、此等の陸上施設

の建設は)1士翻を極め. 非常時都市の面 目を躍如として費揚するであらう η

今回の災厄に封し、今夏賓施せられ? こる防空演習の効果は大いに現はれて、非常時都市

動員救護の針策は賓に秩序盤然たるものがあっ? こ様 であるが、西大限方面の陸上設備の不

用意から 、幾多の賓数訓 b; 生れて居る事を忘れてはなるまい。無用長物硯されて居七、市

立蓮動場の如きは、大いに共非常時の効果を現出しに一例と いふてよ い。春日出方面に於

て. 位五電棋建物( 3 階建鍛筋コンクリート ili ) が、3，000徐 人の避難民を救ふ? こ事賓も 大 い

に注志すべき事柄であらう。

×  ×  ×  

要するに都市の公館は、耐火耐震の建築物であらねばならない。それは事校建築に於て 、

殊に然りである。事校建築は夫れが幼弱なる製童の養成所であるからといふて 、之 れが枇

合的梅設の重要部を占めて居る事セ忘れてはならない。青年圏や青年訓説草JiJTや時々の集合
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所であ り、 lur 内の倶楽部といふてもよい性質を持って居る。都市の非常時が失獲 しにとき

lこ、 救訟班や衛生班の策源地となって 、町内、匡内の救助 、保護 、防護の中心陣地となる

のである。従って、箪なる感校にあら守して 、j社合的施設建造物である事 に間泣ーひない 。

伸数の盛大であっ? 二時代は 、寺院が枇舎教育施設の策源地であり 、非常時の殿堂であっ

＿こから 、町 村の有力者は財 源、 を寄進して、卒時からｾ士 大 にして偉観ぞ有する強 大なる建築

物にして居Tこ。村溶の中央・に務立する寺院の屋根 を見 ると 、共村落の繁栄の程度が解つT二

位である。

今日の祉舎 教 育はＮ共大部分ｾ 寺院 から 奪 ってしまっ＿ こ。 しかも教 育施設には し、 つ も 金

が足らぬ。信仰を中心とする寄進が少ないからである。都市の急: 激な る膨脹から此等の施

設 が、後れ勝の?こめ であら う。乍然、共社合的施設の中心地としての観念が. 過去の寺院

の様に明瞭でなし 、か らである。事校建築ぞ財政的に翠債を切下げて足れりとする、傾向の

如きは沙汰の限りであらねばならぬ。今日に在りでは過去を? とがめる 場合ではなし、 から 、

須ら 〈事校建築の女nき建物は、 金主? 充分寄進 して安心の行〈 迄 も接聞な建物にしでゆく しい

それは 、態依に限らぬことである。社舎施設としての国書館や公舎堂や美術館・等に於ても

然り と申さ ねば ならない。

繰り返して申します。我大阪市は祉舎教育施設に大都市 として の面白から も. 革新の道

を進め、感校は全部銭筋コンクリート遣にす べ し 叉 多 〈 の枇合数育機;鈴lの殿堂を 、重要

なる都市の建築 として の枇視さに改めて欲しい事である コ都市の繁栄の尺度は此等の建築

物がよ 〈無言 の雄知を娠ふ事を忘れた 〈ない。

×  X  ×  

将来 、大阪市で園際合議でも開〈といふ様な場合が起つでも . 目下の様な陸上地訟の貧

弱さでは、仕事 も出来なげ れば、合議土也の舎携すら、放儲すら . 見撃紹介の材料すら 、平

常の用意がないではないか。都市の必然的必要なる文明都市の尺度と申される所の紛高館、

博物舘、美術館. 闘書館 . 物産館、工業館、記念館等の諸建物は、 大阪市には誇るべきも

のがな いのです。これは外聞や見得ではあり ません。往時の村落の寺院や鎖守の様の様に、

都市の重要地熱に あるべき重要建築 として、 是が非で も設立 し且つ堅牢な る建造物 として

置〈事が必要であるのです。都市の非常時に亡失する幾多の貴重質物が、此等の館内に 、

秩序整然 として 保存せられ制介せ られて、不時 の災 ｊ ｌＡＺｾ逃れる 事 とな れば 、 誠に者 ｾｉｲ ｬ ｬ の向

上の尺度を示 す事にもなるのです。

今次の風害水害 に劃して、よくよ〈非常時の都市 と重要建築物の刷係 を考慮に 容れて考

へて見1二次第であります。
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ｾ＠

三芋h

a=t 
の 跡 を 見 て

都 市 計 董 大 阪 地 方 委員 合 技師 鳥
井 信

今同の大風水零 には私も被存者の一人としてその怖ろしい韓験を致しました 私の住居

は精道村部打1+' ，で海岸から 2 丁字程の蕗 にあります。朝 8 時頃出掛げようとして居る と大

療の風下¥: j とな っ 1: から南側の雨戸公締め北側の2まから雨風の降るのを見ながら晴れるのを?

符って居1: 。すぐ裏には丈の高い小松が生ひ繁って居てそ の時の必の動きにより風の方向

及そ の特換の具合が賓に u月らかに見ることが出来 1: 。始めは東北から雨を判、ひ非常に強〈

吹き儲けて尽にのが. 急: に南に方向を縛じ. 間もなく西南に特段して最早雨風も 1卜.み2さが

晴れf契機となっ 1: とき 、敷地内へ7Kb; 流れ込u :昔がするので波浪の矯め下水が捌りないで

汎濫する のに位に考へながら雨戸を開げると一商の水で 、更にどんどん水嵩を増して居る 3

は〉あ一一津波か しら一一昔津波が此溢にあっ? こが地上 1 尺であつに事を聞いて居 fこから

ーーまあ 大した事 も あ るまいと水 詰さの増 す具 合を見詰め て 居 ｔ こが共勢は物 ｾ 仁 づんづ

ん主床に上っ て猶 iまも噌して行〈。こんなときは卒家住居は心志郎 、こと限りなし、。もっと

橋せば押入へ上らう。狛ほ増せば屋根裏へ上らう。外へ逃げでは返って危険fごと考へ乍ら

7k の精し具合を注意して居? こが床上 5 寸にして7 k は漸〈引き始めに。賓にやれやれ助かっ

1: と云ふ策が し1: 。それから聞もな〈海岸へ出て見ると十敷軒の波乱付と二三の別荘は跡形

もな〈流され、海岸の攻防，; t 決出 し舟 l立高い虎にi'Pょげら れて居 るが海は極めて静か に鏡

の様であっ?こ。

×  ×  ×  

一暢此} 玖及之れに伴つ 1:i 高潮か津波かは、どんな現象であるか、我々は是れまで諒恕し

得ないものである。我々は此原因を探究し、其被害を調査して、既定都市計藍を検討し、

悪い庭はその建直しをしなげればならないのである。

それから新聞を注覗して居る と高潮と云ふものめり 、津? 良と云ふものあり、叉高潮津浪

t 云ふ人あ りて、その怖る べき現象の名揺すら 一定して居ない。原因に就きての説明 も叉

種々である 斯界の大家長岡博士は此現象を説明して、大阪漕は一つの大きな盟の様なも

ので. 之を動かせば湾内 の海水は 、ばちゃばちゃするのである。その波動は紀淡海峡から大

阪 までは ＷＲ 分間に到達するか ら 、同地に観測所を設げて大阪に速報すれば危 害 を ｾｊ 象防 する

ことが出来る と簡単に云はれるが、 自分 の開験から はどうも附に落もな い。 今度の高潮は

地 震 と 異っ て 盟その物は動い ては 居な し、。策摩 が非常 に 低 下したｾ め恰 も試 験管の 宰策を

稀薄に して逆に水中に立て 1: 様に海水は吸上げられ. 狛 lま暴風に 1'11 されて大阪港附近の狭
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い鹿にＮ押付ｾられＮ宇ｻｾ約 ＲＰ 粁の勘風眼力［東北に移動し大阪港より 陸 地に進み＿ こる矯

め、吸上げられて居? こ海水は完に復師したので、波講ではない様に思はれる。之は撃者の

研究に侠つ主して此度の高潮の高極は天保山に於て O. P貼 上 5 米 10であっ fこ、此時の潮は

卒常ならば ｏＮｐ 鈷上約 ｬ 米であるから賞に Ｔ 米 ＱＰｾ 増し＿このである。

高潮の矯め浸水地は大医では住吉匿、西成匿の十三間堀川以西、大正直、港区、此花直、

西淀川匡及尼ケ崎海岸地等殆ど総ては明治二三十年以後の埋立地であ る。土地の地型書簡は

満潮面よりも二三尺高りれば充分fごと考へて工事を施しに結果である。我々は此の賞事経

験を基礎とし、躍史ｾ参酌して過渡期に於げる矧Ａ詩文明に訂正を刻 ｬ へなければならぬ。

×  ×  ×  

然し乍ら今直も iこ浸水地の家屋を地上げも出来まし、。是等は天災地費の来 るまで共僚で

置〈より外はなからうが大阪では浸水地で . こ れから建物の建つ部分が浸水地の約字分も

あらう。是等の地盤石 ｾｏＮｐ 賠上幾尺とすべきか今後の重大問題である。港湾家は現在防波

堤の外に更に高い防波堤を設りて之を防ぐ計霊を立て〉居るが防波堤には数個の出入口も

あり今度の潮に於て毛馬問門まで 12尺の水位を上げて居るから、その経験から見ても、潮

を金〈遮断して浸水せしめぬと云ふ事は期待し得なし、。やはり防波堤ｾ設〈るとも潮は何

時やって来るか畳悟して居なげればならぬ。之れに劃して水陸連絡闘係を考慮し一定地盤

面高を定め. 都市計書道路を上げて其附近の敷地を之 に依らしめ、叉匡劃整理により指定

高とする のである。何れにしても今回の如き潮に浸水せられぬ位地盤面を悉〈上げること

は種々なる困難があらう。臨港及河川地は水陸連絡闘係上六ケ敷しからう。それが矯め波

浪を防止する 策は臨港 lこ防浪建築を設けしなることである 。今芸大の大風水に於ても 海 岸に

ある餓筋迭の建物が多〈 の人命を救って、共建物背後にある木浩建築物の破壊を? 如何に菟

れしめ t: か知れぬ。 どうせ海岸附近は倉庫、工場等の建つべき鹿であるから 錨筋迭の防浪

建築とする矯め補助金 を交附して其完成を計るべきである。今臨地地の幅10間 l 陪丈に坪

ｱｏ 固ｾ補助する左して総額約 Ｔ 百 高関を要する。 ＲＰ ヶ年に完成するとして年額僅かに ＲＰ 寓

闘であるから賓現したいも ので ある。

×  ×  ×  

今主党の殴風水害 中最も傷ましきはノj 、厚校の倒壊 t 之れ lこwふ多数児重の死傷者ケ tl-'，し 1:

ことで あ らう。之に射して設計者叉は監容者は自己の責任上積 k なる新明がましき意見を

蛮表し、中には味晴の上塗りまでもし? ごと思はれるのがあって、一時建築家は穴へでも 痘

入り t: し、気持ちになっ 1: 0  ￭ 到 ｪ れ仁摩 ， 校ｾ見ると何れもノト屋 ｴ 床 ｴ 基礎は大丈夫で荘が皆切

損して居る 。大韓 lこ於て住などを計算して見て建てたも のがあらうか。先 日或感校の構出

演習に小皐校をやらせ fこら柱の大きが 1 尺角となっ t: と聞いて僕は考へ? こ。若し鯨筋の計

算であつにら計算過ちゃる t: らうが‘ 恐ら〈木浩S嬰校では 1 尺角の佐の設計は許きれな い

と思ふ。必す・や現存するものを参照し大き〈 とも 5 寸角、猶lまZ象算が無げ れば 4 寸 5 分と

減って行〈。共聞に何の確信もなし監管者も叉之を許して居? このである。偶々筋達、方
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杖をなすとも支柱を建てるものは殆どないと云へょ う。 こんな具合で技術上何等の確信 も

なし営局より値切らる〉僚に造られた』斜交が今次の大風に倒壊するは首然の ことである 。

然し乍ら 、営局者 もZ象算を値切っ た手前技術者のみを責められぬ弱 身もあ るので天災 と云

ふ言葉に過去の線、ては解決せ られ、 遅蒔ながら感校、病院等は各府県互 に監督官を設置 し定

時検存を して補強せしむる 議が目 下文部省に熟 して居ると の事を聞いて喜 んで居 る。木造

感校の構造迎論は既に定まって居ることである口今更共論議は必要ないと思ふ。要は只建

築家の地位向上 と共施行力如何にあるのである。

叉大阪市に於ては今次の謬校災害に鑑み、その復興には鍛筋迭とする計撃であると聞 い

て輔踊翁幅の慶びを呈する。都市の事校 舎耐火構造となすことは 、調り星野校夫れ自身の保

安のみならす¥ 摩・校へ延焼し? こるま詰め火災を防止するを得ぎるに到れる例は除りに多い。

狛ほ非常時に於ける 避難 . 救護の用に供すべき性質の建物でもある。

×  ×  ×  

今次の大風水害 により、 僅か に牟時間 に して近代都市の文化的施設の機能は破壊せられ

た口電車 、向車等の交通機調の故障 . 電気及瓦斯の故障、通信機闘の故障. 水道、 下水の

故障. 等市民は疑心暗鬼の内に数日を過ごしに。其中にも新聞の殻行は意を強うしに。そ

れが矯め東京の様に流言蜜語 もな くて割合に市民は卒静 であった。或 る人は日本人は近時

種々なる天災に遇って所謂非常時訓練をじて居るが軍事め? ごと云ふが. なる程それもあらう 0

fjf・し新聞の敏活なる報導は非常 に意を強うし?こ のである。新聞社は東京の経験から動力の

琢備装置を 完備 して居? こからである ‘ 賓に文明の線、ての機闘は電力に依ると謂へょう 。ボ

タン一つ で運縛して居る のである。 是等の機関に?象備的動力設備のない矯め に、 都市の文

明機関は全部停止し? このである。或る人は犬雨が降って水道が 11-. まる なんて考へなかっ fこ

等話して居 fこが是れはあまり に迂遠の話しであるが、是等の諸設備に封し非常時に於げ る

7象備の必要は無論知り抜いて居るが、やはり技術者の信念 と官行力 の欠乏に依 ると云はね

ばならぬ 、窓に不可思議の事は遮・信省の出張所は電力統制の篤め 、力、〉る設備を設りしめ

ぬ とは費である。か〉る諸設備は草なる復奮 に止まら争、 進んで復興に際し議備的設備を

完備し非常時 に際し故障 なからしむべきで あ る。

今芸大の費災 により物質損害の大な るは工場被害で あらう 。建物及諸設備の損填は勿論 、

原料 、製品の浸水及び機械装備の復奮手入れ の矯め 、工場休止による損害は莫大 なるもの

である。大阪に於ける大工業地は今は多〈臨港地にある。水陸交通の便多 きが矯めであら

う。浸水したるが矯め 他に 移轄するものは少ないであらうが 、此鹿に於て神崎川其他不浸

水地に於て、 交通機関を 1 日も早〈 完備 し、大阪に 於ける工業の設建を期 すべきである。

×  ×  ×  

其他今次の大風水害により 都市の防護は柄 lま多〈の欠陥 の存 することを知る其研究は製

術的に或は賓際的に亘 り庚汎の ものであらう。次 に掲ぐるも のは 、都市計華大阪地方委員

舎に於て、災害後早急:に、そ の全般的災害j伏況を取纏めに報告である。
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受A 12 犬 阪 大 風 水 害 調 査 概 況

大阪府都市計董課建築係

目 次

1. 緒 12.  ラヂオ亙無電の故障欣 ()G

2. 気象概況 13. 通信網の被害欣侃

3.  極右風製来の !u¥況 14. 水道の被符; 伏況

4. 高潮襲来の紋i.¥L 15. 大阪地被害J伏況

5・浸水直域及深度 16. 建築物被害調布

6. 集図的被害の甚大箇所調査 17  道路及橋梁の被害7状況

7  撃校被害の j伏J兄 18. 工場の被害調奇

8. 府営公園被害朕況 19. 死傷者欣況

9. 火災の !u¥況 20. 防淡的建築物の効果

10. 交通機関の故障似況 21. .¥w災仮設建築物に謝する虚置

11 . 電策及瓦斯の故障i t ! ¥m 22. 結

緒

昭和 9 年 9 月21 日午前 8 時頃風速質に 60米 (J 玖噴き計測定) 、内陸地方としては未曾有の馳

風のために大阪湾を中心とする近畿地方一帯は賓に悲惨なる大災害を象り躍進の大商高j¥大

阪市を始めとして其他の都市も近々斗三時間にして文化的施設の機能を破壊 し、 殴風並に高

潮津浪の fこめ防波堤の決品 、建設物の倒 壊 . 人音の死傷 、樹木の損傷 、ヨ場生産力の停止

等賓 ｩ こ甚大なる損傷を輿へ 、 多 ｼ ミに多数小感校舎の倒壊に因る謬 ｬｩｾ の彩しき死傷者を出し＿こ

るは彼の闘東大震災 に直ぐ悲惨事なり。この傑燃fこる惨献の樹泌を急; 法調脊蒐%f< し以て都

市計霊上の参考に費せん とす る ものなり。
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2 気 象 栂 羽

9 月20 日より天候険悪に して大阪測候所は20 日午後 3 時次の特報を設す。

「夙強 カルヘシ 、大阪府管内ヲ轡戒ス 、鴎) 玖ハ奄美烏ノ南方ニア リテ 725 粍ヲ示シ北東方

ニ進行ス」。

更 iこ2 1日午前 2 時次の瞥報を費したり。

「暴風雨ノ! 業ア リ大阪府管内ヲ をき戒 ス、殴風ハ! 盟後水道= 迫 リテ 728 粍ヲ示シ時速40粁 エ

テ北東= 進ム 、高潮ハ大風通過後直チニ約 120 糎内外エ建スル見込ミ」。

次 に暴風雨前日 及蛍 日の気象観測l表を掲ぐ。



lヨP奇

盟主忠追弘lJ悼，3Q8  

20 
tJLEEム1  

13 偶

/〆m 'ftJ 2  3 1.1 

ｾｲ＠ ( J D I t rz(  310 

!ん 守主Io .2?3 

171JD 1  'At"Lよ 2R.乙

18 (10 17S-1.f 2 Z.s 

t守ol! |対0ワ Ｚ､ｾ＠

:woo 17SG'l ユ'.fj_

12 / 1Ju 17J ' a3 :M:R 

212侃 17tJ9，tI Z土d

.2300 マヰ:gt/ _2Jよ

I  7110IJ 71/可3 Ｚ＿ ｾｩ＠

2/  I IJD 

7守的7 つd  

zl:ヲ

之 IJD '7ti3. 7  2. tZ 

‘ 子館
ワ'lL1% ;JJLq 

t/(JD 73S1 ょr. 1

主ぬ ね:s:/ ぷ$3

dω ｩ マ ｾ，ｉｊＮ 2.l: 3  

' / 2.1  I  '7.Z9.a  2 -..1'7 

6'1/1  7，Z7S 2 1 2  

ワ汀刀 円7].t可 2 7.1 

守. 21 72芯1 .211 

ヴ 1/0 可:20(ヰ 23/ 

7 J 百 ワ192 ヌI q

7ょr ワ人，(1， 12 1ワ

8 1JO ワ ｹ ｾｯ ぷ22

ｉ ｾ＠ !l 3  J統計 三f久‘

g  / 0 71J. {  220 

R之O 7.zJ2. 7  2;" 

830  731. 0  2 a  

1  g  tln 
73:3. 2 1  

19 00 737.9  . 205 

i 守20 7ぬ/ ;己 ( !  

'q  1/0  つ'1//1¥ 2122 

/000 ヮt!& 211. 0  

Il IJO 7tJ2. 9  孟，W

12 (JO マ' j (}f/. ，2 4  

1/3 0lJ |ヮ'.t/，}" 210 

rtloo 活'212 .?!LI;' 

暴 風 間 観 測 表

( 丸 月二十日 及二 十 一日)

まi需iぱ匂}  
J五北主長童戸! 筑J• 

おくー

10 ε sf: 
25 ァ。

Ull..b'  18 1  - 1  '  

，{il NN判 .3} .  動向 Ｇ￰Ｍ Ｑ Ａｪ ｾｓ ＭＺ 吋

66' 占E J乙自 ロ百 ， 

7( (YNE 3 2  

77 

'.  3 .7 1  -

字詰
.  

，32， CD 

1. 8  

。

.931 NE  . 23  も

i t/ I{'INf' 13 
， 

且r N  / q  
.  

x. r  
.， 

/ 3 

83 NE 26 

38 
宅建 3. > 告，7

。 ｉｊｪ ｨｾｯｳＭ

勿

'. 
ばz or 

'. 
-I.id-

131  .， ti ャ /.7 .  ー ｐｩｬ ｩＭ ｦＡｪ Ｓ ら ￳ ＢＺＺ ｦｦｊ ＭＺａｳｾ

9J  
包， iIi 13 

， 
ＭＭ｀ペｾ￥，て ｲｲ 同 -

ｾ＠ .， ，，/ 3 フ
、 Ｍｾ＠

88 I  FHE 7青? 事長 ー@ト

!JZ  E  g6 Z在
4・ ー@ー

77  ESE !2i? ，2;2  
'. 

- 12} - 司

3/  Sf， /(Io 
"' .  

一，
- @- J  

0)  i主'.u=， 18.7 民 ヲ
ー君臨- J  

81/ 3  2 33  >: ヲ
一理由- J  

3" 
.， 

.2主f

'" 

告ら
一望事 3  

g{  .， 
え78 ￰ｾ＠ ， ーf3J- J  

EZt主 11[0 -).<' 

、-(C)- J  

干の 1
ｾ Ｎ・そ ク l t";t J!. .，..:;:〆

ー@二 3

守 ｾｉｓＸ ＧＱｻ 」zt?c  
p( 宅担 ?  電品- fJ 

ffl v  230 民 ー唱五- fJ 

83 "  

2y? c  
主:

， ー鐙1- ， ｾ＠

90  sw 2 (J(} 1.'1 

'ー

ー⑨- $' 

92 "  
/8. 0  、.，、 ， - G- :1 

77 "  
113 止 .  - 6 - 3  

71 11' 8111 13M 0. 7  

。 _@_@，ye/o"'- 守f._zo'" 守

70 "  
101/ 

!! 
4・

，J'9 .. 73 
.  

ょf H凶 tI .  

50 WM1' t/t  
'砂

;玩乙

千1与

考

J埼手守。L 湖誓 計E主吾、2λ  品明裏ぺ』

君主i

4買吋2η ρ  えT  J  吾

管室主

勢同 ii 主s  

-tt  ー丹守マ

荷主人 ｰｾ 別手矢内軌 主

3 3  X I  



一
句

"

“
F

N

:b t ‘ 叫

I 、 知 > o ) -

お い 阿 久 尋

常;:: t

川
叫

え

恵

三

F

M

4

"

司

法

e

ナ

弘

f

l

¥宮川

0 ' " 吋

①Ｂ ｾ＠

。 長

@ 品

③ 守

@、書

⑩ 駅 前

l碕 風 襲 来 の 状 況3.  

日月 21 日九州の南方 200 粁の海上にありし防風は午後 9 時には種ケ島の東方、夜4とには

宮崎の南東約50粁の所に来り 21 日午前 6 時には紀伊水道附近を製ひ同 8 時には大阪を猛襲

7 時40分市 k 東に 鐙 りし?こり 、之が矯め大阪にては午前 7 時頃より東l拘束の強風となり 、

烈風、同 Ｘ 時には南となり腿風Ｎ即ち ＲＹ 米 Ｘ まで� ｊｉｉ ｊ りしもＩ武力討は途に吹き飛ばされ ｪ 氏周ｽｾ

計にては60米に達し質に米曾有の記録を示したり。

ぞれより腕風京都方面に去る に及ぴて漸次風速を? 減じ風向も市I k 西より午前 U 時雨・西に

襲り) j J 止法20米 に衰へ?こり。

考備

大阪i J { IJ fl長所創設( 明治161F - ) 以来今回の騎風以前に於け る最大風速は大正元年 9 月23 日間

南西の風25米 9 なり。
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4. 高 潮 襲 家 の 航 況

風古風の製来に伴ひて午前 4 時49分高潮の襲来を受げ午前 8 時 14分高潮に達しfこり 、而 し

て天保山 にて O ，P!黙上 5.10米を示 し其の最大嶋嵩 1 分間 0. 24米にして午前 8 時20分退潮開

始しそれより ＴＰ 分にし て 水高ＱＮ ＳＵ 米を減じ更に Ｑ 時閣を経て Ｐ ＮＴ Ｖ 米を減じ午後 Ｕ 時 ＴＰ 分ｾ

71<. 化せり。

今回高潮進行の速さは位 置 に依り相違あるも海岸 より毛馬問門に至る間各所の高潮高極

時刻より推定するに毎秒、3 米乃至 6 米なり 。

今回の高潮は低気堅の中心即ち直径約 2 粁の時速約 100 粁の居合風眼に よ りて海水が上部

に吸引せられた ると同時に驚〈べき殴風によりて進行を助長せられしものにして満潮時よ

り約 3 時間後に起りたるものなり。

次に大阪港に於りる高潮記録を記すれば次の次し。

大正元年 9 月22 日- 2 3 日 32締

大正10年 9 月初 日- 26 日 28糠

昭和 9 年 9 月21 日( 今回) 51抑.

5 浸 水 庖 域 艮 深 長

浸水したる区域は此花直、措置. 大E 直の全部、浪速区、西成匿、住吉区. 西淀川区及

東淀川匡の一部にして其面積約 14900，000坪 な れ 之 れ を 大 阪 市 面 積 56000，200坪に封比す

れば賓に其の26パアセントに 嘗 る。

立 γ 工ゴと
全 面 積 ( 坪 〉 浸 水 面 積

滋 区 2，837，651  2，83ス651

此 1t  区 3，402，245 3，402，245 

大 E  区 2，756，80:) 2，756，8∞ 

住 4軍3E  直 12，083，228 2，692，α) ( )  

西 成 区 2，111，510 679，2∞ 

西 淀 J II 1![ 5，109，862 2，096，040  

浪 主E 直 1，147.738  164，∞o  

西 区 1，287.706  255，2∞ 

3巨 淀 111 区 6，996，959 32，α) ( )  

計 37，763，699 14，915，136 

備考 浸水したる 高 校は 大 阪 市地 闘二 蔦 分ー" こ依 り「プラ= メー ター 」にて測 りた るたる な り。

浸 水 し た る 底 域 間 及 深 長 は次 の聞の如 くにして深 長 は其 の位 置 に於 け る敷地面 よ りのi 7f <さ

なり。

術 大 阪 港 及 新 淀川 に 於 け る も の はO. Pおt上 の権力日なり 。

ｾ 司 ｘｉ
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6  集圏的被害甚大なる部分朕況

集図的に被害の大なりし部分は大阪市にありでは外島保養院 ( 家屋の倒壊流失約 3. 000

坪死者 173 名) を始め此花区島屋Illf C死者85名) 酉島町( 死者48名) 及西淀川区布屋町等にし

て堺市にありでは元三賀村の全部浸水約十尺多数家屋の倒暖流失を見且つ死者 287 名の多

数を出し? こり次に之れが位置を圃示せん。
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7. 患 校 被 害 拡 沼

今回の被害中賓に悲む ぺ きは 多数の製校の倒底に よる児誌の死傷多事に上りたることな

り口左に共の統計を記さんo



一部

死 亡 重 傷

種 JlIJ 会主盤 今 援

倒 援

破 損

職 員 | 生 徒 職 員 | 生 徒

府 立 母性 校 2  6  2  /  10  

市、 私 立製 絞 2  12  9  1i 37  l C  

府下 中等製校 4  2  18 11  24 38  20  

ィ、 準 校 19 89 36 114 16  656 37 575 185 2，41号

計 27 93  72 136 ' 8 704 3ヲ 651 187  2，459 

小事校の被害 を市郡別に示せば左の如 し

ー 怒 子E I ご 耳Z 傷 .1'1 傷

郡 市 見1J 金 援 令 書量 破 損 浸 水

倒 主担
端t員 見1ft 戦 員 yciit 

大 阪 市
、民， 

35  5  79 28 6  262 17  2 13 132  

司再 市
2  4  6  2  10ヲ

岸和 田市

三 島 郡
2  4  4  2  70 2  87  14  21 '11  

豊 能 郡 2  3  76 3  65 2  43  

泉 北 郡
、巳d  

4  2  6  3  20  3  8  

泉 南 君11 9  6  34 

南 河 内 郡 7  5  4  8  13i  

中河 内郡 9  7  12  4 3  2  37 8  370  

北 河 内 郡 2  14 8  3  86  10 127 25  370 

計 19 89 36  114  29 16  656 37  575 185 2，41可

此の惨害に鑑み将来事校舎建築は耐震、耐火. 耐j員、建築fこる鍛' 骨、銭筋 コンクリート又

は鍛筋コンクリ ート 構造となすべきなり。

次に号待校被害分布闘を示す。

8. 府 営 公 園 被 害 概 況

大阪府営公聞は住吉、住之江 . 積寺及箕面公園の固なり、共の被害の最も大な るは近代

的運動公固 として有名な住之江公園にして住吉公園之に芸大ヤ。

次に共の扶況を掲げん。

|玄建物工
橋 梁 樹 木 ? 並 木

世1f 考

流 失 | 倒 接 倒 媛 | 流 失 破 損 校 折 { f 1J 援 倒 捜

棟 棟 品所 百i，.斤 本

1，130 本

本

住 吉 公 闘 3  

J主{也1菖主ー 1m 
住 江 公 闘 2  

2，4∞ 1，520  2，400 
の被 l士

首ミ寺 公 闘 2  4，290 1，650  

芝生に大

なる彼宮子

n :ini会 関

一
143  を奥へ た l

針 5  3  6，833 

り

4，300  2，40 0  

3 9 剖
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上 詑 の 外 機 械 、 備 品 其 他 の 損 害 あ り 共 の 損 害 概 算 次 の 如 し 。

損 費 調 査

E ポ 則 佐
吉 | 住 之 江 | 演

計

10，690 円

円

6，520 円

円 円

78，940  347 96. 497  

ｾ、 向陪 ､ 樹木英他

施設

20，622 32，950  11. 781 680 66，033 

昔「 3 1，312  111，890  18.30 1  1.027  162. 530 

建 物 680 1，200  5α コ 2，380 

機 械 器 具 7∞ 200 9αコ

制li 品 消 耗 品 294 130  

%  苦「
31，992 114，084 19，131 1，027  166.234 

之 が 公園のI ! ! J : 念慮置は直ちに施し? こり。

9. 火 災 の 扶 況

今 回 の 暴風 雨 に 於 け る火 災は 市 郡 と も に 大 火 に 至 ら す'l こ消火したるは不幸中の幸 ひと 調

ふ を 得 べ し従 って火災に依る損害は砂し。

今 9 月21 日 中 に 起 り た る 大 阪 府 下 の 火 災の欣 況 を 示 せ ば 次 表 の如 し。

市 部

9 月 2 1 日 中 火 災 } 伏 況 調 ( 府 消 防部調 )

都州
量産 火 | 銀 火

火 元 程 度 其 の 他

大 4 2 4 1E 40 4

ｉ Ｏｈ＼ Ａ 大正 区 大同 Ｕｔ ｾＶＴ 制 |詳細浸水… 不 … 鍬 のー

明小火 佐藤辰巳方2階 i首 部焼失せ るもの

功 ｩｩ ｾ 工京￬ｊ ｭ 六 平

朝日橋| 同 |号 時 的l
|阿 阿事鰍吋放判|此花 区吉野町l円げ1丁禍1目肘5時 地 |限 倒援硝子滋 より蛍火せ るもの

宵 地 耐 子 工場

東 | 同 |句時54分|

|事故|畑 谷町 山 施凶 往
l風腿 によ る酬 の接網 1'':: よv ^ パー

クなせるもの

今蔵 ｼ 同 ｉ ｾ 時 Ｓ 分ｼ |事故|旭醐 甥 町 吋 地

硝子工場 高 橋

|同工場倒壊 し硝子竃より畿火せ るも

J j の

今 繭| 同 |同 |午前 |小火|旭区今扇町柳 制 治 ｉ ｾ 長＿ 破 捜せる も の に して 硫化 炭 素
8時8分 8時16分 製毅工場 安 居 女 工場 7 坪焼失

l  h  F  l  l東成区間 叫 ｼ … Ｑ ＺＲ ｩｐ，Ｑｩ ｾ＠
東 同 8時 15分 9時5分 Iド火 北 岸 岩 太 郎 1l料4車143戸戸 3264坪主f 1棟 l 戸 8坪金牛俊俊

北 ｼ同 ｉ ｾ 時 Ｑ Ｕ 分 ｼ |事故|東淀川区長柄西通2l 目 |同 工場倒援 し硝子衛 より 似せ るも

耳目子工場 議 崎 元 吉の

北 ｼ 同 ｉ ｾ 時刈 |事故|東淀川区長欄 通 11 目 |凝品より 後火せ るも程皮事故

梅 田 製 鋼 所

ムY 骨白 I  門聞 I問B昨年26分I
|事故|西成区東四依目 吋 地 l同工場倒捜 し硝子筒 より似 せるも

硝子工 場 白 井 武 発jI の

朝 日 橋 ｼ 問 ｉ ｾ 附 分 ｼ ｼ ーＺｲ ｊ 了ｾ ｴｊ占 Ｑ 此 側 四 九 俊 市 l γ 目 1
1悌 ド工場倒援護 火せ るもの

久保 コークス工場

北 ｼ 同 ｾ 時 的 ｼ
|事故|東淀川区ニ糊 北 沼 山 |乾燥祭の倒援 によ り迩 より強火の も

日 本 澱粉工場 の

北 | 同 |常 時 時l
|事故l東淀川 区幽次 町 印 刷 |商品 たる提灯 を少量償失せ るもの

役 灯 虚 木 村 徳 次 郎



今 宮
| 同 |問 |  同 |西 成 区 津 守 町 制 附 近

8時45分 1 1叫

大 I E
| 同 |同 1;;. ｾＱ ＱＩＧ［ｫＮ Ｑ 大疋区新茨寂町 |木 山 伴家建事務所 2 )坪袋失せ不 詳11) 、火 -

9時O分 |  九 = 化祭工業所 るもの 1. I : l 水のため其他不詳

3巨
同 |同 1  1事故| 川区白 山町 |問校舎仰j捜 し理 化 出 の 航1 より 畿火

11時48分 |  中本第三小製校 せるもの

朝日椅 ｼ同 ｉ ｾ 善的 Ｑ 1誤報|西淀川区高見町附近 |持 品 交 警 説 法 お を 附 近 の

J [  
| 同| 同 1  1誤認| 天制糊時附近 l北 消 防 署 初 出 耐 火 の 見 の 榔

1時5分

大 正
間 |同 1  1事故| 大正直泉尾中沼5丁目 |工場倒壊し一部焼失せるもの

7時30分| 大紀化祭工業所

大 豆
同 |悶 1  1誤報!大正直扇町 |出場したるも浸水のため詳細不明

7時40分 1 1''''' "'''1 丸 善 鎖 f由

南 | 同 | 九50分1 1事故|陣 区 芦 原 官2211留 次 J 府を少量俊焦せるもの

大 正
向 |同 1  IZJU&I大 王 区 商 則 山 町 | 疫* のため卒溜爆後々火 し死者傷者1  1事故

9時3 0分1 1  大 阪 製 鍛 所多数を 4ませり

朝日繍 |  誤認|
l同 |句 |  |  |此花区春日出町 19YF附近より火焔の上昇せ るを出

時55分1 IIV<:'"<'J 大阪支; 斯? < '/ ｾ火 と 謀総 ｬ せるもの

大 I E -lmつ つ 鴎 防同 事 す

| 同 1 1  14 イ 附 川M 水 せ ず 白 肌

同 22 日午前 大正直純町

10時0分 3時O分 帝国人造肥料舎耐硫酸用鉛筆2材110' ) 坪焼失

朝日橋| 同| 円附分| 宅時均|中火| 此花区川岸官本染料株式舎耐 |倉庫5併焼失し中火と認定せるも の

一

郡 部

鳳

I  I  j . _.  4 1 - I  s . - 4 1 - I  1  r N"  - r  r' t  ｟ Ｑｉ ｾ ＮＺｮＮｵＺＺｬＧ￞Ｇ＠ -=1-"_ 1Ih' " - l - '*" - r "  _ _  :;:n. 1  迭お葺平書記鐙住委託3戸ι 門午前 ド午前 1.... ，.1府下泉北郡吉音寺町大字下石津| J i t - 川ロl 副 ｉｾｾｾ ｲ ｜Ｎ｟＠ I  火In"J I  Ｗ ｋ ｲｊｌＮ ｾｉｊ ｦｊＴＭＺＱｾ ＢＧ ｾＺＧＧＧｌ＠ ｉｾＢ Ｍ ｈ ］ｲ ｬ 日Ｎ昭工場石倉晒ヱ揚 川 口問工場

「"'1
8時0

分 ド
0時0

分 | 九|
松 本 仁 平 一| 各全焼字

堺 ｼ 同 ｉｾ 時 ｏ 分ｼ常時 ｏ 分 ｼ中火ｼ府 ｆ 堺市安井 ｚ 常高等小腕 ｼれに 接せざる も中火の程度と 推定

堺 ｼ同 ｉｾ 時均 Ｑ 1中火|府立 問 佼 官 合 1
1 齢 鏡 、 其 の 他詳 報未着

堺 ｼ 同 ｉｾ 時 ＵＰ 分 ｉ ｪ 中火ｼ府 ｆ 抑制主官製薮所 ｉ ｾ ｾ に 接 せ ざるい ｉｊ 火と推定 せ るも
一

頃

O. 実 遇 機 関 の 故 障 脱 態

替電車の故障は詮電線の故障. 電柱の倒壊. 車輔の浸水に依り蓮締を停止し22 日正午

幹練一部開通し約 3 百輔運轄し始め? こり。

被害H犬態は下の如し。

市電故障獄態

浸水車輔教… … 全車胴約800誌の内325輩。 22 日正午頃幹線一部開通約 300 護蓮持。

回復時期… … 3 0 日に於ては全線開通運特車輔教 376 韮

軌道被害……なし。

市地下鍛の故障妹況

出入口上屋標識燈が多少の風害を受げ Tこる以外に被害なし。

電力不通の矯め 1 時停電22 日8 時3 8分回復。

市「パス」の故障欣態

金寧輔… ・・・ 54 0 蓋の内25華浸水

41 X I  
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車 庫 被害なし。

運 韓 21日399 主義運縛30 日現在卒常通り 。

4)  大阪「パス」の故障駄態

金 事 柄 ＶＴＵ ｾ 撃の 内 Ｗ Ｕ 釜浸水

車 庫 市岡車庫浸水。

蓮 車事
21 日朝午後50550肇蓮持。

ＳＰ 日現在平常通り運ｾ｛札

5)  郊外電車

郊外電車の故障は主として送電線の倒 壊に因り送電 中断し其他側柱架空紘傾斜倒底

に因るものにして、 大阪附近の電餓の故障v状態を列記せん。

I  阪神急: 行電錨

詮電中断不通となり?こるも 21 日午後 4 時開通 し?こり。

11 阪府1
1電鎖

同道線
21 日午後 7 時より開通、本締2:! 日午前 6 時50分尼崎行 7 時の榊戸行より金繰

開通

I I I  京阪電鎖

1. 新京阪

故障. 側柱の倒壊. 鍛紅傾斜.

迭電の中断

21 日 後午 4 時 一部開通

22 日 午 後 6 時 高槻‘ 京都間開通

23 日 午 前10時 天六京都間開通

同 午後 4 時 千里山綿開通

24日 正 午 桂 、嵐山間開通

27日 午前 5 時 十三線開通

同 同 普通蓮時

2. 京 阪

主主電線の破壊 停電

21 日 午後 6 時 一部開通

22 日 正 午 三僚、中書島問開通

同 午後 3 時 天満、運動場前間開通

25日 午 前 6 時 字治線開通

28 日 普通運輔復す

l V  大医鎮道



21 日 午 後 9 時50分大阪、吉野間開通

V  大阪電気軌道

故障は側粧の倒壊、詮電棋の破壊. 停電

22 日 瓢箪山一布施問、布施一瓢箪山閉そ除き全部開通

23 日 正午上本町、布施間開通

同 午 後 2 時50分布施. 八尾間開通

24 日 午後 3 時45分八尾 . 山本間開通

27 日 午後 9 時 15分ノj、阪、 瓢 箪山間開通

28 日 午 前 8 時55分信貴線( 山本信貴) 開通

同 午後 4 時38分天理線開通

Vl  阪和電鍛

故障、停電、 詮電棋の破壊 午後 3 時金締開通

Vl l  om医堺電鍛

故障、停電. 軌道破壊、側桂の倒壊

23 日 午 後 5 時10分芦原 橋一鶴見橋間開通

24日 午後 4 時芦原橋一天津橋間開通

VI I l  南控訴鍛道

故障七道、堺問、議、五十鈴問、根路破壊、側粧の倒壊

22日 午前 5 時上町娘。阪堺線開通

23 日 午 後零時32分高野総開通

24 日 午後 7 時30分全線開通

6) 省 線

大阪畿道局管内組路被害J伏況を詑すれば

仁 親 路 故 障 箇 所

ロ. 綿路故障に 悶り不通匿間延べ延長

385ケ所

646粁

共e
o
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築
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3. 900 
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ニ、大阪附近被害貨車

心y ぞ竺f

大 阪 港 安 治川 口 機 応 大阪市場 梅

! l f<問

回 線 車 場
6ミ

)11 決 主E

浸水 し た るもの の車

42 358  133  37 64 101  

ＡｖＡ，ｾ＠

浸水 lく依 り 股 線 糊i/$i
34  19 91  4  

したる もの の草糊

風ｉｬｬ ｾに 依 ｉｉ ｉ 役 線縛 ｉ 附 覆

したるもの のI jI

4  B  

計 76  377  224 38  68  12  2  10 1  

ホ、大阪附近客車被害

両r ぞ竺
摂津富 田 1長 町 特'P7 原

浸水 したるも の の

車輪数

風障 に依り 車事夜柄数し

たる ものの 111

3  

風1ffi に依 り破 損 し
2  3  

た る ものの 事柄数

言「
3  2  4  

11 . 電 気 、 瓦 斯 の 故 障 朕 態

電 燈、電カの故障は主 として受電、迭電線 の倒壊 に因 るも のにして共の被害i伏態を記す

れば左の如し。

1. 市営電燈故障妖態

受電、詮電線( 意11岐部今里問 ) 27基の内14基倒壊

2 4日夕刻恨級建設回復

費電所被害 . 屋根破壊15 ケ所

浸水 5 ケ所

九僚議電所一部浸水

電柱倒 i衷 約 500本

復宮北犬態 卒常配電 1
2

i1高 キロ

2  1 日

2  2 日

2  3 日

2  4 日

5千 キ ロ

2寓 キ ロ

5寓 キ ロ

71'11; キ ロ



2  7 日 10蔦キロ

2.  電力曾枇経営電燈電力故障欺 態

字治電 22 日午後のがt態

1. 7]( カ = 費電所水路に異 献なきも 詮電 目下不能

1. 火カ = 木津川( 6 寓キロ 〉浸水復替 に 3 日聞を要 する 見込

1. 費 電所 = 三賀 、敷津 、恩加11語、小林 、島屋、四貫島、樫島 、中演、浸水復

奮 に 2 日間

1. 迭電 線 = 破 損銭 港10、織桂位、木 佐 久 断線 2 ケ所、 復蓄 に 4 日間

大 同 電 力

1.  水力 = 殻電所、水路及詮電線異: I! kな 〈送電可能

1. 火力 = 春 日出第 1 ( 3 蔦キロ ) 浸水復奮 まで 10 日間

春 日出第三( 4 寓キ ロ)浸水復奮 まで 3 日間

1. 阪急:横断火力 、7 ] ( カ聯絡根 、北陸週り 組山線 、大限定力炉J内方面配電械に餓 峰、

餓桂其他に被害相営の見込復 蓄に 5 日間

日 本 電 力

1. 水力 = 強電所、水路 lこ異状なき も目下送電不能

1. 火力 = 尼崎 ( 14寓キ ロ) 浸水

復 奮 3 日間

内 2 寓 5 千 キロ 22 日夜殻電見込

1. 返電棋 = 笹津 、IJ、曾根幹線 ( 12寓キロ) 中木 ( 11川越 餓塔 2 基仮送電 まで2 日閥

次 に市電及各舎祉の供給匡 域を掲げれば下 の如 し。

話2

要
{  脅丈 数

供 給 者 名 供 給 E五 域

燈 I冠 動 力 I其 他 の I大 l 氾 7ノ
iu 

電力装置 需 要 署長

大 阪市電気局 大 阪 会 市 506.641  27.411  209. 536  

阪市Ir念 行 勧滋 東淀 川 j gl え西淀 川 区の一部 72.783 1. 486  4. 649 100  

京 阪 電 銭 東成 匹、東 淀川 区の一 部 82.995  2. 045 2. 675  15  

阪 市Ir ';記 鍛 西 淀 川区ー部 13. 938 224  620 8  

大 同 官主 力 大 阪市一 関l守 口町 吹田m]' 其 他 一

宇 治 川 電 気 大 阪 市 一 回l

南 海 産設 滋 西 成 区、住 吉区の一部 115.425 3. 197 2.588  274  

日 本 電 力 大 阪 市 一 国l

12. ラ ヂ オ 、 無 電 の 故 障

1. ラヂォの休止、開始 日時

大阪中央放送局は電力の供給杜絶の矯め一時放迭 を中 止 し議電池により 出ちに 開始せ

4 S  X I.  



久阪市水道供、格範囲及戒P笥所イ主要E
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八
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7
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会
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涼

法

引

7

M
杭

品

目

交

Z

'寸

リ
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無電の故障

各電力舎祉の護電所の故障にて供給不能となり平野詮信所の「アンテナ」鍛位及餓絡が

倒れ? こ るにめ災害i伏況を交換し得ぎる に至れり。

2. 

逼 信 網 の 被 害 蹴 況

電信障害に付ては大阪中央電信局管内 359 同級の内風1)¥.' 弁に因る抗日陣同数 265 回に して

13.  

) U  4 6  



て28日午後12時回復せり。

電話は大阪市内約 70.416の電話加入者中 29. 210が不通 となり 9 月30 日回復せり 。市外電

話 14.623の中限障数 6.196 にして 9 月28 日開通せり。

14. 水 道 被 害 放 流

イ、上水道

上水道は 21 日午前 8 時暴風雨のにめ に停電し取水及活水電動目的筒全部蓮樽不能 となり、

蒸 気 ￸ Ｈｬｮ 筒の みに依り給水を継続し＿こりしが、午後 Ｓ 時より詮Ｗｫｾ停止し毎日午前及午後 Ｕ

時より 7 時まで各 2 時間宛の時間給水をなす こと〉なり、 午後 5 時給水を開始 したり、 共

後受電復奮 し時間給水 を廃止する ことを午後 9 時に至って市水道部より環表せり。

大手前の高地直配7j'( opn筒は午前 8 時停電 と共に蓮時不能となり . 上本町天王寺方面の高

地区一帯は断水献態を呈せるが、 22午前 5 時受電 と共に蓮騨を開始し. か〈して給水は全

市に完全に復奮せり 、共聞大阪市に於て臨機臆急: の虚置をな しにり。

h 下水道

下水道は同じ< 21日午前 8 時各抽水所共全部停電し同時に恩貴島、境川. 市岡、小林、

楳川、体法の各拙7)'( 所は高潮の ために海水を混へ? こる泥水浸入し. 諸設備全部殆どを渡し

? こり、? こ めに汚水は各所に 停滞し. 就中恩貴島、西野田. 境川 、市岡 、小林抽水所. 排水

区域に於て最 も甚しかりしなり。

之れが阪急: 庭置として大阪市に 於ては各抽7]( 所に於ては直ちに溢流門扉の開閉に依り排

水に努むると共に 、地上 の滞 Ｗ ｝Ｈ ｾ 可及的速に排除す る にめ 、 各 出強所より人夫を出動せし

め運河又は河川附近誼営の箇所に於て堀割 をなし排水を計れり。

大阪市が上水の給水区域を示せば衣聞の如し。

15. 大 阪 港 被 害 状 況

1. 大阪港の被害の 内護岸及上屋崩壊個所、起重機倒壊、謹鰍沢船等の位置闘示の通なり。

舵 舶 被 害 ( 築港水上署調)

鮪 淡 陸地 打 と 挫 高取 破 狽 計

汽 船千 噸 以上 5  10  17 

同 千噸以下 D  8  2  15 

援 助 機 般 71 65 2 1  11 168  

帆 船 48 43 33  69 193 

骨宇 絡 341 170  245 123  882 

漁 絡 197 358  146  701  

屋 形 鈍 24 24 

; 田知 ボ ート 25 
75 

l∞ 

計 691  649 311 449 2，1∞ 
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16.  大阪府下に於ける建築物被害拡況
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大阪府下に於げる建築物の被害は衣表の如〈にして全法家屋総 数13. 462、正門員数15.666.
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流失家屋 726 の多 きに上りにれ如何に大風水の瓶烈な るかを知ることを得ぺし、次に建

物被害取調表 を摘ぐ。

建 物 被 害 取 調 表 〈昭和 9 年 9 月2 1日の分〕

市 君$ 霊長 屋

H汀 村 名 匹別 ｼ 余 ｴｬ ｾ I  ＢＧｉｾ潰ｼ流 失 ｼ床上伽ｼ床 ｆ 没 Ｗ Ｉ＼ I  言「

住ｾ
7](. ーと

非イ主要R

(主 要京 17 75 20  97  209 

耳L

非 イ 上 家
6  6  11 6  29 

1主 要京 7  33 5，533  3，762 9，335 

西

非 イ 主 家 45 15 199 403 662 

(主 要京 4  22  23 120 169  

南

非イ上 家 s  10  9  24 

fj : 家 11 357 41 715 1，124 

ｾｾ＠
非 位 家 120 119 4  254 497  

港

i主 署長 115 273 53 51 ，036 201 5 1，728  

非 イ 土 家 272 231 3  1，143 68 1，717 

住 家 127 264 18 26，120 105  26，634 

大 正

非 イ主 * 55 107 6  455 46 669  

{主 家 98  338 67 28，702 6，17 1  35，367  

此 花

大 非位ｾ 8  25 6  128 60 227 

住 家 15  157  2，058 2，899 5，129  

j良 主E

非{ 主要京 50 95 72 201  418  

阪

f主

{ 主 家 2∞ 802  46 9S1 108 2，107 

吉

非イ主要反 104 239 126 5  485 

6  33 39 

: R 王
、ｾず ・

市 6  3S  41 

110  252 32  310 704 

)4!. 成

非イ主 要京 200 169 9  16 394 

住 家 145 814 351 1，827 3，137  

旭

非 イ主 家 141 216  45 110 512  

{ 主 要R 62 384 2，18 1  185 2，813  

西 成

手j， 住 家 41 128 
2  382 142 365 

fl 二 家 225 610 6  190  1. 031  

)4t  決 I11 

非 イ主 家 131 201  
3  335 

住 者買 142 
246  

60 3. 807 4，9∞ 9，155 

四 決 I11 

非 イ 主 家 199 
137 

220 151 707  

1，284 4，1068 245 120，911 21，598  148，690  
、、

計

非 佐 霧 〈 1，383 1，733 143 2，67ヲ 1. 474 7，412 

堺

市 fl: 位 ; | 135 207 88 .1  174  166 I  870 

ヰ9 ・X I



f主 家 75 9 6  日 522 657 1，358 

岸 和 回

非イ主家 6 9  103 62 19 36 289 

f主 家 76 71 147 

堂 官E

非 住 家 617  248 369 

住 家 705 5&9  1，294 

烏

非 住 君主 492 32 0  812 

住 家 417 910 17 853 1，∞3  3，200  

泉 ｾｉｊ＠
非イ主家 874 786 3 1  115 273 2，079 

住 家 445 399 7  462 480 1，793  

泉 Fお

非 イ主要R 3，581 1，004 4  10 156 4，7 55  

住 家 312  248  

一
56 0  

甫 河 内

非イ主家 361 2∞ 561  

{ 主 家 446 1，234 1，6 80  

中 河 中

非イ主家 573 1，218 1，791  

i主 家 1，028 618 1，646 

ヰヒ ?可 内

非イ主家 887 455  1，345 

住 家 5，039 9，276 598 126，3∞ 25，21 8  166，231 

総

非イ主室長 8，603  6，398 323 3，097 2，105 20，531 

損害額は目下調夜中なり。

17. 這 路 及 橋 業 の 被 害 獣 況

イ 、 道 路

今回の風水禍lこ依り 道路の破損 し?こるものは、郊外部にあるも市内に於りる 甚 しきは、

鉛i接木煉瓦の剥離流動したることなり。

其の位置は西区本田より境川に至る聞の幅員 16間道路の大部分及出入橋より西稿島に至

る小部分、同地附近は低地にして浸水長 きに 豆 り? こる? こめ木煉瓦目地より水が浸水し共の

浮力に因リ「コンクリート 」 と相嘗庚 き面積をなして木煉瓦雛脆流動し質 lこ惨}fk を呈し? こ

り。

ロ 、 橋 梁

橋梁の破慣し? こるもの百に近きものあるも流失し? こるものは千船大橋、北港大橋外一橋

なり。

18. 工 場 の 被 害 獄 況

工場の被害は頗 る大にして家屋、煙突の倒壊、 浸水、原料製品の損失、従業員の死傷者

も多し叉浸水に依る諸機械其の他設備に大なる損害を輿へ. 一時製産停止の告余儀な きに

至り? こるの多し、次に工場の被害調査表ぞ掲げん o ( 府工場課調)
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大阪府下に於ける工場被害調査 ( 9月28 日午後5時 現在〕

工 業 の 種 類
機 械 2土

化準工場

飲 食 物

維 工 場 特別工場 合 計
2器具工場 工 場

被 害 工 場 数 209  7 1  8 2  19  5 1  4  526 

8，103 4，254 2，479 690 826 3 1  16.383 

車民 エ 23，961  8C6 1，429 401 87 26，684 

計 32，064 :' ，060 3，908  1，09 1  9 13  31 43，067 

3  
4  

一、

7  
7  

死傷者

続傷者 f男

25 12 2  3  4?  

i女 2  2  

35  13  2  53  

計

2  2  」

4  

家 屋 倒 築 ( 棚
1. 070  117 278 4  1，671 

〈牛捜以上〉 坪童生 6 1，742 14，192 11，3 16  3，190  I  3. 50 1  123 94.C64  

焼失の伊ｾ ｾ裳個毅 ふl 5  16  2  I  9  8J  

若草其他 に類す 倒数

るも の λ 倒 援

225 : 6 29 2 1  240  

大阪市 内に於ける工場被害調査 ( 9 月28 日午後5時 現在〉

工 業 の 種 類

工 場

ｾｧ 工場 特別工場 合 計

被 安 工 場 毅 121 I  Ｓ ｾＶ＠ 266 I  37 129 16 925  

11. 468 37，436 16. 076 1，715 7，298  1，286 75.379 

職 エ 2 0，3 12 ｾ ， ＰＸＳ＠ 5，578 961  3，553 44 33. 531  

計 3 1，780 40，519 2 1，6: 4 2，676 10，851 1，4ごO 108，9 10 

12 13 

B  9  

1重傷者 ! ?

3  
8  12  

15 

一
15  

死傷者

65 13  104 8  18  

24 
2  28 

11 28 66 13  129 

計

47 
2  2  1  52 

432  914 680 1?1 23 1  ｾ Ｘ＠ 2，4C6 

( 牛壊 以 上〉 坪鍛 43，274 84.747  Ｔｾ ， ＷＹＲ Ｑ＠ 13，8 03  18，732 :'，464  207.8 12  

煩i突 の 倒 援 倒 重 責 32 : 7  78 16  26 5  214 

堺 其他之 に類接す偶数

るもの λ 倒

154  20 72  5  4CO I  
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堺市内に於ける工場被害調査 ( 9月28日午後5時 現在〉

工 業 の 種 類 染織工場

機 械 及

化率工場

飲 食 物

雑 工 場 特別工場 合 計

器具工場 工 場

彼 苦 手 工 場 数 23 34  29 6  11  103 

1. 597 1，572 2，332  143 318 5，962  

職 エ
4，726 144 699 52 135 5，756  

計
6，323 1，716  3，031  195 453  11 ，718 

| 女

4  2  2  8  

死傷者

4  3  
6 1  

13  

2  2  

9  5  22  

計

l  

3  3  

93 72 54 8  15  242 

Ｈｾ 主 主盤以上〉 坪搬 9，2CO 4，628 3，520  435  228 18，111 

煩 突 の 倒 接 個 数 4  3  2  9  

堺其他之 に類 すf図薮

るもの Y 倒援

2  4  

岸和田市内に於ける工場被害調査 ( 9 月29 日午後5時現在〉

工 業 の 額 類 染織工場

機 械 及

化祭工場

飲 食 物

雑 工 場 特別工場 合 計

器 具工場 工 場

被 害 工 場 薮 17 2  3  23 

1，124  42  233 23  1，422  

1設 工
5，046  86 27  5，159  

計
6，170  42 319 50 6，581 

l 女

死傷者

苦T 女

一

30 5  80  116  

( 牛主盤以上〉 坪鍛 2，0 12  164  4，824  100 7，10:) 

健 突 の 倒 主主 {問毅
4  4  

塀 其他之 に類 す個数

るも の :. jl'¥H裳

28  4  32 
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市も浸水地に於りる地域は大部分工業地域に して未指定地及一部の商業地域があ る。

今浸水地に於ける許容地域別工場調査表を掲ぐれば失の如 しo

可メと
住 居 地 域 に建 築 商 得業地 域 に建 築 未 指 定 地 に建築

工場築地し域 に非れば

し得る工場 し るエ揚 し4号る工場 m 得ざる工場

滋 ]il1; 93 178 237 216  

此 花 1K 77 91 71 137 

大 正 E孟 8  50 52 157 

イ主 =E k  22  E孟 5  6  5  17 

西 成 E五 6  10 11  55 

西 淀 川 区 93  100 98 142 

東 淀 川 区 B  7  8  15 

浪 主主 Jilj; 16 22 23 28 

計 382 464 505 767 

本表は昭和 8 年10月調査工場分布固に依り集計す。

19.  大阪府下に於ける死傷者扶況

風水害に依 る死1長考資に捗しし大阪市内に於て死者 836 名 、負傷者 5. 512名、外に行衛

不明者を合すれば計 6.494に主主し? こり、更に郡部に於けるものを見るに堺市の死者389名を

始め三島郡の 101 名、北河内郡の 1 1 1名、負傷者に於て堺市の1 . 447名、 三島 町iの617名、

北河内郡の 817 名を始めと して共他の郡にも多〈の死傷者を出 し? こり、之れを純計 よ り見

るときは死者置 に1678名、負傷者8956名、行衛不明者 201 名を合 して共の合算 10.835名の

多 きを見る に至り? こり。

次 i二共の調査表を掲げん。

風 水 害 死 傷 者 表
( 昭和9年9月21 日の分〉

市 郡 人
1止 キ存

町 村 名
死|傷|矧 |計 全潰|刊 |流失|床上浸水|床下浸水l 計

7}( 
上 計 54 74  36 164 

東 区 21 130 151 32 20 1∞ 285 

酋 区 22 23 6  37 5，659 4，767 10，469 

j!ti m; 24 25 3  28  90 283 404 

:1ヒ 直 3  140  143  18  495 61  1，354 1，928 

港 区 201  1，380  31  1.403  87 469 23 58，959 259 59，797 

大 正 w ; 120  1，147  161  1，283 19:) 718  14  25，955 632 27，509 

此 花 区 241  680 20  941 318  1，062  172 30，552  7，668  39，772 

浪 速 区 75  75 27 238 2，083  6，480 8，828 

大阪市

住 吉 区 50 400 5  455 24ヲ 942 46  1，076  95 2，408 

天王 寺区 18  86 104  2  49  
51 
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東 成 区 1(あ 293 399 252 445 5 1  1，377 2，115  

旭 区 58 199 257 140 1，()69  541 2，388 

西 成 区 17  298 315 231 894 2，125 563 3，8 1  

東淀川区 31 J 6J  192  221 607 3 2  794  1，65 

西 淀川区 149 477 102 728 207 275  60 8，6 12  8，5 11  

昔「 836 5，512 146 6，494 1，983 7，46 1  316 1お，8 16 35，261 

堺 市 389 1，043 151 1，447 792 1，031 3 17  4，178 1，945  

岸 和 国 市 6  12 18  85 110  10  540 907 

豊 官E 郡 8  334 415  61 3，479 

島 郡 102  5 15  617 58 1  563 

泉 北 郡 19  214 4  2 17  494 1，159 31 1. 734  1，262 

泉 南 郡 14  99 113  528 446 4 2  300 505 1，821 

南 )'iiT 内 君官 12 121 133 475 319 7941 

中 河 内 郡 54 326 38:  539 1，426  1，965 

:J t  河 内 郡 11 1  706 8 17  1，035 618  Ｑ ， ＶＵｾ＠

線、 計 1，678 8，956 201 10，835 6，573 16，612 716  142，568 39，88 1  2C6，35q 

舶舶及水上生活者災害取調表 情 抑 制 月 21 日の分〉

遭革主也・平存知 2t I  遭 畿 船 舶 別

額別|雌|陸揚|破損|流失|浸水|計|汽知|帆鈍|言語|終結Itl 、廻鉛1341遊館|計

水上計 i 165[ ω 1  324[  
28

1  
283

1吋 30[ 刈叫1 . 099
1 吋 28[  33[  2，11  

官' l i 考本調査は 9 月25 日迄 に抑j 明せるも の

備 考 損 害 見 積 債 格は 目下取調中

20. 防 浪 的 建 築 物 の 効 果

今回の高潮津波に依り 海岸一帯地上高き は13尺に及び? こ るぞ以て倒壊破損 し? こるもの多

し. 然る に海岸に鎖骨造、銭筋コンク リ{ ト 遣の建築物櫛比せる 箇所は之れが防浪の効力

を殻揮して建築物自慢は勿論其の附近一帯の被害 を菟れたる賞例多し . 之れに反 して海岸

に木造建築併立 しある部分は概ね倒壊し附近一帯は高潮波浪の にめに大なる被害 を受げた

り共の質例と して築港附近を掲れば下の如し。

21 . 寵 災 後 設 建 築 物 は 封 す る 鹿 置

工場其の他念施 を要する! 曜災仮設建築物に闘して大阪府は直ちに 9 月2 3 日附府令第5 9蹴

を以 て共の取扱方を規定 し? こり、 共の全文下の如 し。

工場共他急: 施 ヲ要ス ル躍災限設ノ建築物取扱ヒ = 闘スル件

昭和 U年 9 月21 日ノ風水害ニ曜 リタ ル工場其他ノ 急: 施ヲ要スル建築物ノ復奮ノ :局昭和 D

年10月31 日迄 = 工事ニ着手シ同 10年10月3 0 日迄= 除却スル仮設主主築物ヲ建築セントスルト

XI. 5 4  



築港? 毎芹建物被害見え怠圏

し /

d 〆ノ今

守ら

この 篤良 はその一例と して 機1 ) ＱＮこ る港 区海 ｪ ｾ ｦＡ［￬ｉｊ 住友倉 庫 Ｈ餓筋コ ｹ

F リート 〉の後方 に在 り したあ馨 しく 被抗ソl、と なれ る伎宅若手で あ る

S 5  X I  



キハ市街地建築物法施行規則第 143; 僚 第 144 僚及大正 9 年12月大阪府令第94競市街地建築

物株施行細則第17僚第26僚並 ニ明治42年 8 月府令第74蹴建築取締規則第64( !仇 第68依 ノ規

定= 拘ラズ左ノ :事項ヲ具 シ所 轄笹察署ヲ経テ賞臆 ニ届出工事= 着手スルコトヲ得

( イ) 建築主ノ住所氏名

( ロ) 位置

か、) 建築物ノ用途

( ニ〉 建築物大略面積

( ホ) 簡寧ナ; L - 卒商圃( 煙突、門戸、埴壁ノ類ニ付テハ省略スルコトヲ得)

災害善後策ノ ;馬メニ要スル仮設建築物ノ建築ニ付テハ前項ヲ準用ス

附 則

本令ハ公布ノ日ヨリ之テ施行ス

22. 結

今回の惨禍は都市的施設機能の欠陥を遺憾な〈曝露し港湾の施設、建築物殊に校合の建

築 . 電鍍施設、交通機胸、工業地域と工業施設共の他種々なる問題に幾多改善の必要を認

めら る。

この際之れを機舎に京医J対lに亙る我の園の心臓部を永久に天費地費より救ふべき都市の

武装計壷は質 iこ閣家的重大問題なるを以て . 或は製術的立場より或は賓際的方商より根本

的研究を行ひ衆智を集めて積極的に之れが劃策を講じ、完全なる都市計葺を確立して以て

之れが完成の促進に献心の努力を挽はぎるべからす。

X I  5 6  

附 舵一 本調査は主として鳥井技師指揮のもとに小生が取短めたものであるから若し談謬ある場

合は余の責任である。〈加藤善吉記〉

新 阪宅界線沿尊王手陣内で横倒しにな っ た電車 〈大阪制日新聞融緩髭 }



将 来 の 撃 被 建 築

大阪府建築課長
中 津 誠 j s 

前 語

今回の災嗣に営り最も悲惨であっTこことは、感校校合が倒壊して多数の高島童智徳牧左 し

たことであっTこ。将来の早校建築に封して考慮すべき結 、及び現在校合に射 して検討すべ

き黙は多 k あるであらう。此れらを締

共に多少の意見をを? 附Uり7カ加Hへることとし? 仁: 。

1. 構造上留意すべき駒

( イ ) 鐘骨鍾筋 「コンクリート 」謹について

鍛筋「コンクリート」遣が今回の災禍に営り絶大の信頼を博しにことはいふまでもなし、。

鍛筋「コンクリート J 遣が耐夙のみならす¥耐震、耐火的であることは小製校として最も

望ま しい。即ち、小皐校が第 2 の園民t: るべき可憐なる幼童の教場としてのみならす¥非

常時に於いて l 地方全憶の避難所 となり、 叉は救護の中心となるべき公共的建築物である

からであ る。 特 に市内小製校 、或は人家澗密の場所に在つては特に其の必要を感するる。此

の意味に於いて 、仮り に校舎全憶を鍛筋「コンクリ ート」 迭 とすることが経済上不可能な

る場合場所に在りても講堂或は雨天時操携の如きものは是非鎖骨鍛筋「コンクリ戸ト」誼

とし度い。若し経憤上支障ある時は経済に飴裕の出来る迄待つことも一つの方法である。

鍛筋 「コ ングリ{ ト」遣と概括していふげれども、耐震的見地からいふならば、成るペ

〈鎖骨鎮筋 「コ ンクリ ート 」迭であり度いのであって講堂の如きは是非これであり度いと

思ふ。

( ロ〉 木造の耐風水震について

木造校舎は火災に封しでは諦めねばならぬ。耐風、耐水何れも耐震的手法を以ってして

大韓は安全であるといへょう。

木造小製校の耐震構造については既に大正14年震災議防調査合より刊行されたる「木造

小製校建築耐震上の注意」により大綱は輩されてゐる。問題は之を如何なる程度に具瞳化

するか一一例へば粧は太きを可主するも如何なる太さ とするか。通柱は如何 といふ如きー

ーである。私は小著書校の柱は 15糎角佐原則とし、全部を通柱とすべきであ ると思ふ。

叉昭和 4 年以来大阪市が小型尾校建築規絡として定めてゐるものは其の結果の可なる黙 よ

り見て大いに参考とすべきである。
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基礎と荘との緊結につい ては腰積の程度等より耐震的に可否の設があっ t: 様であるが、

災害全般を考慮、する時は線、て緊結すべきであると考へる。

五は引掛桟瓦が望ましし、。瓦に閥聯して痛感してゐることは建築材料の規絡統一の問題

である。

2. 賓施上留意すべき駒

( イ) ｾ信十、施行の責任と自信について

設計が可良であっても仕事が組雑であっては建物全鴨の強弱に斧異あることは勿論であ

るの

釘を 1 本打っと 2 本打っとで用材のf ! f1J き方に 雲泥の差 を生す・る場合がある。横の入れ方

がよければ方杖筋遣に代 L 又は粗雑な方杖約j泣は共の効果が期し難い。故に工事に従事

するもの が、各々責任を感じ全能力を量産すことが必要である。而して一二の所謂責任者の

みの莞悟ではならない。下請、職人、手元に至 る迄が共の心組でなければならぬ。甚だ六

ケ敷い注文であるが 、ぞれ丈けに重要fごとし、へる。

設計に営つては所謂普通の仕事がされるものとして、その程度の強度の信頼をかけるよ

り外ない。従って偶 k 仕事が良かつ t: j誌の結果を以って線て に期待することは出来ない コ

従来木造建築にあっては慣習的に所謂「目安」で材質及大 さを決めら れることが多かっ

ＱＺ 。これは簡易な黙は甚 Ｑｾ 結構であるが、無 事卒穏の内 に 目安は漸次低下 して行〈嫌があ

る。幸にして銀筋或は鎖骨では共の計算が進歩しt: ことと. 一般に特殊梢誌 として取鍛 lま

れ、特別の注意が初1，はれること が多 い。之に 反し、木造建築の目安はそ れ自憾に自信の荷台

いことが多い。従って「値切られ」易い。之に射して技術者は 自信のある「値切られぎる

設計」の必要がある。言ひ換へれば、信樹すべき建築家の設計に侠つ必要がある。

( 口〉 建築殻算について

信頼すべき建築家が責任ある仕事を篤すに要する費用として珠算を立てる。この設計珠

算 に劃して 往々無意味の削減をｾして卒然 ｦ こるのみなら今 、 一種の技何と心得る習慣が多

かつに。営初の珠算は関門を通る毎に . r ロール」にかけられる銭棒の如〈段々細〈なっ

て行〈。叉請負入札に於ける 最低落札の習慣も如何かと思ふ。之らに就いて弊風 と認めら

れ? こるものは今後糠底より改むる要がある 。

3. 監督上留意すべき黙

( イ) 現場監督について

従来事校の建築に蛍って信頼すべき、 責任あ る現場監'肝を附して工事の進められにもの

が幾つめつに ｴｾ ら う。撃 校建築には普通 、 建築委員といふ人が選ばれてゐる。これは工事

に附き切ってゐる諜ではないし必す・しも技術家が蛍つてゐる詳 ではなし、。即貰際の工事に
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附き切って工事の監督をする 責任ある技術家があっ t: かどうか。こ れも考へねばならぬ問

題である。

( ロ〕 監督法令について

法令に不備がなし、かどうかを考へる要がある。叉仮令法令としては完備してゐ t: e. しで

も、之を生かす監替方法は大い lこ改むべき ものがありはしないか。法令の蓮用は最も指導

的でなければならぬであらう。

4.  維持管理上留意すべき勤

( -f )  定期検査について

此 の際についてい八ば、倒壊 を莞れt: 校舎をよく検有する必要がある口而して終来建築

せらるるものと共 lこ事〔年毎ーには充分精1 ! t して補強工作をカ11八る要がある 。 これは監督官鹿

の定期検奈としてやることが良レピらう と思ふ。

〔ロ) 維持修繕費について

維持修緒。に官って り相営経費を要することど思ふ、常 に充分の修繕をして置〈ことは建

物のif 傷を少か らしめる。 故 に経常費としての修繕費U 相営額を計上すべきである。補強

工作の1喜多鉱じら費用を要する 場合は一時賓金の開通方法 を園或は府聯で考へねばならぬ E

もあらうと思 ふ。定期検査 と共 iこ之等の経費I U : 係に就ても強め考慮してお〈必要がある。

結 語

要するに 今回¢惨酬は誠に不可抗力e . ｾ 、ふべきである ｯ 然し乍ち紅舎の全般に互り、相

携へ、相戒し めて災害 lこ劃 する 諸般 の考慮を緋ふならば、井寺来R 耐を未然 1: 防止し. 或は

最A 限度 lこ止 めるこ t 必すしも医難T はあるまし 、。所課酬を特じて幅と篤すの基ともなれ

ば多 〈の犠牲 lこ劃するせめてもの慰めといふべきである。

むざんに 打ち 倒 された大阪測候所 の無 電 ポ ーノレ ( 大阪割 日動聞陪顕彰〉
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五

日等の 採 る き 途

兵庫牒建築課長
山崎 英

近畿一帯? を荒し廻つ? こ昭和 9 年 9 月21 日朝の殴風は 、其強さに於ても被害額に於ても珍

らしいものであっ 1: 。多数の人命は失はれ 、建築物の倒壊、交通の杜絶、電力の停止、共

4 他工場の機能を奪はれ、農賞、漁業、海運界の打撃等各方面に亘る損害は甚Tごしいも のであ

つに。建築に闘する問題としては、特に吾 k は一段の考察をせなり ればならぬ彪 であらう 口

最 初 iこ、兵庫膝下に於ける 一般風水害の椴目告を記して見る必要もあらうと考へ . 先づ風

速の問題であるが、 21 日午前 2 時に暴風轡報の出 1: 頃は 10米 3 東の風、それが次第に大と

なり、 7 時に 20米 2 の風速となり， 7 時隼に方向は襲って東南東となり風勢17米に一時表

へ 、同40分には21米 9 の最大風速となっ1: のである 。風向は是より逆轄し始め ，7 時50分

北西に費つに。共:間 7 時44分より 7 時4e分まで風速は一時表へ1: 。此問 、J l J T 謂殴風眼の中

心、に利i 戸市附近が這入って居つ 1: 時であらう。是より風速次第に減じ、 8 時には 15米 6 と

なり降雨量最大となり 26. 5 粍を示す。

瞬間的風速の最大なりしは、 7時40分頃南東33米2，是 lこ次いで 7 時55分頃北西28米 5 で

あっ? こ。降り積けにmは10時に至り止み曇天 となり此時西の風 8 米 8 と減じに。以上は榊

戸測候所の観測である。位置は神戸市中心の山手にある。ヨたに牒下淡路所在のtm本測候所

の観測じよれば、21 日午前 5 時40分南風10米 久 間50分東南東14米 6 となり 、6 時に至り再

び南風主賓じ次第に風速を増し、7 時には26米なる最大風速を示し、同時刻雨量亦最大と

なり 18粍 6 である。 7 時10分降雨 lトーみ曇天となり、同20分西風iこ費じ. 再び降雨となり、

9 時 には西北西の風速 8 米 8 に低下、女第にz p : 穏に師し大様である。卒均風速は紳戸市よ

り洲本の方が遣に大で ある。瞬間風速はがj' i本の方は不明で比較し得ないが、大幅淡路の方

が大であっ? こと推定される。大阪に於げる推定瞬間的風速60米との推定等に比し可なり低

いI f k況の様に考へ られるが、 兵庫県系下としても最東端尼崎市及び其接績1
1
fT村の海岸附近に

於ては 、金〈大阪市に川一本を隔つる? ごりの接近I f k 態であるから 、恐、ら〈風は大阪並の速

度を感じTこ事と推定される。

雨量も亦相蛍あって 、特に腕下但馬方面に於ては 20 日より連績の降雨により河川| の氾濫

を来し 、橋梁の流失 . 人家の倒壊、堤防の決潰等にて農村の被害は鯨下を通じての最大損

害 を裁つに有様である。

殴夙に仲ふ高潮のI f k 況は 、21 日午前 2 時風速の場大を見1: る頃より海水の上昇を来し、

午前 8 時頃 3 米94 (j神戸メリケン波止場内務省前[1戸土木/: 1: ' ，積所検潮儀) となり 、紳戸港附
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近海岸道路上に於ても 1 米以上の高 さ迄浸水を見? ニ コ阪神間 . 尼崎、西宮雨都市計霊直域

内の海岸低地に於ては 、高潮の矯め流失せる家屋多数あり 、一部落全滅せる所ある等の外

此附近 の農'iff.¥業は是亦金 〈施す術な き有様に立至れるもの〉様であ る。

以下簡草なる 兵庫，幌下に 於 げる被害統計を参考に奪ヤれば

死 傷 者 敏 建 築 物 被 害 敏

内床 上 浸 水 27，453  

皐校被害〈小型E校 の み に て 内 中 拳校 1)  工 場 被 害

伊j 援 4三 主匝

251 I  20ヲ

明石以東阪神間各都市計霊匡域内に於ける高潮浸入直域の面積

明石都計区域 紳 戸都計区域 西宮都 計区滅 尼崎都計区域
l日h  

音十

156，α)() 坪 l，i 04，α)() 2，656，α)() 2，483，∞o  6，999，α)() 坪

令 利 用 地 絞 に

同 1 0 % 同 20 %  同 20%  

霊すする 1%  

船 舶 流 失 損 壊 遁 路 損 壇

ｾ鉛 帆 船 漁 鈍 個 ffr 延 長

160 656 3，943 1，644 12，7;9 間

堤 防 橋 梁

個 所 延 長 {閤 J1r 延 長

6，e08 I  225，085 問 1，644 12，719  Hl l  

浸 水 田 畑 電 柱 倒 壊

12 ω I  [  
5，361  

上の様な欣況で驚〈可き 災害であ っ?こ コ建築物の被害は同様風 と高潮によるものであっ

て、各地 主? 通じて 、同時に彼の恐る可き火災を仲はなかった:事を能倖と考へねばならぬと

思ふ。個々の建物の倒壊原因が何 であったかは - k 調禿は厄介であ る。或る程度の調貨は

やって は 居るが Ｎ 未Ｎ， ｾ 瑳表迄には行けない。 何 れ後日に ゆづり 、 今回は車 に 今 後に廃 す る

詮に就て、 柳か愚考を述べて見Tこいと 思ふのである。今回の被害は耐久的建築には殆 どな
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し木造建築のみ主云つでも良い位であるが. 是はj武の場合普通の事であらう。地震の場

合には叉重いコンクリー ト建物が割が悪いと云ふ事もあらうが、是は何れ後段にゆづ〉て

きし営り木浩建築の事柄に就て考へる事とする。今回の風は少 k 大き過ぎた撲だが. 此位

の風が今後も幾愛か見鋒ム事と考へなければならぬ コ叉地震 と違って鴎風の経絡は‘ 数年

大韓閉じ様な途を選よく傾向があると聞いて居るので、此里占大に急: いで. ｴｦ 策ｾ講十る必要

がある様に思はれる。従って、高潮色叉ぞろ来ると考へなければなるまい。建築物の被害

に伴ふ人命の損傷により、今回は殊に小撃児童の犠牲が大問題であ る。此易担校4 . : R築に劃す

る針策が喫緊事であるので. 此貼に闘して考へて見 fこいのである。

×  ×  ×  

被害事校の内、市街地建築物法焔行前のもの l庖行直域外のものが多数であるが、施行匡

域内で認可により建築しにものもある。即ち此悲惨事を繰返さぬ矯めには. 是非共、此種

建物には市街地建築物法地行区域外 U 准も何とか方法を講じて取締をなす可きであれ叉

相営の監怪を必要左するものである。即ち一定の定明徐奈を必要とするものである 。叉ー

方法規の一部の再吟味を必要とする外に、吾々は法規濫用上に於て . 今後特に徹底しに考

慮を以って是に嘗る必要を痛感するものである。例へば省令第52(康中に各階床の隅にも慌

材を入る〉 様に這加1しにい. 叉同第55路は現行通，りで良いが、此趣旨の徹底金期すべきで

あらう。善晃校建築の各教室聞の間仕切の如きは、従来多〈行はれて居る真壁遣を断念して

筋違. 方杖の類を完全に用ひて、髄裁上は大壁にでもする畳悟が: 必要ぢゃないか。 2 階 造
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ならば此壁は上下一致せしめて、所

調 、耐J! I D . 耐説的のもの主せねばなら

ぬ。同第53僚の桂 の大 きも此候文 に

のみよらす. . ，ｾ嘗の方法を識すべき

"〆.  '  

である 。計算により充分の大さを求

むるなり. 油蛍なる添桂叉は外部に

斜な控住{ f 設〈るなり 、叉小民組 と

柱 叉は梁 と主主は! 必す.j 庖嘗 なる方杖

の類で結ぶ と云ふ事も徹底すべき で

あらう。同第48僚の;筒材の継手及仕

口の緊著用織物の使用 . 是も兎角不

徹 底の嫌ひがあっ i: 様に痛感される

ヵ: 、今回の如き風を不幸にして建物

内部に 学 む様 な事が起る場合に は、

。.

・ 1

・I >-い

す 、 持軍 ｾ ｚ
、白、 ｾ

Ｎ ｾ＠

γ ;  

品内

是非共住と土韮の緊結なども、従五K

の柄 差込栓の構法?ごりでは畳束ない

ので、是も 短 sUやボ ールト等{ f 使対j

して 、緊著せしむる事をVfiJJ行しに し、

と考へるのである 。叉建物株に土法

がI
1
討朽して居 fこ矯めに倒壊をいめに

例も 多 〈あるさうにが 、是 {f l象防す

る矯めに 、相官高さの眼積を強要す

る事も 望ましい。本牒で は海j悠都 市

である闘係から、
ベス ト致防の 目的

で、 1 Ｉ ｾ＠ ＲｾＳ 寸以上 のｬｉ Ｇ妥僚は地下 ｬ

尺 5 寸以上の基礎と共に. 耐水材料
，

U

庁

e

R

向

山

崎

で構i遣する 様 になって居るが、一般

，:1. 

:$ 

家保所有者から も前述の土去 、キ1: 等

の防腐の見地から寧ろ倣迎されて居

る犠で あるが 、是 は一般保安上. ｾｬ￯Ａ＠

度維持から見て、1 I 要債をJ P i J J行し? こし、

ものであ る。機材 の取合仕 口の方法

に就ては 、兎角各材の有効tfr 商 {fノj 、

さ〈する事は蛍然であるが、何とか
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組合せ梁の使用其他により断面を縮小せしめない核な方法を講じ? こいものである。叉一般

に筋遣、方杖の類は断面積の充分でな し、嫌ひがあ る事も注意を要する 黙であ る。次に 窓出

口入の問題であるが、窓、は年菌 、衛生上の見地より大なるを希望ーす る。 殊 lこ謬校建築等に

於て然る可き事は論議の齢、地はないが、構造上より見れば、 是はノj、さ L、程壁間を より強固

に構浩し得るのである。 故 lこ窓の高さは出来得る限り高 〈して巾を狭〈し? こい。止t鮎現行

法規から見 れば 床面と窓商積の大 き の比 ｴｾＮ ｴＱ Ｑ こ依る 事が ｩ 誌をな して 居ゃしな いか 。 窓の高

さと室の奥行の関係をも規定に総込 めば 、合理的になる様に思は れ る。此頃無暗に大事な

窓が悦ばれる傾向は、再吟味の要を感す・る所である。風 lこ劃して 、叉は火に雲l して . 窓、は

出来る? ごり IJ 、さ〈する必要を牛面に考ふ可きではなからうか。出入口も大関同様に考へら

れる。風の場合には何れも、 内部に風を入れなレ様に、戸締を完全になし得る様な完全な

る設備を忘れない事もーの要件 t して考へ? こいのである。 l烹根l) :材料が大風に際して飛散

する 事は. 柿板、石板、銀板な どならば首然ではあるが 、一般の日本瓦の場合には徐り心

配せぬ事であるが、今春の函館の風や今回の酌風には、卒の部分でも飛び散つにのである

現行法規に緊結せよとある僚文は、闘東震火災後 iこ迫力Hになっ t: 俊文である矯めか皐 lこ地

震に際 して家屋から外部 iこ逃出す場合仁、軒先から落下する事を恐れにもの との漉い見解

から、軒先 ＳｾＴ 段 或 は数段置き ｬ こ遜嘗に緊献すれば良いとの考へから取扱はれて居る所

もある様 lこ思はれるが . 強し、風の複合 iこは、丁度山上で積投げをやる様に飛び散つに事か

ら考八れば、厄介でも一枚 k k 結ぶより外無いものと思はれる。今回の悲惨事中の悲惨事

fこる小康l校じ「問題 ト 教師が格ぐ校合の内に 安全を求めんか 、瓦飛ぶ校庭、それも土砂 降

り の雨の中に生徒を避難せしめんかと迷ふ＿こ、共一瞬一刻の ｾｉ［ 苅 ｉ ｲｴＧ吾 ｫ が想像すれば 、此

瓦の緊結 と云ふ事ト数日 Iji の決断と云ふ事との因果闘係に 、微妙な連繋がある様 lこ思はれ

るのである。今後「瓦はす・れ落ちる」と云ふ考から「瓦は風に乗ってmぶ」と云ふ考へを

徹底せしむる必要がめらう。

×  X  ×  

以上皐校建築を主 として考慮しにものであるが、 一般建築に於ても大同小異であらう。

法第14僚の特殊建築物の規定が蛮ギfj されて 、摩校共他の ものが設備の結、敷地の艶等が、

是等保安規定と共 iこ陣立する事は大 lこ必要な事である t 同時 lこ吾 k の各方面 tこ劃しでも、

保安上徹底を欠いて居 fこと再考する事亦大いに必要なる事である。特に今後は夢校公舎堂

等の建築には全園的 lこ監符制度を確立する必要をも痛感するものである。終りに木浩建築

が何れの災害時に於ても、都市建築として不遁営であると云ふ事態は 、明白 lこ箇誇せらる

〉所でありながら、耐震、耐火的建築の興隆遅 k tこる観があるは・、痛心 lこ耐へぬ所である。

何れは都市の建築物は銀筋コンクリ{ ト lこなるも の との確信は 、何人も衣第 k k に‘ より

深 〈銘じて行くも の と考へられる。そこで、 吾人は此何れは伸び行〈銀筋コンクリー ト建
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家 ｬ こ到して、フド建建築以上 の 腐心を持も、注意を促す必要は一段 ｴ 重きをカ ｈ ふるｾである

即も都市建築主しτ 唯一¢味方である 銀筋コンクリート の建築 lこ就いて、是亦従来以上に

徹 底 し1: る観念を有って、 是 に臨む必要を特に痛感 する 次第である。

×  ×  ×  

高 詩 ｊ の 君 主来 による建築 の 被 害 は、地盤ｾ洗ひ去られ＿こる震 の 倒 壊 、是は 訟 岸を ＿ 完備する

必要が 認め られる t 共 に、建物の地盤 そのも のが、既に斯謂低地である篤め浸水度が大で

あっ 1= 。それ 1: 流木叉は航舶¢如きも のγ 漂流し来って倒壊 を見? こものもある。叉倒壊 に

到らす・も工援等が、此浸水 の厄 lこ舎八ば. モーター 等共原動力が先づ此臨71¥の洗躍 を受〈

る篤め 、中 k 、後奮 し に い 、の である。牛月、 1 月 を要 し1: 工場 も 多 し 叉 此 風 水害の機

合 lこ工場 をr-! 鎖 をし 1: 所もある。翠電所が此 災厄 lこ遭っ 1:矯 め、一般電力供給上にも 多大

なる 影 響 を技げ1: 質例もある。 浸水地の多分 は、工業地域であり、従って、工場の被害 は

多かつ 1=。由来 、児崎方面の海芹地は依地で あ り、 叉是 lこ接 して、潟面思立事業 も蹟大な

る紅園 を占 めて居 るが、何れも 19地と 考八られ る智度¢埋立が宣行されて居 るので あるq

そ れ 故直漸 でも 来 れ ば 、官 ｲｵ ｰＭな Ｑ ｢ｬ レ 護岸は何 ｏ ｾ 役 に も立 ＿こす、 ｾ ＧＢ 共決潰ｾ見 て、 潮の浸

入を早 める j状態である。そ こが工業地域で ある。今 回の潮ではー とにまりも 無 〈寓事休し

たiI;J¥態であり 復奮が 中々 の事である。あ の様な但地主?使用する 事が第一考八物である。ま

して、 禁後 (J_ 埋立地 が其 レベ ; 1 ｾ 高 めて居ない ｴ 云ふ事 は、一考の要がありはしまいか。

今後はどうするか t 云ふ事 lこなれば、まさ か、直 もlこ捨て去る 事 も出来ないから、出来 る

限 り、 起岸 を高め て丈夫な ものにする 。 そして 運河 を、 康 し 深 〈、 津 山lこ計聾 して、低

地 の地揚 げをなすと 云ふ以外 lこ無か らうと思ふ。流木や' &' 流船舶を防ヤ、 叉波の力を弱め

る、土砂の抗ひ去 らる 〉事 を防止する 等の意味を 持っ て、 海演の防潮林の計霊をなすと云

ふ様な事が必要では無からうか。尼崎市等 lこ在りではより多〈の蓮河計霊 の必要があり、

共結果として、工業地域面積の縮少 lこなる錆め、猫北方、現在未七回畑である地方にも亦、

工業地 域の鎖張を計 る必要が ある t 思ふ。 叉此尼崎海岸方商 lこ聖母しては、既 lこ決定を見て

居 る道路 の賓施、それも レベルを高 〈し1: る- 避難の意味を持つ街路 の賓現を、一日も早〈

賓 施する の必要を認め る。一般 にか〉 る低地に於 りる建築 も、 一般 iこは何等床 を特 lこ高 〈

するとか、 敷地を 特 に地揚すると かの方法は . 一向 lこ従来考慮せられて居 なレ様であるが

経 隣上の問題 と同時 に、 考察、 す可 き問題では あるが、 今後は充分考慮を必要 とする 事かと

思 ふ 。 叉前 述 の建物の基礎 、Ｏｉ ｾ積の 問 題等は 、 特 に此 低 地に 於 て一 考を要 するものである

海岸 lこ在 る耐火建物は 、建物 自身、今回 は何等の被害はないが、 直 もに 海岸浸水地直は一

様 に耐火建物にすると 云ふ詩には行 〈まいとして も是 も再考の要があら うと思ふ。
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京 都 市 内 の 風 害 建 築 物 に就 て

京都府地方技師 来日
田甲

昭和 9 年 9 月21日朝 、本州、| 中部地方 を襲つ仁 、未曾有の鴎風が、京都市に於て共の狂暴

振を逗ふしに跡を 、主として建築物の被害 に付きその大要を記して見ようと思ふ。

首日京都市内の測候所に於て 、測定せる策豚ーは 、午前 8 時 に於て 724. 8 粍の低度を示し.

8時 10分風向が東南東より南々 東に推移す るや、愈 k 降下して 8 時30分 には遂に 718.4粍に

達しに。其の間雨量は割合に ｾ� かったが、風速は風向東南より南 ｫ 東に縛じた頃より 、 主主

ｫ その度をカ ｈ へ 、 Ｘ 時 ＳＰ 分最も猛烈にして 、 「ダインス」風慶計 に て 、 最大秒速 ＴＲＮＱ 米ｾ

詑錯し、8 時 15分より同45分 に至 る30分間の平均風速 ( ロピンゾン) は秒速 30. 5米と観測

されに。而して其の後風向は漸次西に時じ. 風速も亦 9 時10分より次第に衰へ11時に至り

途 に疾風程度となっ?このである 。以上の風速最高記録は、京都府測候所創設以来日0年間の

新記録である 事は勿論で ある。

暴風雨は前述の如き猛烈なる勢を以て . 京j各の巷 を? 席捲し 、総ての建築物は勿論、本市

の生命綿Tこる. 名勝奮蹟そも無惨に膝醐し. 霊界関の容高き東叫l も、今は冗 ?々 こる地肌を露

はし、天下の名苑や貴重なる園賢建造物ト哀れ減壌の費 目を見? こものが多 いのである。

一般建築物に付ては . 市の南西の部分最も被害甚1: し し 概 して建築物の散在せる郊外

地は、建物櫛比せる中心部に比し被害の大なる欽態は 、各地とも共通のことであらうと思

ふ。更にその詳細に亘 L 市内方面別 の被害 を知る矯めに 、幸子察管轄別の被害調である第

1 表を次に掲げる。

第 1 表 京都市内警察署別風害建築物調査表

事干妻美望号別

建 物 倒 獲

煙突倒1喪主主 備 考

称、 数 1  建築商務

時

}I I  端
34 1，610.0 本 来 は 洛 東 岡 崎、 吉 国 一 帯 を 管 轄 す

中 立 .. 27  1，000.。 4  
本 署 は 京 都 御 所 を 中 心 と し た る 地 帯 を 符

ill L' す

西 陣
31 2，593. 8 5  本 来 は 市 の 西 北部 を 管 特 す

松 原 55 2，334. 9 10 本来・は中島束、 双 山 ー 幣 を 管 轄 す

痢 } II 155 5，939.5 24 本来ーは1 . ! f 市西南部ー幣を符牒す

ー宥. 後
6. 0  本明ーは市中央) ' : 11を 符 絡 す

七 保
99 4，905.8 14 

本来ー は京 都 際 を 中 心 としたる筏市南掃を

併 特 す

下 鴨
173 7，015.6  2  本 守ヰは洛北一帯 を管絡す

伏 見
524 21，061. 7  32  

ヌド病は元伏見を中心 に市 の 南士宮一帯を符

轄 す

山 科
114  3，095目5 3  本 択 は 東 山 以 )![ l ) 山 科 一 帯 を 管 轄 す

太
泰

253 12，777. 9  14 

|料…
1，466 62，420.7 110  
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上 の 表 で 判 明 す る 如 し 倒婆建築物は 、市の南部を管轄する伏見署管内を最高とし、ヨた

で市の西部なる太秦署を第二位: と する 。その他郊外地を 多 〈包含する 堀川、下鴨. 山科各

署の被害之に亜ぎ 、市の 中心部に ある五僚署管内の極端に被害齢きを知るであらう。

次 に倒壊建築物に付き、如何なる種類のものに被害が多〈 霊長つ1: かを知 る矯め に第 2 表

を掲げる D

第 2 表 京都市内風害建築物調査表 ( 昭和 9 ｾｉｾ＠ 9 月23 日〕

程: お1

倒 援 宇 {fせ 援

ｦｾｬ 数合言 Ｑ ・ 而税合言l' I  1iH 
f J  -

概数而積( 坪〕 概数而手足〈坪〉

坪

利I 肩上
21 212.9 6  66.5 27  279.4 

:;!j !淀
27 1，428.0 10  228.0  37 1，656.0  

ノｾ Ｎ、、 、
館

14 456. 0  2  700. 0 16  1，156. 0 

号主 校
27  2，721. 0  11 1，045. 0 38 3，766. 0 

工 場 334  21，329.5  85 6，339. 5  419 27，669.0  映時撮影所を合む

1m 府
56 4，750.5  21 1，281. 0  77 6，031. 5  

浴 場
2  127.0  2  丘0.0 4  187. 0 

佐 宅 711 19，281. 0  131 2，062.8  842 21，343. 8  

煩 ラ理 ＹＸｾ ，主 121}; 110基

其 他
6  332.0  6  

合 計
1，296 50，637. 9 2EO 11，782.8 1，576 62，420. 7 

第 2 表によれば、倒壊、宇倒壊の棟数に於ては住宅を最高位と し、工場が之に 亜ぐので

あるが、建築商積に於ては . その順位が逆となって居る。その他のもの に至つては . 以上

のこつと は格段の差を以って . 商庖 、星野校 、社寺等の順となる口工場の彩 しき被害の 中に

は、我闘のハ リウッド と稿せらる、 、治西の映id1・プロダクシヨンのパラ ック が含ま れて居

て、 その坪1肢を増して居るのである。尤も工場の中にも比較的 、商積の康い、 之 もバ ラッ

ク建である 、友引[1工場が最も多〈被害 を象って県 るので 、棟敢に比し商積が多 〈なっ て居

る諜であ る。住宅、商庄は工事中のも の、比較的に多 し 然らさ' るものは、伏見、太秦岡

署管内の新市編入の部分に多い。祉寺にあっては、前に述べ1: 問賀建遺物を含み 、官闘幣制;

府軍士、寺院等に相営被害 がある。その中園賢建造物に付 ては、第 3 表の如 < 13社寺に及び

21件に達して居る 。公館 主して著 しきも のは 、岡崎公園の市勧業側、上京直役所等の古い

木造建物がある、叉倒壊は菟かれ＿こが 、 屋 根ｾ大破 し最早 や使用に耐え ぎるに至った、 市

公舎堂があるが 、之は大正御大植の際 、饗宴場として使用せられたものを 、市に下賜せら

れにも のであっ fこが . 遂に今回姿を消す事になっ? 二次第である。

最後に今回の風害の中 、特 にt止人の注意を喚起 し、その復興にも 特 に慎重の考慮を拶1¥は

れるで あらう皐校の被害に付い て些か記して見ょう。

感校の中にあっても 、特 に可憐な る児童の多幸な るべ き生命 を奪ひ去っ1: /J、穿f 校建築に

付ては ‘ 賓 に 遺憾の極みであっ て 、 之を ｦ 契機として将来此の程ｾの被 害 営絶無＿こらしめに ｌ 、。



第 3 表 京都市内園寅建造物被害調査表

宜上 弓) ' 名 被 告 建 物 名 手 伝 被 告 程 皮 骨日
母，子

ｾ＠ 仁 : :J"::. 方 丈( 桃山骨子代〉 ，rF‘、o 主担

bE 醐 弓I' 純 浮 籾 〈
11 

〉

"  

賀 7立 御 組 前l'証1: 橋 J設( 徳川時代〉 プて 破 下 賀 1正面士

同 御 供 所 (

"  
〉

"  

同 廻 郎〈

"  
〉 ， 孫ｾ Ｎ 、ｾ

:1:11 

賀 茂 別 宮前l'iJ: 土 昆く

"  
〉

"  
上 賀 茂 量 土

同
直 合 ffrC

"  
〉 大 a皮

同 雪陸 腕〈

"  
〉

"  

問 忠 子 殿(

"  
〉

"  

同 制 殿(

"  
〉

"  

悶
外 i

l
存 殿 (

"  
〉

"  
省3

E主 I! 主 大 方 丈 〈

"  
〉

"  

同 小 方 丈 〈

"  
〉

"  

問 門(

"  
〉

"  

大 4足l 三S: 経 厳〈桃山時代〉

"  

金 地 院 プy 丈(

"  
〉

"  

れ号 7]( 司一一=  ヌド 堂〈徳川骨子代〉

"  

;勾 ｾ［手 =. 'f i t " : 染堂(鎌倉時代〉 J27 
j :i1c 

}紅 刑占 寺 三 門ｾ Ｎ廊Ｈ室 町時代 〉
"  

ヰ目 凶 三占" ｩｾ ＧｬＺｴＺ広島日廊Ｈ桃 山時 代〉
"  

法堂は被告な し

京都市内小堅持校総数 130 校の中 、倒肢の厄に迦ったものは第 4 表の 12校であっ て、 敬 職

員 3 入 、製主 108 人の生壁を失って居る。

第 4 表によって知らる〉如〈、 12校の 内市街地建築物法適用のものは、大正13年に建て

られ＿こ大内第三 校 と 一 橋 ｕｾ 二校の二つのみで 、 他は悉〈法適用前に 竣工 し＿こものであった 。

l昭和年代に建築せ られにものもあるが 、之は新市街地でめって 、市部編入前町村に於て建

てられにもので 、 その中には替市の古校合を移築 しにものが可なり多い事も 、誠に役目に

{Xi するものである。構浩の紺に付ーでは、他に共の訂剥|に互り稜表せらる〉向がめらう から

之を省略するが可なり不備な貼が めっ た事: は否めない。その第 4 表により会11らる 〉如1< 、

年代の古い建築が多〈 、叉前述の通り建築年代は新 し〈とも、古物を利用するが如き強'!:I :

上の無理が相営にあっ仁三おも 想像 されるのである。

次 に中等感校の被害 に付て は、決の表の如〈でその大部分は建築年 代の古いものであ

る。

以上は京都市内に於げる、 j風害建築物の一般を雑列したに止まって 、構造上の詳細なる

記述には及んで居な い。此の貼に付ては 、他の権威 め る論文に侠ち 、?こ Y 被害の大要を報
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告する衣第である。

今回の附風により 裁っ た、こ の莫大な る犠牲によって 、建築製界に終叉建築瞥察の制度

上に叉その他各般の事項にI i . 1) Ｎ 進歩改普・ｾ致さる〉ならば 、 此の災厄に貴き生命を捧げ

た霊も以て冥するであら う。

第 4 表 京 都 市 内 倒 壊 小 畢 校 調 査 表

羽: 築 物

校 名 f立 置 備 考

構 主主 建 築 年 代

西 ji[ II 校 上 京区上立 賀大宮東入 木 造 2 階 ill 教 室 明治41年 生徒死 亡41人

醒 泉 校 下京 区西Eヶ井松原 下 ノレ 木 造 平 家 講 堂 約20年 前

大 内 第 三 校 同 八 線内 岡町 木 造 2 階 建 教 室 大 正 13年 生 徒 5 人死亡

吉 鮮 民 校 同 吉市干i l佐西浦町 木 造 2 階 ill 護士 塁手: 大正 10年

談 大 路 校 同 横 大路草添田T 木 造 2 階 建 童文 集 昭和 4 年

1-. 烏 若 者 校 同 上 白鳥羽妓 ケ崎町

木 造 2 階 建 教 室

約20年前

同 1  ｾ皆 ｾ講 堂

一 橋 第 二 校 東山区本町 17丁目 木 鐙 2 階述童文 集 大 正 13年

勘 修 寺 校 同 動修寺中区町 木 造 2 階 建 教 室 約30年前

おE 手日 校 右 京 区 西 l淀良 町 木 主主2 階 建 教 室 昭和 2 年 教 員 l 人生 徒31

木 造 2数階室建及教議家

大 I E9 年乃

人 死亡

線 津 校 同 梅 湾 中 村 町

同卒 家 堂 至昭和 5 &j 三

F 烏 道理 校 伏 見 直下鳥型車前 田町 木 造 2 階主主教 室 昭和 4 ｾ ｰ＠ 生 徒 18人 死亡

向 ｾｴ＠ 校 問 向島善阿湖町ー 木 造 平 家 主主 教 室 昭和 2 年

教 員 2 人生徒 11

人 死 亡

」

第 5 表 京都市内倒壊中等車絞調査表

校 名 位 置 被 ｾ ｴ［Ｎ＠ 建 物 備
茸，チ

京 都 二 中 下京区九僚大国間]

木造 寄 宿 舎 2 棟 、生 徒接 所、銃

府 立

器 庫 、炊 事場 金主主

女子 Ｑ Ｑｉｉｩ純附Ｎｲ ｾ 伏 見区桃 山 町 木 造 2 階主I ! 教室 l 柑l全壊 同

桃 山 中 伏 見 隠桃 山 町 第 2 重土館教 室号、竣 同

再d 洋 中 中京区三俊千本商入 会校 舎金主童全焼

私 立、 生徒 19名

死 亡

卒 安 中 下京 区 一質問T丹波口 F ノレ 講 堂、博 物 教 室金援 、本館 牛 竣 手ム 立

淑 女 高 女 上京 短大 宮ilI1寺 ノ内 2丁目 裁 縫 室、理 科数 室、同様本室会主盤 同

菊 花 高 女 伏見区桃 山 町 校 舎 1棟金主主 同

紫 野 中 上京区紫野大徳寺町 校 舎 l 棟 半 壊 同
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東 山 清 水 寺 存 国の 山 l'i 樹 木の最も多〈被告ある所、1li1而

l左方に lUi かに 見 ゆ るは倒主主せる歩廊の屋 根

lVt鰍三焚! 史| 刊 純惨事制捜

日活 太 務 撮 影 所 沓 ト ー キ ー ス テ ー ジ

上 賀 茂 別 訴 前1
1量t

東 山 高 E草 寺

日活 太 君長銀影所 残れる時代劇部は獄骨
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ｾ竹 初普町市谷自動車庫防火戸 建 仁 寺 方 丈 〈 閣安〉

間的公闘 市公合金 下空 ｾＱ 主 御i也前1
1
最上 被門 ｪ 協 廻廊 Ｈ 図型 ｾＩ

上賀茂 5)1] 官前11最士内 土屋〈凶貧建造物j
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関西地方犬風水繭乞犬阪府営造物

大阪府替繕課長主川 口

関西地方未曾有の大風水摘は未曾有の暴威を振ふて 一過しに 。本邦経済. 産業の中心地

に被った災禍は殆んど本邦の存立 を危くす るか と思はれる 程であっ fこが 、意想外に早〈復

興する形勢 にあることは邦家非常時の聾高き折柄誠に欣幸に拡へない失第である。

我が大医府営造物、本鷹合以下善 幸察 ｾｴ 令位、消防署Ｈ出張所共Ｉ 47、府立息抜46、共の

他の各麻13，元開;役所廃合 7 、及び本願合附属宅会 118 戸、外に大阪府の管理にか〉る 2

府11! 際立、第 3 匿府軍事立、癒療養所外島保護院等の被害の概況を次に略記する。

1 . 本 磨 舎

本鹿合に於ては屋上塔屋の一部が何故か木骨塗家であっfこが、ラス下地モルタル、及屋

根銅板の一部が吹き飛ばされ、矯めに豆腐及議場採光天窓屋根硝子及共直下の天井スライ

ンドグラスの一部が破損 した外に避雷針一基折損 し. 庭問樹木の一部を吹 き倒され1: 程度

の被害であれ窓硝子の被害は外に全〈無い。損害は復奮費にて許償して約 1 寓闘である。

2. 警 察 磨 舎

殴風圏外にあったかと想、像せらる〉地策聖子察官 の被害の皆無であったのを唯一の例外 t

して凡て大な り小なり の被害を受け 、殊に浸水地域 に於け るも の〉損害は大である。 屋根

瓦、樋. 窓荷予友板塀の破損 しないも のは殆んどなし本署の全壊は枚方警察署本館全壊

が唯一の例であるが浸水地域に於ける減出所建物の流失或は使用不能程度の被害及其の他

の地直に於ける さを牛壌は相営 に多い。署長宅合に至つては一般的に被害甚大で倒壊に至つ

にものこそ写りれ、屋根を吹き飛ばされ fこものが相営に 多い 。損害は復奮費にて評慣して

警察縫合全般主しては復興費を含み約 105 "fJ[，闘と計上される。

X' 74 

3. 消 防 署

消防署建築に於ても 警察臆合と同様であるが. 只比較的建物の大ならぎる闘係である矯

めか 、被害は比較的少なりと言へる。但し附属建物の倒壊若〈は宇壌は相官にあり 、叉火

見機及水管干携は多少の修繕を要しな いも のはな し ＷＮｋ管干場の楠強ｾ要 するも のもある

損害見積高は約 4 高閲位である。外に復興費を計上すれば復興費約32寓閥、合計約36s有国

主計上され る。

4. 府 立 各 皐 校

撃校の被害は矢張り最も多 L、。木造及銭筋混擬土法共皆相営の被害 を受けて居る。餓筋



混凝土校令共 のも の 〉被害は主 として窓硝子で附帯設備 の|入]屋外電気時計の被害相営 に あ

るが、鎖的ji 昆蹟土ift 校合の謬校 でも附属建防 に相官木迭 を有 し、x 開操場 、開育附講堂等

に 餓叉 は 鋼板 瓦 王 ｾ Ｚ 犀 根を有するも の相営の被害 を 受 りて 居 る。

木浩校舎の被害は甚大で遣次の大風 特は全 〈感校建築の被特に'.[ 1:めを さす の! 症があ るが

府立事校木造建築 にか〉 る22校の内一部若〈は大部分の倒j哀 し?こるもの、高i ' f. 中撃 校、四

係 駿 中 製 校 Ｎ 岸 和問 中 高 島校 、 天王寺 師範 事校 、 農 事 質 習所 、 Ｙ Ｑ 農製校寄宿令其の 他 の Ｍ ［ｪＺｾＡ

黒 山 農皐 校 、 市岡 高等女ｾＺ校 、 茨木高等女王裂校 、 佐野 質科 女 ， ＡＤ｜段 、 佐野職 工 皐校の Ｑ Ｐ 校 で

其の倒壊延坪1肢は 3，065坪 に及び、倒壊 に王ら さ' るも 傾斜叉は{波損甚 「ごし〈使用に 堪へ ぎる

も の 堺 高 等 女 墜校 、 寝 屋 川 高等女単校 、外に 高 ｪ 学 中 星第校、四依畷 中 ｾ校 、 黒 山 量感校 、 市

岡高等女謬校、茨 木高等女穆校. 佐野質科女lW: 校の一部であっ て共の延坪数 12r) 0坪 に及ん

で 居 る。更 に 傾 斜 が相 営あ って補強を 要 す るも の に 高津 中皐 校の残部木浩建 物 、 黒 山 ｾ践

女 事校 、 官接校 、 ＱｬｬＡロ 話製校 、 宮 田 林 中 皐校 、 富岡 林 高等 �ＺＺｾ Ｚ 校 、 岸和 岡 高 等 女感校 、 佐

II汚職 工.皐校の諦堂共 の他及、清/K谷 女摩校関練場等 がある。其の他の木i J ! t 校令に於 ても j宗根

] i 、窓裕子の{波損は多大であ るが. 地問 (: Iji範皐校及石橋所在府立 闘整感校の開校は榊iit の

極 めて組雑な構iiEであっ1=にも衿J はらす 、僅 に一部瓦T磁政f鼠只の科良度: 1にこl止上まつ?七: のは 意 外に感

じ1仁こ所 でaあb りk 、地勢のj欣t伏たJ況兄 も大しい、にH倣剛4品!係 し7仁こ こと ではあら うカ:泊止此t のj五J 厄耐iは風の兵合甚?ピf 幸

蓮- r ilあbつ?仁こも のでdめbらうと 翻祭 される 。市 岡中辱摩i

i混毘蹟土迂匙tであるが附l凪渇〉オ木4ドt 浩建物に 於て相蛍 に大 なる損宇特子3を? 被つ て}居苦 るカが2、浸水の矯めの損

害 は 率 ろ 大 で あ る。地 区 千 舟橋所在 高等 海 員思校は 風 害 は ｨ ｗ ｾ Ｎ 窓 硝子 の 損 傷 に止ま る も

構法部の腐朽 韮fごしし 加lふ る1こ大浸水を被つに ものであ るた め、大々 的補修補 強 をな す

必要がある 。

事 校建 築に於 ける 損害 は改築復興の方針の決定せる ものは ‘ 補修布I i 強を最 低限度と して

復奮 費 と して 許 償すれば 損 害 約 ＵＰ ｾ 有国、復 興 費を併せ 考ふ れ ば約 ＴＴＰ 蔦闘と 計上 さ れる。

星島校建築の被害最 も大 なりし理由は日!告k 相似 fこも のであらう と推察 されるが 、j存立諸島校

に つ き 前記各星第 校の建 築を見る に 何れも 大 正 Ｑｬ ｾＱ Ｒ 年頃若 〈は 其の 前 の建 築 ｬ こ か〉札四

僚畷中事校 、富岡林 中康一校等の 明治36- 37年 建築なるもあり、柿造的に 、観察する にJ 合んど

耐震耐風的考 慮を桃ひ ?こる鰐i皆無なりと 断ぜ 5 るを得な い科度の建築で あって全 壊に歪 ら

なかっ? こ の力が; 率ろ主幸幹運なりしと観察せらるも の、み でゐりL 、風蛍 り相芭

堺 高等 女製 校 及 ｪ住五良］ 犀 川 高等 女 ｅ伊ｾ Ｚ校の 虫如如ｦｉ き ｬはま 甚 Ｑｾ Ｇご不 充 分 なカ がＺ ら 多少 なり とも 筋泣 、控 ｴ 主等 ｻｴ＾

使用補強 し、割 災害的管理.の相首 あったTこめ人命 に闘はる 程の被惇 な し 建物のi攻損大 、

叉は傾 斜大 な りと 云ふ程度で相すん ?ごも の と見 倣 ささ' るを 得 ないも のであ る。岸和田 中串

校倒壊校舎 に於て生徒即死 1 _  ｾ Ｈ木 高等 女王嬰校校合 倒壊 に於て 即 死 生 徒 Ｔ 、 教諭 ｬ の悲惨

事を見?ここ 主は劃災害的に 管理 t 遺憾の恥が めつに と云ふ こと は否めな し、事貨で あ ると 考

へ られ、 誠 に遺憾の こと である と思ふ次 第であ る。同時 に合理的 な構造 手法の信関 するに
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足る事賞も如賞に示されにことを思ひ、些少にでも有効とされ る手法は之を聴硯すること

な し 充 分 採 用 し 構造の安全度の些少でも 大 を期す可きではないかと考へられる 次第であ

る。

5. 各 ・ 麟

爆稜物j貯庫及入津取立所建物が高潮の襲来に遭って殆んど流失の憂 き目を見たことは最

早や己 ｴｲｾ 得な いと観す・る外ないと思はれる。測候所の無電 鍛塔 が折損し ｦ こ のは全〈構造

的不備 と考へら れ遺憾である。共の他の各癖及元郡役所臆合は屋根及窓硝子. 塀其の他に

大鎖害 を被つτ 居る、堺所在農事試験場に於て本館、鶏合、網室 . 堆肥合、7 k 肥合、モー

ター室、硝子室、等延約 150 坪を倒壊 し、外に鶏合の倒壊には至らな いけれども使用不能

なる 程 に大破し約 115 坪を改築せなげればならな いのが各麻建物中損害の極め て大な るも

のである 。各腐建物損害額は復奮費に て許領して約6蔦5千闘程である。

6 本 鷹 舎 附 属 宅 舎

本臆会附属宅合 115 戸は大手前I1lf . 谷町、 江ノ子島 、阿部野筋 、市岡町に散在して居る

が何れも相営の被害があり、 屋根瓦の飛散周囲板塀の倒壊更に甚しきは屋根、天井を吹き

放 されにも のがあれ殊に市岡方面にあるものは浸水の矯め内壁年IJ 孫、 不同沈下、傾斜等

の矯め居住不能に 陥つにも のがあ る。

府関係の宅合には上記の外に各廠附属. 普察及消防署附属宅合 、校長宅合等があ るが全

壊 に至つ? こもの は堺農皐校職員宅合一棟であって是 は倒壊 と向時に火を失 し全焼烏有に蹄

しに甚ピ悲惨な例であ る。

本願合附 届宅 合及ｾ校及 各麻附麗宅 合の損害は之を復奮費 で許出して約 Ｕ 寓闘 に 主主す る 。

7. 第 三 匡 府 賑 立 願 療 養 所 外 島 保 養 院

此所は此度の災害中最も悲惨な例の一つである。此の療養所は在来延約 2 千坪の建物で

ある が既に建築後約25年を経過しに老朽建物であ る矯めと . 設備手狭 との矯め昭和 6 年度

より 10年度 lこかりで 5 ヶ年機続事業 として延約 6 千坪に抜張改築の工事中 の もので工事は

四期に分ち第一期延 2 千 3 百坪は既に昨年完了、第二期延約 2 千50坪 は師に 9 分 7 厘迄完

了、第三期延約 ＷＰＰ 坪 は Ｖ 分方完 了 、 一部織自ｾ Ｇｪ Ｒ ＰＰ 坪 ｾ ｾを して他は全部本年 ＱＰ 月末迄に完

了、11 月 1 日より 新病合に移轄の見込で銑蛍工事の完了を念いで居? こ ものであるが. 無惨

や 9 月21 日の大尉風到る や、幸 に夙 に3討しでは何等の損害 もなかっ fこのに 、1 * って襲ふ? こ

約 15尺の高潮のにめ 、堤防次壊奮病合の延約2000坪は殆んど全部倒壊 . 一部流失 . 新病合

延約 2 千 5 百坪は完全に流失、約 800 坪は牛ば倒壊、其他織筋 コンクリート又は鎖骨法廷

約 600 坪の外は浸水の矯め殆んど使用不可能なる程度に大破 し. 矯め に患者約 600 名 中約

160名は死亡し、外に職員 家族約 10 名の死亡 を出しTこ。質に悲惨の極みであっ t: 。

此の損害は建物丈げで約60高岡と計上されて居る 。

8. 工 事 中 の 建 物
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工事中の建物と しては天王寺(:I!i 範事校改築第二期工事 、高津中製 段上告築工事. 市岡高等

女事校改築第一期工事 . 茨木中易保校改築第二期工事、四保畷中身保校改築第一期工事、佐 野

町並 工事 校改築第二期工事 、 産業儲新築工事 、 三島郡所 在農民 道場Ｑｴｾ野塾 、 務、 生舎 大阪 府病

院 、本間] 消防出張所改築工事及前記外島保養院鎖張改築工事であるが外島保護院扱張改築

工事以外の工事は何れも根伏完了若 〈は杭打工事中又は杭打完了と云ふ程度の紋態であっ

たので現場に於げる 領容は僅かに下小照其の他の仮設工事の損害に過 ぎない程度 で此黙は

寧ろ不幸中の幸 と翻「許可きで ある と考 へられる。 只現場に 於いて支給セメントを各現場計

約200袋及外島にて流失しfこ450 袋併せて約 650 袋を陵物に蹄せしめにのは遺憾であるが .

了事中の建物に於げる損害は外島を除きでは殆八ど無しと見て差支へない程度であ る。

以上に於て府営造物の被害の大同告 を記述しにのであ るが. 今回の風害に封しては合理的

な構造の建物であつにならば悲惨な被害は象らす・にすんにのではないか と云ふ こと、叉劃

災害的 に管理上相営留意 し補強補修を刻| へて あっ たならば斯〈も惨めな被害は或は避り得

可 きも のではなかっ たか と云 ふ感を深からしめ f: ことであった 同時に災後被害少かつに

建物を観察す るに 営っ て、よ〈も 倒壊しなかったこと 〉鴬き、 幸運であったことを感謝す

る前に賓に肌に巣ピつ感を禁じ得なかっ fここと を告白せ ざるを得 ない。叉倒壊 しに建物共

の他が設計上の不注意、工事の組雑さを遺憾な〈恭露しにことも 認めぎ るを得な い事賓で

あり 、此度の此の高債な る経験を空し 〈せぎれんことを将来に期し? こ い。

右方はＮｬｪＧ Ｎ 裟九 の 陸 上 に 乗卜 げ たる ｊｉ 犬況 、 中 央 遂 に銭， ｾ誌を主主 築物の Ｇ Ａ ｾ Ｑ 骸 見 ｬ 少 、 左方は

大 F レーン ゆ破壊JIk 況。 ( 此花 区梅 烏町 線 ぬ ｾ ｉ ｲ 1  T 目よ P 同 3 丁目 を望 む〕
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街路座芥除去JIた況〔大正 j!IK北泉尼 nl]' 1  T 口〉

鶴町I令滋庫 ( 大 正区総演 jffi 2 γ 1'1 )  

品 b・ + 、司.，... _"";00 

一閣のイ主宅 之よ り海岸に近き Efr に在 り し住宅は 全 < IAi 火 し

基 礎 も列 明せ ず ( 大 正 区 高 裁jifj 3 丁目〉

X ' 7 8  

ｉｾｾ ， 位 舵によりてｾし〈被害を軽減された家屋〈大正直高裁 町

3 丁目〉

鶴岡n令議員T の後方に 在 り しため被害著し〈 小 とな れり 、左 方

は海岸に直面せ L i投被害大

土佐煉炭工場の磁援欣況 、附近一平吉の 工場はパ ラッ クに て被

害頗る 多 し〈大E 区 川南町〉



茶 事 務 所 ( 大正恵鶴町通 2 丁 目〕 ゼ ネ ラ ノι モ- ? ' ー工場( 大正直鶴町泊沼 3 丁目〕

大阪市保税怠 康保 税倉庫 は 木ｾ な り しため基礎のみ残し 、 流 大阪市保税倉庫〈港区海岸油〉

火 したるに反 L 向ふに見ゆる 三菱 倉 庫 は煉] ( . 遣なる i投彼苦手甚だ

しく 小なり ( 港区海岸油〉

近〈基礎のみ の ζ れ る所には木造の 4 戸な り ( 港 区海岸通 〕 護 岸 の 決 前 ( 港底海岸 j並〉
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住友倉庫の後方に在 りした め被告著しく小となれ る住宅街

( 港匿海岸通〉

との地車占 は三線主土にしてそ の一線は倉庫の間を wきしため 、

道路の方向に蛍れる 家 屋 が 倒 捜 せ り ( 港区海岸沼〕

木材防腐含量土 タ ' /!t ( 此花区槙島町〉

X ' 80 

左右共築謀長潮湯の建築物なり 、其 の! 切の道路に木材多重主漂流

し通行困難なり〈港区海岸油〉

築港方面に安治川を距て L 商す 、倉 庫は鍛骨造なるも原料1等

の如き貨物刀流失により 若 し〈屈曲破損せり。附近知舶の沈

波 多 し ( 此花区機島町住友倉庫〉

三 井貯炭揚 P レ ー '/ ( 此it 直線島町 1 丁目 〉



大 阪 市 木 造 小 事 被 の 被 害 吠 況 乞

大 阪 市 木 造 小 事 被 標 準 矩 畜

大阪市建築課長 富 士 岡 重

瞬間秒速60米の殴風、世界的レコード な ることは申すまでもないことながら、 意想外の

風速なることは法規で定められ?こ範囲をもは るかに抜いて居るのである、 Tことへ卒均速度

は40米なりと云れて居ても、これすら大阪地方で定められにる高居建遺物に劃する限度で

ある、であるから念を入れ? こるもの安全率の相嘗加味されにるものは残札倒るべきもの

は倒れ? このである、腐朽し? こる高塔電棋の風塵のいかに大なるかを充分に考へに入れなか

っ? こ送電鎮塔、? ことへ考へに入れ? こにせよあの風速は凡ての倒壊しTこる建造物が珠想、し得

なかっ? ことの鰯明は一腹出来るであらう一一ーしかし倒るべきものが倒れ? このである、大阪

市内小事校の校舎の倒れ去っTこのを見ても. やはり倒る べ きものが倒れ? ことの観がある。

大阪市内の全壊家屋敷は 2，167 戸、宇壊家屋は 8，237 戸、之を合して大阪市金家屋の 2.7

ミーセントに嘗る、大阪府内の全築家屋が 13，113戸の多敢なるに比すれば市街地内の密集

部分の家屋は倒壊家主? 減十るもの主見られる、市内各匡の全壊或は宇壊家屋敷を見ても、

南匿の全倒 2 戸キ倒 2 戸、西匿の全倒 6 戸宇壊29戸. 天王寺匡の 8 戸の 4 戸. 等を見ても

風の遁りが特に一地直 に甚Tごしかっ? ことは云はれまい、 東成直でも 53戸の65戸である、最

も多数を出? ごせるは西淀川匿の 504 戸の 2，109 戸、大正直の 305 戸の 1，075 戸. 住吉区の

522 戸の 1，661 戸等は風の矯めの倒壊をも勿論含まる〉も、或は大部分は波浪の矯めの破寝

であらうと思はれる、現地を見るに 波浪の矯めとは云へ波に乗り? こる大材木の破壊力は強

大なるものがあっ? このを見られる。

此れ等市内倒壊建造物の内特に顕著なるものは天王寺五重J答と諸翠段、特にノj 、害保校の多

数、工場. 鎖骨組立の高塔、即ち無電塔、詮電塔. 鎖骨康告港、コンクリート煙突、コン

クリート塀等は吾等に多〈の研究資料を輿へ1= るものであるが. 今此庭では市有建築物4こ

就てのみ鞘調夜材料の手元にある fごりのみを集めて共の被害妖況を述べるこ t 、する。

1一一大阪城天主閣は其標高市内最高のものであって天王寺五重塔 を抜〈こ t 遁かに高

し大阪府鹿、のバ ラベソト上すら此の建物の裾の部分 にあると 云ふ大阪中最高の地に 発え

て居るのであるが些の傾斜すらもなし窓硝子の破損南面に於てのみ70鈴校、屋棋銅板葺

は本瓦葺であって完全であり、些少なる破債の程度に止つにるは御大典記念建造物として
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第 l 闘

最も幸とするところである、最頂上の第八居廻廊外 iこめる館時織の保護厚板裕子力; 1  ，伎を

のこし 15校全部が破れ1= るを見ても 、170 尺下にある卒家建木遣の丸木舟 岸が 2 ) て許り旬l

斜し1= るを見 E も、い かに此の建物 に強烈な る風墜がみつ?こかを想像することが出来るこ

れも其の下にある紀州御殿も 屋根瓦大破慣を楽 し. 南妻及北契の西切妻 は木連絡子何れも

破領 、西面及南面の外廓硝子は破壊 されにのである。

2 一一ー中央市場は場内延 14，400 坪の建物が柱のみの壁画のな い犀荒ばか りの鎖骨スレ {

ト葺の建物であるが此れも些の損傷を受りす本市葺所物資の集散地として 、場内 8 割の面

X' 82 
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院 . 市

民病院

体 後病

院、結

核械養

所等は

凡ぺて

銑筋 コ

ンクリ

ート 建

築物な

る矯め

安全 で

あっ?こ

4 -

市営住

第 2 悩! 大 阪市ノj、み佼被 '，1;:AA 1l C配位附

' ちはーたi Ell{ 鶴!日[住宅は海岸に凶1し共の被得甚大 であって住宅全般に豆 り浸 水 7 Ｉｾ に 及び海

岸に l到するー列の家屋はj貯木場よりのE 木の流材の矯め 837 戸の内倒壊字倒壊を合 しo-! ) ヨ

を出しに のである 、此れ等のものを見ても風害のみ でな 〈して高潮の馬めの流木の被害は

此等倒壊家屋の幾割になる か査 し甚大 なる ものがあら う、不良住宅改良事業 として. 天 王
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寺院地直 に 728 戸の三階建築合住宅は本市唯一の鍛筋住宅建築の大 なるも のであ り安全な

るものであった 、日常は共の 住居者は床材 の竪 きな ど種々 の苦情 を並べ? こ ものであった が

此度の風容 には阿周の民家の破ら れ或は瓦の飛 散するを見 て、い かに此の内の住者が安全

な るかをj歯切に痛感 し? こりと 云 って居 るのであっ 1: 。

5 一一一IJ、製段 、諸 に最 も此度の惨害 を受0 1こる もの〉甚1': しきも のは小原，ほの建物 でもあ

る、 而 も共が矯め貴 き謬輩の 多〈 の生命を失ひ? こる は今回の 災害 に於げ る:最大の悲惨事で

あって返 す返すも 遺憾の極み である。

児童の死亡 266 入、行方不明 4 入、重傷者 213 人、教員の死亡 6 人、重傷者18人を数ふ

るのである。

大阪市内の小皐校教 244 校

共他幼稚園質業務校 26 校

計 270 校

あ り、此内

全 倒 壊 ・・…・ -… ...・ H ・-…一…… ・ 5 絞 ( 但一部鐙物は 残 )

一 部 倒 壊… ..…・… ... .・ H ・-… ・… ・・40 校

傾 斜 … … … … …. .. ・H ・..… ・・ 83 校

浸 水 ・… … … .. .・ H ・- ……… 30 校

倒 壊

現在大 阪 市内小串 校 244 校 の面積は延坪 28日，07り坪で あって . 共内 の 木造校合延呼は

197，578 坪 、餓筋コンクリ ー ト校合は 88，492 昨 あ ト 倒壊校合 45 r交の l印一積の金市の木造 IJ、

皐 校面積に まJ する比は111持 6.8，%に嘗 り、 叉倒壊棟数の比に就いて 見るも 此れに近似 し?こる

数とな るので あ る、一般家屋の倒壊率の 2.7 %に比し遥かに此小母校倒壊率の大 いな るを

見 るのであるが 、如何 にして如斯 〈の多 〈の建築物特 に小早校建物が倒壊 し?こ るか. 其れ

は多 〈の専門家が調奈 された る事 にして共の除 討に待つ次第な るが、それはーには 意外の

j民感であ りーは建物の其れに耐へぎ る脆弱 さで あっ fこ事は容易に云へ る事でゐる。

認 に 倒壊す 、 息校を ｾ Ａ ｦｦ 際 に ついて見るに 、 金倒壊の も の Ｕ 校 と 宇倒 壊の 内 妹 に ｩＩ 釘 ごしきも

の を採って次の第 3 闘のtm¥表は し仁、此れ について見るに多〈は共の棋の方向来凶の も

のが倒壊 して居 り南北 に長 さは残 って居 るのを見 る、 此 れが二列に平行 して居 1: るも のは

先 づ南が倒 れて北側は倒れに とも云は れて居 る、 一般 に全倒壊 と報告 され?こる、 そして死

傷者を多 〈出 fごしにる 、総江第二 、南百済 、捜 島 、津守第二 、鶴橋第二の 5 校 にでも ー少

部分が完全に残つ ?こ る もの 2 校あ れ それは強固な る耐長構造で出来て居り 、その他に 於

て も一部分 は傾斜 しで も残って居る のであ る、 叉そ れが南北の棟で ある、金倒壊 と云 はれ

X' 84 
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第 3 闘 黒塗 は 倒 撲 、 刻 線 は 傾 ｾＱ 甚し きも の 、 薮字 ｬ Ｚｴ 建築年代大 正を示 す

ないまでも全誠と云はれるべきも のは樫島 と津守第二、仙橋第ごとである、此の一部縫っ

て尉ても用をなさないのである。

此等倒壊ノj 、車校の棟の方向に就いて調査し仁るところ 、一般に木造小皐校は最初は一つ

の怖を建 て〉、爾後 増築に土省築ｾ重ね ＿こるも のであっ て殆ど無統 ーの ものであっ＿ こが 、市
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の元に統一さる〉様になっ てからは 、衛生上の見地より して南方の棟を取り去り て、市開

きのコ の字型 となして居 るのであるが、 今倒壊校合49棟の方向表 と其の商積を示す と

北 棟 . .. ・H ・.. .…・…・2日棟 此延坪 8055

南 棟 . .. .・H ・... .・ H ・. .14棟 I! 2984 

東 棟… ・・… H ・H ・-… 5棟 I! 1167 

西棟…. . . . . ・ H ・- … 4棟
I! 

652 

主なり、北棟南棟の倒壊量は東と西械のそれの 61書となる のであ って、い か に此度のI武力;

南方向に於て強烈であ るかを知 る事が出来 る。

1 1 ¥皐校建築の型

小"'，校建築の棟の方向に就いては運動場への日光の直射、教室への通風等 、衛生的の 見

地より改築に営りでは南側にある建物を除去し、叉新築に蛍つでも南東の開げ るし字型或

は南方の開げにるコの字型を採って居るのである。此度の倒壊校舎を見る も勿論コ の字型

の北棟が多きは表の如〈明かな ることな がら 、矢張りは構造脆弱なるが矯め に倒れにので

ある 、中 本第三 、曾根崎、住吉の諸校に就 いて 見ても( 第 3 闘) 南方の棟は残 りて北棟が

倒れて居る、大阪市の新設校の型は第 4 聞に示す が主fI ¥に 此の 14校は構造に於て堅国であ

ったから些の傾斜 もなく 安全であっ仁 、斜線て示せるは尾根のねj離した る部分である。

皐 校 建 築 の 柱

皐校建築が採光 、通) 員、衛生上等の附係上天井高 も高〈とり . ijif 高30尺、棟高儒採: 場に

ては42尺 となり 、木浩建物の許 きる〉 最高限度 まで持っ て居 り、而 して又一械の長 さは日O

づえ 匹>，I;liI' 亭軍準キit 1:

F  
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ロ
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1'8 
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今帰宅 きｾ
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聞にも及ぶ ものすらあり

( 例、大宮ノj 、感校) か〈えさ

大な る建物の風塵の大な

ること は一般住宅の多 〈

の ものは軒高20尺を超へ

ぎる又一岡とまとまりに

る、 B つ叉下家の周聞に

附設しありて 、矯め に搾

キ1:の多き此れ等イキ宅に 比

して甚 Ｑ ｾ Ｇ し｜ J貝を受げ る

には悪t条件にあ ることも

考へられる 、叉柱の事〔 も

一般住宅に比して此れ叉



甚 ｴ ｾ 僅少であ るＮ一 般住宅 、叉 は 長屋 等の粧の数は延坪 ー 坪営りＱＮ Ｔ 本 乃 至上 Ｖ 本位の掛な

るにさ県校にありでは 0. 35 乃 至 市 の 棋 準 設 計 に で も 0. 4 本となり、殆んど共 の 4 分 の 1 に 嘗

る 如 き 少 寺 教 で あ る 。

倒 壊 ' " 皐 校 の 年 代

倒壊ノj 、高島校校舎は共建築年代 は次 表 の如〈 多 〈 は大 正 8 年 より 大 正 13年 に 捗 る聞 の も の

が多〈 大 疋 11年 に 成 れ る も の が 最 も 多 い の で あ る 。

倒 壊 小 皐 校 建 築 年 代 表

明治35年 l 校 香 袋 小 事 校 39坪

同 42年 3  阪 本 小 撃 絞 もも "  

花 開 小 拳 校 270 (/ 

日 吉 幼 稚 閑 120 (/ 

同 43年 曾 紋 l崎 11、 拳 校 510 11 

大1 F. 2 年 3  高 浄 11、 製 校 257 I1  

華字 日 出 小 拳 校 280  I1 

西 主催 女 拳 校 28つH

同
4 1，jo  

総 江 第 二 小 拳 校 4CO I1 

同 5 年 2  天 王 寺 第五. 小挙佼
206 I1 

城 東 ノj、 準 校 120 I1 

同 6 年 豊島幸第四小与さ校 153 I1  

同 7 年 3  量量 崎 第 四 小 皐 絞 298 I1  

総 江 第 二 rト撃 校 240 I1  

鶴 橋 第 二 小 製 校 340  I1 

同 B 年 5  中 本 第 二 小 製 校 :: 99 I1 

丸 山 小 製 校 240 I1 

粉 潰 小 母 陸 校 326  I1 

首ヰ 美 第 五 小 撃 校
130  II 

天 王 寺 第 一小拳校
328  I1 

悶 9 年 3  鶴 橋 第 二 小 毒性校
284 I1  

総 江 第 三 小 撃 校 360  I1 

ヨミ 出 第 三 小 拳 校 460 11 

問 10，'，f. 問 主 島 小 事 校 304  I1 

同 11年 7  中 本 第 三 小 拳 校 284  I1 

中 本 第 四 小 事 校 278 I1 

墨 江 小 事 校 100  I1 

手 書 守 第 二 小 皐 校 90  11 

桜 島 小 事 校 204  11 

味 原 小 撃 校 259  11 

策 第 二 小 拳 校 270  I1 

同 12年 4  草署 唖 母島 校 468 11 

8 7  X I  



問 13年 4

同 14年 3

同 15年

昭和 2 年

其 他 不言l' 7  

天 王 寺 第 一 小 事 校

姫 島 小 撃 校

空 き 洲 第 一 小 挙 校

桜 並 小 拳 校

F撃 守 第 二 小 撃 校

天 王 寺 第 一ノト撃校

鷺 洲 第 二 小 与 さ 校

住 吉 小 準 校

大 和 問 第 ・ 小 事 校

早 午 後 第 二 小 翠 校

泉 尾 第 三 小 率 校

敷 津 小 率 絞

津 守 第 三 ノj、感校

;点 前j 業 率 絞

:It 恩 賀 島 小 製 校

J拶 崎 第 三宅小 製 校

北 中 島 小 製 校

平 野 小 手. 校

南 百 済 ノl、J:;. ¥校

230 11 

340 11 

340 ν  

340 11 

194  11 

230 11 

190 11 

360ρ 

283 11 

319 11 

178 "  

126 11 

224 f/ 

80 f/ 

368 f/ 

399 f' 

52 f/ 

I f 8 1.' 

611 11 

其構造を見るに柄建、納言主付て 口であって柱の断面に欠き込まれる事多し大部分は管キ F

で あ っ て 通 柱 は 少 し 柱の太 さも足らないも のがあ る、筋違ひは殆んど使つてなし 大阪

地方は多〈真壁を使用する 習慣なる矯め 、筋遣を入れる徐地なし 稀 にあっても、脆弱 と

感じられ? こる階下吹抜廊下の上部に架しであり、此れが建物の桁行の方向に架渡してあっ

て、肝要なる 梁間には見営らな いのである 、方杖は全 〈見られす¥其の倒壊AA態を見るに

多〈は士事を残して 、村一柄が絞りて土茶の位置より 4 尺或は 5 尺先きに倒れ fこるが多〈 、

軸部は解りて散筒Lし恰も木片をまき散したるが如き概あり、椛は二階梁胴差嘗り にて 弘i 折

せられTこるものが多数にあり、一帯に荘のカが横架材に比して著し〈不足である 事を痛感

せられるのである。

大 阪 市 の 木 造 * 畢 校 標 準 規 壷

以上は簡単に木造校舎の倒壊欣況を記述し1: るが悲に附記しにき事は本市の木造小慾校

標準規絡に就いてである 、昭和 2 年度以降大阪市のノj 、事校建築は線、て市に統括さ れてよ り、

小 事校建築の規格を一定にするｾめ種々研究しあり＿ こ る慮、偶関東大地 震 に 鑑み て 震災 Ｗ 象

防調:-ti 舎で制定立案され?こる 木造小謬校耐震機迭を其のま〉採り入れ 、且つより充分とな

い 一 つ の規絡を作ったの である、 此の事は本誌の昭和 5 年の 1 月競にも記述するところ

あり、昭和 2 年以後の設計に於ては其の規格を以て建築し . それ以後今日迄全市に渉り て

新築、増築 . 叉改築{ f 行ひ fこるもの其数 148 校件数を算へ 、恐ら〈は此構造法は金固に先

X I  8 8  



倒 壊 ;1¥守 絞 建 築 年 代 表
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臆して賓行せられ? こるものと思ふのである。

共の桃迭の詳細は附闘の如 < . 小屋梁及び二階梁に

は方杖を充分に入れ 、柱聞には筋遣を入れ 、柾は 5 寸

角の通柱を全部に用ひ 、胴差は技み胴差となして位を

弱めす・梁も亦掠み梁となして凡て金物で連結し、横架

材には火打梁を波すも の にして筒桁行の強固ならしな

る矯め、 教室境 には一聞の壁画 を設けて、之れに筋違

ぞ用ふ 、此の耐長構造の矯め に敬 室内の天井が左右折

上げとな ると 云ふ不信裁の誹りも顧みす・叉工費の約 3

Mの増加するも厭は十専ら地震に具へ皐，校の安全を期

し居? こるが偶々此度の酌風に遭遇して此れが叉充分に

耐風であったる 事 を設されにのであった。

向長近の設計の ものに、 校舎の各棟

の中央 に階段室 を設け之を織筋 コン ク

リート構造 となす時は、之れが完全 な

るj享みの ある防火壁とな り、叉地震 、

強風に劃しでも相蛍の効果あるものと

認めら れ? このであつに。

1北じ町走謹盆づ小、E翠裂

2富良 1. 花 関小準 校 南 原

ぺ小 、塁皐誤Ｇ校等昭和 Ｗ ｾ Ｘ 年年 Ｎ 度 に 竣工し ｦ仁こる

校合は凡 て此の方法をを? 採つ? 仁このである

E且a つ叉物骨鵠豊が強風 3を? 受 Uη11にこる際の吸引

力5を? 減殺 する 矯めの自E到勤討功j 車 . 列車等に

震民 2. 西 取 粉 撃 女等性佼

利用されにる流線型ぞ建築物に際用す

る事 も強ち荒唐なるー些事と して取倣

は十之れを考慮、に入る〉 事 も此度の質

例に表は れ?こる破壊力を察知 し? こる 者

は考へられ る事である。但し此れ等の

校合 とても 剥i惜の歪みこそなけ れ被 害

の皆無には非子、 切 妻に於げ る屋根被

覆材料の飛散、或は講堂の屋根換気孔

より吹き上げられたる 矯めの被覆材 料

の利離等は敢校を数ふるので此れ等は

改良をなすべきである . 流線型校合等

重苦良 3. 恩 貴 島小挙校車干天 井

9.1  X I  
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の試案が現はれて来 るのである 、階下の吹抜廊下は校庭の狭草場合に於て採ら る、もので

あるが此れ等 は敷校あり其内一校のみ南面して長さ延長を持つものーケ所僅か傾斜あり 、

幼稚園 は凡て吹抜廊下 なりしも此等は凡て卒家建 なりしに依り狂ひは生せ， ':!!'りし 、向 lま部

分的被害 として は

( イ) 南面せ る切妻上の屋根政慣

( ロ) 軒樋 の剥落、軒甚の石綿板の抜11¥

( ハ) 教室床下換気孔より浸水せる泥土の取出し不能

( ユ〉 鎖筋校合にして南面せる窓硝予破壊 して内部の木浩間仕切の傾斜等 である

此れ等諸黙 を庚〈調布、考課して尚より強固なる構造法を採らんと目下府臆嘗局とも研究

中にして復興ノj 、製校建築をして各種災害 に耐へ得る高金の もの となさんと努むる次第であ

る。

大阪主主崎第四小製絞の倒援↑ 参i伏

築港三僚大 iiIl ｾ の ｦ 事 慌たる陣古風 の跡、 u、阪朝日新聞世鼠影〉



撃 校 建 築 の 5量 イヒ

市11
1戸市管繕課長

井 上 抗

去る 9
月

21 日の鴎風はその暴虐の限りをまま して、都市左 云はす¥ 部 と云はやその足下に

探測 し、一瞬にして凡ゆる文明地設を担任力とな し. 更に加 ふるに 高潮 台以てし. 幾多の貴

重な る生命、財産{ f 悲ひ去り 、官に未曾有の大惨害金輿へ? こるが 、就中一入世人の傷心を

そそるものは、ｾＡ校 の破慣 倒 ｩ 主 によって数多可憐なる児 主のき 患を若手ひ去っ＿こことであらう。

撃校合倒壊の! 原因が 、我等が夢; 怨fごにしなかった秒速60米と云ふ大風速によったことは勿

論であるが、然し在来の木遺書見校建築の構ii!I 様式が . 必十しも最善の方法では ないと 云ふ

生きた鐙在とも考へられる。

? ことひ、今回 の附風にては倒壊、破損は菟れでも、誰が明日の防風にも絶封安全なりと

保識し得ゃう 。11住民i ) 武の方向による偶然により最悪の依件より逃れに iこ過ぎないであらう

建物も相官に存してゐると見るのが至首ではあるまいか。

在来の身! ; I ，校建築が横材に比して柱の割合に市| 日かったことや、梁の仕口 によって伎の断l認

が恐るべき程の断面に減らされてゐること や、方{ l l . 筋違、健材等の少ないか或は全〈使

用されてゐなかっ? こことや、更に 叉金物 の使用並 に締方が不足である等 k のことは 、何も

今回の脆風によって始め て栴へ出されにことでもない耐辺、耐風建築に必要欠〈べから

ぎることであることは、既に震災後にその道の人々によりやかまし〈提唱せられてゐたこ

とであるが、我 が々 この機舎に最も注意を喚起 したいことは、木造建築殊に公共の建築物

に劃する定時検査施行の制度を確立することである。

回会の芝居小屋の 2 階桟敷が荷重を支へ切れす・に落ちにことや、湯屋の天井の腐り落ら

にこと等は、卒時に於ても時 k 新11fJMI; 上に報ぜられてゐる事賓である。

天王寺の塔の倒壊も 主なる原因は 、柱の腐蝕によるとかの事等を聞〈時、そぞろに肌に

粟の生す・るを禁じ得な いではないか。木造建物が何年の詩命があるかは、材質並に周閣の

環境、其他種 k の依件により一様には論ぜられないが、重要なる構造部分に思ひ掛りぬ腐

蝕共他の欠陥を見出すことは 、我 k の庇 k 経験する露であり、かかる建物は一朝の事ある

場合は云ふ に及ば子、常に危険に曝されてゐる事と考ふれば、少〈共十年以上経過の事校

共他の公共建物は、 3 年回毎位 には、責任ある技f ; l]i の厳重なる調をによれ事前に之に補

強修繕を施し以て 、有時の災害 を極少に留むべき責務を負はしむ必要ありと痛感するもの

である。

今回の鴎風に際 し我が紳戸市に於ては . 幸 にして製t ( 建築の倒身長は皆無にして 、唯僅か

9 3 民。
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} こ板塀の倒壊、破損延長約 400 閥 、屋根破損雨漏約 100 個所、窓硝子及樋の破損等他都市

に比すれば僅少にして 、市も建物の破壊による /J 、製児童の死傷も絶無なるは甚だ幸運 と云

ふペ し 之 は 全 〈 瞬間風速が大阪に於けるそれの約宇に過ぎな かっに ことに依るもの にし

て、建物として は大阪其他の倒底せるものに必十しもすべて勝ってゐる とは考へられない。

我が紳戸市の地形が然らしめたと見るべきであり、この黙よ りして紳戸は健康地なる こと

は既に周知であり 、更に今天災の上から見るも最も安全なる都市の一つであることが立設

されに諜である。

我叫ま先年開東に於げる 大震災によって傘 き経験全積み、今又閥西大風水災により貴重

なる耐風建築時浩の問題を提示され 、木造製校建築の様式 に一大革命をも に らさん として

ゐる。殊に皐校建築設計の簡に営る 我々の責務は甚fご重大である。数多の可憐なる児童の

盤を慰むる篤にも 、将叉第二の闘民の生命を守る矯 1': t ，極力事校建築の強化 を計る と同時

に、その維持につき高遺漏なき様、遁首なる 制度の 雌立の必要をここに強調するものである

阪市11
I沿線滋甲子闘文化住宅街の7)Cぴ たり

阪刺I沿線香櫨闘波回生病院の倒壊惨扶
〈大阪桐 日新聞踊土担iim



今 回 の 胎 風 乞 暴 風 雨 に 就 て

大阪測候所長

田末 康

熱帯地方に張生する暴風雨系統を熱帯暴風雨叉は艇風と構するが、熱帯地方なれば何鹿

にでも費生するも のでは なし護生する地方は世界に六ケ所あっ て、 その内比律賓群島及

び南洋諸島附近に殻生して日本及び支那に製来するものを鴎風と稽す るのである。蛮謹せ

る附風が大阪糟の様な地形の見rr に製来す ると気lWが低い?こめ に海水位が高〈なり 、更に風

のfこめに海水が吹き寄せられてー居高〈なる。此の様にしで潮位の高〈なることを高潮と

構する。大阪湾の綾な所では闘志風には必十高潮が伴ふものである。

! 礎 風 の 進 路 と 中 心 の 気 盛

今回の防風を始めて認めにのは 9 月13 日午前 6 時で 、東 経 142 度北緯 6 度グア ム島の南

700 粁 の海上で、蛍時の中心の策担E示度は 752 粍で 1 時間約 18粁の速 さで大開北 k 西の方

向を採ってゐ 1: 0  14日方向を北西に特じ、 15 日午前 6 時ヤツフ・島の北に出で . 中心は 748

粍に護達 し、 共日この附近で i 四時倫を苗い てゐるが16日には北西乃至北 k 西の方向を採

れ 17日午後 6 時ラサ島の南 600 粁の海上に来り営時中心の策躍は 734粍を示し、1 時間

8粁の速 さで北に進んでゐ? こ。 18 日午前 6 時中 心は 730 粍に君主達し、共後方向を北西に採

り19 日午前 6 時には中心は 725 粍に強達し、ラ サ島の南 k 西 200 粁の海上に達 し向北 k 西

の方向に進行し? こが、同日午後より次第に方向を縛じ同日夜学には北 k 東となり琉球列島

の東側に泊ふて進行し始めに。此庭に於て此の騰風は本邦西部に襲来することは碓質とな

っTこわけである。 20 日午前 6 時には那覇の南東 100 粁の海上に到達し中心は依然 725 粍で

1 時間 27粁位の速さで北東に進んで‘ ゐ? こが 、同日正午には奄美大島の南東に迫り方向は次

第に北東に縛向せんとする模様が見えにので、午後 Ｓ 時大阪府管内に暴風雨ｾ報伝出した

のである口同日午後 6 時には九州、lの南 200 粁の所に達し、この頃より方向を北東に* 事じ、

速度は Ｑ 時間 ＴＳ 粁位であったが、同夜宇宮崎の Ｑｾｴｬ 100 粁の海上に主主し尚北東の方向を採 り

進行速度は 1 時間 50粁位であった。斯くなると金〈大阪の方向を指してゐるにめに更に管

内に迫轡報を出す必要があるので午前 2 時直に各方面へ通報を奮し? こが 、この時分には電

話も容易に掛ら今 、真夜中の警報は今迄にも設しにことが殆どないために警報を充分に徹

底さすことが州来十遺憾に思ってゐる次第である。鴎風は熱帯性の低気座であるから通例

本邦に近づ〈と 衰へ始めるのであるが 、今回の殿風は奄美大島を越えに頃より急: に殻達し

て、共中心は宮崎沖では 710 粍 、21日午前 3 時高知犠の足摺111111fe通過する頃は 690 粍に稜
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主主し、室戸の西へ上陸する 頃には最低に達し、午前 5 時 10分室戸岬では 684 粍と云ふ世界

未曾有の低い祭 ｬｈＡ￉ｾ 観測した。其後徳島、淵本の北を掠めて大医 ｩ 脅を北東に進んにが 、 徳

島では 午前 6 時に 706 粍 丸 洲 本 で は 7 時に 706 粍 丸 神 戸 では 8 時に 717 粍 九 大 肢 で は

同時刻に ＷＱＵ 粍 Ｘｾ 観測してゐるから、鴎風の中心は Ｘ 時頃阪神沿線神戸大阪の中間に上

陸しＨ其頃の中心気ｾは ＷＱＰ 粍位入京都の北を通って琵琶湖の北に出で 、 同日午前 Ｙ 時 に

は滋賀鯨北部にて 720 粍、正午頃新潟の北に進み中心は 728 粍に衰へ、午後 6 時陸中宮古

の北に出で、 22 日朝は宮古の東北東 1，000 粁の洋上に去った。

室戸 にて観測した 684 粍は賓に梯有のもので 、今日迄枇界に於け る最低の記録 としては

西暦紀元1885年. 即明治 18年 8 月22 日午前 6 時30分・印度のフオルス・ポイントの燈蓋粂測

候所に於て観測しに 689 粍 2 であるが、今回のはこ れよりも向 5 粍 2 低 いのである。叉本

邦に於ける最低記録は大正 9 年 9 月 3 白石垣島にて観測しに 699 粍であるから今回のはこ

れより更に 15粍低〈賓に著しい もので ある。 681 粍の策墜と云へば普通の気摩に比し76粍

の不足となり . 1  : zp: 方米首り 276 貫の! 展力不足である。これが高潮の原因の ーとなるので

あるが詳し〈は後述する。

逼 路 附 近 の 風 蓮

今回の騎風は其の中心気lH!Eが未曾有の深度であっ Tこ〉めに其の通路附近では猛烈なる暴

風雨を起し、三府三十二l際の康範囲に亘って被害 を興へ? こ。多少でも被害を受げた地方の

風速は概ね烈風( 秒速15米以上) 以上であつに。主なる地方に於げる最強風速( 烈風以上

のもの〉を記すれば下の如〈である。

地 名 最大風速 % 、 方 向
日 時

那 覇
28 ｾｴｫ 西 20.  08 

高 知
15 北 西

21. 05 

室
戸

45 西
21. 05 

FUzIsLt E  
山戸3  

37 南 東
21. 06 

和 歌 山
25 南

21. 07. 40 

潮
IllqJ 

28 南々西
21. 07 

多 度 津
33 北 k 西

21. 06 

岡
山

17 ｾｴ＠ 21. 。7

紳 戸
20 北 東

21. 07 

洲 本
26 南

21. 07 

大 阪
::10  南

21. 08 

豊 岡
28 北 西

21. 09 

宮 jヰt
22 西北西

21. 09 

制 H



汚-t 16 南 k 東 21. 08 

5畠 山 21 西南西
21. 10  

岐 阜 28 南 東
21. 09 

名 古 屋 33 南 k 東
21. 09 

苦i 名3 19 南 k 西
21. 10 

RB ケ 谷 18  南 k 東 21. 12 

東 京
22 

南
2 1. 12 

銚 子 24 南 k 西 21. 14 

飯 同 17 南
21. 10 

前 橋
18 南 東

21. 10 

彦 根
31 南 k 東

21. 09. 20 

新 t勾
20 p9 21. 16  

イた 渡 相 川 22  北 西
21 14 

烏 17 北 東
21. 07 

小 名 前
23 南

21. 13  

以上 は20分間卒均の風速である が卒均毎秒45米 を測っ? こ室戸 IlI ij lが最強である o 45米の風

速は甚 ｦｾＧｦ あなもので あり 本邦 に 於け る厳強 記体 としては ・ 卒地では明治 ＳＲ 年 Ｘ 月 ＱＵ 日鹿児

島で i!!l Jつ?こ訪米 6 であるが 、高山の頂上や大卒洋上の烏等を除げば これ以上の ものはない ο

大正 3 I，f. 8  )=] 25 日長崎 に於りる 44米 5 ，明治 35年 9 月28 日銚子の44米 9 等が これに直ぐも

のである。 45米の風速はこれ と直角 に向つf: 1 1m平方の面積 に到しては 214 貫 . 雨戸一枚

に封し 107 nの!! T尽力となる 大阪で illlJ つ?こ j武力は 21 日午前 7 時40分よ り8 時 に至 る20分 間

平均29米 8、7 時50分 より 8 時迄の 10分間卒均では35米であっ? こ o 8時 よ り9 時 10分位迄の

聞が最強と思はれ f: が、8 時 3 分に風力計が破壊 されたので最強時の風力の観測は不可能

となっ?このである。然し 8 時 5 分頃迄風座計は動いて ゐTこが 、 その記録lこよ れば瞬間の風

速は 60米に昇つ? こ。

高 潮

大阪間の桜な士山形の所へ程遠した殴風が来る と必す・高潮がイ* ふ ものである。中心の策費里

が低い? こめに それに相賞 するにげ海水が高〈なるのである o 殿風が大阪へ上陸すると その

跡を追っ て西容のj員が吹き込ん で来 るTこめに 海水が吹き寄せられて水位が高〈な るc 若 し

満潮時であ れば それにり 水位が高〈な るわ りであ る。

j武の にめに高めら れる 潮の高さは風力の自乗に比例し、 簡の平均の深 さに反比例し、 i鍔

の長俸に 比例する のであるが 、大阪湾では 14米位の西寄のj武力; 吹〈と水位は60糎程高〈な

る。 今 回の大阪 の風 速を35米として計算すると 14米 に到して 2 倍宇となりこの自乗 6. 2 倍
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となるから 、372 籾U: げ風力のにめ水位が高まる。駒風の中心は 710 粍位であっ? こから普

通 の策墜を ＷＶ Ｐ 粍 とすれば Ｕ Ｐ 粍 ｴｾＧ け低いことになる、これは水 銀の高 きで あるから これ を

14併すれば水の高さが得ら れる 。即気懸の低い? こめ に潮位は70糎高〈なる、 それ に前記の

風に よるも の とをカ11へ?こ442 糎t: rrJ 潮位が高〈なつにわげである。而して営時は満潮後 3

時間経過 せ るに め営時の水位は O. P 賠上少くとも 60料以上はあっ fこ筈であるからこれを

がいると 502 糠の高き となる。賓際賞時観測しに水位を計算すると 港区一僚通二丁目の測

候所i既出所 lこ於て観測しに水位は略 O. P 黙上 5 米 l となって ゐるか ら賓測 と計算値とは

僅少の差 で一致 して ゐる。営祇出所で観測しt: 潮水浸入の欣況は下の通 りである 。

午前 7 時49分 人道に 浸水し始む

11 8 時 人道上 2 尺 7 寸

11 8 時14分 人道上 7 尺 3 寸

i反出所床上 4 尺 6 寸

11 8 時20分 退潮し初t J

11  ¥J時 人道上 2 尺 9 寸

11  10時 人道上 l 尺 4 寸

11 11時 人道上 9 寸

今回の鴎ｽＹｴＱＮは中 心 気監が稀な る深 度を有し従 て 風速 も大なるもので あっ ＿こがＮ 気回 ｉｾ は 中

心附近に於て急: 降で 、風も 中心附近に於て格段の強さを有 し、 其宇僚は小なりしfこめ7k1"r.

の府高は非常に急: 1. よるもの で、潮7 k が人道に浸水し始め てから人迫ー上 7 尺 3 寸と 云ふ最高

に達する迄僅か に2.5分間に過ぎな かっt: 。其矯め沿岸方面 には 多数の死者を出し、流し凶

グクが逃げ場を失って水中に波し? 二位であるから如何に急: 激であっ fこかを想像するこ t が

出来 る。

結
玄

ロ

Z

Z

円
"

今回の馳風はj玖力は碕 なる猛烈なも のであり 、高潮も未曾有の ものであつに ために莫大

なる 被害を興へ? こ。こ の復興に就ては今後も亦 この程度の鴎風や高潮が襲来する ものとし

て、叉大地震もあ り、津浪も 来 るも のと して方策を講する る必要がある。各方商の技術者の

知識を網羅して間然する ことなき針策を講じ、開策のー として研究すべきものである 。防

波提も必要であり 、防波林も必要であら う。浮世浮物を堪 ll : - . める柵も有効であらう。家屋の

建築に も、 都市計聾にも 、築港計主主にもこれ等天災の繰返 さる ること を閑却しではならな

し、。

'X" 98 



建 築 物 の

る 最 近 の

風 荷 重 に 闘 す

進 歩 に 就 い て

京都帝関大皐敬授

工 皐 博 士

坂 青宇
'
F

む

，
S

E

I

 

4

h

J

 

今日吾 k が構建設計に慣用してゐる風酪公式は 、風方向に I町角なる聞に針し

P = u.132v'  ...・ H ・..… …. ..・H ・..… … ( 1 )  

である o V は風速 mj sec. である。叉水卒と O なる角度をなす屋線商に刻lは る魅力は

P η=  P sin' O.. ..・H ・H ・H ・-…. ..・ H ・. .… ( 2)

叉は P n= Psi nO.. ・… ・…. . .. ・H ・.. ...・ H ・.. .. ..(2.a)  

をとることが多い。是等の公式は凡そ 1 世紀も前の賓験 に基〈もので 、今 日の製設から見

ると 甚 ｲｾ し 〈時代遅 れ である 口 緋造設計に携はる技術者 ｢［ 、奮来の方法 に ｩｬ んじ て、 新に

研究され? こ業績 を? 顧みておらぬ のは甚r: 遺憾である。

建築物の風情重に闘する研究は、航杢機 の程遠に 負 ふ と こ ろ が 多 し 飛 行 機のがL速と暴

風時の風速とが1まY 等しいことは、航空機に劃して研究されに事を 、建築物の風荷重に適

用する」 て に甚だ便 宜 であ る 。叉自 ｬｇ Ｕｾ 機の 研 ヲ ｴＺ の ｾｉ こ 設げられ ｲＺ［ 風洞が建築物の ｪ 負荷重 ｩｬ Ａｬ ｊ 定

に も利用されるので 、最近に於げる建築物の風荷重に謝する研究はす べ て是等の航空プJ 療

の研究所に於て流骨響力事者の手によってなされてゐる。

流組カｾＺ及 び現 代式の 風 荷重に 於て は 其の強 さ佐ゐらはす のに室寄託の 動歴 Ｈ St andr uck ， 

静墜とも諾されてゐるを i官位 とする。動墜とは無限大の昼間を速度 v mjs， Iこて流れて ゐ

る空気を無限大の壁で一時に流れを壊さ止め? こ時壁の受 〈る墜カで通常 q 'e以てあらは し

ず=士ρv ' .... ............... ..... ...... .. ...... ... ...3)

であ t: へられる。 ρ は杢気小密度で 、通常の暴風時の風速に封しては杢策の新度の餐化は

除外し得 て、 常温常麿の時の? 干? 度 i ( kg  sec '  1mつを用ひ得， 即 ち

ず=占v'

とす る ことが出 来 、 風力は之をｾｻＧｬｔＮと し

P =  c. q. F …・・… …… ...・ H ・- …. ..・ H ・..……… ( 4)

で興へら れる。 F は表面積、C は物慌の形による常数である。

高さ A 長さ無限大なる板' e 等迅の策流の中 lこお くと、板の受 〈る風力は風洞に於げる賞

験結果に よる と、

P = 2.q. F. 
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即ち常数 c = 2 を得てこれより.

P =0. 125 v' F  

を得る 。 これは奮式( 1  ) に比べて大開一致してゐるのであるが、此の風 力が板の表商に如

何に分布してゐるかを見るし 風」二の商に働〈 魅力は金風力の約30% であ り、 風下の簡 に

作用する吸引力が残 りの7 0 %である。 風荷重の強 さについてなほ詳 しくいへば、風上の商

の中央で気流が上下に分 l慨す る黙で摩力は最大で共の大 きさは首然ず に等 し し 上下の溢

に向って強さは次第 lこ減十る。風下の面では全面 に亙ってほ Y 一定 の吸引力を生じ、其の

強きはほ- ，; 1. 3  q である。

同じ面が祭流と 90つ以下の角度をなして交る場合、商に直角な風力は( 2  ) 叉は ( 2・り よ

り遺かに大きなカとなることも賓里会によって明かにせ られ でゐる。 気流に斜にあ? こる商と

いっても、 岸根商のやうに ー商に気流にあ? これ内商は気流 と絶縁せ られてゐる場合は ま

t: 事情が別で. 7k卒 e 40
0

以下の勾配商ならば、 ( Fl achs bart  ) による 。 Nok kentr ed の賞

験では 20
0

以下) 風上の面に於てすら吸引力 を生す・る。

以上の如き 簡寧なる 2 つの場合に於 てすら、 建築梢遣準者は従来のj良厚観を是正しなげ

ればふなる まい。

書主流の中に板を突き出し? こ場合、前官に噴き力 、背面に吸引力を 生す・ることは前述の通り

であるが、 板に厚みを もにしに場合、 1! Pち角樽を おいた や うな場合にも . 風上の商は型軽力

風下の商に吸引力を生じ. 角壌が有限の長さであれば、 j武に卒行なる面にも亦吸引力が作

用してくる 。

家屋模型を風洞におい て夙荷重の分布石? 検べたものも相嘗瑳表せられてゐる。 一陸尾根型

の模型 で桁行に直角 に夙 をあてれば、 風上の卒面 lこl底力共他の 4 商にはい づれも吸引力を

生する。風を斜にあてれば風上の 2 商に底力を生じことに凸出隅に於てそれが大でめり、反

劉側@隅即も風下に移る隅では吸引力に賓る。共他の面はすべて吸引力を生十る。勾配I Y .

枝をもっ場合の壁面の風荷重の分布は大鰐陸屋根 をもっ時の壁画 左大苦手 がない。 風上の犀

根面は前述の通り勾配が絞やかなる時は吸引力を. 勾配急: なる時は鹿力{ t > 生子、j武下の毘

棋面は常に吸引力を生す・。 風力:妻の方から吹 〈時は風上の切妻に近事 犀根面 に局部的 に甚

t.: 大なる吸ヴ| 力を生十る。

壁が 3 方 lこあって 1 方が吹抜になってゐる家庵模型につい ても 賓験されにものがあって

此の間口より風が吹き込む時、壁及び屋根はすべて内部より底力、外部に吸引力を受げる

工場に 於げ るが如〈棟に ラン ターン のつい? こ家屋模型についても 風洞賓験が瑳表されてゐ

る。

風上の商に於ける風塵力は、寄託流のない射に於 て最大で其の値はず ｬ こ 等 し Ｎ ｾ、。其他の場

所に於ては q 以下である 。賓際の家屋の窓硝子にあ? こる風塵は、風が室内に浪れることが

なければ、

X' l oo 



ず ］ｾ ｖ Ｂ
16  

以上とな ること は な し 決 し て 醤 来の考八方 0.102 v" のや うな大きな降力 にはな らぬ。 今

回の Ｉ ｾｉ ｉｉｉＡ ， ｉ について ｰｾ 習となった ｉ ｊ 、 製校の ｉＡ 火抜式廊下の 皇 室 、 天 井 にが ｬ はるＩ Ａｬｉ ｪ｝ ｾ もＮ流精力製

の方カ ・ら見れ "f q  1ス¥-. の偵に .1-.るものではない。

之 に ｪ 支 して Ａ氏 の ま誌 に 生 十る吸 引 力 は局部的 には Ｒ ｾ 匂位迄も精 大 す る 同部的吸引 7)は

しばらくおき、 全面に於げる吸引力 の合力を考 へて見ると、 最初にMh ぺ? こ桜 に於り るが虫fI

寺、! 武 ト:1印. の断力より大なりといふ現象は見えぬ が. J風上の肱: 1J に比べて決してノ]、なるも

のでなく 、摩 力の凡そ i O%l 立に達する 。 然 して) 武 l二の際力及び l武下の吸引 ') J を加算しても

従来慣用の値

p=  0. 132v" 

には至らぬゃうで 、従来式は家出 に加はる j武荷重 としては過大であり 、且つ 作用黙を誤っ

てゐる。

風の f誌に窓が吹きぬかれたる場合を考へると、 風上の壁 は外商に現在ブj 内商に吸引 力 . J玖

下の壁 は内同にl盤7J 外商に吸引力を生す・るに 至 るも の と思はれ、l副 長は外商に吸'; 1ブj 内的j

に雌 ブJ を? 受げ 、最悪の僚件におか れる 。窓の少い家屋ではM< の虫f I き毎合を考へ て骨組 の

|附)弧計算を なすことは長 も望ま しいと思ふが . 今日 此の種の模型に劃する j武州貨験が欠げ

てゐる ので、 j氏荷重の大 きさ 及び分布石? 詳細に タ" ること が出来ぬ 。

! 孔の中 に山形鋼 、議形鋼共他の型材叉は其の組合せ たも のをお 〈時受 〈る j武荷重は、支え・

初にのベ?こ放の場合 と凡 そ同じ大き さで あ る。斯 〈の如吾 角のあるものは角 によって生す・

る気流が風術重の大部分を決定するもの〉 如〈、 ( 4 ) 式のj武力常事( c は1 0 %の誤差を許せ

ばあらゆる型材 に劃して 2 となし得る。従っ て

P =0. 125v"F  

となって奮式 1 ) は此の場合大韓正しし 、。上述の如き 部材にて組立て られにトラスの! 乱脈

は、使同i部材の形 、組方 に無16M係で 、f:. .，;充I反容. のみに附する 。充成率 とは トラス の剖科

目板等の占むる蜜際の面積 ( J!s. } j 向に垂直なる ) とトラス の外訓線の包む商債の比で、 伊

であらはす。放に ψ は依桁では i で部材 の細いものほど ψ が小となる。餓i苓では通常¥ip=

ＰＮ Ｑ ｾＱＩＧＲ Ａ￭禍殺打 ｉ では ｏ Ｎ ￰ ｾＰＮＵ 伎で あ る。Ａ武力常数は｝ＺＰＧ Ｑ 乱 ι ｨ ｳ ｢ ｡ｲｴ の研 究の 結果 による と

ＧｉＧ ｾ＠ ｏｾｏＮｾ＠ ｣ ］ ｾ Ｎｏ＠

'/ '  =  ＨＩＮＺｬ ｾｏＮ￰＠ c=  1.8  

｣ｰ ］ り Ｎ￰ｾｕＮＹ c =  1. 6  

r p= ＰＮＹｾ ＱＮ Ｐ＠ ( = 2.0  

ｾとれば充分であると。

橋梁 、鍛塔等 に於ては風 方向にト ラスが並んでゐ る。か〉る場合共の間隔が トラスの丈

と同じfごりあるものと すると、 後ろの トラスの存在は前の トラスのj武力 に影 響せする、 従つ
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て前の トラスの風力は

切ら = c.q.F.

となる。後のトラスは前のトラスの影響を受げて遥かに小さい) 武力を受り、其の大きさは

W
l l

= U0kくl ー ψγ

であらはし得る o ( / ) は前述の充j民家でK は! 玖方向の前後のトラスの肋材が丁度重なり合ふ

時 Ｑ と然らｾる時 Ｑ Ｎ Ｒ 位を＿とる常数である 。 ｪ 孔方 向に組 立 てられにトラス の ｬ 武力 は除外し

得て 、結局港基叉は露出の橋梁のj武力は

砂FJ ート砂GI

で興へられる。此等の結果 もすべて風洞試験によって見出されたものである。

以 k 簡単に今日迄に航空ブJ 事醐係の塁持者が、専問の研究の絵ブJ ; を以て、構造物を扱ふ技

術者の震にやって〈れた仕 事の 敢 ｫｾ 述べたのであるが、吾 ｫ はな ｩ ま此 等の 他に窓が吹き

抜かれた時j武荷重の大きさや分布、建物の卒画風1 I ' b と! 武荷重の闘係、建物 プ ロックの配置

と風荷重、等 色k 知り 1: い問題をもっ。又気象製方面に於ては、暴風時に於ける j武の方向

地上高さ による風速の鑓化、) 武の息等 に闘してなほ多〈の研究が望ましし建築物の風荷

撃を E し〈摘む矯には今後、建築易持者、流関} J 製者及び気象易障者が共同|鍋結して研究にあ

? こらねばならぬ 3 此の機防! の設立が主主ま しし、。

附 、l氏荷重に闘する最近の文献を次 に掲出してお〈。

風 荷 重 に 関 す る 最 近 の 女 献

U. L .  Har r 回 j Infl uence of  nei ghboring  St rukt ure， on  t he  、Vi nd Pr es::; ure un tall Hui l ding 

( Bur eau uf  St :mdarふ J our nal υf  H. e;earc h. J an.  1934)  

Dryden- Hi l l ;  Wi nd Pr essur e  on  a  Model  of t he  E l1l pi re  State Btti l di ng 

( Bureau of  St andards. J our nal  of  H. esearch.  Apri l  1933)  

Dr y den-Hi l l  j 、Vi nd Pressures on  Structures.  

( Eci etifi c  P" per.3 of  t he  Bnr eau of  ｓ ｴ｡ｮ､｡ｲ､ ｾ Ｎ＠ N o.  523， 1ち26)

Dryden- Hi l l ;  Wi nd Pr 飽 き 町e on  ci rcul ar C' yl i nders  and Chi mney5.  

( R田 earch Paper  No. 221  B :lr eau  of  f3tandards .  1930)  

Drycl en-Hi l l ;  Wi nd PI 邸宅ur c on  a  Mudc1 (J f  a  Mi l l  Bui ldin!;. 

(恥ar ch p"附 Nυ 口 υf Bur e込u υf Ht . mh 出 1931 )

[)er St ahlball .  H eft 17  1934 

E ，‘gcLni 出 t1er ACJ' ot1yn: i1l 1  isch印 1 ¥'  ｣ｲ ｾ ｴｴ ｣ ｢ ヨ ｬ ｬｬ ｳ ｴ｡ ｬ ｴ w  (; ottillg、n 1，11，111， IV  Li d ，じrlln苫CIl .

W.  Kauf mann j  Hy. l r uJJJ 叫 hni k. Bd.  II  

Bei t rag zur Fr .  ge  der  B erucksi chti gullg des Wi ndes i凶 B" uwe:; en.

( J  ahrbuch der deut schen Gesel l sch:dt  fur Baui ngeni eurwesen. 1927， 1928)  

Ur uni ng;  VerJ uche  uber Wi nddr uck.  ( Baui ngeni eur. 192'J R. 39)  

Wi nd:;escbwi ndi gkeit und Wi nddr uckf r age.  ( Bauing.  1922 S. 491)  

Buscb ;  Auf gaben  des Baui ngeni eurs in der  Wi nddruckf rage.  

( Bal l i ng.  ，924 H eft 13/ 14)  

0. 1<' 1: 叫 hiO: 川 ; M odel l vcr叫 che uuer die  Bcl : 叫 山19 von  Gi t t 町 wer ken durcb Wi ndkr iifte. 



( ) er  Stahl bau.  1934  H eft 9， 10.  s. 65， 73)  

o. Fl achミbart; Wi nddruck  auf  ¥" ol l wandi ge B .l Uwerke  unc1 G itt erfach werke. 

( λbbandl ung  der  1. V.  f. Br uck， u.  H ochbau  1.  1932)  

Chr.  N okkentved;  i¥' ind Pr郎 sure on  B uil dings. 

( T.  Abhandl ung  der  1. V .  f. Br uck， 11・H ochbau 1'132)  

Kat z"yr -Seitz;  Wi nddr uck  auf  F ach wer kt ur me  Itl it quadr・込tr北 hem Qu出 ・出hnitt .

( Baui暗・ 1934 H ef t  21( 22  s.  218)  

K R 江田 cb ; E inwi rkung  von ￬ｾ ｲ ｩｬｬ､ ｳ ｴ ｯｳｳ･ ｮ＠ auf  hohe  Bal l t t! n・

( 2  des V.  D.  1. 1933 hefも 17 S. 433)  

:¥" ii kkent ved;  Wi  ddruck  auf Gebii uden.  

( I nternat .  K ongres'l fur  tech.  Mech.  1928 Stoc kholm.  V υ1. 1)  

i¥' a  Um吋 Pagon ;  vVhはも .. erodynami cs can  teach  t he  Civil E nginecr. 

( Eng. News  R ecord.  l¥l ar cb  15.  1934  P.  347)  

il l. f:i eitz;  7， ，， den  B.w poli zei' .orschri ft en  uber  Wi nddr ucl ι  

( Baut ech. 1933 H eft  24. s. 313)  

ｾｌ ･ ｲ 刊 ｣ ｨ ［ Bei tmg  w r  Fr age dcr  Gebii udeunf iilJ e  tlurc h 、Vincl 叫 ugwi rkunk.

( Baut e(" b.  1932 ド. 6つ1)

(f ra f' j  E inige..; iiber  W illl 11: ぃ(Cll ( メf Vdl. 1931 吋. 1230)  

黒 Il 1lli 義; 鍬堵Ｚ 乃 ｬ 味 ｭｾ Ｑｈこ就 ｵ 、 て

Ｈ 航 ｚ 担ｬ￭ｉ ｦ 究所必 ｾｷＮ 第 119 鋭 附和 9 年 7 月〕

会
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淡 路 洲本商業率校の例媛 校 合 大 阪 堂 ピノL 桜 D 倒主主語訳肢と [ui 告答 【大肱倒“ 新聞盛土器量:!l)
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石 し 地 震 な

東京工業大串敬授

工 皐 博 士

第 一 の 所 感

ぜ ば

田 i金 千 E手

引月 ＲＱ 日東京も Ｉｾｪｪ から相営な烈 ｪ 武Ｎ，ｾＮ。この分では何廃かひと〈やられてゐる地方がめる

に連ひない、と 案じてゐ ると、 案の定披外? ご。闘西地方大暴風、被害激甚、凶天王寺五重

塔を始め 小事校多数倒壊 、死傷者無数 と・ある コ夕刊には早〈も倒集家屋等の馬県が満載 さ

れてゐる。一見して 尋常の風害でな い事が 分る 。 直ち に出動 準 備に 。 斯〈て諸般の用意ｾ

整へ東京を環つにのが翌22日の夜、関西線を経由して大阪へ着いたのがお日の蜜: 近〈であ

る。

抜大阪へ着いて見て第一 に吃精し仁、 と云ふか意外の感に打?これ にの は梅日 i附近 の市中

の建物が後りにも何ともなってゐない事ピ。成程よ〈見れば棟瓦が飛んでゐる o 窓 ガ ラ ス

が割れてゐる。看板が曲ってゐる。然し偽れてゐる家は勿論、傾斜してゐる建物さへ殆ど

見営らぬ。大部分は文字通り 『何廃を風が吹いTこか』と云つに顔を してゐる。 f若しこれ

が地盤であつにならば ! j] 自分 は此の光景を見て先つ' 斯う 考へぎるを得 なかっ i: 。

闘東大地震以来、北但馬、 奥丹後、北伊豆等の激震地を見逃 さ十踏奈し、叉昭和5年7月

の北九州の風害をも税察して来てゐるが. 災害地に足を踏み込んで第ーに感せ' られる震災

と風筈との大きな匿別は、前者が軒並に建物を倒してゐるのに反して 、後者は唯蓮悪〈所

澗 『風道J に首って強〈風雪受けた建物が . 3 ( は特別に構造共他に昧陥があって、首然倒

れる べ き運命に置かれてあっ? こ建物のみがやられてゐるに過ぎない事である。今回 の大阪

を中心として惨虐をほ しいままにした災害 色、原因が『風j であった事はまにしも不幸中

の幸であった。重い瓦屋根を脆弱な骨粗の上に載せた木造家屋の多 い大阪 ! 若 しζ れが

『地震』 であったならば、そして若し今主主の前例にたがはする『火災』 を作ってゐ? こならば

内分は斯う考へて↑ 決然としに。 これが大阪牒蝋に於げる j折感の第ーーである。

第 二 の 所 感

大阪線頭一般住家の被害比較的純微なるを見て、東都に於ける新聞の報道が設張に過ぎ

5 りしゃを疑った自分は 、一度ぴ築港方面の水害の惨放を目撃するに及んで二度吃矯 しTこ。

これは 正 し〈想像以上の ものである 。低気墜が襲来する時 . w風津浪』ー名『高潮』と呼ば

れる現象が起 ること は激て物の本で読 んではゐ fこが、貨物 を自の首り見 fこのはこ れが生れ



て始めてである。 今回の災害が『風害』 自身よりも 寧ろ 『水害』に在つTこと 云 はれる所以

も此の現献を見て 、始めて成程と訂lかれ? こ。

「若しこれが地誌であつにら! J 自分は此庭でも再び此の問題を考へて見 1: 。満潮時を去

ること正に 3 時間 、潮がドンドン引きつつある際に起つに高潮で も、既にこれにり のすさ

まじし、惨害を及ぼしてゐる。若しこれが満潮時であつにならば、更に是が . より 恐ろ しし、

地震津浪でみつになら! 自分は斯う考へて再び傑然とし1: 。こ れが所感の第二である。

第 三 の 所 感

其の衣に UZ ; 騰し? こ事は何色云つでも多数小感校舎の倒壊である。夙で倒れに多数の ;J串

校舎を見るのは北九州の時以来こ れで二度 目で 、大悼の見嘗は付 いて ゐ1: が. まさかこれ

研ーであ るとは思はなかっ仁。この黙は梅岡騨頭一般佐家の被害が殆んど認められなかっ fこ

fごりに、一府自 分 には強〈傑〈感せ' られ? こ。 一般の住家が皆倒れにの に、 感校 fごりが無事

であっ?こと云ふ のならば、話か; 分 る。とこ ろが事賓は全 〈逆で. 見るから に危っかしし、ヒ

ヨロヒヨロの住家が無事 に残ってゐるのに 、事 校fごりが見るも無残に潰れてゐる。皐校は

形も 長大で、運ii .携を前面 i二控八殊に U 字形の建物が南風を真正面に字んにから fごと云ふ

が、そんな事は設計の最初から分りきった事で、それが震に皐校が潰れにのだと云ふ様 な

事は勿論帰解の市平にはならぬ。遠慮のない所、倒壊しに校合は建物の新奮に拘らす構法上

に著しい歓陥があっ＿こ。短的に云へば耐震、耐夙構 ｩ 主上の 定 石ｾ如 、 観し てを つにとの読を

菟れ得ないものであらう。

若しこれが地震であつになら! Jl 自分は 此砲でも 三度此の黙に想、を廻らして見1: 。若

しこれが本営に地震であっ 1: なら、今回倒れ? こ校舎は勿論o事、幸 にして今度級容 を完れ

1: 校舎の中にも到底倒壊 を菟れぬものが相官多数める べ き事を断言してはばからぬ。それ

は今回倒壊を菟れに校舎中に、耐震 . 耐風上の注意が充分によ 〈行届いて現在事? あl.つ? こも

" 九ー

の も勿論多数見出さ れ? こが、中には寧に風向其他の闘係で全〈健倖に、と 云はうが . 或は

奇蹟的に助つ1: と認められる様なものさへも決して齢〈はなかっTこからである。

韓筋 コンクリ{ ト治校舎 lこ就ても此の際一躍考へて見る必要がある o今回の災害に営9 .

木浩校舎がベシャンコ iこやられ? このに劃して、鍛筋コンクリートl l ! l の方は完全無献であっ

て、雨者 (J) 構遁的慣偵の段遺ひなる所以を明確 lこ示し? こ。しかしこれも『風』であっfこか

らの事である 。若しこれが『地震』であつになら、果しであれまで鮮かに匡別が付いにで

あらうか? 、世間で銀筋コンクリ戸ト遣と云はれてゐるものにも、賓はピンからキリまで

ある。設計の上からも施工の上からも、何ともお話にならぬ犠な代物カヘ，田舎へ行〈と『

鰻筋コンクリ{ トで御座いJ と云って幅を利かしてゐる。地盤の場合に目も営てられぬ様

な惨扶を呈するものは多〈此の類である。

京. 阪 、紳の桜な大都舎には、今時こんな種類の建物が建てられゃうとは勿論思はぬが .
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奮いものの中には相蛍怪しいも の もあるの では あるま いかい恐れる 。大都市内の建物とも

費えぬ様ないかがはしL、構造の木也校合 を今回多数に殻見して鴬いに 自分は、 餓筋 コンク

リート輩、 殊 に一般大衆か らも 今度の災害によ って絶大の信頼を惜しに錨筋コンクリー ト

遁の建物の中にも、よ〈調べて見 る し 此 の 極の献院を離 しにも のが現れて来 るのではあ

るまいかと恐れてゐる 次第であ る。

大阪市内のノj 、事校もドシドシ鎖筋コンクリートで復興されると の報に接 して、 邦家の 矯

誠に鹿賀に堪へぬ所であるが 、翠に新築する建物に 劃して のみならす¥ 既存の鎖筋 コンク

リート浩校舎に封しでも、 今回のn東j l こ劃する好成績に油断する 事 な し 常 に 『若 し地震

なりせば ! j  ｾ 念頭 に置いて 充分 に 再検査を励行し 、 若 し不安なるも のを見出し＿こる際は

木道 校合の場合 と同 様に ｾｉｬｩ 強な り改 築 なりの方法を 徹底的 に 賀行 されん事を衷心 希望 して

止まぬ次第である。

目前の風害もさる事乍ら、より恐るべき災害の有り得ることを銘記して、 善後虞置に前

遺漏なきを? 期せられにきこと、これ災害調茶 より得1: る所感の第三である。

伺j捜 した大阪プール高等女撃校校舎
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編桝からの御希望によって、今般の殿風被害についての感想念述べ さして戴き度いと思

ひます。今回は各方面の諸先輩が執筆せられるとの事ですので私は限定しに問題に就いて

意見の一端を述べることに致しましに。

今 般 の 殿 風 の 特 異 性

大阪市に於げる被害が彼の如〈甚大である原因のーっとして私は. 腕風の性質が従来の

ものに比して特異なものであっ? 二事ぞ考へる必要がめると思ひま すo 低気! 曜の 中心示度が

世界詑録を更新したもので あつに事や、叉 その風速が特 lこ強烈なものであっ fこ事などは、

勿論棋キ的の原因でありまして. 第ーに考へねばなりません。然し私 j;: 認に特に御注意を

願ふ事は、大阪に於りる暴風の成長が極めて急: 激であっ? こ黙で あ ります。

元来、斯援な大殿風が来践する場合には少 〈ともその二三時間前から暴風状態となれ

次第に悪化して最大腿風の襲来となるのが定石であります。然るに. 今回の大阪に於ける

券風の経過は金〈定石絞りのものであっ Tこのです。即ち 21 日午前 8 時前後の最大腿風時の

1 時間前即 ち7 時頃の-尺候は並雨疾風の程度で 、大風11) 瓜の製来 を思はしむる様な験泌さは

全然認められなかっ fこのであります。之が極めて急: 激に護達して暴風紋態に入 1) . 強風よ

り烈風と化し、忽ちに風速30米を越す大限風となったのであります。

その成長があまりにも突接的であっ fこが翁に殿風に備へる準備が出来粂ねたのでありま

せう。之が惨害を助長し仁一つの原因と して考へる必要があらうと思ひます。同じ蹴風が

うj ( るにして も、若し数時閣前から暴風間内に熔き込まれて居 にならば、 IJ、易保生の登校も砂

かつにでせうし、危険な家屋の懸念鹿置も出来? こでせうし. 又船舶の封殿風準備にも遺憾

がなかっ fこらうと思ふのです。此の黙に特に御法曹、を願ふと共に. 気象闘係営事者の御研

究を願ひ. 此の特異な腿夙稜遠の原因を明かにして] 頁 き度いと思びます。

防 風 林 と 建 築

今回の殿風 lこ営って樹木の被害が甚しかつに事は注意すべき事と思ひます。特に樹木の

倒壊と共に家屋を鎖傷し叉甚Tごしきものは全壊せしめ居ります。知i る惨害は近年にその例
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を見ないものでありまして 、今回の防風が如何に強烈でゐつ? こかを物語るものであります ι

由来私共は 、樹木が耐風上有効な防禦作用をなすものと信じて居? このでありましに。

大正 6 年東京地方のj員筈を調盗せられた内田 j砕三先生の御報告中にも、防風林がj武の破

壊力軽減手段として有効なることを述タて居られますし . 昭和 5 年九州地方の風害の場合

にも 、私は回溢卒撃さん 、谷口忠さん 、吉田貢さんと同行して共同調在を致しまして 、防f

風林の効果を認めにのでありましfこ。撚る に、 今回の鴎j恥 こ鑑みますと 、防風林の設置に

は樹木の倒t ! i { f も考慮する必要のあることが痛感さ れ まし1: 。

元来防風林は夙にまJ して効果がある許りではなし場所に依りましては 、津f良や高潮等

に射しても非常に効果があるも ので すから 、之を排斥するには及ばないのでありま す。否

大いに利用すべきも の と思ひますが、そ の設置に 首って前述の注意を要するのであります口

銭 12コンクリート煙突の耐久性

1) 

鎖筋コンクリ 戸ト の薄命が非常に永いものである こと は、東京干巨大に於りる年齢25年の

銀筋コンクリ ー ト試験に依つでも 、叉各方面の研究や調交に依つでも立設せられて居りま

す。東京帝大に於げる質験は御承知の様に、戸外に放置しにコンクリ ート プロック 中に埋

め込ん Ｑｾ 鍛筋の ｩ 耐久性を明か にし にもので、その結果から見ますと、普通の 家屋 に使用し に

鍛筋コンク リート の欝命は何年と限る こ とが出来な い程永いものである こ とが判りま す。

然し之は普通の家屋に使用せる場合に限 るこ とでありま して、用途に依つてはその薄命

力: 全〈無いものもあります。例へば酸性瓦斯を放散する工場共の他類似の彪に使用しにコ

ンク リ{ ト は、急: 速にアルカリ性ぞ失ひ甚1: : しい場合には崩壊に至ります。硫安 倉庫の床

のコンク リ{ ト など特に顕著な例でして 、アスフアルトを厚〈塗布して防酸方法を講じて

も猫腐蝕を防ぎ得ない のであります。此の事賞( I 鎖筋コンク リート 煙突の欝命を考へる場

合 に注意すべき賠であります。表商のコンク リー ト自身が雨露に曝される一方内面 iこ於て

は常に亜硫酸五斯を含む煙に洗はれるのでありますから 、 コンクリー トのアルカ リ性消失

は可なり早いものと思はねばなりませんコ

今回の殿風に蛍つては鎖筋コンクリート煙突の倒寝が相蛍多かつにのでありますが 、そ

の裡私が彩 ｪｾ さん諌早さんと共同に調査しましに大阪市圏次町林染工場の例ｻｦあげて見るこ

とにしませう 七之はH乍年 8 月に完成しにものでありますが、その折断面に於ては厚さ 1 5 c m

のコンクリートが内外面ーから 胃 されて各町より l c m 以上の部分が既にアルカリ性をうたっ

て居りましに。 随分急: 速1i. 'M創! でありま して、 此の進行振で はコンクリート の誇命の桂 も

楽ぜらる〉のであります。
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此の度の鍛筋 コンク リー ト煙炎の被害 に就いては 、笛田稔さんが熱心に研資して居られ

ますから速から十その結果が建築雑誌に発表せら る〉 虞 とjaひます 。兎も角. 銭筋 コンク

1) 内田群三，積回稔 Ｎ 鋭 Ｑ え コ ンクリートの耐久試験，建築 ｾ ｴ ｴ ｴＮ 昭和 Ｓ 年 Ｑ Ｒ 月



リート焼失は市街地に多数散在して居るものですから 、之が命救重きて倒底の起る様な場

合の被害を想像すると慨然1: るものがあります。各方面の御研究を切望する次第です D

木 造 * 堕 校 の 問 題

大阪に於て倒壊し1: 小康校が組、て哲式の木造てーあって、震災致防調夜舎が大i E14年に文

部大臣に進達し7こ「木浩ノj 、fil 校建築耐長' 上の決意」 書 に準掛しにものは勿論、筋違を正賞

に用ひ1: ものには一つの倒壊例も見な かっ 1: のでありました。更 に叉老朽使用危険となっ

た官式構造に控柱共の他の補強を如l八? こも のすら無事に大限夙に抗し得 fこのでありまし

1: 。之等は筋泣の効果を遺憾な〈費揮し? こものであります。

要するに今回の殴夙の被害結果から蹄約するし筋違方杖を誼嘗に使用すれば、相営程

度の騰風 lこ安全 lこ耐えられる主 言ム事 になりませう。

然し誌に考へなげればならね事は、之等の残存ノj、製肢が果して耐震耐風建築として健全

であらうかと 云ふ事であります。私には此の際更 lこ検討する必要があると感せ' られます。

元来 . 前掲の「小康校建築耐震上の注意J Iこせよ 叉民災7象防評議舎が編越しに「家屋新

築及び修理. に閲する耐民構造上の注意書J Iごせよ、何れも木造家屋の耐正構浩上の注意を

定性的に述べられにものでありまして、謂は ｙ 耐震構造の原理 ｬｾ 具樟的に示しにものであ

ります。

私共建築が錦筋コンクリート造家屋の一織it を設計する 場合に強度計算を抜きにして自分

量で寸法を決め配筋をし1: とすれば如何でせう。そして叉若しその家屋が倒壊し? ことすれ

ば ? 木辻家屋に劃しては此の 胃険を敢てしてゐる現献ではないでせうか。

前置諾注草書は 耐震・構誼の、そして叉耐j蛮精進の根本的の教典であります 。が決して自

分量の筋遣で宜しい主敬へるものではありません。私共が木造家屋 を設計する場合 lこは、

鍛筋コンクリート浩 lこ於げると同様 lこ計算をなすぺきではないでせうか。

私は深〈考へ? こ詩ではありませんが、務、てから木造家屋の' 目組の計算方法を講義して居

りまし1: 。水平力に3討する壁惜の耐j J は不明ですし、相: 1 : 梁との日本式仕口の曲げ強度も

明かでありませんが‘ 左程強いも の とは恩はれ ませんから 、之等の 力に頼る事は無理です

ので、計算上その強度を無視すること〉して居りましfこ。その結果日本式家屋の耐水平カ

設計方針を滑節立樟トラスの計算に師して居りまし1: 。

二階建小摩校の例を取りますと 、水平カに耐える主精進としては 、水平には二階床面及

び小屋梁面 lこトラスを構成し、需直 には間仕切壁面にトラスを構成するのであります。風

鹿力の場合ですと 、一般の柱は計算上新謂間柱 として扱ふ事にな りまして、外壁面に加は

る風底力を風受けトラス( 床面及ひ刀、毘梁商〉に体へる役を演す・る 丈であります。ですから

水平カは水卒のトラスに依って壁の位置まで停八 、夫より壁面内トラスに依って基礎に停

へ ることに なります。その結果床面及び/J、屋梁の位置 に も1窃遣が入りま す し、従来用ひら
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れ? こ梁の振れ止めはトラス部材としての役闘を果す事になります。

禍筋違は摩純材? こる木材料: を刑ふるよりも引張材 t: る鎖I lM? 用ふる方が楽に構t輩出来 る

こ Ut ' 述べて居りましに 。何 となれば 、盤縮材に筋遣を用ふる ことは、概して柱、梁の仕

口に引張力を起すこと〉なり、 構浩繁雄 とな るに反して 、ヨl彊材 fこる筋違を用ふる ときは

仕口 tこ鹿縮が起ること〉なり構造簡単となります。以上は講義のため に一般の計算方法と

して述べて居つ? こものでありまして 、更 lこ研究を要す る事勿論であります。

今般建築事舎に於ては内回昨三先生を委員長 として 、木造家屋構諸規準制定の委員舎が

成立して 、 その研究を開始いにしまし1: 。多数の専門家主T網羅 して居りますから必す・や成

果を牧め得ること〉期待して居る次第です。

兎もあれ構造にはあ〈まで忠、官ーでなりればならない主考へます。多少の俄定は差支へあ

りません。考へてありさへすれば安全率もあることですから 、安全に外力に抵抗し得る筈

です。私は木遣にも計算を適用せよと pl トぴ度いのであります。

， 
， 

破獲された大阪築 港 桟 橋の古島放

向 上
<:J<阪朝 日新開催燭影〕

( 以上)



柱
匂言 毒場 い

大成省管繕管財局技師 弁 上 之

今回の閥商地方の風水害に於て、木造建物が最も 大なる被害を受けにのでありま すが、

夫れについ て私の感じ? こ事は 、大関に 於て木造建物の粧が細かつ 1: 様に考へます。もう少

し太いキ1: を佼つ? こなら或は倒壊しないで済人 Tごのではなかっ? こかと、そういう夙に考へま

す。

木造建物が倒壊し1: 原因として教へられて居るものは

(  1  ) 工事 中油営な蛇督者がついて鼎なかっにこ と。従って工事 に欠陥があっTここ t コ

( 2 ) 方杖、筋注、火打が使用してなかっ fここと 。

( 3 ) 防風の方向に劃してにまにま建物の向きが悪かつにこと。

Ｈ Ｔ Ｉ 小重県校の如き建物は間仕切が少し共 の 周囲が硝子障子であっ ｦ こｾめ、 ｬ 鼠の矯め

に硝子が吹き彼られて室内に夙をはらんにこと。

等 k でありますが・勿論これ等も建物が倒壊し 1: 原因にはなって居 るが . 術ほこの外に建

物の柱が細かつに t 云ふ事も注意しなげればならぬと思ふ のであります。

そこで以下 、木5J ! f 建物の柱に闘する私の考へを簡単に巾し上げます。

( A ) 倒壊し仁木建建物を調べて見るト柱が一蒋ひど〈やられて舟ます。これはどうし

ても粧をもっと丈夫 なも のにつ 〈る必要がある G これが矯めには木造建物は、先づ建物全偲

としての強度を考へ に入れて それから柱の大きを定め る必要があると思ふのであ ります。

賓際問題として昔の建物に使つである柱は相営に太レが、これ iこ較べると近頃の建物の

柱は非常に細〈なって居るのしかもこの柱が制〈なる傾向は、最近に至り一府甚? ごしい核

に考へら れます。この載は今後大いに 考へねばならぬ問題?ごと思ふ のであります。

(8  ) 次 ぎに注意すべき鄭は柱の見かげの太きで あります。

柱の見かげは相蛍に太〈ても 、柱と土台 、伎と方杖と云つ? こ様な他の材との接合部が非

常に弱くなって居る場合が多いのであります 』御承知の通り柱と土台との接合は大低、柄

になって居ます。今回の倒壊 し仁建物にはこの納が折れて居るものが多いのであ h ます。

これは是非とも金物を使って桂の下部と土台とを充分に緊結 して補強 して置〈ことが必要

であります。

同様に柾と方杖との接合部もー工夫を要します n 細し、佐に方杖ｾ取り付りたものは此の

部分から杭が折れて居るものが相賞に多 レのであります 。これはどうしても方杖を取り 付

ける校を相嘗太〈して置かねばならぬと考へます。
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(C) 夫れから概して金物を津山使用して補強 しに建物は被害の程度が少いのでありま

す。それで短i l [ J - 金物 . 鋭、ボ ールト 等の如き 金物を充分に使用しなげればなりません。

最後 lここれは絵談になりますが. 今回の様な防風の場合に高潮が附物Tごとすると 、耐風

構造に劃して更に耐波構造といつにやうな方面の研究も相蛍必要になって来るのではない

かと思ふので あ ります。

一揖建物は浸水する様な場所につ〈る のは間違って居 るので ありますが、河口や海岸に

つ〈る 建物は今回の稼に高潮の被害を絶割に 受りない とは保請が出来ない のであ ります。

殴夙に劃して相官もちこにえに木造建物が高潮の震 に流出しに賓例が多いのであります。

そこで或 る程度の高潮に劃しては流出 しない様 に木造建物をつ〈る必要がある と私は思ふ

のであります o ( 終)

一せ v ' ｲ こ ＺｦＺｩｩｩ ｬ ｲ ｾ れになっ た 泡柱 、 〈 祭 ｪ え街道 ｊ 天王寺 Ｍ Ｒ ＱＧＭ ＳＱｪ ・ ｉｬｩ ｊ

絞 倒 しに なっ たサ イ ドポ ールメ大軌沿線布焔sfj 附近線路〉

{大阪朝 日新聞鮎顕彰)



京 阪 地 方 の 風 水 害 を 親 察 し て

一主として大阪市内小塾絞の被害に就て-

早 稲 田 大 皐 助 敬 授 十 代 田 三 郎

今回の風水害に於て工場の損害と浸水せる lI1f家の惨状は驚〈べきもの であるが. 小製校

が数多〈倒れ幾多の年若き犠牲者を出した ;事は遺憾の極で 、建築家の責任亦大なりと云ふ

べきである。依て 今回の視察の 中心を大阪市内の被害ありし小謬校に置き、残i徐の日程{ t '

夫れ以外の観察に充て ｦｾ 。

何分短日の事とて到底述。il ! な観察は困難で、結局直感し? こま〉を簡単卒直に迷ベ、今後

復興の達成に封し一助ともなり得れば幸である。

先つ刀、撃校の特に被害大なりし原因と思はる、所{ t ' 傘ぐれば次の如〈である。

第1 . 風速大阪府立 il!I J候所夜表に依れば、最大 は9 月21 日午前 8 時 3 分秒速60米( 風摩

計に依る) ) 員向正南で 、従来の同地の政大風速は 1912年 9 月23 日の 25. 9米( 昭和 8 年理科

年表に依る〉であるから今回の風速は共 2. 3 倍に賞り期待せざりし風速なりし事。

第2 ・ 一般に敷地の周囲に際き道路、康場、益地等を有するもの多〈特に風首り強かり

し事。

第3 . 一般に南に運動場を擁し校舎が扉風の 女f1 ¥之を閤む配置なるに今回の最強風の風

位が正南なりし矯め風庫増加せし事。

第4 一般に絞合は軒高大に間 口極端 に庚き矯め風墜特に大なりし事コ

第5 ・ 一般に校舎は 2 階建にして軒高〈間口の割合に奥行小にして閉口商より受〈る風

j墜に封して極めて不安定な る形態を有し、而かも新市内の明治 、大正時代の校合は構造的

iこ水平横力に劃して何等考慮が掛はれて居らざりし事。

以上の結果新編入市内に於りる編入前. 即ち明治. 大正年間建築の構造形式古き校舎の

中、風摩に到して最悪の j以態に置かれにも のが倒壊しにのである。

奮市内の校舎は古き構造形式の もの は、順次改築されて居つ? こ矯め被害が比較的少なか

っ? こ。鎖筋コンクリ ート 造校合の無被害なり し事は云; ふ迄 もないが、新市編入以後新築さ

。。。

れ＿こ木造校舎はすべて昭和 ＳｾＴ 年以後の標準型に依るもので、闘東大震災に鑑み考案さ
。o 0 0  0 0  0 。

れに| 耐震構造のもので、筋違、方伎を有する事は勿論接合部は金物を以て補強されたるを

。0 0 0 0 0 1' ) 0  0 0 0 0 0  

J ; 1 、て建物本韓には殆んど知被害である。今回の如1¥最悪の ilk態に置かれ向且完全に残存し

。O O C O O Q O Q 。

て居る 事に依て、 合理的に建築 され? こも のは 、充分に耐風効J長が蛮揮される事が立誼され

? こ諜である。是等標準型は耐風建築規準の好資料 として推賞{ t ' t寧らぬ所である。殊に昭和
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第 11伍|

貿'¥;2 問

嶋里子左手1-.;"/j 、製佼 銭i筋コY ? リート悲防火釜を有 す る

新 校 合の無被告 を示 す

ま出第三尋常高等小築校 倒れ た校 舎 〈省 、大 J E 7- 8  

4ド建築〉と残った 校舎( 左、 IIF1 利 3 - 4 年ill 築〉

ＷｾＸ 年型と揺される木也被合様準型に

依 るものは、特に柿建的に叉工費の経

慣に就で周到なる研究{ f 重ね? こものと

云はれて居るが流石に建築本轄にはイ"J

等被害を認め得ない。特に防火壁の進

化し? こ形としてお買に示すが如し間

口極端 にR突き棟の中程にー桂聞の銭筋

コンクリ ート 迭の建物を挿入し階段室

叉は通路に充て 、此| 耐火構造物を以て

防火壁に代へ? こ事は、防火上は勿論l耐

風上絵程効果がめつにものと思はれる

而かも此銭筋コンク リート 構造物の伯

格は 、共木造建築費に在来の防火壁の

建設費ｻｦ力ＱｉＮＺｴｉｾしにものと同等程度の工

貨で 出 来得ると云ふ事で 、校 合ｾ全部

鍛筋コンクリート iさとなし得な L、場合

極めて官; を得1: 方法と思はれる。

前述せる如( ) 致客が周閣の j伏t兄、建

物の形態並に配置に依て如何に影響さ

る〉かは 、災' 存地{ f 一巡して誰しも也

! 惑される所であるが 、試みに耐察せし

市内小島県校( 約40校) の校合の配置と被害の統計結巣を傘ぐれば次の如 I ( である o ( 詳細な

る 凶 まく Ｑ 立 に 統計的数字 は 建築 ｾｌ 誌 Ｑ Ｒ 月盟主 に 掲載 の 激定〉

(  1  )  昭和年間の新しき構造形式に依るものは線、て接存し倒壊せるも のがなし、。倒壊せ

るも のは総て明治、大正年間建築の ものである。

( 2 )  明治、大 11 : 年間建築の階ift 形式古き校合中倒壊せるも のの吋んど全部が風向に出

fiJ に長 き椋( 今回の場合東西に長き棟) のみである。

( 3 )  
構造形式古寺校合中 、南に運動場を有し此運動場をコ型に囲む校舎の中央の東西

に長 き紋は 、殆んど全杭倒壊して居る D 運動場に受り?こる 南風が固まれ仁枝合に包まれて

魅力を増加l しTこ震である。

( 4 )  ; 墨劫場を? 中央に有し校合が此運動場を口型に出む場合 、校合の中 、東西に長き陳

がも1 1 ( ' 芹を受けしもの約 65% である。

( 5 )  
古寺校合中. 東えは商に運動場を有し此運動場をコ型に国む校合の中 、東p_fj に長

きわ ｾ のｼ到 ｍ ｬｻせるものはが ｊ 50 % でめる 。
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、6 ) 運動場を南 に 有し之を ｌｾｾ に

閤む校合は 、例が少 〈て頗 る正鵠制決

〈が共被害互容は約 50，%である。

( フ) 北に運動場を擁し之をコ型 に

悶む校合は調茶しにものではたつに一

例で統計的f賃値を有しないが、大正11

年の建築で古き構造形式のも ので、南

方は蹟き卒野街道ｾ隔てて昼地含有し

j武営り強か りし も建物本間に何等被害

がなし 、。

t!1 3 聞 大阪プ ーノι 高等女撃校 倒接せるＪｾｾと重量手子せる 西 祭

風害が周囲の欣況に影響 さる〉事願苓な例として天王寺区勝山遇 、プール高等女著書校を

泉げる。此校合は中央に玄酬を有 し 東西に雨Ｉｾｾ {e封)!H街tこ張 9 1こる大正 6 年の建築で 、南

方平野街道を隔て て蹟場 に面し而かも高台であるが 、東Z号棟が全壊して17名の死者を 出し

7こが 、玄闘 と西真棟は完全に残って居る。之は西14棟の後ろは附属建物がめつに事 も預っ

て力あ る事と思ふが . 西棟の前に 4i 肝長屋が 2 椋南方に建ち並んで居つ1=事が風を防ぐ上

に大きにカあった事 と思ふ。

此統計や宜例に依て決して校合の配置を難す・るものでは無い。共配置には何 れも重要な

理由を有 するに珪ひ無い。況んや風の方位が一定でない。只形態に依る風駆の長悪の場合

を考慮 して耐風構i宜の最善を望む次第である。

最後 に校合の倒接AA態を見るに 、何れも共通的な傾向を もって居 る。すべて申し合せに

やうに土台と桂の附棋の所で多〈は柄が折れて脆〈倒れ、柱の股曲力を完全に働かしめに

形跡を何れにも見出す事が出来なかっTこ。中にはl i のこL : 台へのが1がその健抜出して建物が

吹き上げられ仁形跡のものもあっ fこ。

筋違、方杖の無い事が此倒鹿の大きな原因であるが 、叉土台 と荘根の緊結が如何にも脆

弱で ‘ 横力 に射する耐力金 〈ゼロなる事も共ー原因であ る。小屋組は何れ も定まって共催

地上に据えられ1: 形に置かれて居て、 丈夫過ぎる程頑丈なものがある。共小屋 と桂 との取

付 でも無論佐の柄が折れて居る。筋達、方杖の普及 も必要であるが. 柱の上下の仕口 の償

力に劃す る強度を柱 の肱曲カと同等以上ならしめ る工夫の必要が痛感された。

次に建築の詳細仁於ける被害の主な るも のを禦ぐれば、 耐風上特に注意すべき は建具で

ある。建具の無い建物 ( 建築中の もの等 も) は最 も危険であ るが、運動場に面す る吹抜の

廊下が風塵を増大する事も首然で校合倒底の一原因 にな っ?こに 遠ひなし、。 其他建具の建附

及び戸締の不完全なものは風を受げて外 れ叉は聞い た ものが多 いが、建物 に風を学んで危

険を導き易い 。 東商業製校武道館の建具の大部分が無双窓であっ ＿こ 篤め 、 風ｾ卒 ｴ んで 倒壊

のー原因をな したと 云はれて居 る。 叉換気用鎧形( ガラリ ) 窓、も中に風 を字んで屋根を吹

115 X I  



き抜ー し、 ｴＺ 例ｾ見 ｴＺ 。窓 、の種類 として はとり 出 し窓が肢も被害多 〈、 次が 廻縛窓、外聞き窓

の)1慎序であ る。 引違窓や上げ下げ窓は被害が少な〈思はれに。

次 に軒出多き は防雨上巳 むを得な いが. 之に軒下からカ11はる風型軽は強烈な もので . 多〈

は軒天井を吹上げ軒抽を破壊しili. :f瓦を振り落し屋根を吹き抜< 0  il 汗や軒裏天井が丈夫な場

合、軒の出 に依て家主? 倒す風摩を相営増大す るもの と考ーへられる 。切妻屋根の妻 も風 に向

つに場合強烈な風噴きを受り屋根を吹き飛ば されに例が少なくな い。建築の詳細 に於て も共

の形態が風害に影響大な る事が痛感された。 ( 10月 i8 日稿了〉

X I  d  1 6  
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廻廊を破接 された京都の建仁=;.j: 本 金

めちゃめちゃに された京都の太秦新興キ ネマ撮影所

( オ、阪駅日新聞胤掛影)



開 西 風
主主

a::::t 

早稲田大皐 ｊＡｦｩ 工皐部計ｾｲＮ ｬｬｪ

を 現 る

木 村 幸 郎

今回の鵬j玖の示す低気里震は意外に強いものであ り、従って其風速の及ぼす破暖力が我 々

の過去に経験 しに災害より も異常に庇範囲でゐ 札 深刻であつに ことは営然であ る。誠に

遺憾であ るのは多数の犠牲者を出しにこ とで深〈 哀悼の意を表する 。そして犠牲者の 何剖

かは直接建物の倒壊に よって生じにものとすれば . 我々の責任はt

と3を? 摘感する。

自然の破壊力に劃 しては、 今 日の科書持は或降度には完全に之を防止し得 る筈 である。 然

しそこには何時の 世にもつき まとふ経済上の問雷があ る。けれ共これは程度の問題であり

今回の如き鵬風が製来することを知 る以上はこれに劃する防備は最早や必要欠〈可 ら5 る

緊要事である。経済の束縛の下に置かれではならない J

顧みれば我園の大都市は 、賞に天災の) s を象ること頻繁であって. 長災の復興未だ完全

ならさ' るに大火災は勃設し 、巨額の財産 と生命が犠牲にせられ今亦風水害によって、 重要

なる大都市が大なる損害を受ける。此等は何れも 建築界の問題であって . 何と しても 共解

決は我 k の責任である。

此意味からしでも、大都市の建物. 特に公共の建物は不燃質の耐誌、耐火、耐j武の建築

? こるぺしこれが経憐上の束縛を受けて脆弱な る建物であることは、徐りに共湘係者が建

築に封して無智無慾であ り、 監倍者が不熱心であると 云ばねばならな い。

2.  

筆者は縫かに今回の大災一害の一小部分を事〔目 視察 しにに過ぎない。従って個々 の建 b7;).?)

被害に就 いては倒底これを批評する資格 を有 しない。感想{ t > 述べて本誌に劃する 貨を査す

ことにする。

天王寺附近では数多の小撃校々合が倒壊 しに。他の同綾な構造の小撃校で幸 に被害の無

かつにものもあっ? こ。これは同地域が大 限での高い益地主? 宗主す? こめであらうが. 瞬間風速

6 0 mとも推定される猛烈な風に劃しては. 徐 りにも其木造校舎は弱すぎることは、これを

観察しに何人も 否むことが出来な いと信じる。

そ して此等の校舎の配置と方位し阿国の欣況をみるならば、今凶の踊 l誕の強い主流に
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劃 して. 如何に共等が無抵抗 であったかは一目瞭探fこるものがあ る。 共等の 向れも が. 南

j武を正面 に受げる東西方向の械であり 、市かも美事に これと i直角 に交る椋 とから . f長ー続鞘

から切り離 されてゐるこ とである。

私は斯 〈も美事に木造家屋 とは 、: } - t 連結誌から容易に分雄 されるもの であ ると云ふこと

は知らなか った のであつに。天王寺第一 Ｏ ｊ ｾ 校は 、 西 に Ｓ 階の餓筋迭校合を有 し、 その前

商 に校庭を園ん で U 字形に木造 2 階建を配してゐるが、二つの東西方向 の棟は倒れ、天王

寺第五小型思校は . 同校中庭力周園J ) 西側に鍛筋違 3 階を有 し、こ れを一翼として 4ミ浩 2 階

建は ｕ 字形卒面をな して ゐるが Ｎ 疋商の ｩ 有向き ｚｾ は雨克ー に 支 へ られＨ 入口 の雨 側 に は 民家

があ って狭い) 運動壌を越え て自由端をな しに 東西の棟 b;倒れて ゐる。 これ も織筋 3 階 に

近い方は 、 風をさへ切っ ｦ こ ｾか半分 ｦ ごり残っ て ゐ る コ

同様な結果はプ ール女事佼 iこも 、鶴橋小撃伎にもみられ る。前者は . 東西に走る大遁絡

に面 して立 つ東西の一直線型 2 階建であ るが. 中央 より西寄 りに 卒家葺 下し及附属家を 有

する 。其結果は自由端をなす東側の竿分は倒壊しに。後者は東西に細長い雨翼を有する U

字形卒面の配置を有する が. 此の二つの雨翼は南側刀ものを先にして、 順次に倒壊した。

此方は周囲に低い民家を有して ゐる3

此等の数例から考へられる営然 J ) 蹄 JJ iは、風力 ;l 丘角に営つ fこ後方に支持 J ) ない 2 階建の

棋は伺れも 北方 lこ粉伴されてゐることと 、他の部分と連結してゐ るとい ふ こと は何等の韻

りに なっ てゐない とい ふことであ る。

構造は何れも 桂修 4 寸 5 分角乃至 4 寸 8 分角 、張間 4 間 . 外に l 聞の寵下を有 する真壁

土量りで 、斜 貯は金〈認めら れなかっ た。原形を越 した ものは 、何 れ も小屋組だけで、他は

随 分粉 k に倒れて ゐ る。( 此鮎は儲かに は言へない)

向此等ヨ〉校舎は貨に瞬国的に扮; 存さ れたと 云ふ こと を? 各所で聞い たが . 風速の大 さと 建

物 の強さからみて. 首然の様に思は れる。

築港方面では 、高潮の被害と風 とが混 じて ゐることと 思は れるが. 海辛の倉庫は障害物

がな いから 随分強い風!墜を受けたものと 思ふ。税.鍋倉庫の如き は木造 としては . 充分強固

に治 られた ものの様であるが . その柾( 杉 6 寸 2 分角) は方肢の所 で折れて ゐる。尤 も西

向 の海 に面して 建 て ら れた ＳＰｾ 致問の建 物 で 、 内部に は 殆んど間 仕 切がな い。小 屋組 ＱＺ Ｚ けは

殆んど 完全 に地上に横はってゐる3

市役所の木造貸倉庫は南面 して海岸に立 ち、桂杉 6 寸 8 分角 、壁には . 5X ・38の筋違があ

るもの . Ｒ 棟にし てこ もの で、 内 部中 央に約 Ｓ 間間隔 に 桂 を 有 するだ けの 張 関 Ｑ Ｒ ｾＱ Ｓ 聞 に 及

ぶ もの。前の税闘倉庫 と同様な構造であ るが、此方は壁惜の一部 を破壊 されたのみで〔風

によるか浪によ るか不明〕残存してゐる。 この事賓は潮と其昔時の1長い風向と 建物の方位

に操るの であ らうが 、主 なる ! 武向 が必十しも 南風のみでな かっ たこと ト 少 しで も抵抗 力

のある建物は必す しも風向通 りlこは i到れないttl こも 考へられる。
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向同所に あ る、鎖骨浩りの市役所貸倉庫は殆んど無 Ｍ被害 である。壁ｾｾ生る生子板が曲り

破れにのみである。夙に因って倒されるものと、倒れないものとの誼例である。

京都の西陣小島発校、淳和小事校は 、大阪の;J、接校 と同様の構造になり、倒mしに部分は

イiiJ れも校庭に閲する東西棋であることは、今回の被害小製校の型通りである。此二つは前

者は煉瓦迭防火壁から 、後者は他の械と境する銀筋浩 り防火壁とから切離されて. 粉砕さ

れて ゐる 。倫防火壁も後から倒れた。

京都上京匡役所は一部 3 階を有す る建坪約 250 坪の内部間仕切を殆んど有しない木迭で

あるが、 Ｑ 階に内保 ＵＱＱｾ ・の鋳餓柱 ｛Ｐ 本ｾ有する古い建物Ｈ明治 ＳＴ 年建築Ｉである。此所の

所員の誇る所に減れば、倒壊迄に次第に傾い? ことのことで . 北方に在る平家主の接蹴1問所

が壊れて、暫ら〈傾斜し1: まま保ってゐたといふ。次に天井が落下して後倒壊し7ことのこ

とで、 壁胞は粉々になってゐ?こが 2 階床組なぞは 、そ のまま地上に横はって ゐるつ

3. 

以上は今回の脱察 しに建物一部に就いての感想及記鋒であるが 、倒壊について考へると

大部分は北側に倒壊してゐ る。大阪、京都は附風の中心に近かつにことと思ふが. 北宇球

に於ては鵬 ｾ中 心附近では、 風向は時計の針 と反射に廻轄して吹〈と云はれる口此事は或

現場でも云はれにことで、風向が著し〈襲つにと云ってゐ? こ。然し東西棟が数多〈倒れる

所からみれば、最も強い風向は南風であっ? こか或はこれに近い風向であっ fこ様に思ふ。

次に興味あることは、 今回の如き 風速の場合には 、建物に営 る気流によって生十る策摩

の襲動であって、某;J 、準校の教員の語る所に擦れば、窓ガラスは何れも外部に外れにと云

ふ。此ことは非常に早い空気の流れによって生す Ｇ る 気 ｉｈｾ の低下を 示すもので、 ｪ 民ｾ受け る

面と錐も内外気1Mの差から窓ガラスは外方に外れるこ とに なる理である。

更に建物の倒壊するのは、! i i に j武監による横カのみでな〈して、飛行機の上昇するのと

同様に 、反割側に生す・る真空に近い場所からの引張りを受ける理である。銭筋迭と縦も建

具 等 には此 等の 黙が将 来考慮 されねばならない Ｑｾ らう。 原筏茸 材料 等 も上からＮｊ Ｇｰ へられる

と考へるよりは、吸い揚げられると考へるべきである。

構造の貼は被符を象ったちのは 、極〈少数以外は、極めて弱い木造と云ふの他はない。

此黙東京附近の大医災後の木浩小里浜校建築は流石に強い構造に成っ てゐる。( 但しこれは比

較の上で云ふ f: げで、今回と同様の暴風を受りに場合について云ふのではない。〉

移りに臨んで一日も早し全国の木迭公共建築が、 今問被害営業つに大医小謬佼料度の

将j: j 1 J : から解放されて、今少し〈強間なる建物となることを期待して! とまな い。
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京 阪 雨 市 風 害 小 皐 核 を 親 察 し て

東京市建築課技師 瀧 本 義

I  は し が き

京都市及び大阪市の小寒具校舎の被害欣態を親察しての感想は「倒 るべきも のが倒れ残 る

べ きものが残つ に」の一言 に量産きる コ即 も倒壊叉は大破せる校舎は概ね風向に直角に長 き

6の、建築年代古きも の . 腐朽せる もの、構造上横カ に君事き もの、施工粗悪な るも の等に

限られて居る o どれに反して被害僅少な校舎は概して風向に卒行に長きもの . 建築年代新

しきもの. 横カに抗する様構造されしもの、施工良好なものである o 建築年代古きも維持

修繕良し きを得遁営な楠強を施しにものは被害 が少な い様 に見受けられ?こ。今回の災害 に

より今後り耐風構造に封し教へられる廃は多大でめる。こ〉にその二三を記して諸賢の御

批判並に御教示を乞ふ 3

2. 耐 風 構 遁

今回の災害 により耐夙構造の研究が叫ばれ、筋違方杖類使用の必要が設かれ鎖筋コンク

リート 法防火壁及び鍛筋コンク ロート 遁階段の耐風効果 jJ; 推賞さ れて 居る。筋違方杖類の

使用なき校舎に倒壊せるもの多きは事質な るが それらは他にも依陥を有して居る。筋違方

杖類を使用せ ぬも 被害なき校舎もあ る。叉筋違方杖を使用せ るも他の駅路のにめった似せる

例もある。筋違方杖類の使用されて居る校合は概して年代も新し〈相営な建築技術家によ

り設計さ れて居るにめ構造も合理的であり監督 も行届いて居 るものが多い。階段室金銭筋

コンクリート 遣 とし1: 校合に到りでは俊秀な建築家主? 多数擁する大阪市建築課の民近の設

計監替になるも のにして、 その何れの部分にも不合理な構造や粗悪な施工のあ る筈な し

階段室を木造 とす るも決 して倒壊する とは考へ られぬ。

耐風構造とは決して特殊の構造を憎して云ふべきでな〈合理的に設計され入念に施工 さ

れに構迭であ る。 筋違方杖の類は必要に" I ! じて使用すべきであって濫用すべきではな し、。

筋違方杖類を多数使用する もこれに 信韻し過ぎて他の構造部を疎にするが如きは民の! 耐! 孔

構造とは言ひ難い。

3. 木 造 ラ ー メ ン 計 算 法 の 確 立

耐風構造、耐j東計算の必要が設れて居るが木造建築に於ては常時の鉛直荷重に劃してす

ら誼確な憶力算出法がない o 梁 ‘ 位、小屋組 と分離してその個々の臆カ は算出して居 るが
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これ らを組立 てた ラーメンの悠力は算出されて居なし 、。材 の接合は芸大第に剛になされる傾

向にあるが木材の接合は鎖材を月j ひて も完全な剛節接合 とは認め難い、やはり滑首i接合に

近い接令である。叉接合部には弛を生じ易 し そ の?こ めラ { メンが或程度謎形 しに後 に至

りて初 めて! r [ f ; 力の作用 する材と ラ{ メ ンが或科度まで費形すればもはや舷力が作用 せぬ材

とがある。これ らの特異性により 餓筋 コンク リート遺ラーメン や鎖骨造 ラーメンとは全然

別な木浩ラ ー メン解法が存在すべきである。か〉るラ ーメン Ｑｾｲ ，法の研究 が風 摩の研究 と共

に必要である。このラ ーメン解法の陣立によって初めて筋違方杖類の効果 も保聾 されるの

である。

4  建 築 に 作 用 す る 風 塵 の 研 究

耐)!i1¥伊出t { f 合理.的ならしめるには耐風計算法の確立が必要である。その? こめには先づ風

が建築に及ぼす作用を研究せねばなら ぬ J 建築前面には魅力 が作用し背面には渦流を生十

る?こめ張力が作用す るとは何人 も口にする 鹿であ るが 、 その前面の底力が何程 にして背商

の張力が何科な るかは知られて居ない。叉これら の摩力なり張力なりも 屋根面 と壁面 とに

より異るべ し 尿根商 に於ても杭と軒先とは異仁壁商にでも上厨と下居 とは異ると考へ

られる カtか〉 る風駅分布 の献態は明で ない。)!i1¥向 と卒行 な壁面の風鹿に至 りで はこ れを考ー

ほぜ る建築家が殆んどない有弘・でのる。建築に作用する 風;艇の分布* 態 を明にして後 に非

ゴればl耐l乳計算法が確立し仁左は云ひ難し 、。建築に作用する 風噴きの研究は建築著書に於て開

拓 さるべ き新部門である。

5. 木 材 接 手 反 び 接 合 鏡 物 の 萌 究

木材接手は古代より研究 されその優美な貼と 巧妙な賦に於ては絵す庭が ない。しかし強

度上よ り見る に材に興へる損傷多き にめ望ま しからぬも の も少 くなし、。 叉織物使用 の接手

に於て は未 L'研究の官余地が多 い。飲込少き接合法、接手鎖物の改善 、餓材 使用接手の改良

接合方法と強度並 に剛度 との腕l係 、猷込の量及び形 と強度 との蹴係等木材接合法に闘する

研究の必要があ る。

6. 木 材 の 材 齢 と 強 度 と の 関 係

木材は年月¥t ' 経て次第に盤、質 しそれに従っ て強度も次第に謎化す る。叉木材の保存欣態

はその鐙質従って 強度 に著しき 影響 を輿へる。この木材の材齢と保存法と強度との闘係は

米 fご明 に されて居ない ι 我閤の如〈 木造建築多き閣 にて は木材 の材・齢 と強度 との闘係は重

要なる研究題目のーである。これなくして は木i I l 建築の定期検査を施行するも それは皮相

の検容に過ぎない 。従つーて定期検杏. の効果に充分の期待 が出来ない。

7. 合 理 的 設 計

， 小撃 ＺＺｾ { f 耐風的 なら しめるは よ色、が恐j式的となしではならな い。 風害 を恐れて IJ、感校 と
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しての機能を 害 するがまｦｉｾ設計をなし著し〈不便な卒面を採るが如き こと があってはな ら

ぬo 叉筋違方杖類の効果や耐j玖コンク1) _ ト壁の効果を過信しではならぬ。既に 耐j致構造

の項にて一言せる女f I <  Mj 遠方杖類を過信して他の部- t ' ) $ . 拐ならしめ ることはよろし〈ない

叉興へられ1: る珠算の限度内にて筋違方杖の類を使用せんが fこめ材質を堕し工法を相 111告に

しそ のTこめに他の構造部を出拐なら しめ、或は必要な施設を犠牲に する が如きことが あっ

てはならぬ o 銭筋コンクリ{ ト ill -階段室の推賞は耐風」てからも防火上から もまことに結 構

なことである力人か〉る階段室の設置を強要することは考慮せねばならぬ o 若しか〉る高

似な階段室が必要となれば珠算に縛られる閥係上階段室の搬を減すべしその矯め - j知事

ある際 に却って 混 ｾｌ を 指 〈 民があ る。

小製校は耐風的ならばよい のでは な〈耐震的でも あり耐火的でもあらねばならぬし、そ

の機能は些少も容されてはならぬ。しかも建築珠算 lこは一定の限度があるのであるから徒

に耐風的 に偏せ争後算の範悶内 にて線、ての黙に於て最良の もの を合理的に設計すパきで あ

る。

8. 木造と 銭筋コンクリート遣との併用

鍛 材 とコンクリートと の併用はそ の各 々の特長を殻揮しに鱗Il)"j コンク リート であり、木

材・と餓材との併用は接手及び小照組に見られ叉筋違材として鎖棒の使用も行はれて居る。

木 造 と畿自7i コンクリート迭と の併用も亦極めて有利なも のであら うと想像して居 fこが 、

かつてサンフランシスコの民災が餓筋コンクリ { ト迭の将来の護展を預言し? こ如〈今回 の

閥西地方の風災は木造 と餓筋コン クリート遣との併用に聖母し重要な11昔示 を輿へ1: 。 それは

木造小事校に見る鍛筋コンク リ戸ト 迭防火壁 と銑筋コンク リート 浩階段室である。か〉 る

鋭角)J コゾクリート 構誌!t の介在す る木造校合の多 υま被得力: 比較的僅少であっ fこ。 鎖的j コン

クリート遺防火壁を有するに不払j倒壊しに校合もあるがそれらは何れも他に大なる献陥が

あっ?ごと 考 へられる。 鎖筋コンク リート 壁の介在が被害を助長 しfこ形跡は見首らな い。む

しろ或校合に於ては校合の倒壊叉は傾斜そ防止しにと考へられる。O /J論それらの場合に於

て鋭筋コンクリート壁の存在が倒壊を菟れし唯一の原因とは認められぬo やはり設計地工

共に注意が行届い て居? こ震であ るo 木造部分を相営合理11的 に設計 し、 鱗 筋 コンクリート iit

の部分を誼首に配置 し、二本遣部分 と鍛筋 コンクリー卜 i } ! l 部分との連絡方法- t ' 巧妙 になすな

らば1耐広耐火耐j東建築を安似に宜現し得ること〉思はれる。木造建築は接合織物の佼用に

より著し 〈改千与を見? こが今こ〉に錦筋 コンクリート 迭との併用によ り強度に劃する 信頼の

度を更にー唐増加せんとして居る。なほ鎖骨構造との併用も研究さるべきであらう。

9. * 摩校に避難所を設置するの可否

今回のj良客 に鑑 て木 浩1]、息校の一部を避難所に嘗てるにめ耐震'耐風性の優れ1:鱗鍛j コン
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クリ{ ト i世叉は鎖骨造となすべしとの盤を聴〈。木浩を以てしては耐炭i耐j耐1月f:b3 Cなし得

ぬならば ｉｲＮ むを得ぬが木造にでも立振に ｗｴ ｾ 耐瓜構造となし得るならば建築家としてカＮ '> 

る責任回避的な態度を＿とるべきでなし、。校合の全開そ耐長耐 Ｉｾ 的に改築 すべき でゐ ｫ 改

築し得ぬ校合は耐民耐j武性を持つ如〈キm強すべきで ある。

建築は元来風雨主主暑を凌ぎ猛獣毒蛇の筈 を防ぐが fこめのものにして、風雨に際しこれを

伶て〉他に避難するが如きは本末の顕倒である。避難所を設置し. 虚弱なるま、の校合を

使用せんか、 /J 、地震毎 lこ避難のにめ大混筒しを繰返へし、大地震 に際しては避難の暇もな〈

倒壊 して 死傷者を出すペ〈殴風に際しては避難すべきや否やの判断に苦しみ、或時は避難

の必要なき に 避難所 にて 長時間を昼ｾし 、 或 時は未 ＱＺＧ 避難所に移らすして災厄 に迎 ふ。父

兄はか〉る危険なノj 、事校に安んじて子弟 を托し得な い。 敬職員も亦か〉 る小早校にて安ん

じて教育に 従事 し得ない。姑息なる避難所の如きはむしろ有害である。直ちに木造ノj 、車校

の全校令を耐長耐風的に改築又は補強すべきである。珠算に して許せば更 に耐火性を加へ

るにめ掛前J コンクリート迭とす べ きである D

10 む す び

以上 ｾ ( ; 1僅 k 数日にて 京都市及び大阪市に於ける ノト事校25校t ' 悶察しての感想，であるから

或は多少の思症がないとは云へないことを一言御断りす る。

余力: 常 k i 耐長構造とは特種の構造に非す・して合理的 に設計され入念に施工されに構法

である J e云 って罵 る言葉が耐風機

ｾ に も営蹴ることを確め得 Ｑ Ｚ 。而 し

て木造を合理的に設計するために木

造ラ ーメ ンの解法、風監の似| 究接手

の研究等の必要が痛感される J 木造

主錨筋コンクリ ート 迭 との併用に昭

光を見出しにのはっそなる喜びである

この際耐風建築を質現せん として建

築本来の機能全 容 し恐風建築に堕せ

ぎる様注意する必要があ る。

今回の視察 に際 し便宜を輿へられ

し大阪市建築謀、京都市営繕謀 、大

阪府建築部. 日本建築協合災害強度

委員舎の方 k に感謝の意ぞ表して筆

剖閤< 0  ( 昭和9. 10. 20)
梅島田r 1丁目より 3 丁目を 遠望しクレ ー y 破接

見犬況を 示 す 、右 上 の黒き 一 片 l' l 牟: I J I : 丸の純尾な

り。〈此花区梅烏町〉
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建 築 非 常 時

東京帝園大串替繕課技師 諌 早信夫

『非常時』は現代のかげ言葉である、否かけ言葉といふには官会り真剣な現賓的非常時問題

が吾 k の前に山積してゐる c 時通 k 9 月21 日午前 8 時京肢地方を製つ? こ未曾有の大隈風は

同地方全般に莫大な損害を象らせて、こ〉に又一人非常時の立役者 ｾｬ ｊｕ 八 七。殊に可憐な

小事児童が多数其魔手にイトれ? こことは. 忽ち重大な枇合問題化し、ィ、感校建築針策問題が

喧し 〈論ぜらる〉 に至つ?こ。殊 にi恨本的な針策の急: 速な解答が建築家に要求せられてゐる 。

此の意味で現代は建築家の非常時であるれ、ってよからう。

短時日の調奈の私見を述べれば、兎に角風害には煙突類をのぞけば鍛筋コンクリート構

造は絶釘安全の折紙がつりられる。

もしもあの烈風中全然外に出る必要のない人があって、す・っとコンクリート浩の建物内

で執務でもしてゐ? こら外界でか〉る惨害が進行しつ〉あることを想像もできなかっTこら

う。構法計算では震カは一般に建物の自重に比例すると考へてゐるが、風力は建物のまE直

壁面に比例する主考へる。賀際は風力. 震カ共に其大いさは色 k 複雑な要素を含むであら

うが. 大関に於て長カは建物の自重、風力は壁面積が大きな要素であることは間違ひなか

らう。耐震上は銀筋コンクリート治の自重の大なることは極めて不利な僚件であるが . 耐

風上は夫れ自身一つの有利な武器である。叉鎮筋コンクリ{ ト浩が木勝浩に比し遁に剛で

あることも地震と異なり加力方向の一定せる風力に針し特に有効である。各筋結の極めて

柔なる木構造が一方向に繰返し鹿カを受り、可なり多きな撹みを生じ. それと共にトップ

ヘピーの瓦茸 きの自重が遁心載荷となってモ{ メンを生じ破壊を助けるとし、ふことが考へ

られる。

鍛筋コンクリートが耐風建築として推賞すべきは申すまでもないこと故. 校合全部がこ

れでつ〈られることが理想である。経費の醐係上一部織筋コンクリートとするときは、或

黙以上の非常時には危機を防ぎ得ぬ木構迅=部分に封し避難所、防護者主しての使命を完全

に遂行することのできる、様充分其方向配置に留意する必要がある。土地の鴎風の方向が

略定つてゐるならば風上に錨筋コンクリート棟を扉立させて木造部を掩護するとか. 木造

部の所 k に鍛筋コンクリートの階段室、防火壁を設置するとか. 或ひは非常時に際し全校

児主のコンクリー ト進への避難が安全にできる様プランを配置する こと等が考へられる 0

2 階が中廊下雨側教室で、 1 階が講堂といふ極めて非耐風的な建築がf噴きはし? こが倒壊を

菟かれてゐるのを見 fこがこれは南方に翼を鎖げてゐ? こ 2 階建木造校舎が掩護して犠牲にな
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った f誌である 。倒壊校で 可なり目についた 事はコンクリ ー トの防火壁でキレイに切れて倒

れる E で、残存棟の防火壁面には僅か に屋根防水居の残片がひら めい て居る のみなの が多

い。 コンクリートと木 を結合 する 方式については剛度、震動周期 .不同沈下等の貼から中々

難問が提供さ れる。コン クリート 校合を 一部でも有するものはこれに避難せしにめ児童の

i f ' l 難は菟かれ てゐる。特殊の例 としてコンクリート 浩 に直接接説してゐ る校合の児童は避

難 させる E ヵ;できにが . 間 k 危険な木建t誹堂があってそれを通らねばコンクリート迭にう

つれぬ 1: め木造棟から犠牲者全出したとい ふ例を見1: 。配置の必要な例で あ らう 。

全部館筋コンクリート i1l! t ; 経桝的に不可能なる以上は木造を耐風的に設計することを考

へられねばな らぬ。技術が現賓に存在 する 諸問題をあっかふ ものであ る 限 札 こ れ は 金 園

111]" 付の財政欣態会見ても技術家に典へ られに重要な 問題であ らう。木造はコワレル のが営

り前fごと してすまして はおら れぬ。

こ〉に J社舎が技術の進歩方向を規定し、技術力; 枇舎を進歩せしめる ー断居公見ることが

でき る。

大燈鎖筋コンクリート構造の提灯をもったが耐 ｪ 武は ｨｾＧ しらすＮ耐震方面から見れば又

別箇な戒心 をもっ て現今行は る、餓筋コンク リート 迭 に封せ ね ば ならぬのは申すまでも

なし、。叉 相官の費用を もって造らねば 、例令餓'目・治、鍛筋コンクリート造なりとも其美総

を護衛 すること は不可能であるといふ例も よ昔煙突類にn られ1: 。此の如き 技術と経済 と

の問題は技術家が技術の挫のみを固守 し. 叉建築主力 2技術に無闘心では決 して良い建築は

生れぬ 、 従って建築技術の進歩を妨げるこ ￨ｾ 示 す の ではなからう か 。

今回 の災害調任に同行し1: 演閃博士は伊豆の地位 . 三陸の津浪、函館の大火、そして今

回の大風 と殆んど大械の災害調査を経験さ れに 。世間の いは ゆ る災害が直ちに建築物の幸子

しい災害であることが多し、。災害の特徴を一般的 に考へて見 ると、 50年に一度とか、 100

年に一 度とかとい ふ犠に間隔的 に〈ること、 失費性ｾ 有し橡想できぬこと 、 或程度政想、で

きても 現代科事の力では完全に防ぎ切 れぬこと、被害額が大き いこと 、被害の範囲が都市

全部とか地方全部とか可成 り康いこと、 等が共通の事賓 として考へられる。以上の事賞は

叉共劃策乃至善後策 をも特色づけること が見ら れる。 現質が悲惨で. 人 々を偏心して異献

な 心 理扶態に陥らしめる。 ｾｩ 聞雑誌はセンセイシヨナルな記事を満載 する 。事件 の 前日に

でも云ったら怒 られるか笑はれそうな思ひ切った意見が横行したりす る。叉針策が量士合問

題 、政治問題として取倣はれることが多い。 技術的封策 も此形を取ることが多い。 今回の

大風についても以上のことは大韓あってゐる様である口建築技術家として此建築非常時に

廃して長も 重要 なことは単なる非常時騒ぎに終始せす・貴重 な此機舎をつかまへて佐賀に「

非常時J 建 築の技術を進歩せしめ. 且徹底的にこ の進歩せし技術を枇舎に普及せしめる こ

とで あ らう。 災害地方の速やかなる 復興と共に、人間耐: 舎に必然的 1;. 此種災害の防-禦 に闘

し有力な針策の完成せらる〉ことを望tr 次第である。
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大 阪 市 小 皐 被- 風 害 所 戚

警視膳建築課技師
伊 藤 憲 太 郎

筆者は惨事がめってから 3 日目の、 9 月 23 日から 5 日間に亘って 、大阪市に於げる建

築物 、主 主してIJ、易保校の被害欣況を調室して廻ったのであるが以下、ノj、勝校のj武容につい

て 少し〈所感ｾ述 べ ｦ こいじ智、ひます 。

附風に見舞はれて IJ、製校がめ の様に多数に倒壊したことは建築上稀有のことであって 、

しかも教職員、児童中に多数の犠牲者を出しTこことは 、教育上j位舎上の大問題として 、こ

の報一度俸はるや詩. 1 < 1二る輿論の喚起を見? こ の も蓋し首然のことであります。

何故小製校がか〈も多数に倒癒しに のか、その原因については倒壊小事校の数が何分多

数に上ることであるから 、倒壊の原因も場合により色 k 考へらること と思ふが、主事党今回

の様な驚異的な殴風に於りる風カの種 k な作m一一 i直墜吸引 、浮揚等ーーに劃する校合の

抵抗カが不充分であっTこ震でありませう。換言すれベ校舎建築は 、その高さや桁行が一般

家犀 に比して特に大 き し 色 k の黒占ーから特に大きな! 武力を受げるも のであるのに拘はらする

構造がこれ lこ作』まなかっ t:1誌でありませ う。

即も第 1 に倒語表校舎が一般に脆弱であつにことであります。こ の傾向は主として新市部

の小著書校に多かつ1: 様で 、即ち材質の組謡、柱断面の過小、建築構造施工の粗雑等を奉げ

ることが出来ます。斯様な校舎が今回 の様な驚異的な鴎風に見舞はれて倒壊しにのは挙ろ

営然の こと t 言へませう。

何故校合力; 斯様に脆弱であったか。何故新市部にこの傾向が多かつ? こか。試みに新市部

倒壊校合の建築年代を見るに 、主として大正年問 、 しかもその中期以後に限られて居る様

であります二。 この理由は次の様に云へませう。即ち新市部は大正7 - 8年頃の好況時代に念

激に稜展膨脹しに部分であっし蛍時需要供給闘係の不均衡色物倒. 努銀の高騰と lこ伴っ

て Ｎ 一 般に所謂「安建築」流行し Ｎ ｾｉ こ ｉｊ 、製校に限ら令、 一 般民家と雌もその材質 、 構造 、 施

工共 lこ醤時の ものに比し著し〈その質を低下しfこのであります。加lふるに市街地建築物法

の施行が奮市部に於ては大正 9 年 12 月以降であっ ?このに新市部に於ては大正 13 年 4 月

以降であ って. 大 正 14 年 4 月に 至って漸 〈大阪市に編λ され? こが、昭和 2 年生 月撃匿
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の統ーにより 校舎の設計; 入札、 工事監督等一 切を翠げて大阪市直轄となるまでは 、それ

等は金< 11I J 村叉は巨の手にあっ fこ震に 、建築保安上 、高金を期し難かつにことも察し得る

のであ りま す。

術事rr市部校合脆弱の原因としてはそ の校合新築 . 地築に営って 、奮市部既イルl、思校校舎

をその{ 護譲 り受りて移築しにも のが佐々あつにことを傘げる ことが出来ませう 。この こと

はノj、事校建築年代の調査に困難を感じ? こことで あ りまし仁。

女に倒壊校合には殆ん ど筋達、方杖又は控杭の使用せられて居なかっ 1ここともそ の倒獲

の重要な原因でありませう。 前述主として新市部小早校 tこ見t: 様な脆弱な校合に謝しては

筋違、方杖の効果は疑問がな いでも ないが、 種 k の| 倒係から倒壊を発れ翠に傾斜に止つ? こ

様な校合に劃しては確に是等の使用は効果的で 、恐ら 〈校合は無被害であっ? こでせう。 例

へ:f 材質、施工が比較的良好で、 校合の「 ブ ロッ ク・プラン」と風向の闘係から倒壊を免

れ箪に傾斜に止った主として明治時代の建築になる校合の様な場合であります。

一 般に建築物に劃する耐風的の考慮は ｬ 耐 定 的 の 考慮 と 殆 んど同 様で 、 柱ｾ 太〈し、 筋違

方杖ｾ使用せねば な らぬ事は建築上の常識であって 、 耐長、耐風上不可献の建築的要素で

ある事は申すまでも あ りません。然るに 筆者貨をの範囲内では倒壊小康校に筋達、方杖が

使用せられてゐるのを全然認めな かった のは非常に遺憾でありま した。 恐ら〈 古い小撃校

では勿論、一般民家に於ても 大|仮の様に近い過去に於て . 長災、風災の経験のな い土地の

建築物に は、 是等が使用せられてゐない建築物は非常に多い事でありませ う。斯様に試織

を経てゐ ない建築物の多かった事が結局被害 を大 き〈しにといふ事になるのでせう。市街

地建築物法施行後建築せられに校合に倒壊しにも のを始ん と‘ 見なかっ? こ のは斯様な鼎の考

l僚が挑はれてゐ? こ事が大きな原因 の一つでありませ 1 全国的に見て斯様な法規の施行 さ

れて居らない地方の建築物は非常に多いから建築物法施行地は勿論是等非施行地に耐謀、

耐風構造の普及宣停といふ事は今後向ー屠馬力をかりる必要がありませう。

筋違や方杖を使用 したに 又は粧を太 〈したりする 事が耐革. 耐風上不可快の建築的要

素である としても、如何なる 大 いき の材を如何に取付げ るぺき かと 言ふ事については . 我

ｫ は何 等 撮 る べ き 規準ｾ持ちません。

今回 の調布に於ても或小謬校の講堂の一つの間仕切壁に筋違の使用を見たが I 寸 x 5 寸

程度ぬ もので 、そ の熔鹿方向の ものは折れて居 ました。斯様に折角考慮を掛つでも建物 の

大 いきに比し、叉使用 する場所に舷じて 、それぞれ相賞した材と取付を工夫しなげれば申

諜に すぎないも の となってしまひ ます。
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叉筋建や方杖ｾ用ふるにしても無暗矢鱈に使用しでも必宇しも所期の結果を得るとは限

らないでせう。校合金輯から考へて. これが配置につき工夫する必要がありませう。一般

民家の綾な小規模な建築物と校合の様な大規模な建築物とは自ら構造的に差別があるべき

は営然のことで. 後者に封しでは特別に工夫しなければならない必要がありませう。これ

についても何等撮るべき規準を持ちません。すべてが計算で割り出される科事の今日 、濁

り木造のみ見込ではおさまらなくなりました。今回の風害は質に木造計算規準確立の俊蓮

を一居促進 し?こ黙に於て 、大 いに意義がめつにと云へませう。一日 も早〈之が貧現を希望

する共第であります 。

芸大に今回の様な風速の大 きい極右風により校舎に封 し浮力が作用しに事は校合倒壊の猷況

から 推知出来ませう。桁と小屋組の取付 .杭と 土肇叉は基礎との取付の不十分による離脱、

殊 l こ後者の例が著し〈認められたのは注目すべきであります。一般に大阪地方の建物の屋

根は殆んど瓦葺きであって、野地板の上に厚〈土を葺い? こ上に瓦を載せてあるが、恐ら〈

瓦はヲE分野地に緊結してゐない震に. 瓦が吹飛んで直接間接に風害を大き〈したと考へら

れるのであります。若し瓦が野地に充分緊結されて居fこならば、 この瓦茸は相蛍の効果を

あげたのではないでせうか。前述の筋達、方杖の大 き、取付位置及方法と 言ひ. 叉桂の太

さと 云ひ、小屋組、桁、柱、梁、土菱、それぞれの仕口の緊結に劃する考慮と言ひ 、木造

で計算的に再認識することの必要と共に、木造に従事する工事施工者の優秀な技術と 工事

に針する強い責任観念並に厳重なる 工事監督の必要を痛感せしめに のであります。

浮力に封し、倒猿校合の卒面が、これに拍車をかげる様な型をもって居fこ場合が多かっ

?こ様であります。即ち古い校舎に於ては一般に校合の階下の廊下は之ぞ蓮動場に商せしめ

且この i廊下を吹抜 き主する型が多〈見受げられにのであるが . 斯様な校舎によって 、仁型

叉はL 型に固まれに校庭に吹付1r1 1こ強風は . この部分に於て特に校合に浮カを働かし、こ

れが校合の傾斜叉は倒壊を促進しTこと売しい場合もありました。

窓晴子は瓦や石等の衝突のない限り案外風墜に劃して丈夫な事を認め? こが. 窓障子の取

付が不充分であっ ｦ こ Ｑ 誌 、強風に吹飛され校合ｾ 著し〈傾斜 せしめに例もあり 、 叉吹抜の屋

内情操携の切妻壁を内側jか ら抜い? こ例もあ りましに。線、じてj民に劃しては建築物の中に風

をZ!' ますことを避けねばならない左云ふことを賞際に見? こ語であります。

今回の酌風は、! 風速の最 も大 きかっ? こ時の風向が南で あった矯に 、特殊の場合を除〈外

倒壊校舎の殆んど全部は南面( 東西の方向に建築物の長軸を有する) 校舎でありましに。

脆弱な校舎でも南面しないものは大部分安全でありましむ倒壊しむl串陵の大部分は南

方叉は東方開放の仁型の校合であっ? こが . 北方開放の仁型叉は口型の ものが多〈は草にそ

の向・I画する部分を凹型に暫曲せしめ北方に傾斜せしめられてゐ? こ のに 比較して 、前者の型
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は倒壊 に拍車 をか げ1: e見 ちれませう o e云って南面叉は東商の亡型隊合を排斥するも の

ではありません. それ等は寧 ろ北方開放C 型や巳型の ものに比し- c 採光、通風上優れに形

式として将来共採用する事が必要で あり ませう。

由来事校校合の如 〈 高 き 高 し 細長い建物に劃して は構造上特殊の考慮が必要でめって

普通の規模の民家に劃するとは自ら 差異めるべきで あ ることは前に言及しに のであるが、

術筋違や方杖や控柱を使用して剛壁を作る以外に、 建築物に 濃い翼 を出して亡型工型亡型

叉は巨型等 となし、 契ーを控桂と同犠の働き をなさ しめるのが 、叉有利な耐風構法 上のー工

夫と考へる のであります。

防火壁はこ の部分に於て校合の傾斜 叉は倒壊を喰ひ止 める効果があっ? こ様であります。

建築年代を異にす るこつの校舎の接ぎ目に非常 に弱いといふこと を賓際に認め?こが. こ の

部分に 劃する補強 として防火壁を設置する 事 も:場合によ ってはー工夫でありませう。 大阪

市の設計になる近年の新築ノj 、事校に於ては、 階段室昇降口 を二階建 の鎖筋 コンクリート 迭

として木造の聞に介入する方法 を係って 居ら れる 様 fごし. 叉東京市に於ても昨年からは防

火的の意味か ら、錨161コンクリート 造 叉は鍛骨造の . 昇降口 叉は渡り廊下により木造校舎

を連絡しそれ等は耐風上卒家建の原則として居 られる が、何れも 校舎の「ブ ロッ ク・プ ラン」

の上に於て考慮すべき良好な方法と 信十る のであ ります。

以上に 於てノj、製校被害の原因 と之が構造上の劉策について 少 しく述べ?こ ので すが. 向風

容 に闘する 詳細な原因の探求と耐風構造 の確立の震に は. 校合の配置卒面「プロック・プラ

ン」周囲の空地の欺況等 し 風向、風速その他極的! 武の性質 主に 基 〈風力の局部的特異作用

について の根本的な研究の必要 を痛感しT二次第で あ ります。耐震構造 に地露動の研究が必

要欠ぐべからぎるものであると同様に、耐風構巡の研究に劃しでも殴風の作用 の研究が必

要であるのは云ふまでもありません。

今回の留意夙による 校舎の倒壊 によって、教職員児童中に多数の死傷者を出しに事は. 教

育上極めて重大 な問題で 、特に児童に及ぼす精神的影響 については極めて寒心す べ き事情

にあると認むるものであります。この篤ノl、感校 k 合を耐震耐風的な鍛筋コ ンクリート 迭に

改築することは最も 理想的な事であ るが、東京 、大阪の如き 大都市に於ても . 近事将来に

於て、之を賞現すること は不 可能であ りませう 。全閣的な問題としては採る べ き方策では

ありません

然し乍ら倒壊小息校 に於て犠牲者 を出し? こ のは全校合が木造 よりなる 場合 lこ限 られ、そ

の一部に銀筋 コンク リ{ ト遣を有する小事校 に於ては、 殆んど犠牲者を出して居ません。

又一面に於て、小撃校はあらゆる意味に於て単に児 童 ｴｾ げではなし一般市民の集合、避
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難φ場 所 として利用せら れるべき性質の場所であって 、務iミに防さき問題と闘聯して宰製時に

於げ るT I 1 民防護の掠黙 として. 少 〈とも小署員校の誹堂又は雨天輯操場Tごげは 、速かに之を

錨 紡 コ ン ク リ { トji!t とす る必要がありませう。従て之が強制並に干11 ¥助金に闘する行政上の

考慮を必要 と考へる次第であります。

小事校の構造については、以上述べ 1=諸黙につき将来工夫せらる〉として 、之が賞行に

闘 しでは直接校合を設計、監管すべき建築主、即市町村の首事者に於て考慮せられベきは

勿論であ るが、建築監腎官制度の充置 t 云ふ こ とも同時に大切な こと であ りませうり而し

て現在の市街地建築物法は市街地に限ら れ、 殊 に/J、製校の如 き津々 ifljk に存在するも のに

劃しては現方法では適用困難でありま す。即ち現行市街地建築物法に これを例へば「建築

法」と改稿して工場法の如〈全図的に施行せられ得る如く内容を改め. 謬校、病院その他

特殊の建築物fごりでも 、全図的に監督し得る 制度の確立を牒幾 して止まない次第でありま

す。

最後に向建築行政上の問題として今回の風水害 に鑑み考慮せら るべき諸貼を列基幹すれば

次の如 〈でありま す。

1  既存校合の健康診断

2.  校舎の定期除夜

3  校舎の防火. 避難設備と児童の避難訓練

4. 浸水地域に附する地域制の問題

5.  大工 、共他工事施工者の認可制 度

以上 の問題の あるも のについ ては己 に識者の聞に唱導せられつつあ れ 叉 紙面の都合 も

あ り叉の機 舎に譲る こ色、し、こ 〉には撃に問題を提示す るに 止 めませ う。

終り ー に臨み 、 本 紙 ｾ通じ て 、 御多忙 中 の底調夜 上 、 資料蒐集上種 ｫ 便宜を＿輿へ て 下さっ

か大阪府及市の建築謀、並 に賓夜ノj 、!iP: 校の各位に深甚な る謝意を表しま す。就中不幸にし

て 犠牲者を 出さ れ ＿ ご小康校に劃 して は Ｎ 御 挫傷 Ｎ 御取込 中 ｾ無遠慮にも御邪魔致しましに

事を お詫び する次第でありま す。

而 して大阪市のノl、事校カヘ風は勿論、地震に ふ 火事にも最も安全 な場所として 、復興

の一 日も 速から んこと を『斤りつ〉欄筆 します。
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木 造 建 築 は 果 し て 風 に 弱 い か

紳 戸 高 等 工 業 皐 校 助 敬 授 巽 純

昭和 9 年 9 月21 日午前 8 時. 瞬間風速毎秒60米の艇風によ り、近畿一慌に亙り、数百

の小型耳校倒壊 し、幾百の事堂の死を? みる。買に悲惨事である。これに原因 してJ J、皐校

建築木造撤駁論が盛に最近の紙上を賑代して ゐる。木遣建築果 して耐風的でないか。

木造建築を駁して鎮筋コンクリ ー ト建築を以てする様に論ぜられて ゐる 。勿論銭筋

コンクリート建築にすれば安全を期する事は1佐賀で あるが、費用 の黙 よ れ 全闘の小 早

校を全部餓277コンクリートイじする事は我闘の財政妖態で果して出来る 事であ らうか。

私は、我が閑風土に最も誼する木浩建築であって 、耐震的であり、耐風的のものが

向来るならば、敢へて感校建築を鍛筋化する必要は少しもないと考へてゐる。即ち私

の主張する木台、耐震耐風構造ならば過去に於げる地底 、風の程度には、大なる被害

を被る事な し 人命財産を護る事が出来ると確信してゐる。

主主に紙上を借りて、今回の風水害の建築に輿へた影響を論じ、併せて著者の提案せ

る木造耐 ｾ 耐風構造の一部を和介しゃう 。

私は今回の隈風直後. 倒壊或ひは傾斜せる大阪市内外、京都市内外の各小中謬校共の他

の現場を視察しに 。

何故かくも多数の;J 、患校が倒壊したので あらう か。共の黙非常な疑問を抱いて観察に出

かけ たのであるが、観察を終へて、飴り lこも共の倒壊原因の明瞭なのに驚いに。一言に し

て述ぺるなら ば、蛍然倒壊すべき建築物が倒壊しにのである。倒れに建物と 同一構迭で倒

療を菟がれにも のこそ不思議主云ばねばならない。

建築物の設計は極 〈特別の場合を除いて、 毎;靭切米の風速に劃して安全である様に設計

する 。建築物の諸材料 には 4 乃至 6 の安全率が考へられてゐるから . 今回の毎秒40米の風

速では倒れないの が普通である。偶 k 何鹿かに不備の鮪があっ て. 共れがi隣遺物破壊の原

因をなす場合を除いては. 毎秒60米位の夙に封しでも安全であるべき筈である。

今回倒壊し? こ建物は材料も相営古 し 一部腐朽 しに部分もあっfこで あらうし、叉ぞ れ等

の建物建築の賞時は市街地 建 築 物 法 色 無 し 耐長、耐風計算を し? このでも ないから 、今回

の腿風で倒壊しにのも無理 もない事であ る。しかし、かくの如き建物に幾百の児童 を預 k

教育をしてゐ る営局に一部の責任があ るのではなからうか と考へ られる。

風で倒れる建物も地認には倒れぬ場合があれ 地震 に倒れる家も風では倒れない事 もあ
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るu 耐震建築即 も耐風建築と考へて ゐる 建築家も相官; ある様に思ふが、耐風構造主耐震構

造には多少義異があ る。

今回の民風によって倒壊しに建物には 、各々其の構造手法に多少の発呉こそあるが. 共

倒壊原因とでも 云ふべきものは大閥次の様に 考へられる。

川 132

イ、 建築物の配置 、計費ーが今 同の風の方向に商して ゐ1:: f.$.; 倒壊 し? こもの、

口、 建築物各部の構浩手法が貧弱で あって 、今同の風力に抵抗する事が問予|をなかっ fこ

もの .

以上 、二項目の細部に就いて詳述しよう。

建築物の配置、計量に起因する倒壊賦死

耐震的 に‘ 叉耐l ¥的に注意深〈設計されに建物ならば、設計外力の 2，31日の外力が作用

しでも . 其の位置、風の方向等によって倒壊する ものではない。

しかし、耐風的 に考へて不備な黙を持って ゐる 柿造物は 、風の方向 、建物の位置、形i伏

等 に よって 、 倒壊する場合とせぬ場合がある。この犠な理由よれ建築物を ｩｾｩｴ 民的 Ｎ ｉ 耐 ｊ ｾ

的にする矯には 、構j岩手法主? 耐謀、耐風的 に改めるばかり でな し 建物の平面形、宝の配

置 、周閣の扶況等に綿密な注意{ t >. J 9f J はねばならぬ。

建築年代が同一であるのに某 IJ、J 1 ，校は倒壊し .莱小製校は倒壊を免れにと 云ふが如き は、

明かに 建築物の枕置、周囲の紋況 、j員の強弱等に起因する事では あるが 、建築物の卒商計

繋の差異色 一つの大きな原因と 云ふ事が 出来る。

ｾ［校 建 築計繋の一般方 法 として は 、運動場を南にと れ 敷地の北側に南商し Ｑ 細 長き校

舎を設け る。 この形が器準であって 、 ぞれに講堂 、雨天鰐操場:等を遁宜に 配置す るa 第 l

闘は其の卒面目告闘の数例であ る。

一 時 園 田

= F皆 物 放

A 型

ｄｾ＠

ti'; 

I  ＢＧｉｬｾ＠

E 宝L

闘

C 型!



第 2 岡 大 阪 市 某 小 昼 絞

等 1 闘に於て. A B C D  

及び E 型は其の基 本 と考

へられるも の〉敏例であ

って、闘中黒〈塗 りつぶ

しであるものは教員室、 A-

校長室、熔接室、玄闘等

を有する事務的の諸室の

ある部分で . こ の部分は

室の大 さが比較的小さ

第 3 岡 大 阪 市 某 1) 、 @ 校

A ぽ 海 面 うt2 図

Eう佳育事J ［ｾ＠ 3図

斜線/ 昨今倒成セズ‘

図荷図

ミ

d

ワ

A

側

』

抜

穿

嬉5 図干' 十四

ｾＴ 岡 大 阪 市 某 小 製 校 第 Ｕ 闘 六 阪 市某女ｾ主絞

い 間 仕 切り壁等も多くある。斜線を施した部分は講堂或ひは雨天檀操場等で張聞大事 〈

間仕切り 壁等 も少き部分である。外廓線のみにて記しである所は敬室の部分である。この

部分は長さ五間隔四聞の教室と一間幅の廊下から成り立ってゐるのが普通である。

この外に便所小使室等があるが. 之れは徐り重要な構造物でないから説明を省略する。

これ 等の種類の 卒商をつ皐校建築に於ては、地議動ｾ受り＿こ場合、 ｊｒ 監を受り＿こ場合共
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第 6 聞 大 阪 市 某 小 製 佼

L - - ー_ J

に不平均な動絡を受ける 、出! 日長〈突出した教室の部分

は特に其の動格が大であっ て、建築物がこの徒動に耐

へな〈なると 、構造的に不備な部分が先づ傾斜し終に

倒壊す る。 一部非常に 弱き部分が倒壊すれば、明に其

の倒壊に起因する 大 なるモーメ ン トが連鎖せる 建物に

停はり 、風J毘や地震 によりでは 直接倒壊せぬ他の部分

まで倒壊せしめ る事になる。この倒濠力が金建築物に

停はれば全建物の倒壊を見る事は明であ る。併し刷に

見 る虫fI <. 教室の部分に比して. 間仕切壁 も多 し 強 〈

出来てゐる黒〈塗りつぶしに部分は 、教室の方か ら停

はって来? こ倒壊力に打ちかも倒壊を菟がれる場合には

共の境界に於て建物が切断せら れる 。第 2 闘より第 5

固までは其の数例を示すものである。

今回の殿風によって倒壊 した製校建築の多〈は 、こ の様な倒壊方法を示

してゐる。純町第二小著書校の倒壊は其の最も よき例で ある。

第 6 幽潟県は i誌の切断面を表は したもので める。 このE署員を見ればlリ3で

ある主n<. 、共の構造手法も極 〈幼稚なものであって . 今までこの建物が よ

く倒れす・に居? こと不思議に思ふ位である。

第 6 闘 附 凶 今若し息抜建築の卒商形が口の字形に連鎖 し、 第 フ闘の如〈 なってゐ? こ

ならば 、今日の如き 悲惨事そか くも多数出 さなかっ 1: 事 と想

像される o ｾ，校建築 の卒商 と構 造に闘 しては別に述 べ る事に

する。

建築物各部の構造手法に起画する倒壊朕死

易保校建築倒壊の原因が 、上記せ る如し卒面計霊に依るも

ので あると 考へられる と同時に 、共構造手法が極め て幼稚で

あって 、横の力に針しては何等の抵抗力を有せ子、共の上材

料が相官腐朽してゐ? こ事にある と考へられる 。

涛 7 図

偵のカに抵抗する震には 、構造物が 3 角形を単位として出来てゐなり ればならな いこと

はii tt もよく 失11ってゐ る事である。この前人熟知の簡単な理論を用ひす¥短形を単位として

建物を遺るから 、地 ｾや風 に劃して倒れるのである。
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今後建築 される木逃建築は昔から停はる 小さい習慣に左右 されす・に、断然地震や風に倒

れない 3 角形草山の建築に改良す べ きである。こ の事は地民直後 、風害直後には躍に云は

れる事であるが 、 ぬ ］際 には 少 し も Ｇｾ 行されな い 。大阪市内外の復興建築 に 於 て は断然賞行



してもらいたいものでめる。

倒壊し仁建物は全部 3 角形を構成する

筋違 . 方もl等のなきものであって、若し

これ等を有するにもか〉わらす・倒壊した

法ｾ誤ま って ゐるか 、 或ひは其の断面が

過少であ る事に起因するものである口

費ｾ 8 1副 大 阪 築 港 茶 倉 邸

倒壊した校合の下敷き となり 、歴任し

た態宣を牧容する錦、倒壊現よi犬を保存す

る事が出来す¥直ち に倒壊校合の取かに

洋 式小屋組は力製的 に組立てられてゐるから非常に強い。 今

までの地袋、険 j瓜等にでも小屋組の磁接したものは少い。

づり に従事 され? こ ので 、これ等の倒壊建築物から其の倒壊の直接原因を知る事が出来ない

が. 宇壌或ひは傾斜せる建物の欣況より. 共の大田告を察知する事が出来る。以下共の各部

の詳細に就いて説明石? しゃう。

土葺と柱

基礎地業 と土宮、桂は完全に聞着 して置かねばならなし、。倒壊| 臨時の様子を聞げば、建

物が浮き 上ると同時に倒壊 しにといってゐる。倒壊せ る建物の土廷 と基礎は醤位世を保っ

てゐる のに反して . 桂はl陀け てゐる。 桂の脚部に於て切断してゐるものは稀であって、 多

〈の場合は脱出してゐる。 j氏による内墜カ( J 味合: 窓出入口等より建物内に入り 天井等を ;]11'

しとげるカ〉吹上力 (}!ID，が庇の部分等 lこ下より作用するカ) 等によって建物が 1 時上方に持

ち上げられ る。

この時桂は土高 よ り脱けるのであって 、再び下降する時には風の外魅力 によっ て建物は

倒壊する。その時倒れな くと も完全に互に結合してゐない柱、梁小屋の部分はこの建物の

上下運動によって緩みを生じ、倒壊を早める。

放に耐風建築の土革、基礎、位は完全に結合し. こ の浮上げカに封して抵抗出来る様設

計せなげればならぬ。

柱

柱は一般に 刺11長すぎる。垂直の力のみを受げるならば現在普通に胤ふる桂で和11過ぎは せ

ないが 、我が闘の如〈強き地提 . 5四き} ! ¥. に見舞はれる所では 、それ等の力 に充分抵抗出来

る?ごりの太 さを持ってゐなげ ればならぬ。この柱の太さを決定するにはInrfJ員、耐良計算を

やらねばならぬ。注意深き計算の結果、割り出されなり ればな らぬ柱の断面が . 過去の経

験 より 5 寸角と か 4 寸 5 分角 と定めら れてゐる 様では完全な木造建築は出来ない。

方杖を取付けると! 耐足、耐風的になると 信じ. 丈夫な方杖を粧と梁叉は小屋 との間 に設

ける。方杖は合理的に取付けるならば、有効に{ 動〈が 、不合理な方杖は柾 を切断する。 こ

の不合 理な方杖 の錦 、桂ｾ切断され倒 壊 した建物 は ｭ￭｣ 限りな〈 ある 。故に方杖ｾ 設ける場
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第 9 岡 京 都 市 某ノj、第 校

木 造 の 柱の上 に銭 骨の小 島 を 組んだ もの

合には 、方わl より俸はる力に抵抗する 事

が出来 るTごりの佐を設計せなければなら

ぬ。

小屋組

小伝却は西洋小屈を用ふ るならば先づ

安全である 。過去に於ける幾回かの地民

に際 して家は倒れても小屋組は少しの叫

傷も受りす' ，} ，原形をそのまま残して ゐるり

今回の艇風によ り倒壊した諸建築に於て

も、憎ら しい程小屋組は無傷で残ってゐ

る。( 第8 闘参照) 考へ様によっては今少し小屋組も弱 し 家が倒れるときは小屋組も破壊

する 位の方がよいと思はれる。しかしこの考へは反封であって. 小屋組は力感的であるの

に反して、他の構造部材が反カ接的であ るからで あ る。故に今後の建築には小屋組と間程

度の強 さを 持つ柱、梁 、 壁骨豊等ｾ設計 すべきで ある。

か〈まで強き木造小 屋 組ｾ肉 弱 きと考へ、在来の構造手法の木造建築に鎖骨造の小 屋 組

を架しに;恥 j 、接校がある。しかも この鎖骨小屋組を用ひ? こ建物は特にスパンの大きな講堂

を持つ ので も な し 小さい部屋が二階一階に並んでゐる中廊下式の建物であ る。第 9 凶馬

民は共の小屋裏の潟県で あ る。

この建物は桂太し 壁多 し 大 き な主主主?持fこなかっ7こので今同の! 瓜に よっては一部庇を

飛ばしに のみで 、倒壊 を菟れ?こ が、若 し二階に講堂でもあつにならば或ひは倒壊 しに ので

はなからうか。倒 壊 しに場合 、 鎖 Ｇ ｬ ｾ ソ ｪ 、 岸 Ｎ組は何の ｦ 誌に設りにかと疑はれる。

柱と* 屋組

西洋;J 、が; 組と桂の連帯J; 部分が特に弱き錦、在来の木

浩家隠は直 に姐形が卒行py去を形になる。矩形が卒行間

溢形になる事は家屋倒壊の第一歩である 。普通 この部

分に方杖を用ひて制強する のであるが 、室内の開裁に

重 きを置いて、この 重 要な方制ｾｾ刑ひてな い 講堂 、雨

天鴨操場は皆倒壊 してゐる。

兵庫肱下の某小事校講堂に於て種見しに一例で ある

が、こ の方杖材として 2 寸丸太を用ひ 、第 1 0 闘の様

に釘附りにしにの があ る。第 1 1 闘潟員によ りて其の

一部を察知する事が出来る。こ の様な方杖に信頼出来

る建築家もあるらしい。

ブtJ { l J : を?用ひて ;J、民組と桂を結合するならば 、小屋組 第 1 0 凶
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第 11 閲 兵l i I ( 蘇下茶小製校 2 寸丸太に て方杖が脇工して あ

る。 しかも方杖の溺端 は釘づけである。

第 13岡 大 阪 市 ｾ 小製校 2 階梁 のN:置 に て柱 が折 れ る。

の合主主、陸梁 とお:: {t>一つの材で結ぶ様に設計し、同時に方

杖より停はるカを柱で受ける事になるから、この杭の設計

には充分注意 を銚は ねばならぬ。方杖 より 柱に体へられる

力 を無親して在を設 計すれば、相営大なる横の力を受け た

時には、必十柱は方杖の部分から折断される。第J1 2 聞は

ギt が方杖の部分にて折断し倒壊しにものである。

第 14岡 京 都市 某小撃校 Ｚｾｴｴ 材 の 筋主 ｅ は ζ の

様 に狩出l して筋透の効果を充分焚拘Iせ ぬ

柱と梁

柱 と梁の結合部は木造建築のー弱黙である。地麗ブ-; {t>受げ倒壊しに二階建家照は99. %ま

でこの部分で桂が折断し. 恰も卒家建家F壱の如〈なって盛る。風laEによって倒壊しに建物

は地主主の場合 よ り向惨めである 。二階建家屋は二階の部分も一階の部分も共に倒れるから

である。この際柱は皆二階梁の位置にて折断される。共の理由は云ふまでもなく、二階梁

取り付げの魚住に大きな柄孔を穿げる。そしてその部分には大きな償力が作用する放にこ

〉で折断するのである 。四方 より梁が取付〈位置に於ては. 校の断面積は殆んど無いと云
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第 15悶 ー京都市;tt /j、撃絞 釘 づ けの筋 ［ 怠 は 引張 Ｑ ｊ に ｉ ｾ 無 持 抗 第 16岡 京都市茶小祭校 賞材のwi 主主 の符折 したものと れも

筋違の究bな し。で あ る。

/  

i).""; 18岡 京都市主主小母校

4 策 17岡 京都市莱小製校 との額の筋誌なら

って よい科 減 じられて ゐ る

直盤ブJ のみ を受 けてゐ る聞

は これで も 抵 抗問来 るが 、

ぼE緊縮鍛i惑は符折 し、 写|張筋症は効果な し 一度管曲力を受げ ? ことき に

は 直に折断する。

X' 138 

第 ＱＳ 闘 寓 真 に てこ附 梁 の 部 分の杭 が 折ｩＱｦ ｾ れてゐ る

欣況がよくわかる 。

筋 這

耐震 構造 、耐j員構 ift の花 形は 何 と云 つ でも 筋 違で あ る。

木 造建 築よ り筋 遣 を除 いて は絶 腫 に 耐 長 耐 風構造は ｾ ｉｉｉ 来

ない。 筋違 の効果を充分護 揮 し、今回 の声n主眼風 にも少

しの傾斜 を認めな い建 物 fこらしめる には筋違 の大さ は杭

と同 寸法の もの と しにし、。貰 材 の類をゑ;1めに釘 附け に し

第 19岡 京都市莱小挙校 民 材 の釘づけ筋違

が引張力を 受け筋惑の用 をなさない部分



第20聞 大 阪 築 港 莱 倉 庫
第21聞 大 阪築港菜 倉 庫 銀i迷を挿入する なら ばと の様にす べ L

第22聞 大阪築港某建物 鍛材を用ひても筋主主なけ ればか〈

の立日し

貿' !23闘 兵庫廊下茶小母性校

て完全な筋違入りの建築と考へてゐ fこのでは、何時までにつで も完全な耐震、耐風建築は

出来な い。

苦々 に示す第 1 4 園以下の潟民主? 見れば、こ の種の筋違が如何に 無意味であって 、桂の断

面 と同一断面の筋遣を有す る建物が如何に耐震、耐風建築であるか Y 一見して明瞭に知り

得る。

第 1 5 闘より第 1 9 固ま では貫材にて施工しに筋違が、外カの潟、破壊 しに賓況である 。

こ の建物は こ の筋違があっ ＿ こ魚 、 倒壊を菟れにもの Ｑ ｾ ら うと 思ふ事も一つの考八様ではあ

るが、この程度の筋違ならば買の筋違の用をなしてゐない。何とならば この建物は倒壊こ

そ菟れにが再び使用する事が出来な い程損傷してゐる。筋遣を真に筋違 として 働かし . こ

の程度の風墜に謝して被害なからしむ る震には 、柱材と 同断面の筋違を用ひねばならない。

叉こ の種の筋違は草に共の南端を釘に て打ちつけ てあるのみであ るから第 1 5 圃潟真の如

し 其の位置を移動し. 引張材 として の用をなしてゐない。

第 2 0 聞. 第 2 1 守岡潟虞は大医築港の某倉庫であっ て、 風と高潮を受け 、簡寧な鎖骨家
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，乙寸吹大司方段.

{喧よ1 倉Tつけー

ギ主ヰ主は斤1亙' /" 句;) / ち曳汁

舟1fi '!' '- '手 勢 サ ず

そ支え3 ， .:24 切 吋 阻

｛ 長 が 悦壊 されて ゐるＨ第 ＲＲ 闘参 ＡｹｾＩ 場所に於て、建築物は

構造的に何等の損傷をも受け てゐない。 これ賓に 完全な筋

違 の存在に よるものであって. 若しこの筋違がなかったな

らば倒壊しにこ色、思ふ。

控 柱第24岡 兵 庫 1豚下茶小率校

講 堂 、雨天鰭操場の如 き建物であって 、壁鰭が雨端の他にはな し張関の相嘗大なる も

のtこは 、側壁の柱に控桂を設りるのが普通で ある 。

第 ＲＳ 園及び第 ＲＴ 闘に示す ｾ校講堂 はこの控桂が片側に のみあ って 、 片側には無かつ

1: ので、控柱のなき方に建物が傾斜し1: 。勿論この講堂はそれのみに起因するものではな

し 他 に 大 なる構造的欠払を持ってゐる事に因るものであるが . この持桂の不備であっ fこ

事も建物傾斜のー原因である 。

鈴桂は地震力や風1霊力を受けない時には大なるカを負婚するものではない。併し一朝有

事の際 lこは非常に大なる力を負換す るも のであるから 、この有事の際に完全に共の効力を

護概する事が出来る J様に施工して置かねばならなし、。

然るに在来の控，住の基礎は賓に貧弱なものであって 、投柱に引張力が働げば浮き上 るし.

第25間 a 京都 市某小製校
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第26闘 京都市来小耳鼻校講堂



ｌ ｉｦｾ 縮ブ ｪ が 働

げI H也中に

めり込む。

こんな按柱

は何本あっ

ても Ｑ ｾ には

Tこ〉ない 0

Ｒｦｾ・ ＲＵ 闘潟

買は今回の

風で一寸傾

斜した建物

に一時的に

設けられに

控柱である が、これなら如向なる地位i. ) l ¥に封しでも貧

に有効に働〈 様に 思はれる 。 この様な控粧を卒時 よ り建

築物に設りてこそはじめて耐謀、|耐風建築 主云ふ事が出

来る。( 一寸断って世〈が. 必十しも控柱は建物の外に

/1¥さな〈ても設げる 事が出来る) 。

室の配置に闘して

建築物の強度は建物各部の構造手法の強弱 によ りて左

右される所が大きい事は勿論であるが. 室 の配置方法 壁

帽の位置等 も建物の強度 を左右する 一つの画数となる 。

建築物は建物の各部が一様な跡、さを有する様に設計す

るのが理想的で あっ て、一部に強き部分あり 、一部に弱

事部分ある等の如きは、面白からざる 事である 。建物の

倒壊傾斜の原因は主としてこの不卒均な強さを有するこ

とであって、 建物全簡が一様な強さを有するものは. 比

較的大な る力に抵抗する事が出来る。

京都市来小事校総蛍

第29岡 京 都 市 菜 小 祭 校 料 金

京都市某ノl、製校の講堂の傾斜は 、貨にこの不平均な強さを有する建物のよき例である。

本建物は 16聞に 8 聞の木造 2 階建でるる 。 1 階は玄闘. IJ 疑問 、感接室 、校長室 、職員室 、

合議室等の比較的小室より成るに反 し、 2 階 は一端に 2 - 3の小室を持ち 、他端に階段室を

持つ. 幅 8 間長さ 13聞の講堂である。今回 の風塵により l 階は少しも傾斜してゐないの lこ

反 して、 2 階は講堂の 中央部が甚しく傾斜し、雨端に近づ〈に従っ て其の傾斜 は 緩 し ノj 、
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第30岡 京 都 市 莱 小 拳 校 講 堂 第31闘京都市莱小型基調草堂

室ｾ有す る 側 ｃ は殆んど傾 斜 して ゐ ない。第 ＲＶ 圃潟民より 第 ＳＱ f劃潟真までは共の講堂

の内外部を示しにもので天井の轡A献態により 、よ〈建物の替他欣態 を察する事が出来る 。

小屋組と証の聞に方杖が無ければ、柱は 2 階の部分にて折れか〈の如〈傾斜する。若し耐

端のノj 、室がなげ れば営然倒壊しにものと考へられる。

上記の刻で明かである貴川 、大きな室の構造手法は勿論耐24的 、耐j民的にすべきである

が特に大なる部屋に接しては小なる部屋を誼営に配置し、この小室が、所調耐震室となっ

て、地震 Ｎ 風に抵抗する様に建築物の卒面計聾ｾｾ行ふならば、建物全韓が強〈なり安全な

木迭建築を造る事が出来る。

然し木浩建築は鍛筋コンクリート迭の如 〈 剛強なる床仮ｾ持 ｦ こなし、から、所調耐長壁な

るもの〉効果は官会り遠〈まで及ばない。

上 記の例は其の よき賞例であるが、これも天井裏、床長に水平の筋違を挿入するならば

或る程度までは床を剛にする事が出来る。

この意味に於て根太を斜めの方向 lこ設〈る事は賓に有意義な事と思ふ。

特に大なる室は木造では幾ら注意深〈設計しでも、完全を期する事は困難であるから.

これ等は銀筋 コンク リー人或ひは鎖骨コンクリート迭となし、教室程度の ものは 、教室

と教室の聞の壁を木造耐震壁 とするならば完全な耐長 、耐風建築とする事が出来る。

著者の提案する木遁耐震耐風建築構造の概要

著者は先に本誌及建築身具合誌上に fi耐震木造建築への一考察J ￨ 題して ｾｩｴｬｬ 戸高等 工 業感

校内工業科皐博物館の設計に際して使用しに各種の木造耐震法を紹介しに。

今其の構造手法を用ひ て著書校建築の設計例を示す前に 、風によりて建物が如何なる作用

を受げるかを設明しゃう。相嘗早き速度を有する風が建物に作用しfこ場合、建物の形} 伏、

窓の開閉等の欣況によって、建物各部の受りる盤カの影響に闘する精密な結果は何れ稿を

1) 建築と量土曾 昭和 7 年 10 月続

建 築 雑 誌 昭和 7 年 11月 畿
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負g 3 2岡 京 都 市 来小学 伐 火世叫品川)Yr ;}三位級 iJIIWrr の 屋根 は 内

部 に 入 りたる 風に よ り吹 き飛 ば さる 。

第33聞 大阪市茶美 術館 ｬ 試の内国 ｾ Ｍ ｊ ｊ に よ り 天 窓 ガ ラ ス飛散す

改めて記述 する 事 に して 、今回は共の大田告の説明に とY める 。

7.1<卒方向 の風が建築物に作用 しに場合のみ に就いても、

1. 風l監が建物の側面. 屋根面に外部か ら作用する 外魅 力

2. 風 が窓出入 口 等 か ら 建物内に入り込 み 建物 の 内部から 屋 様 壁 等を ｩ ｾＱ す内限カ

3  建物の風下に 於て下よ り宰前 上方 にl汲上げ る吹上力 (22支持法科ヂ)

4.  建物の突IH部にj瓜を含み、建物を持ち上げ様 とする吹上1)

等が生じ る。( 回遜卒事博士著、耐震建築問答34 一部頁参照 J

風は上記の場合の様に水卒な ものにげでは な し 渦 を?迩ーさ ながら進u 場合 もあ り、 早 き

漣度の j試が急:に静か になる 場合等 もあって 、賓際の j伏況 は極めて複雑で簡草には取り倣は

れな い。叉上記の如き 諸性質の風が同時に作用する 場合が多いので、破壊の欣況 もまちま

もである。

第 3 2 圃潟民は某小撃校の天文蓋の ドームで入口より j試が中に入り込み. 前記内l蛍力を

受付 吹 き飛ば されにも のであ り、第3 3聞及第3 4闘は3尺 x 6尺の網入i E 2 分厚ガラス 張り

第34聞 大 阪市来美術館 第35幽 大阪市業公 劉温室
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第36岡 京 都 市 公 合 堂 調ｾＳＷ 歯 ｬ 大阪市ｾ令量ｉＺｦ ｬｾ 告塔

~ ‘ 、、『戸、『

、』ー.

注 .

一
、炉・ー

2事38圃 同 上 i基 礎 第39岡 京 都 市来寺門

剖 144

の天窓、が建物内に入りたる風の作用にて内部より吹き彼ら

れTこものである 。

第 3 5 闘篤真は風の外! 堅力により破壊 され f: 温室の一例

であって、 ドーム の硝子は完全に 1 . f 1cも無レ。

第 ＳＶ 闘は窓硝子を外 Ａ￟ｾ ブ ｪ によっ て破 壊 され、内 盤力に

よって 、屋J伎の一部を吹き飛ばさ れにも の 〉様に考へられ

る。

第 3 7闘第3 8闘は外盤力に よって倒され f: 威信・峰 と共の

基礎のよ宇治!日会示 しにも のであ る。第 3 9 闘は風により戸扉

が閉 めら れ其の戸扉に風が作用 して倒壊し f: ものである。

第4 0闘より第4 2岡潟民までは吹上力による 被 害常民で

あって、第4 0闘は吹き飛ばさる〉以前の もの 、第4 1 凶は

吹き飛ばされたもの 、第4 2闘は吹き飛ばされにものが隣り

の校合の屋様を破って突入したも ので、 風の 強さ の偉大な

第40圃 京 都 市 某 小 事 絞

• 



第 Ｔ Ｑ Ａ 剖 京 都 市 来 小 ｾ ｜ 校 第421胡 京都市某 小与も校

のにー幣する 。

第 ＴＳ 闘 は Ｍ ｾｴ 拝殿 の 倒壊 せるも の で Ｎ これ

は外座カ. 吹上力を同時に 受り 1: もの と考へ

られる。

上言I:lJti 葉の潟inにより、 j員のi波壊作用 の差

異 を大田告察知 する 事が /+11来 ると 考へる 。

如何にすれば地震に封して、叉風

に劃して強き木遁建築が出来るか

今凹 の風!I; 風によ って倒壊 し仁木造建築が皆

力態的に悪しき種々な貼を持ってゐるこ とは

既に潟県 と本文によ って詳細に説明しに。今

再び其の欠賠を取組めて述べ ると 次の様である。

負ii 43悶;: 京都市新日吉市|惟拝殿

1.  基礎 と土慈 、土事: と柱の連結が完全でない。

2 .  柱と小屋組の連結が完全でない。

3 .  小屋組 、梁に比 して粧が細長過 ぎるコ

4 .  キt に柄穴が多 〈、共の断面が非常に弱められてゐる。

5 .  風や地誌の時に質際に役立つ綾な筋遣を持ってゐ ε 建物は殆んどない。叉筋違の

使用法を誤ってゐるも のが相官多し筋泣があっ? こが翁に破壊さ れにも の もある C

6  支柱、持粧等が不完全である。

7 .  窓出入 口の締法が患い。

各室の配置方法の如何が建物の強さに大きな影響のある事は明であるが、上記の諸欠黙

を無〈するならば、或る 科度 まで完全な 、耐風耐震建築が出来 るo これ等の諸欠鞘を柿ひ

術進んで、カ &} I : 的に意義のあ る機法を採用した ものが . 著者の提案する木造耐民耐風家屋

構造であ る。 本締法法ｾ再ぴ認に述べる事は紙撤が許きないから共の詳細は前記建築と枇
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合〈昭和 7 年10月披〕及び建築雑誌( 昭和 7 年 11月蹴) を御覧願ふとして 、主主には著者の提案

する 諸 構 法を用ひて設計しTこノj 、感校建築の骨組TJ r，.闘を紺介するわ

第 4 5 闘は小寒具校建築の教室の部分で、特に教室 主教室の境となる所である。こ の部分

は所謂耐長壁‘ 耐風壁 と構するも のであって 、依力に劃する抵抗はこの部分が負臨する の

である。こ の部分の特徴は 、小屋組がな〈 荘 及び問粧の延長が合掌を支へる のである。枝

は 4 本 . 間柱は 2 本より成ってゐるから共の中聞に柱及び間柱の材主同断面の筋違が挿入

される。

毎年怜回 数宝石苦件降断面

協喧 八北尾ピ T主1がト悶街並7疋n

用ヒ芯主 ｚ ミピ 市 Ｑ 本主 ｴｔ 首 ｬ ｾ 敵ヶ

ヰ主 T盲1主主 ιハ 芙，主t.J長 z 方h

ノ 下 ｌ 叫ｾｦＷＡメトｽＮ

1 1同4 t i

府

首L

e[ >ノ静 p 八特= 意%' 考県ι

滞マナι 輔 、兎食物7ヲTサパレ

この筋違はむ:及び間柱と共の各交 黙に於てボールト締めとするから 、横カが作用しでも

其の形をきをへなし、。其の要所要所には特殊の補強金物を以て補強する。

第 4 6 闘は教室の部分の機治法である ) 2 階梁は 3 枚合せ梁或ひは組立梁等となし. 粧

との緊幸討を完全に する。

以上は似〈簡J i i - な 1- 2例 に過ぎない 種 々1C る柿強金物、材 D 組合せ方法等に闘しては

別に 稿を改めて書ｾ t: い t 思ってゐる。

X I  1: 46 

J 士 y t;e

m口 、J

『木造建築は果して風や地震 に弱いか」 との問に封して 、私は否 と叫ひγ こい。其の設計

さヘカ接的 であ れ 合 理的であ るならば 、木造建築は充分耐風的であ れ 耐震的 であり得



る。

，fI:.. 

*  

;; ;t久イ缶友

涛 '1-(， ｾＱ＠ 対 与 町 田

'  ， 

ｾ ＧＺ ｾｩｾ Ｇ＠ ｚｾ 日 ｩｅ

孟 議マ

木造建築{ f 撤控して 、盛に鍛筋コンク リート化 を叫んでゐる有識者が相嘗め る様であ る

が. こ の人々は 、何故 に木造建築が今回の艇風により倒壊 したか、傾斜しに かを考究せする .

叉如何にすれば木造建築を耐風的 、耐民的となし得るかを研究せ今 、木造撤駁論を郁へて

ゐるのである。

手手 k 建築家は無定見にこれ等の意見に賛成する 事は 出来ない。

経費さへ許すならば、全建物全鎖的コン クリ{ ト化する事は都市防衛上、 災害防止上非

常に喜ばし き事は勿論であ るが、者11舎の中心{ f 遠〈離れfこ田舎のIJ、接校等で 、経費の泉市 よ

り餓iri 'j コンク リートイじする 事の 出来な い地方に於ては、強ひて鎖筋 コンクリート の校合を

遣るよりも 、力感的に設計 された木造建築を建て るべ きである。

地民やj東に封レて木 造は弱〈、 鉄筋j コンク リート 浩は強いと 一般に信じられてゐ るが、

これは間違つに考へであって. 木迷建築は必十しも地民や 、夙 に封して弱 t は無い。

我 k 建築家は 1 白色早 し 完全な木造建築を逝1 ) . ilt 人の この誤まれ る考を除〈様努め

ねばならぬ。

一 一昭和 9 年10月20 日 一
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三 ;W貯炭場 F レ ー y ( 此花区梅島町 1丁目 〉

日本染料合最上西淀川 の住宅街の滋路〈幅員約 4 問〉ρ 塵芥放置

; 伏況( 此花直春 日出町〉

日本 ピー凡鍬泉株式合枇 宅々〈尼ケ崎市南f s /J }:1; 町〉
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附近 に稼 りし数十戸 の位宅は余郊流失 L 、唯北港温泉の主慢

のみ残る〈此花鹿北港〉
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関 西 風 水 害 の 調 査 乞 封 策

災 害 調 査 委 員 曾

今回近畿地方を中心に襲来せる大風水害は誠に未曾有の大災害を短時間に惹起し、従来

の記録を蹴破せる惨害を近代文化石? 誇る大都市に現出せることは . 誠に遺憾至極にして 、

之れが調震と針策は我園建築界の将来に封し、我閤文明都市の将来に劃し必要にして且つ

緊急: なる事柄なりとし、我日本建築協舎は直ちに必要なる珠算を計上し. 災害強度委員舎

に其調夜主活動を促がし来ら れしを以て、委員舎は直ち に各委員諸君 主舎合して . 現地潟

民の 撮 影及調杏を開始し ｅ つ時 々合合を開き、進んでは風 害の 真相 ｾｴ こしかむるためＮ前

聞大| 仮測候所長の意見主，:， tこ〉き 、!]、事校倒壊に劃する 方面の調奈及工場 、倉山被害の欣泌

水害の賓況、住宅の被害等夫 k 硯察見害発を重視し、E 之れが調布に就い ては各委員の熱心

なる活動によりて、本誌に共第 1 報を報告し得ることは本委員舎の頗る感謝に堪へぎる所

なりとす。

想ふに文明者11市に於げ る天災の到るや、必十しも偶然突然の出来事ーにはあらぎる様に莞

ゆ。文化石? 誇る大都市も共機株老大なるが宗主めに、到らぎる幾多の欠陥あるペきを? 知らし

むる Ｗ こｾＮ或は卒時の安寧によりて所謂非常時の災厄を忘る〉如き傾向を戒 ￹ る ＱＺ め ｬｏ 年

20年の;様月を経て . 時に 人心を潟! 到する如 き災害 を腕時に放下する様にも考へらる。! 孔害

の製* は今次に限 らす¥しかも共災厄の強猛にして. 可憐なる幾多の児童の生霊を奪ひ、

海 港の卒来日を ｪ 昆貧 ｌ せし め て丈徐の 高 潮を上陸せしめ Ｎ 病者幼老ｾ溺死せしむ る に至りで

は、天の無情 ｾｵｾｰ つよりも、人智 の 不用意 Ｎ無頓 着 、不準備 を戒 むる時と場 合 を考へざる

もの〉様である。

乍然、現代文化都市に 在 りでは、此種の災厄は決 して珠防せら れき' る事柄でなし、。此頃

高潮の政知を叫ぴ、紀淡 海 岐開口附近に大 工 事を＿と の 庄ｾｾＱｉＮｬ Ｑ ぶ 人 ｫ の設 に耳ｻｴ＾ ｦｬ 頃りて聴

〈よりも、我大大阪者11市の成立 と腫史と地盤と港問との現献を直硯 し、大都市[ の面 白にか

げでも、我大阪市の如きは建築物の向上改善 を謀ト土木港湾の攻究改良を途げ得ざる事

やはある。

今回|到寝 せる ノj、製校の大部分が10年前後の議月を経 f: る木造校舎にして 、よしゃ今回の

災害 な〈しでも、既に大修繕期に近〈して共改築修繕を怠りたる如きは一般工場の被害 と

其轍をー にする事を知りて . むしろ嘗然の事買なら十とせんや。

新進の校舎、工場、共他の家屋のt員害は定に不注意. 不用意、或は無頓着に師着すると

いふぺし我建築界の恥辱でもあらうではあるまいか. よろ し〈将来に警告す るの必要が

1 4 9  ｾｉ＠



あれ且つ之れが劉策を講究すべきである 。

都市の非常時に闘する戒心と 響告 el i . 我建築協舎の絶へす絶叫する所であり、叉雑誌

に. 講演舎 i二、建議 に、共誠意を護表して居る のであるが、須ら〈今回災厄の大犠牲を意

義ある天の戒とし Ｎ此 の大楠客ｾ輔じて幅 ｴ なすの機舎であ り、我大限府市の賞局者は将

来 に封して百年の大策を樹立 して欲しいも のである。( 波江悌夫)

なほ詳細なる調査、研究は順を迫ふて程表する心算である、ま fこ調査に蛍つてゐる委員

舎の連名は衣の通 りである。

波江 悌夫( 委員長) 黒 田 茂 ( 幹事) 浅 野 新 一 桐 本 楠 稚

佐 野 俊 三 篠 原 太 郎 谷 隆 夫 竹 内 政 治 玉置豊次郎

鳥 井 拾 戴 中島 智 喜 内 藤 亮 一 野村安太郎 本 多 正 道

松井清之助 三浦 術史 宮脇 晴美 7 } ( / 京大浩 矢 田 鎖 離

山 田 誠 山口 儀三郎 渡部 圭吾

塁手 校 建 築 の 被 害

今回の風水害に際し最も悲惨を極めに ものは謬校の倒局長で、あ った。 そこには職員 の隼 き

殉職あ り、可憐な接童の死傷あ り. 我 は々調査を する 毎に幾多の美談哀話に心を傷めに事

であつ に。

大阪府下に於げる倒民及大破損せる IJ、事隊撤は市内に 55校 、府下に 186 校、堺及岸和国

雨市に計 14 校で. その合計 255 校に及 び市内は金小撃校教 244 校の 22. 5%、府下は総数

273校の 6 8 %、場 、岸和国雨市の総数19校の内 7 4 % の倒壊をして居 るのであ る。その年

度別の統計は別表の通りであって 、市内 、府下共大正 11- 12 年の校舎が最も多〈被害を

受りて居るのであ る。

この年代は盛に校 舎を榊築 し＿こ時代であるが Ｎ 一方物 ｪＡｾ の 辰高時で而 も機材に米材 を多

〈用ひ? こ等の事もそ の一原因ではなからうか . 叉技術的方面でも闘東震災以前の事でもあ

り、方杖、筋違、或は金物の使用が不充分であっ? こ事も素因のー つである 吾人は今回の

大災害に鑑み . 将来の製校建築 に針する充分なる劉策を研究す る必要に迫られて居 る、そ

の第一歩 として、 i剣J i i g) ( は大破損の各撃校の被害状況共他を調食 しに結果を蛮表 する 次第

である。

A. 大 阪 市 内

， . プ ー ル 高 等 女 皐 校

位 置 東成直勝山 通 5 丁目

竣 工 大正 6 年

制 160



θ キfttt

始 fを

第 1 闘 プ ー ノレ 女 祭 校

大正初年の建築としては非常に堅固であれ 小屋組 には相営の金物を使用 し、 梁材も断

固大で桂も 4.5 寸角t ' 用ひ 、外壁は横羽目になって居る、併し矢張り壁画の筋違は皆無で

あ り、又土議と柱 との緊結金物がなかった、こ の建物は第 1圃卒面の如〈東西 に長 〈南北

に短 いも ので而も路面より 1.5  m 上った地盤上に . 6 mの土蓋・を置いたも のである。倒壊

部分は玄関より 東部のみであるが、之は玄関より西部は教室及I廊下以外に階段室 . 闘書室

講堂等の突出部が多いのに比し東部は 5. 5 K の巾のみ であつに闘係であら う。倒康状況

はこ の部分が瞬間的に持上げ られ約 2 K 以上北方に移動して東端より崩底しにと の事 で.

他校の主n< 以前より勤務する 事はなかっ? こ様であ る。

潟真 1 . 2 は倒壊校合床上より 成存校合を望んr: ものである c

2 . 味 原 零 常 高 等 小 母 校

f立 泣 東 応 F味 l反町

竣 工 大 i E I l l p 

所謂好景気時代の建築で柱には米杉を使用して居る、この

時代の製校建築の共通的欠勤? こる土豪 t 荘と の緊結金物のな

重苦良 l  2事民 2

十

十

i  
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Ｑ ｦＮ ｾＧＱ 胤斜
↑  ｾｾ 長 ＰＢ 円庁主

予付則a.1ノ長T

Ｏ付 ｬ 白ヌレ付 し ま ＡＮＱｾ
2 付 裁 量

主
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レ
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影
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待

千

特

例

主

f'. L  G.vI'，u..r 

ff ぐ). 1- L  ;f;-X 幽

...1L-

ょτb序2 1"

きを 1 1

I S 

4 k  

第 2 箇 味 原 小 撃 校 卒 商 略 図

潟民 3 味民{耳i 常高等小与も校主並行;; jl お良 4 ｛ｬｊ￧ ｽ Ｉ ［Ｈ小 ＲＳ 主 佼倒 ［ ｾ

い事及壁 に筋違のな い事等を倒壊原因 として恕げられる 、第 2 闘の運動場から南側の 2 階

建 8 数室が教室側から のj氏によって 倒壊しにのであ る、運動場 lこ南面する階 下脳内腫操場 .

階上敬室の建物は約 0.3 m 位f頃斜して危〈倒壊を菟れて居るのは 2 階梁にプレートガーダ

ーを用 ひ. .EI. /J、梁も木梁にアング J しを以て補強しにもの を用ひ， 更に階下中央に 15 cm 筏

の中空箆鍛柱を用ひ であり 、屋様も鍛什 トラスである捌係 であらう。倒壊校合と残存続合

t の境界に館筋コンクリ { ト 防火壁があり 、相蛍に有効に作用しに如 〈である。潟民 3 は

その防火壁及残存校令の一部. 潟民 4 は倒壊状況を示す 、 向 倒壊校合並に残存校合の 45

cmx 30 c mの 2 階梁の雨端には各教室の雨端に於て約1 . 5 m の聞 に 18 cm 角の健梁佐用

ひて居るが、垂直方向の補強がなかったのは遺憾であっ? こ。
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3 .  中本第ニ尋

常IJ 、撃投

位 置 東 成直 南

中道町 3 丁目

立理 工 大 豆 4 年

校庭に面せ る校

舎倒壊の例である

が1 その廊下はガ

ラス戸入の壁で閉

ぢられて居るもの

で吹抜廊下ではな

い、 倒壊校舎 と劃

する誹堂は昭和 8

年増築のもので 1

階の荘 、 梁等ｾ餓

2署員 6 中本第二小』32校 残存校 舎

十μ J 4

ｴｬｾ＠

認を

i  I  ｾｦ＠

↑ f  
硝F  手 117 

J ' - -

ｉｾ＠
苛

向

一一 一. - 講 生一

ー ー ・ -::::'1清一r手厳守ーキ主主一一ー
日 |  7 ー レ |  

R会Dj " 等

第 31品l 中本第二ノj、製校卒商略闘

2事長 8 中本第二 点 ｪ 、準校伊 ｴｬ ｾ 袋現場
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で補強し、 2 階は中廊

下で 6 教室、屋根は木

造 マンサ ード ル 戸 フ石

綿 ス レ 戸ト 卦: で あ る

が、屋根の上部が刺 訴

しに のみで共他無被 害

であった。但j壊校舎の

小屋組を見ると既に合

掌尻の如 きは大部分腐

朽して居 るのもあ る、

木造建築の修理の必要 と使用年数の制限

貫主 4 闘 鶴僑第二小撃校卒商略岡

t

1

4

1

4

ゅ

ι

の要 を痛感しに次第である、潟a ' t 5 は同

校倒壊部. 潟民 6 f立地築部並に講堂の一

部. 害事実 フは残存校舎の軸組を示す、 8

は倒壊欣況を? 示す。

4 .  鶴橋第二零常小接投

イ立匠 東日空区鶴橋木野町

竣 工 大 I E8 年

他の倒壊校の小屋組は 比較的堅固なる

角材を用ひて居る に反し、こ の校合の小

屋組材は松丸太を 1 本叉は之を 2 つ割に

して 2 本用ひ て居る、比較的貧弱なもの

ｾｴｾ 民 ｾＹ 1l f¥橋第二小感校残存校舎

で金物は束 と合等及び陸梁 との接合部に用ひである 、叉柱は米杉 4. 5 寸角である、附近ー

幣に民家澗密 で、 南側校舎と道路を隔てｾ 2 階建民家があ る、始め校舎が格れて先づ南側

校合倒壊、一蹄の陸運動場に面せる北側校舎も倒壊、南 It に長き職員室の部分のみ残存せ

るものである 、北側校舎は南方に廊下があるが之もガラス戸入の下見壁があるもので吹抜

廊下ではな L、。 潟県 9 は同校残存部である。

5 豊 崎 第 三 尋 常 小 畢 校

佐 賀 東淀 川 区 Ｚ ｊｾＯＺｾ 崎 東 Ｑｭ 3 丁目

立書 工 数 祭 大 i E 5 年

講 堂 大 i E I0年

講堂は 8 K x  15 K 東西に長吉 2 階建にして北側に吹抜廊下( 第5 闘) あり 、倒壊J伏況

を見る に小屋組は悉〈 完全で桂の折れにものが多 L、o IJ、犀組部材は第 6 闘の虫n<、 合年: は

J !i cm x 26 c m、|珪梁は J 5  cm x  30 cm.  ｾ束は ｊＵ｣ｭｸＲＱ｣ｭ Ｎ 他 の束は ＲＲ m mゆ であ
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る、之に到して柱は 15 cm 角であ るから この建物

としては過少である 、車di 部と陸梁と の接合には何

等の有n弧 な < 15 cm x 21 cm の敷桁 の上 に乗せた

ｦｾ 民 Ｑ Ｐ ， ｾ是主的第三等 常小 要件校

のみであ

る震に 、

陸梁の木

鼻は敷桁

の上部に

於て勢断

され? 二る

所特に風

下側に 多 賀' } 6 闘

し、倒壊原因として

はノl、犀利 と軸部と の

媛 合 不 完 全 叉 筋 違

方枚、締金物の不足

等であ る。

北側校舎は スパン

9 m で南面に吹抜の

廊下あ り此庭にj鼠雪

合ん? ご と考へられる

黒占もある、小屋組は 第 7 聞

!i ｃ Ｇ ｾ ，＠ .2/ 何

「2 2 1

す

賀1; 5 問

ｓ ｨｾ 手 ｷ
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品

ゑ
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明
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川崎

、作

弘

』

可

品
市

本

企
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ま l訂

情説法

ｾ｣ＮＮ＠

婦 が r 今

Zバ汁・11リ ¥ｾ＠

Ki ng  Pos t ，合 竿は 1 3 c mx 21 cm ，陸梁

は 13 cm x  30 crn 民* は 13 c m x  16cm 

束は 13 crn x  12  ｣ｲｮ 合 ヰ ￨ｬ ｾ を梁の接合黙

に傾柄な し 16 r nmのボ ールトを陸梁に

垂直に用ふ 、住は 12 c m 角で 2 階建校合

として は極 めて細い、敷桁は 13 cm x  20. 5 

c m， 2階胴差は 20 c mx  40 crn で之に 廊

下側は 4 寸丸太を 70 c m聞に根太として

用ひである。南側妓合と同じ〈破壊AA態

は小屋組の合掌尻で折慣せ る ものも相嘗

ih 1) ，柾が抜れ1: る所甚fご多し. この校

潟員 11 大正小555校 舎も壁商に筋違 な し 小屋組 と軸部或は

2階梁と往と の接合黙の不完全な るに よ り内墜を受げて倒壊せ るものである 。潟真 1 0は北

側校舎の倒壊!U; iXである。

第 8 聞 大疋小墨校卒面略岡

6 大 正 奪 常 高 等 小 盤 投

位 置 大正直小林町 喜重 工 昭和 8 年 浸 水約 1. 2m
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m オ骨

衿 1 ' 1 旦桝

納

札

25 

逗議

叫彩八年

賀 ｾＹ 踊 泉尾 第 三小集校

昭和 8 年の新築部分の中蓮助場に南 l劃する校舎は 、l 階鎖骨ア ーチに木造雑作、 2 階は

木造にて中廊下を有する教室 、屋棋はマンサードルーフにて石綿スレート葺のものが屋根

上部を全部吹飛され1: る他無被害 、叉南北に長 き校令も同援昭和 8 年の新築にして無被害

灯

町

』
b

l

 

'
仁

寸

斗

|

|

l

A

f

k

ハ f.j; 反 12 泉尾第 三小み 絞

である。

雨校合に 2 ケ所鍛筋コンクリートの階段室を有 する 事 i立、木造校舎 として耐[Jt 耐j武ヒ誠

に営全得たるものである。本校に於ける被害 は目下新築中 の校合の倒壊であ る。南北及 東

西に軸組を終り 2 階床金張り瓦を葺〈直前の校合である. 殊に南北の校舎は水で. j IP流され

Tこるか約 2 K 移動せり、第8 闘は同校卒。苛見取闘. 潟民 1 1は同 安鵠存部であ るの

7 . 泉 尾 第 三 雰 常 小 準 校

位 置 大正区泉尾竹之町 3 丁目

唆 工 大正年間噌築 昭 利 2 年 昭 和 B 年 主 主・水約 1. 2m

倒表しにのは昭和 2 年増築の敬老であるが、之が持異儲は南 lじに長い校舎で風に手 rI'な

筈のものが倒愛しに事である。之に反して運動場に南面する比較拘篠| 牛の患い講堂が無被

害 である c 之は雨端に防火墜を有し l 階講堂には錨住 3 本の上に鎖骨梁を載せ、更に外部

木柱は 8 寸角を使用する等非常に堅田な 建築の矯でめらう。 ( 開閉 9 、主署員 1 2参H日)

8 曾 根 崎 尋 常 高 等 小 撃 投

位 置 北区 小松原町

竣 工 明 治40年 其 後 櫓 築

校庭に南面せる最も古き校舎. 階下 6 教室 、階上 2 敬室共他 t ; 倒 援 しfこ、この校舎の取

下は北側にある . 之に緩して館筋コンクリ ー トの; 交合並に講堂があり、そ の南側に i 階を

煉瓦積にして 2 階木造の古 い校合も傾斜 して居る。

潟民 1 3は倒壕校合 を示す。

1 5 7  X I  



第 ¥0闘

ぢY:¥i台、川 岸

R C  
潟長 13 合総向者小母性淡

古車lT 

干 司 ｾ Ｐ 祇 Ｉ ｾ

9 . 泉 尾 第 二 尋 常 高 等 小 事 校

位 置 大i E ] M; 泉尾竹之町 2 -J 目

竣 工 大正 10年 増 築 昭 和 2 年 浸 水 約 2 川

什w

- f官事| 丈A判長鴻 1

:::- y暗号芥 旦

;l ir ヤ手

責主 11凶 泉 尾 第 二 小 挙 校

XI 158 

ｾ事 司匙 ｌｾＭＭＭＮＮＺＧ告
一一円 ｾｪ ，同ＮＢ， Ｇ . .  

倒壊 しfこのは吹抜出

下にて運動場に南面せ

る大正10年及昭和 2 年

の建築の校合である 、

この東端に防火壁あり

之が倒れか〉って之に

援 する 校舎傾斜、更に

之に接続する 1 階雨天

開採場、2 階教室の運

動場 に西面 する 校合は

鎖'円-佐佐中央に 3 本用

ひ. 鎖骨梁を有し 2 階

は木造桂の上に鍛'自・ト

ラ ス 2 m 聞に か〉るも

のが軸組はそのま〉に

して 屋根が飛ぴ 、天井

が薄 ちて居る。
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久
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市
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ヰ主村チ角

第 12同

4に

h. . t : t 担ふ士 t;，.. b ;J f  

苦い i -.，JL'ヰ‘ 手守

ｾ し必 や / 0 ' けj ，l " I  ｾ 必舛

勘ザ主

1 0. 神 津 零 常 高 等 小 接 投

ｦｾ ｴＺ泣 東 淀 川 底 今 泉 町 竣 工 大正 4 年其後. l f l 築

南側校合は大l E 4 年の建築にして北側運動場に面して廊下あり 、壁韓 には 筋 違 な し t i

は Ｔ 寸角、昭和 Ｘ 年 Ｖ 月に土ｾｾ耳元答へぐ憶を入れて補強す、 その潟か 、桂の附折れな

く、吹抜かれ宇壊傾斜せるのみにて倒壊を菟かる、北側の講堂は 1 5 K x 1 0 K にして大正

10年の建築にて 、昭和 8 年こ〉に移鱒せるもの、柱は杉 6 寸角、北側壁面にのみ控住あり、

之は土事と離れ叉は 、基礎共に消出して約 10
0

の傾斜をなす。

1  1 . 香 装 尋 常 小 接 投

位 置 西

淀 川 匿 御

幣島町

北側に

吹抜廊下

を有す る

卒家建校

合の一部

倒壊せり

その北側

の 2 階建

校舎は第

1 3 圃 に

示す如〈

新華平生

杉村裏

+  ニT詰干- #量動

平

尾

色 →+ 

| 制|

.  r.弘

第 13圃 香袋小事校卒商略圃

' 59 X I  



第 良 14 都品工業率校製i凶室の傾烈 篤民 15 都 島工業相撲場の倒壊

苦言長 16  向 上

に、昭和 2 年奥丹後地震直後に tlli 強し

にも ので 、 その矯か約 6 c m移動しに

のみで倒壊を? 免れて居る、補強として

は杉 Ｔ 寸角 の柱に Ｔ 寸 角米 ｴｩｾ { t ' 添桂

とし . 教室の間仕切には佐を入れ 22

mmφ ポールトを筋違 として締 付 し

このボ ール トの柱と の接駄では柾に め

り込み . 叉ボ ールト lこ沿ふて壁に亀裂

が あ り 、 之 が 有 効 な り し を 示 して居

る、叉桂と梁の接結には方あl { t ' 用ひで

ある。

1 2 大 阪 市 立 都 島 工 業 畢 校

位 置 北区善 i原寺町 3 丁目

竣 工 大: A. 15年( 木造官官 は奮校舎を移縛〉

木 造 2 階建工場傾斜 スパン 6 K 桁 行 20 K の卒屋家主? 大紳築造として 2 階建に改出

せるもの に して， 2 階 は製闘室な る馬木造間仕切壁 2 ケ所あるのみ 、 2 階は傾斜 5
0

_ 6
0

にして使用に堪えす
" 1 階は傾斜な し. この傾斜原因は犬神祭主主なる 事及び 2 階 に壁鱈少

なき事を奉げ られるであら う。潟.i J i t: 1 4はその 2 階の間仕切壁の傾斜ぞ示 すも のである。

同校相撲場上原倒壕、南側に館筋コンクリ { ト3 階建の校舎あ るに 拘らすべ火上げ られ て

倒壊 す。吹抜 きスパン 5 5 m 角 の四本柱 、軒高 3. 6 m 入母屋造 スレ ー ト茸 、四 本桂は係

26 c m のもの を埋 立 てにものであ る、之は屋 棋と桂の接合に貧弱なる金物あるも周五? 矯 さ

す柱 の川部 弱き ｬｾ ( : j } 1 I I 立の矯腐符す) 及び屋筏の重 すぎし事 により倒壊せるも の と考 へら

る。 寓英 1 5及び 1 6 はその倒痩賞況で 、 1 5は東側より 1 6は北側より撮影しにも のでめ

る。
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1 3  大 阪 市 内 各 小 愚 投 倒 墳 燃 a 潟 蝿

篤反 18 北思 古 日 比 ［［Ｚ ｬ 、 Ｇ ｨ ｾ Ｇ 小製校

軍事長 19 魯滋 賀宇二尋常小拳 佼

潟良 20 総 江第二小泉校 ＺｆＮ ｾ 良 Ｒ Ｑ 天王寺第一母、'ijf 高等小事校
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Ｍｾ 一ー す 一一 τ ｾ 一 一「 下寸 て 搾ず で

常民 24 南百済尋常小準 佼

B 堺 市 方 面

1  . 府 立 堺 高 等 女 皐 粒

位 置 堺 市 東 ノ 町 東 一 丁

ｾ良 ＲＳ 回 遊詩t 常ノI、与校

¥.  .  

d  

軍Z民j 25 市街務宥;'III' /J、事校

補強ｾ施せる Ｑ 誌に倒壊を菟れ＿こる遡例である、先づ各校合共外部に搾粧を有す、 Ｒ 階鐙

教室は第 1 4闘左側及び潟県 2 6. 2 7 に示す如〈米松 5 寸角の控荘営基礎に金物で締めで

あり、叉柱には添桂が用ひである 、之が充分に抵抗 した矯か . 2 階建校舎の傾斜は殆どな

かっt: 。室内の方杖の用ひ方は潟其 2 8 及固に示す如〈天井下に於て桁を柱に取付 り柱の

所でな〈之に梁の方杖を取付けるの し E署員 2 9 の如〈柱の所に方杖を付げるのとあるが

兎に角全校舎に之を施して居る卒家建の講堂も雨天腫操場も略同様に方杖及び按柱を用ひ

であるが、略南に面して居る雨天開操壌では多少の傾斜を して居 るが、 = ープレ ースと控

柱との接結に於て、控佐の柄が移動して本荘が折れて居るのがある 、第真 3 0 は之を示す

之は 控桂とヱト柱 との取付けボ { ルトが無かつ fこのも一因 で、叉如何に方杖が有効に働〈か

を示す事にもな る。
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第 14悶 堺高女平面並各部詳細
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事 Ｓ 反 ＲＹｾ 堺南女方杖 、 取付 け

事足，A4.'T

i

1

1

 

1

1

J

F

 

、

/

、

t

勺

堺高女教室筋違

λ が

十字;

A 一一一ーー

叫 L信仰守

堺高女控粍潟民 30

堺 高 等 愛 泉 女 畢 校2 .  

篤員 28

堺 市東 ノ 町 東一 丁

第 1 5 闘の如< 2 階建木造校合中東西に長きものは 2 階梁の

上部で水卒移動或は傾剰をして居る、南側の校舎は屋棋を吹抜

明治43年

置

工

位

竣

かれ北側の校舎はガラス戸を吹き抜かれて居る。この北側の校

合は運動場比較的狭 き震に吹上げら れる 傾向少なき震か、蛍然

倒壊すべきもの〉如〈見ゆる建物で傾斜 しに Y けで 持って居

t: 。潟員 3 1 は同校南側校舎廊下の轡曲以況、 3 2 その外部3 3

は傾斜後の補強である。

Z

T

行

情

作

品

刊

愛泉高女平商

X' I64 
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潟良 31 変ｾｪＡ ｩｦＺ ｪ 女 ｕￜ［ Ｍ ｆｾｩ ｬｬ ｬ i{&反 32 if: 泉山女 符良 33 愛 泉南 女

潟民 34

3  殿馬場零常小筆校

1iL 泣 堺 市相官鐙町東二丁

2 階建校合の西端部完全に倒

壊す、 壁躍 には筋違な く外部は

t¥i 羽目 である。潟民 3 4. 3 5 は

その倒壊j伏況を示す。

/  

第 16悶 殿馬場小挙校卒面E任問

ｾ ｊ 長 Ｓ Ｕ

lむを例 吸
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メ工長

白干

¥ 

第 17闘 湊 小 拳 校 卒 函 略 悶

3事長 36

第民 38

X' I '6 6  

第 1日間 淡小母屋校小屋組

ｾ反 ＳＷ

4 .  堺市湊尋常小畢校

位 置 堺市東淡町

竣 工 大j E 6 年( 残存〉、大正 11

年、 昭 和 4 年

大正11年竣工の数室 2 棟 し 昭 和 4

年竣工の講堂 l 棟とが全壊した 。生徒

は 1，400 名を牧容 して ゐるが. 14 名の

死者を出しに。先す・校合の配置は第 1

7 闘に示す立川、 今度の風には一寸不

利であつにと言へょう。ｾ真 ＳＶ は講

堂のさを壊、潟県 3 7 . 3 8 は数室のそ れ
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第 19闘

である 。第 1 8 闘に示 す如〈 柱 は 5 寸

角であっ て、共の他の構造部材 も決 し

て、繊弱とは 言ひ得 な い 。教室は一部 ｨｾ

毎に阿隅に憶が入れてあり . 相首入念

の工事? こる事を思はせてゐる。然し筋

違 、方杖の使用金然無し土革主桂.

桂 と 敷桁等も単に納ｾ義しにのみであ

る。

5.  堺市舶松零常小宰投

位 置 堺市耳原町

竣 工 大疋 14年

卒面の配置は第 1 9 固に示す泊であ

る 同一構造の卒家建校吉 2 椋の中 .

1 棟が全壊で. 他は完全である 。講堂

も校合の方へ ｦ 頃き始め Ｎ ｾに其 の 蓮寺山

部 の校合の柱は折曲してゐる 。然 し校

合は桁行の方向なる故 、充分之に InHへ 、

事5反 39 仙訟小母出校数ｾ倒竣

潟民 40 同 上

ー ー ー ー 守 一

<  _' 

f.，];反 41 如 ｉｊ 松小勢校 ｦｪ Ｇｕｾ 友と同一 鰐 訟 にして残イ子せる もの
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10，4  (2. 辛)

キー，，1

4 )主組詳紛

第2 ) 闘

講堂を守つに形であ る。潟県 3 9 は全壊校合を? 示す。潟県 4 0 の右手が講堂で 、之を連結

する廊下の犀棋が一部見えてゐる。潟員 4 1 は全壊のものと全然同ーの構迭にして 、完全

に浅存せ るものを示す。構迅'全植を通じて、他校と別に臭った刻も無いが . 粧は 4 寸角で

める。 ｉ ｊ Ｇｾ 屋 組共の他は第 ＲＰ 聞に示す通である ｣

オζ J "f

6 .  堺市錦尋常小串校

位 置 堺市錦之町東三丁目

竣 工 明治45年

堺に於て最も多数の死者を出し

fこノj、感校である。第 2 1 闘の如き

配 置 を し て 居 札 運 動 場からの夙

によりイの渡り廊下を破壊し、之

による構造の弱黙に乗じ? こ風は之

に接制する 教室 を破壊し始めに。

一方校合の西南端をも破壊を始め

遂に此の一棟ｾ全壊に至らしめ、

併せて講堂をも倒壊して了った。

潟県 4 2 の二階中央に見える廊下

が上記の如〈破壊を誘裂した主n<  

にも考へら h る。構造法は他校左

大差以< . 柱は 5 寸角である c
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まZ良 42 錦 小 毒 性 校 ｾ民 ＴＳ S!UtI 、皐校講堂倒援
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n反 47 j ? f ! ¥陵小隼校方杖を示す

3可申 i 井君↓布

壬Ｈｾ jトトラ下

間也 肉

I M 

じ 炉ｾ
第22園

認!TI: 44 針l陵 小 製 佼 残 存のr41

フ. 堺市錦陵尋常小皐校

位 置 堺市 向錦町

新築中にして 、JL分通 り

完成せ るも の 2 棟 と、他所

より 移縛 して来 fこ講堂 1 棟

並にパ ラッ ク式の骸校舎 2

棟があっt: 。第 2 2 圃は共
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禽長 48 三 W/1、準 校 2事長 49 三 . '1、拳校

の配置 を示す。新築中 の南寄の i 棟が倒壊しにのであるが、 幸 に死傷者は無かつ に。 古 い

時代の もの と違って . 本校は構造上他校と其の趣を異にする紘が一二存 する。北寄の 1 棟

の東端は、階段室のみを織筋 コンク リー ト迭 とし. 建物を耐震耐風的ならしめ様と 計撃し

て居 仁 且 つ 佐毎 に方杖を使用 してゐる。桂は 5 寸角で ある。潟民 4 4 は麓存せる I 棟を

示し、 4 5及4 6は倒壊の分である 4 7は床組及方杖の枝様を示す。倒壊の原因としては‘

間十七切壁に筋違の皆無ーであ る事及方杖の過小等を考へ る事が出来る 。

X l  f 1 0  

残存せ る講堂 も風により、 大い に振動しに のであ るが. 持柱の有 る矯 めに 、僅かの傾斜

にて摘 ん1::" 。 惜裁は良〈 無いが 、活首に施された る持 主1:の効果は絶大 t 言はねばならな

L、。

8 . 堺 市 三 賓 零 常 小 皇居 校

位 置 堺 市 三 安 岡f

本校は風害としては . 屋根及小屋組の破損の程度である。潟県 4 8 は風害の大田告を示す

潟県 4 9 に於て . 一階に壁慣の快除せるは. 流7 ) ( と流木により破壊され? こものと認められ

る。本校が風による倒壊 を菟れにのは、 ーに先頃の修繕の賜と 言はねばならぬ。 悲 に於て

も時宜 に遁しに 修繕の必要なる 事を痛感 する。

以上被害各校の! f } ¥況の一端を報告し? このであるが . 卒商見取聞及其他の園商と調子E時の

スケツチにょっ fこも ので. 多少の誤もあ ると考へるが之は何れ本委員舎 より 殺行さ れる 完

全 なる報告書に於て訂正される 筈 である。術本稿に挿入せる 潟員は分婚委員及び波江委員

長の撮影 されしも の と、大阪市建築課の御好意によるものとがある。

議 に深甚の謝意を表する 次第である。 ( 篠原太郎、三irli 向史、山口儀三郎 J



特 殊 建

1. 鎖 骨 培

':.fu 

ユ旦
物 の 被 害

大同電力株式奮社電力輸送塔 ( 大阪市東淀川区〉

大同電力の電力輪選塔の中 、大阪地問聞の産業道路より西方の十数基悉〈塔の中間より

送電線に直角に折 れ曲 L 頂部を北にして破壊す。

脚部平面は 3.15 m x  5. 67 m の矩形にして南北に 長 い 東 西 に 15 本の高麗線を張る 、部

l  大 同電力被害無主 鍛塔

一一+ 思 J 向

7二回一一一一一一一団

上里斗ゴ

父九

/  

2  同上被告会景

卒

事

W

問

3  大同mカ鍬塔破雪量欣態詳細

A  

.f 71 xl 



材は主要因 柱 が 乙100Xl 00 x 6 7. k卒組子は 40 m mx 6  m m の帯銭を用ひ、 筋違組子は 45

mmx 6 mm の帯識を用ふ。ポールトは 16 m m札 添板は 6 m m厚なり。

トラ ツスとしての部材は基礎上 42 cm の黙に始る. 基礎は 四位の下 に 36 c m角の コン

クリートにて浩ち るa

部材長の割合に部材細し従って細長比各部材共 200 以上 300 前後となるものあり 口風

塵 に封するカ率に感十る震に卒面形に封する断商係数は大な るも. 部材の細長比並に金構

成主しての細長比も歓〈るものあらん。

5  宇 治電迭電球1 l リ援

6  堺 三受字治電皇室電芸書{lIJ婆

字治川電力送電t書

( 大阪市東淀川医〉

銭骨 ラティスコラムンに

して高さ約 3 分の 1 の黙に

於て折れ曲1 ) 1こり。迭電線

7 本を通す¥ 頂部支線十蒋

線 7 本組み合せ? こるも、控

杭は朽ちて抜け、 2誌に風塵

は柱のみが受付 Tこる震と.

高 さに劃する断面の二次宇

傾少かりしが如し。

堺三賀海潰に方をける宇

治電送電堵

〈大阪府堺市三賀町〉

海損で地盤悪しき 1誌の倒

壊 と観測さる。

阪神念行電鍍禽社慶告塔

〈大阪市此花磁里子関際〕

tp:面三角形の鎖骨 トラス

蹟 告 塔にして卒商 のー溢

2.3 米主要部材は乙90x 90 

x 9 添板は 9 m m鋲は 19

m m併を 用ひ地上第一部材接合黙 までの聞 にて曲折 し?こり 。基礎は三主要材共 40cmx 60cm

の断面を有する 長さ 1.8 m の中に埋めらるロ然る に一方の基礎は街路に面して僅か 30c m

位の黙にありて風摩による基礎の土塵が充分ならす、風上にある此基礎はプラッ トホーム

との高さの差丈け哩められ? こる銭、ホームの土留壁コンクリート厚20糎のものを破って捜

X' 172 



7  
阪市' " 野回線旋告塔倒雪量上部 8  阪品1!l lIl i' 問 郎 氏 告 塔 基 礎 磁主華航態

一一一一ー

10 

，' -'" ... γ Jノ-]比n-;.戸，

J ノ

y ' J  

ー孟 it 

ｾ ｾｾ・ Ｔ ・ＮＯ ， 

〆 ＯＢＭｾー “ Ｇ

/  

:11/  

ね上り) ! ¥下一本の主材にて抵抗する 1診をとり曲折

せるも の と思はる。

阪 神 電 車 庫 告 塔 倒 壊

( 大阪市北高篠田新選南方〉

本庚告塔は昭和

6 年竣工せるもの

9  

にして高 さ約24米

の鎖骨塔で鎖骨線、噸敷約 30 噸 . 成 告約 6 噸あり強度計算

に際 し風塵 50 米/ 秒として設計せ りと 云ふ。底面主要四佐

は2.4米角‘ 四! 仰井戸側を基礎 として上部に厚さ 90糎の卒コ

ンクリ ート打 ち となし、最下部も亦90糎角 の繋梁を有す。

風上側の二荘は bond ｾ 失ひ 滑出し、卒打コン ク リート

と井戸側基礎との接合部のコンクリートを破壊 して. 風下

側の二柱に風墜を受けて倒る、部材的に被害無しυ

刺 ， ｾ私奇

11 
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13  

某 魔 告 塔 倒 壊

〈大阪 市浪速匹懐川 交叉鮎〉

首日の南風により、 応全鰭 として

約20度傾斜 し、 E つ中央部 より 折 れ

曲 k 基礎は破壊 さる 。

底 部ー溢 1. 5 米の三角峰に して高

さ約 21 米. 部材は主要三柱は 乙90

x  90  x  6 にして、 筋 違は 乙65 X 65 x 6

巧

14 阪市1
1
民皆様倒唆

15  向上基礎的出獄態

16  {:日j捜せる基部



t ' 用ふ。接合部にボール ト使用の箇JW多し。基礎は製込- r - ' - ;1-ト 少さ震か 、コンクリート

粗，ＧＦ｜の震か Ｎ 鎖骨主 材が滑出して傾 斜ｾ始め各部材轡 幽 せ るも のと見らる。

佐
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と
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・
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を

川

し

優

が
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的

如

路

る

に

工

る

塔

等

〈

し

に

位

基

較

が

道

上

る。

三角銭

塔に して

塔自身並

に基礎等

には何等

被害無か

りしも.

4益金簡と

して北方

に約 3 度

'{'ir1頃斜す

すぐ前に

地下館工

事中なり。

グ ッ ド り ツ ヂ 鹿 告 塔 ( 大阪市南凶千 日前〉

17 グ ッドリッチ炭告 地 の 傾斜

コロンビヤ鹿告塔 〈 大 阪市 街凶 ｾＱ ｾ 波際前 〉

19 コ ロ Y ピヤ炭告塔の傾斜。

18  グ ッ ドリッ チ股告書菩の{頃号、|

20 コ ロ Y ピヤI(ff 告 塔 の倣 刻

1'75  X I  



』為的ｾ ｾかが ｴｴｩｾ

21 北消防署塔倒援基縫の*犬態
/ 0& 晃

北 匡 消 防 署 鐘 稽 倒 壊 ( 大阪市北区)
斤芝

昨jJ 試により約 20度北に傾斜す。下部1 . 2 m.  

上部 60 c mの四角桂 、高さ 18 m の塔にして基

礎は 41聞に分れ、 7 5 c m 角深さ1 . 06 m なり。

塔は傾斜して街路を通る高座棋に支へられ 20

0

22 

位傾斜 しfこるも部材、基礎共に破壊箇所無し只土慶不足の宗主銭柱は基礎諸共脱出し倒壊

せるものと思はる J 即ちあ の風墜に劃して基礎の開き少〈且つ担込まれたる深さ少し震

に重量不足して風上の U plift に耐へ粂ねて倒れたるものと考へらる。

大阪混i J i l戻所アンテナ塔倒壊 ( 大阪市東成区〕

21 日の午前 8 時頃あの暴風の猛威を奮ってゐる最中. 測候所のアンテナ塔 2 基共倒壊し

て、ロピンソン風速計を破壊して爾後の記録を不可能

ならしめに受難の銭塔であ る。高き 125 尺、基部開脚

4. 8m角、 4 本の主柱は、 5尺角深さ 6尺の コンクリート

で上部に繋梁 30c m角下部に J 5c m角のものを用ふ。主

柱 は 乙90 x 9 0 x 7 't: 用ひ筋違は基礎上1.5 mの黙に殺す

ο  

ＮｦｩＮ開ｾ〆 ｲｮ

ｏ ｌｊＧｴＷｾ，ｉＷ ｘ ナ〆 ｯ

干ーー一一グ j ' 初H

23 大阪測候所ア y テ ナ 塔 c東〉 24 

x' .176 



25 大阪測候所ア y テナ勝( 酉〉

筋違の如き 乙50 x  50 x  6 のもの〉細長比

300 { t > 超ゆるものあり。 基礎は底銀の写li

込ボールト にて 充分保1: れ底叙 少しく盛

り上りゐ Tこり。部材は飴の如〈屈曲す。

II. 鏡筋コンクリート工作物

高図アルミユーム工場場

〈大阪府堺市三受)

高潮の篇 に浮・滋物の衝突によ って破壊

され Tこるものと思はる。

ヲマ."l

29 

27 

28 同 上 磁 援詳細
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30 滋骨 コ '/ 1' Y ート 階段 儀 委欣態

31 大阪市港骨警戒 筋 コ y クリー ト工作物

33 西宮防波堤 コ ンク リート 破 捜

X I  r 78 

鎖骨コシクリート陪段

(  lJ'1市大演 歌劇場裏階段 〉

鍛筋 コン ク リー ト側壁は倣壊されて、

臨海の支杭の基礎溌 き震 に洗ひ出され矯

にコンクリー ト制落せるものなり。

某鎮筋コンクリート工作物

( 大阪市大正直鶴町港湾古都)

破壊せる動無しc i.良に {Ip流さ れ?こり と

思. はる 。

32 

西宮海岸防波堤

(兵郎 l孫西 宮 )

市 香櫨悶

風浪並 に浮i泌物

の翁破壊され?こる

もの 〉如し。

34  

/.D'" 

( 1)，3 砕



中道市場間仕切壁 ( 大阪市東成区中道本主主〉

市場未完成の木建市場倒壊して其下の間十| て切壁の破

壊せ るものにして. 風が直接の原因にあら十。壁厚約

10柳 、主筋は 16 m m併を 30f f i i ( 聞に縦横に組む の

III 偲 設 物

杭打機横倒壊 f 大阪市西m四ツ橋〉

暴風警報によれ トラ 綱 ｾＮｉｴｽ加し木材 共 他建築材 料

を底部に載せ て重量 を土脅したるも日十はす¥遂 に Uplift

により 締倒す。杭打機時倒の1誌に隣接商庖屋根大被害

を受〈。

I V.  其他の特殊建築物

香櫨圃阪神有料休憩所

( 兵庫県幕式/ J l { 郡呑総riU)

被害無 し。梁間 5 問、桁行34聞の長

方形卒商を有し. 階下は吹抜きなり 。

桁行柱は 1 聞の間隔にして、梁聞は前

後 l 聞を廊下に中央 3 聞を室としたり

階下は吹抜きなりし潟、風はき与に被害

を輿ふる事なく通過し? こるものと考へ

らるD

香櫨園海岸六角堂

( 兵i J l ' q孫武同T君11香級[ 闘 )

高 き1 . 8 米一溢 3 米六角形石段上に

載せられ1: る木造六角形重屠塔は本遣

部分が夙 に吹き飛ばされ、石段は7]( の

ｾに崩壊さる。木造塔の吹き飛ばされ

たるは石垣 と土芸 との接合無かりし震

なら ん。叉石段の崩壊せるは甚積の無

か りし篤水に洗はれし痛ならん 。

杭打機倒壊

中道市場コ '/ !'リ ー ト間仕切破主主

司、

品副島

F  

戸 a 炉、必.，

、占金予

司 一

."  
.ι叫

“  

被害無か P し香櫨周休憩所
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倒 援 せ る 六角堂

/  

'JJ)f>.， 10酔

阪神電鍍大

‘、
物騒ホーム

上屋

1ν 

pj4zdb (兵庫l賦)
JilX郡大物

所有

/.8押

-*" 
ホーム の

ヂペ
d  

ノ Ｑ ｾ

上に・陪へ?こ

る裕石様の

コン クリ {

鋭物 を埋めて上屋の

れを 固定 しに o t. 

ノ

関F

この餓物は一本のIJi. p

のみを有し 、 風ｾ に

よる力率 に射 して効

無 か りしが如 し。即

ち一本の仰は車な る

埋 込ポ ール トと なれ

: る故 、原VMに封して

耐へす¥コン ク

リート の沓石を

11 

レ"

[ 可

t vm.  

破 壊 して柱土韮

/鉱 物

諸共に倒 れて破

I V  

壊せるも の、 如

- 1州 市t
Inl 

し。小屋組は完

全な り。小屋下

11  11 之周

に粧を欠ぐも の

あ り。
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工 場 及 倉 庫 の 被 害

本建築物は共用途の性質上家屋の密集地帯より寧ろ人家の少 さ地方 に介在せるもの多

し 殊に大工場 にありでは水陸交通の使を要す る嗣係上、殆んど河岸に接する部分に多し。

倉庫類の 如きは築地の ｪＺ ｟ ｾｬ 頭地 にあるも の もめれ何れも共附近には相営の丞地主＿擁するが

故 に、 今回の如き 大風水の製般に劃しては誠に不都合のj伏態にあるo J 3. 加ふるに 一棟の建

築面積康 し 軒 高 も 高 し 間 仕切壁 も少な きが故に其受〈る被害程度は可なり甚大となっ

て居 ι 。風害ｾ受げしものは主として木造建物にして 、 鎖骨及鍛筋「 コン ク リート 」遺等

に到って殆んど無被害程度 にして. 僅か に屋摂の一部分剥落 され天窓及側窓の硝子板の破

損位 に過ぎない が、風害に 加ふるに 高潮の製悠ｾ裳 り＿こる 大限潤頭 にある 倉庫類の被害は

相営多し 、。然れ共構造主憶には何等の影響を興へ居ら す・。

下に大鰭の構造別にして被害の大韓を述ぷる 事 とする 。

鎖骨及鑓筋「コンウリート」遣類

三 賓 漬 日 の 本 鐘 工 所

本; 工場は第 1 闘の如〈配置さ れて鎖骨造の 2 棋は恰も風水の来裂に封し、他の部分の保

護者 ＿こる如〈配置さ れたる故に 、本工 場 に限り流 失 ｾ 菟れ＿こ

るも の〉 如〈考へらる。 或は叉本工場は機減工場なるが故に

桂聞にある諸機械の重量等にも因るものとも考へられるが.

兎に角此の附近に於ける残存せる唯一の工場である。

被害は、鎖骨の部分は 、桁行方向に流水の影響を受げて基

礎は洗はれ 、方立轡曲 し、 被覆の「 コン クリート 」は大いに

剥落す。木造部分は桂が流木の撃突により折れ 、建物は甚し

〈傾斜す。第 2 . 3 . 4 闘の如し。

共他の工場に於ては . 建築年数の相蛍古きものにありても

出線波板叉は石綿板葺は多少の被害を受げて飛散な しにるも

構造主憶に して費動せるもの無きが如 し。唯一ケ所鶴町附近

同

の某製鋼所の如きは:増築工事中鎖骨建方用「ヂツプクレ ーン」 第 1 闘

S  

A正ι

母久

号

の養生不充分に原因 して倒れ? こる矯め. 鎖骨を挫折 さし惨AAの如〈思はるれ共直接風害 tこ

は非さ' る もの〉如し( 第5 闘〉。安冶J11 口三菱倉庫 . 本倉庫は天保山桟橋 よ り少 しく下流に

あ り、 河岸に接 し?こる 相営坪数の多 き鎖骨造にして北側は河岸に接 し全樟 に移動式鍛扉を

建込んであ る。

被害は主腫には何等影響無 し、北面せる 鎖扉は全部建物の内外部 に倒れて居る。本倉庫

' 8 ，制



第 2 悶

賀ｾ 6 1@ 
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tf13 岡

第 4 闘

は風害 より等ろ水害により被害を裳仁

第 Ｖ 闘の如 〈 流ｾく に カ ｈ ふるに 大 いなる「

? ごるま」舶に惣突きれては如何とも手の

下し犠もないと思はれる。然れ共倒壊 に

迄は 至 らぎりさ。

第一突堤上保税上屋

rIIj 述三斐合出に類似したる締法な るも

本建物の被宵は前向椋北I I ! I出入口 餓 J)jl は

全部建物の内外部に削れて居る 。



然して側斜目 波形石綿板は丁度「 コ

ン ク リ ー ト J )J 安積上部高潮来製部分は

会IJ 謀p れて j舌る。共他屋糾及天窓硝子

板一昔 ｬ｜ｭｴ 落 ｦｾｈｬｾ せるのみでめる。

共他の倉山類にして本構造法によれ

るものにして被存を受げしもの殆んど

無からん 、IIIHU入扉. 窓、障子 「シャツ

ター」等l法制せるものあれ共何れも僅

かにして詳記ずる迄も無きが如し。

木 造 類

本構造に属するも のは相営出範囲に

被害を象って居る。

堺 某 精 油 所

被 害、一部宇壊一部全壊す。 lt! 棋は

令部飛散す。僅かに小屋加の残存せる

のみ。( 第フ圃)

!京H犬は昔話壁は両者と も先取瓦債にして

fi!! i壁は木造である。小I - t ! 組は相官d長問

忙なれ共相うとの l l d・J'I 二万杖を' : H1 ひき' り

き。共ために小民和J と萎壁との連締法

第 7 闘

開 阿:34717ず: 鳴問|
|ー 九tァー-. ，よ1

l- 可士三一 " ｻＯｪＱＱ ｦ じ ｾ

不完全なりしに原因して、 Ｉｾｖ 症を受け 第 8 凶

妻壁聞き遂に斐壁倒壊し. 蹴いて j瓜の

吹込み多〈なり小l毛細は落下し壁も. j rp

i到され しも のならん。

平 田 町 某 小 工 場

被ヲ干 Ｎ 軸古 ｾｉ のみを夕立レ共他 の部 分怒

〈流失す。附近-t1? は殆んど金ibQせる

も本 ｉｊ 、工場は 筋違 、 万お ｬ 等 ｾ月 ｪ ひゴ ｴｅｚ

の51持者法良好なりし1 : め . )11111部は宅も

打唱を受りす残有ーしてゐる。( 第8 嗣)

三賓某防水紙工場

被 害. 本工場は l武と流水とにより ι1-:

挫折し.建物は倒壊して居る。術本工場 第 9 悩l

1:831沼



第 10闘

第 12凶

ｾｕＴ 凶

XI  I B4 

第 11 Jljl )

第 13闘

前面には幾多の小住宅ありしも 、今や

残存せ る跡方もな し。( 第9 国第 1 0闘)

鶴町市港;槽部セメント倉庫

本倉庫は海水によりて倒壊せり 。 (

第 1 1幽〉

堺 三 賓 方 面 某 ヱ 場

本工場は金 倒壊せしも小屋組のみは

完全に残存せり ( 第 1 2闘) 0 ( 第 1 3嗣)

は同月rr附近に於りる 金倒壊せし建物で

あるが本建物は小屋組は崩壊 して居る

三谷アルミユユーム工場

、幅



木建工場及煙突倒痩

倒壊せる工場は 6 K x 2 4  K の木浩平家越屋根遺り 、尾根は亜鉛引鍛板葺なり 、最初工

場脇の鍛造り煙突直衛 5 8 c m 高 さ約 20 m の煙突がある 、犬暴風の腕聞 に茶部の煉瓦積

の部分より折られ倒壊せ る時 . 此の煙突の支線を木造工場の粧を玲に代用し此の支線に引

かれて工場は桁行方向に倒壊しに もので ある D

煙 突

基部直揮 58 C111， O  m m 厚鍛板製高 さ約 20 m、恭礎煉瓦三板壁にして 1. 32 m 角. 地上

2. 7 111 にして Bas e pl ate  9  111111 厚の ものを用ひ 22 m mφ bolt 4 本にて基礎 t 緊結す、四

隅 に1 . 2 m 長 さのどこを控として柿顕す。 - r - I 一一一一

煉瓦基礎は其の四隅を乙50 x  50 x  6 にて

上部 より 2. 3 m の聞を 16 m m併にて締め

つけて補強し、地上約 40 cm の聞は此の

補強を棋ぐ。

椛壊せる場所は焚口のある製t煉瓦壁の断

商の減少せ る地上 l 8 C I11 伎の所にして 凶

問の鎖物補強の無き場所なり o

叉支線は 10持鎖線 3 本を組合せt: るもの。

倒壊原因

1 . 支線少し ( 2本)

2. 煉瓦積に制強一部をf ! e I .日'

木造工場

倒壊しに煙突の支線が柱に結ばれ し需に

支線の張力が工場を倒し? ここと になる。

張関 6 K、小屋組の配置は1 . 5 K 句に

して、軸部と小屋組との接合には鍛物補強

無 < 12  cm X 5  cm の挑み方杖を用ふ 、IJ、

原組は封束を用 ひ共の部分に筋違無し. 扶

み方杖は陸梁の下部より折れ? こるもの多し

桁行方向には僅かに陸梁の上に梨し1: る丸

太を大釘に て打ち Tこるのみにて ( 恐らく工

場用材〉筋違ーも無し。

庇西側に一聞の吹抜きあり 、共に倒る。

倒壊原因

煙突支線の風眼による張力

!「」- 7

績 抵抗

よ ー

問

必
弘

、

わ

8

t

e

ιγ

a

，

“
理

3 8  

町工

ｾ Ｑ Ｕ 倒
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第 18問
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1. 桁行方向に 筋違の無かりし潟

2.  西側の l次抜庇は l吹上内I U%作用に

よりて工場原根を吹上げ足を浮か

せしならん E

築港士阜頭保税上屋

被官 、2 械は全倒壊 1 棟は少しく傾

斜し外壁羽目波板は腰部殆んど糾詳し

てゐる 。小照組は完全に残存してゐる c

本上! 干1杭及小w. 組等主悼の形j伏及寸

法は可なり丈夫なれ共 、海岸壁に接近

して建築せ しが故 に、 海水の強襲を受

t1如|ふ るに流水及在庫貨物の {if{j般に困り甚しき被害となっ? このである。( 仲野俊三〉

住

会ー且ー‘

ニじ

1 鴎 風 に よ る 被 害

の 被 害

今次の瞬間風速60米突の腿 JI lに針しては 、木造家照の尾根瓦をー滑 りもな〈吹飛ばされ

特 に棟瓦は製-' ' 1-と共に殆んど形を? ととめなかっ fこ。此の被害は日本瓦に於て酷〈 、セメン

ト瓦 、石和ii 瓦等の洋瓦には僅少であっ t: 。 ぞれは前者は 何牧も薫ね土積にしにも のであ る

から雁振瓦と共に Uilh部への紫結不充分に某肉するものであるが . 棟I奈H会を? 施せるも のは一

般に相首丈夫に持i肘へ1: 。叉i芋瓦の棟は一般に炭，，: 1. がf廷 し 椋 木 への緊結簡取なる付果、

充分履行 されて ゐにも の と思へる。

地 瓦 の 被害も前記棟瓦と同様 の 医分を ｾＱ こて〉ゐるが 、 ＱＺ 1: 軒畳な不i制i;スレ ート にも相嘗

の被害を受げ に。
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潟長 7

犬轄洋瓦は従来野地には充分釘付げに

されて ゐる筈であるが 、騎士也板が徐りに

ｪｴｬｩ ｾ 、 ［ 僑に 、 釘の効よｊ［ＡＺｾ充分張感し得なか

っ? この色 、一つの原因 となっ? こであ らう。

日本瓦の野地への釘付り叉は針金によ

る繋結は. 闘東大震災後 lこ於て庚〈行は

れている のであって. 其以前に施工きれ

にも のが 多 し 共 後の物は僅少なる被害

であっ? こ主考へられるが. 一般の貸家等

では、 II男'地に充分なる材料を使用せす¥

至極粗末なる結果. 前記同模、釘の効果

を失はしめに の も多分にあらう G 罪事真

ＨＱ Ｉ ｾ Ｈ Ｔ Ｉ ＭＨ プ Ｉ 、 夫等はー暗号的被 害の

一例である。

屋根構造的波壊されにも のは、多〈 安

側に Ml を受りにも の にある拡が注目に値する。恐ら< f l - J 崖 えは係等が、ノ] 、屋組共他に充分

3終結されてゐなかっ 1: 黙にあるまし、か。例へば母屋の如きは各合掌. に総の使用充分ならす

簡ｾに釘付げされてゐ ｦ こと認められる ｯ 1i 奇異( 1  ) 及 ( 2 ) は其例であって虫皇制から吹上げら

れ母尿を浮かしたのであろう。ヌ縁側を有す る住家では其野地営化粧に見る閥係上、本家

保を吹下ろしにせ十別材を以て設げ られていにも のは 、殆んど軒先を破壊 された。

詳式小屋組を使用しにも のは 、小屋組尻の桂への緊縮は相嘗行届いているが 、和小屋組

では其手話が欠り . u、1: 篤か 、母屋は勿論の事 、ノj 、屋梁までも吹飛ばされた例もある。

之等の屋根破壊には叉 、外側繭子障子が風l墜に堪へ切れす破壊しにか. 或は飛散する瓦

に碕子を破られ、 屋内に突入し1: 風に天井諸共吹上げられTこのもめる。此場合雨戸 の設備

があっ1: ものは 、屋i恨の破壊及倒壊の原因 fこる風の突入を完全に喰 lr..め るに役立つ{こ ので

ある J 倒壊建物の大字は此のj鼠の突入に基因し、柱 jJ;n 基礎との連結不充分なるにめに先

づ吹上げられ、車山部機遣が傷められ倒壊 に1' IJ つにものであらう。潟真 ( 5 )は商庄の倒壊せ

るもので、出入口を際〈要求し大関係上柱聞大に 、位は潟真 ( 6 ) の如〈欠取過大にて、有

効 ; [1却は 1/3 程度に減少せるに係はらす、他に何等の11>>強方法を議ぜ 5 りし局ならんコ

自民Lフ) は左例・南側) に風を? 受け、約 30

0

傾斜し . 外部の建具は殆 んど吹飛ばされ、日

本瓦υ)
散街L甚Tごしし 、。建物山構造b; 東西面 l 二出入口及 ;害、等の関口多〈、南 1! P1_ に針して極 め

て薄弱な構造である。

潟民( 8 Ｉ は外壁ｾ 川 崎式ラス ＲＰ 番を用ひ、モルタル厚 Ｒ｣ｭ ｾ塗札土壁 の 村直 しの上

に仕上げモルタル塗りになしにるも のが、脆〈も脱落してゐるが 、35角三つ割の筋違を使



則したにめ 、軸部を完全であ

る。

ｾ虞 Ｈ Ｙ Ｉ は主帽には別献は

ないのであるが 、壁椛ii !iの不

安全 きを曝露しにもので . 下

地 は メ ｌ 竹 を 打 ち Ｎ ｾＮｵＭＮを指定り 、

漆 日 立仕 上になし＿ こる結果ｾ 7k  

策を吸I放して簡患に制訴し 1:

2.  高潮による被害

高潮襲来の浬度が相蛍速や

かであっ? こ嗣係、上 、平家建家

主主民 B  

屋の居作者が . 避難場所を失つ 1: の も多

介にあっ t: 桜子で ある。政と共に浮上り

天 )1:に厭せられ f: 仔lJ b it;り、 此貼卒家連

lま遺憾である 。

高潮也般の被客 lま. 基礎が洗はれ破損

叉は沈下等に基因して家屋の 傾斜又は倒

壊し?こも の. 浸水の震 に夜来のニt - . 欝は殆

んど洗はれ. 下地のみ捜す程度 主な h

建具は膨脹して自由が利か争、襖の類は

全 〈用を な さなし、。 叉晶は海水ｾ 吸 牧 し

ている 震に 乾燥せ今 、全〈 三子の付 t 1様 も

なし、。土壁の脆落を菟かれに もの と錐も

ｾｭ 分共他泥祭を吸牧し＿こるため制落しの

上、新? こ に施工し直すの 外 な し 干 潮 後

篤民 9

の床上及び床下は泥ニ1:-. の沈滞甚1': しい之等は多分に保有する{ 累積と !iH臭のため に、屋内

は一瞬にして不衛生的なも の と化した 。叉此花匡春 日出町一帯は、日本染料舎祉の染料t ;

流出して 、附近一有手伝染分げ し. 或は樫島の木材防腐工場のク レオソートが流出して . 浸

水家屋 に附着 し各部 を汚染 しt: ことも亦被害の一つである。

之等を二次的被 害 としてＮ 電 柱 Ｎ 楠木等 が 風 と雨 作用 ｾ受り家屋に倒れかかり、各所営

破壊しにもの 、及、舟. 木材、共他破損流出材のため、家呈に輿へ 1: 損傷 も亦甚大でゐつ

1: 。

189
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3事長 13

潟県( 1 0). (  1  1  ). (  1  2 )は主 として

水害の欽況で あ り、 潟員 ( 1 3) . ( 1 4)  

も共に酷〈水害 を被ったも のであって

馬民 1 2 は筋遣 を使用していにた め.

漸 〈倒壊を菟かれ? こるも の と推定せら

れる 。( 谷隆夫)



飛行機より見? こる大阪の災踊

今度の災害地に性 んでゐて殴風の直後から旬日に豆って地上の被害の踏夜 を終へ fこ10月

2 日. 大阪毎 日新聞社の好意により同枇一三式21蹴機に便乗して昼中から大阪の惨害の IM)i

!e仰鰍するを得? このは誠に深い 印象であっ1: 。同社と約束の午後 l 時域東練兵場に着〈と

繭安11航空部長が態 k 接待に出張され怯下飛行士の操縦によって市の中心部 営一周し. ヨえに

外闘を尼ケ崎一大阪間一羽! に描いて 1 時35分から 2 時まで25分間機上の人となって j負強げ

れども ( 上空約 10 mj sec) 駄l晴れの2さを朔げつて見? このである。

飛行時速約 100 哩は充分な地上fM献を許 さないりれども 高度 200- 400 米の事とて河 .

海、道路、 建物共極めて明瞭に指顧する 事が出 来仁 、双眼鏡は殆んど役立? こなかっにが撮

影は容易であつに。

飛行機から見て先づよ 〈目立つの は民家屋根瓦の損傷である。ど の家 もどの屋根も棟は

瓦が飛んで赤い土を見せて ゐる。借家の 瓦がとん? ご位は今日まで一寸も問題になってゐな

いが之が1こめ に窓や硝子や壁が破壊され或は負傷を輿へ? こで あら う. 夫等の殴風中の被害

と其の修繕 とに要する 費用を積算す れば相官なものであ る主恩ふ。屋根瓦が風で飛ばねば

ならぬか 一一何故にとん1: か一一等 と今更考へさせられ? このは空中から概観 して始めてちょ

あ る。地上に降りて再検討して見 るに同じ東西に長 き棟 で一片の瓦も飛んで ゐない家 もあ

る事に策が付 〈。つまり瓦は 昔からの式で練り漆喰で積み、瓦 1 枚 l 校にあ いて ゐるあの

穴 に針金を通す事である 一一ねばならぬと知つにのである。

元総時代の海岸線一一以西の港区、大正直 、西淀川匿 、共他住吉、三宮 にかげで の人工

的制立地は水耐に襲はれて ゐる。若し人聞が自然に出来 fこ土地fごりで満足 して生析して ゐ

1: ならば今岡 と離も市民は高潮で家財 を 失 す る こ と な し 大 阪の重工業は字ヶ月停止する

こ と な し 鴎 風の損害 も今の 10分の 1 で済ん1: であらう 。

従来天災地境の第一報をも? こらすも のは飛行機である。飛行機から見れば眼界は臨分間

げ惨害の程度は一 目にしてよ〈判る。但し地上観察が済んでからの飛行故別に新 しい鷲見

もないがコンクリ ート 浩建物の風裏で家が盛って他がつぶれてゐるのを見ると耐震建築が

周園木造家のセルグ戸として必要である事を感じ、鎖骨又は館筋i宜建物を助成す ペきの緊

急:を知つにのである。

淀川 、大和川 の雨岸の水害は殊に激し し、。 未1:.' に7) ( 浸り の土地は相首際大である 。斯る

低地に業主? 企てる業は危いと同時に 工業都市の海岸線を波浪と高潮に射し防備構築するの

要をつ〈づ〈感ぜさせられる ので ある。地震 に津浪 、鴎夙に 7]( 膨ヵ; 附 きも のであるからで

ある。

" 風筋" と云って特に強烈な風が突走つ? こと思はれる跡は京都、近江の森林地帯でよ 〈
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長 掘 川 F付 近
尻 無 川 附 近

築 港 第 一 突 堤 上 底
堺 三 貸 方 面

X' 192 

わかるのであるが大阪の集合家展では見分けられない。風筋は上町を通ったといふがよ〈

わからなかった。

小舟が吹き寄せられて川を鹿めてゐる所は新聞の篤虞の如き様で数ケ所ある。数千噸の

汽船でも岸に叩きつげられてゐる のであるから木建鮮舶の吹きま〈られるは言ふまでもな

いが一一之が橋を破壊し人命を害ふてゐる のであるから “ 繋ぎ舟" 位の事はもっ主完全に

考慮しなくてはいかね 3 之は問題にはならぬヘマである o 市色船頭色。

大阪は市内の川が貨に多い。そしてどの川も人工的構作の足りない云は Y ダラシの無い

川である。 洪水にも* 膨にも大風にも将叉利便にも、機上から見て第二の安井道頓の出現

を祈ってJ I - : まない次第であ るコ

大風害10 日目の市内小勝校では倒壊した校舎の邪魔な部分を片付げて運動場に小間iそが

ｾ足や何かをしてゐる の が蛾 の 主 ｮ < 見えてゐ? こ。西大阪では木材や救護品を運ぶトラ ッ ク

が道路の難所で列をなして ゐ1: 。大毎 、大朝は各地 からの義摘金各 k 百高闘を?報じ中 央の

大官が頻 りに来阪して ゐ る今日故 、大大阪の復興も賓に勇ましいも のであると感じっ〉機

を降りたのである。( 波江悌夫 ・中島智喜)



大阪に於げる 風害ミ津浪ミ高潮

昭和 9 年の 9 月になって鴎l瓜期が近づいに のに係ら子 、二百十日頃梢強い風が吹い fこ丈

で Ｎ 本年は最早 Ｎ 鴎 ｪ 瓜 も 来ないのかと考へて居 Ｑ Ｚ 。 西 日本ｾ Ｎ 二百三十日目になって強烈

狩猛の鴎風害の通過し1: 司王は誠に何んとも申し; 様もない次第である。

我図では二百十日 の町分は地を間ふといふ。二百二十日 の嵐は柏共上を吹〈といひ停へ

られて居ると聞いて居るが 、 今阿 の 猛 ｪ 致は大分上の方ｾ吹い て 〈れ ＱＺ 。大阪市内 の ｬ 負寄も

所によって 、大小があった様であるが . 四天王寺の五重の端を吹 き上げ吹引到し? こめ の猛

烈な ｪ 東は 、 相営の 巾を以て Ｚｬｊｾ方面を荒ら し 東北 に大 阪高益の東側を吹き抜げ て、 守 口から

枚方 、橋本、そして山崎方面に出で、京都では西北方面を強〈製つに様である。それでも

山崎や京都の東山方面のほ樹の吹 き折られに姿は、宮に あられもな い姿である。

大阪市内でも婦人 の裾ー を吹( ) 武がかなりのあられもな い、いにづらを やったげれども 、

前い御堂筋の筒路樹を喧 しに徐勢で 出来上りかけに新法の飾物の街般を遠慮 もな〈 照棋倒

しにしに のは、いにすらも大分下の方を吹い? こなといへるが. 堂島の阪神の! 資告燈や 、四

ッ橋の電気局の現場で杭打i伎を吹引到 し?こ のは 、可なり上の方を吹いに もの と思ふ。瓦: ! Vi

ピルでは下の方を吹いてシャ ツ ターを傷め、上階では 8 階の窓、を傷めた。尼ケ崎中身保の 3

階の窓を襲ふて南側カ= ら北側に迄い 1: づらをやつに)IDl， 力は、大阪市内外に於て数十校の木

遣校合を倒壊せしめ、可憐なる幼童や忠賓なる教育者 の 生盤ｾ若手つに。風戚の強かつ ｔ こ事

は、風速60米失以上主詑鈍されに風 速計で君主明して居る . 大阪市内外の瓦屋根の傷められ

た姿は、地藍でで. やられ f七: [序￥

子窓窓、をを? 打破つ 1:ユL、fにこづら者は多〈は瓦の 破片でめる 。高厨 ビピ- JルL の 4 階以上の窓をを釘? 行{ 似政つ fにこの

は瓦の迷児でで‘ あった。

木造校合や長き棟を有する Ｒ 階鐙の長屋建物がやられにのは、多〈は東西に長き ｗｾ 有

するも ので、 風位の附係から其東南端叉は共中央を強ししに? こかに煽られにのであるが

木造建物のかなしさ 、建物の桂廻り、足下の不用意なるものは 2 尺位釣り上げられて、此

に移動せしめられてしまつに。 しかも新琶を聞は十無遠慮至極にやってしまっ? 二。

四天王寺の五重の絡では 、構法上の不安定な結構であっ7ことも 考へられるが 、あれ丈の

名物を他愛 もなく吹き Lげ吹き下してしまつにのは、四天ミじ寺で大修繕期の来て居るの に

共用意をしなかっ7こに師着 する。倒壊せる材木の腐朽せるものを? 瑳見し? こからとし、って 、

木迅'建築物で 150 年もの歳月を経て居る高レ高い場ですから、とうしても修絡 をやら なゐ・

つ7こら危い事ですよ。

工場で i 倉庫でも、住宅でも、修繕期には修繕 をやらないと、天窓や換気窓、を遠慮も

なく吹き上げて居ます。天王寺公園の美術館は出来上つにばっかりの天窓を吹き抜かれて
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しまつに。風は階下かか遠慮な〈製つ? こと聞いて居る 。

京都では岡崎公園の動業舘の東西に延び7こ南の棟し北側の西の部分 を吹き l到し公舎堂

の屋根を傷め つりに。

綿、じて軒の出の深レ住宅は、すっかり屋根を煽られ? こ。新進の住宅でも風は遠慮な〈威

カを振ひましに。

安全主事を極度に低下しにと思はれる 高1監線の三園附近の鍛塔や 、西成大橋以南にあっ?こ

電信荘や御勝山測候所の鍛培の如きは風のいたづらの、最も激しし、姿であらう乎。

しかも此の搾猛な風の威力は大阪湾内の海水金翻弄 して、西大阪の一帯に高潮を吹き上

げ 、低 気墜の い＿ こづら に更らに倫を かけ て、物々しき大 阪港頭 ｾ混飢色 狂暴の巷 に化して

しまった。

尼崎方面から新淀川の海岸線を破って、大庄村や外島の避病院を全滅せしめ に高潮は、

数千噸の外園汽舶を 3 杯も上陸せしめ 1: 。

大阪築港の大使橋が三断せるのや摩耶丸や浦戸丸、ぱTこぴや丸、瑞! 鼠丸等の汽舶が陸上

に乗り上げにのは誠に前代未聞の出来事であ る。

由来. 大阪輯は高潮の名所である e それは主として、地震に伴ふ津浪の嬰化せる高潮で

あるが. 今回の高潮は賞に風色低気噴きのい にづらであ るのが注ふ丈である o 1ことへj民のい

＿こづらにせよＮ低気摩のいたづらにせよ、遠禽の海岸に於てＮ丈官会の高潮が西大阪ｾ襲ふ

た過去の歴史を検在をすると、費永ト安政の大地震に仲ふ津浪と高潮が共通例なのであ

る。

此度の高潮の猛威は堺市方面に於て殊に甚 しかった。 大演の海岸では ‘ 二屠躍の海躍を

傷めつりに。三費附近の惨状は最も悲惨であつに。大演の飛行捜格納庫は鎖骨であっ7こか

ら、つぶれも、倒れもしなかっ? このに、高潮は遠慮もな〈飛行機其物を破壊し1: 。堺市附

近の流失家 屋敷が大阪市内の教 と賂同じ位である のは 、いかにも物 獲 さ がわか る様 Ｑｾ 。

それにしても、将来此等の高潮を由良海峡の附近で猿測して、 1 時間前に大阪方面に知

らせゃうといふ考へ方は悪〈はないが、此度の高潮は大阪構内で起つに事件であって、騰

風の通過から起つ? このであるから、髄風の強報から繁戒すればよいのであるが. 紀州、| 沖の

地安から来る津浪は由良海峡の附近では、津浪にはならないから後報は出来ない識であり

地震後 2 時間位で . 大阪港に津浪が起つ? こ貧永 、安政の詑鋭から要心しTこ方が. 械かであ

る。

費永の地誌は同 4 年の 10月の 4 日正土{ 材中を正師、として起つにのであ るが. 正午を過ぎ

てからの事であって、大阪では火の気のな い時で あったから閥東の震災の様に大火事にな

らなかったのであるが. 2 時間後に津波となって高潮が. j I p 寄せて、木津川、安治川から市

内に大舶、 E 舶を推込み来って、地震を逃れて舶に乗って居? こ大肢の人々を溺死せしむる

事 7 千絵入とある。橋を? 流す事50絵、千石舶が道頓掘に入り込んで日本橋迄、皆橋を破壊

XI  194 



し、沿岸の舶を概弄 しに つ地誌での死傷は 7il 4 入、出家 1，061 軒であっ? こ。

安政の地震で は、 共元年の11月 4 日と 5 日と二日に 亙っ て大阪 を。常か しに。 4 日の地区:

では、伊豆沖が ｾｗｩＱ であ っ ＿こから 、 昭和 Ｕ 年の伊豆地 誌の 時 の位の振 動であつにらう。忽

日の地援は、紀州沖であっ 1: から相蛍 にこ? こへ?このであるが . 地震からの被害 より も地長

後の高潮的津浪の被害がすさまじかつに。 則ち 高潮は木津川、 安治川から逆流 して、千石

舶を推し上げ推し上げ橋を流す事10j 後ケ所 . 道頓瀬川で は、 日吉橋から大黒橋迄流さ れて

しまっ1: 。溺死人 237 人といふ記録で あっ た。此の災害は古老の人で知っ て居 る人がま? ご

あるが、大正橋の東訪1 こ共記念碑が立て〉ある践 を見ると、 あの謹に死傷者がー蒋多かつ

にのであらう 。

共営時から考へて見る と此度の災特は地誌 と異つ 1: 風害の甚 しきもので めるが、恰も偽1

東大地誌の二の舞を大阪が裁つに様な策がしてならな い。 これで閥東人の 心持はヤ レヤレ

卒均がとれに事 であるわいと 考へて居る に相違ない が、 吾 k 建築家は此の風水容は突穫の

事件 として見ても ・来ら んとする紀リ‘ 1'1i
r
ド地長の事が心配でならないのピ。浸水J r. : 域地I瓦の

港筒、工場筒、 倉庫街の今回の惨欣 を見て、思宇ぱに過 ぎるも のがある。ど うしても 岡大

阪の惨害 を再びしにく ないものピ。

ぞれは建築家が絶叫する性質の ものでないかもしれぬが、 吾 k は知識上から 知って居る

が? こめ に憂へるのである。

我建築協舎が大正 6 年以来、時に縮れ 、折に鯛れて. 我大阪市のため に耐震耐火構造の

建築を庚 〈庚〈大阪市内に推奨した いと の希望は 、今回の災害 を見ても愈深 〈深〈考究す

べき事柄で ある。 ( Y. N 生〕

水 害 三 業 費 策 に 就 て

高 潮

f底無摩の溌生に仲ひ其中心附近に於ける策IIWの活発により海商7 kt{r. の高騰せる現象を高

潮と稀し . 共理論的高度は策原群発に水銀比重の剖 tuf.7k 比重換算:1u貨を乗せ' るも のでめる 。

但し上記の数値に加ふる に風速の二来ー に比例す る水位の高まりあれ然も陸地棋高基黙

( 基本水準商にして時 k 最低 k 潮商) より 考ふる場合は潮差並 に水深に逆比例する波高 ( 即

ち湾瀬ほど波頭は高騰する〉を加算する事となる。

高潮襲来によ る防波堤、船舶等 に作用す る慶力は高 さ及重カの加速度の相乗積に比例し.

堤防等を氾i監して流入せる水摩は綾躍なる浸水作用に 費還する以前に於ては相嘗大なる速

度 を有 し其塵カは流次速度の二衆に比例するを以って 可成の破I主力を有する 事 を知る 。
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大阪市風水害浸水回数京地域国 ( 大阪府工揚諜調査〉

晶

回

ｾ＠

E  

高潮による浸水

匡域

今次の高潮は昭和ロ年

9 月21日午前 9 時前後の

鴎風勢カの比較的減衰 を

初め Tこる 直後に来襲し、

阪神堺の沿海地域を犯し

水深最高 4 米に及ぶ浸水をなし. 共掃過直域は悔

陸共 に 未曾有の損害ｾ輿へ ｦ こ の である。

以下大阪府下に於ける浸水区域に就き列零す。

1 . 西 淀 川 匡

新 淀、紳崎の二川に挟ま れTこる 土地標高卒均 2

目 面 面 白
米の三角地帯

日 7骨 j壬

ｾ＠ .  JI< .. "  

r， 

滞7.1<. 4 日以上の地域

布屋町、酉島町、矢倉町、大和田町、同来島町の
封 〈

一部

大野町、百島町、中島町、西洲町、イ同町

滞*1日の地域

i特7]( 2 日以上の地域

上記各町の川漫地域、北西島町、姉島町、南島町. 野里町 . 御手青島町、補島町

2 . 此 花 匡

新 淀、安治の二川に挟まれにる卒均標高 2 米の三角地帯

滞 水 4 日以上の地域

西九{ 集 . 春 日出町、秀野町、 鳥屋町の名一部

滞*2 日以上の地域

上記各町. 高見町. 大間町、海老江町、殺卒町、思貴島

滞 水 1 日の地域

北港、樫島、川岸町、 酉島町、浦江、中津、大開Ul f ，豊崎町

此の匿 に於て僅 に浸水を菟れ? こる地域は標高卒均 3 米の幅烏附近 なり 0

3. 西 匡

堂島 、土佐堀、西横l ; ff i 、木i1!: 、道頓坊1の各川に 闇続せられt: る地域 にして標高平均 R 乃

至 4 米

昨7} ( 1 日の地域
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本 田、南堀江、北堀 江、新 町、阿波座、朝 、松島の各一部及河川の沿岸地域

4. 港 匡

安 治、尻無両川に挟 ま れたる 三角地稽にして標高平均 2 米

滞水 4 日以上の地域

千代見町、 耕 天 町、市岡元i ! IT一帯

滞 水 2 日以上の地域

南市岡 、繭崎町の川岸 、詩¥l IJ 、地屋¥l IJ ‘ 石出¥l IJ 、八幡屋111]" ，入舟 l町、新地出I l lr ，( 淡路町 、

八雲町

滞水 1 日の地域

幅崎西ノ町. 天保 山 ‘ 築港桟橋一帯 、九 依

5. 大 正 直

木津 、尻無の二川 に挟 まれにる三角地帯 に して棋高平 均 2 米

滞7]( 4 日以上の地域

卒尾町

滞水 2 日以上の地域

糸尾 、三軒家附 近

滞 水 1 日の地域

品l5111  r， 偶 町、幅 IlI]" 、北思カH島日1]". 米尾演遇 、小 林l町、泉尾北 村 町、千島Il lj" ，南恩カ11島町

6. 浪 速 匡

木津川に西 商せる地域に て棋高平均 S 米

滞 水 2 日以上の地 域

反物 l町、 芦原I l lj"附 近

滞 水 1 日の地域

掛川町. 木津川 IlI r、西 街、芦原 lur - ;侍

7. 西 成 匡

木津川 に西菌せる地域 にして槙 高卒 均 2 米

滞7J( 2 日以 上の地 域

t4士写f 一帯に して住吉堤防 と木 津川とに挟ま れにる川岸地帯

8. 住 吉 匡

木 津、大和の二川に挟ま れにる三角地帯 に して槙 高卒均 2 米以下の地域

?貯水 4 日以上の地域

北加賀島10) 、嬰木1l 1J. 卒林北 ノlllr全 部

?貯水 2 日以上の地域

住ノ江公園 . 平林 南 ノ¥l lr. 北島町全 部
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9. τ堺 三ごさ市

大和川の大阪湾に注入する 川 口市にして浸水地域に棋高 2 米以下の地にして最潮高は 3

米80に建す。

浸水 2 日以上家屋流失破壊等の被害甚大なりし方面

松屋、生島 、丸島 、南島、海山 、立花、元宮の新阪堺電鎖棋に沿ふ地域

浸水 1 日の地域にして被害甚大なりし地域

戎晶、松屋、鶴松町. 堺市埋立地、大樹海岸、出品川、 iit 利1

其他の浸水匡域

下石津 Ｎ 潰寺町、高 石｜ｬ ｬｲ 、休ｾＧｦ ， ｬｩｪｦ

被 水 害 拡 況

大阪附近浸水地は概して工業地域にして工場、小住宅、商 l苫等櫛比し、沿岸大工場、阜

頭製立地等の地域を除きでは人口叉桐密なり。

1. 木造建物に就いて

沿岸地方に於けるものは高潮、激浪の翁流失の惨に遭へるもの多し亦高度浸水の篤浮

揚解腫せるもの比較的認めらる. 但し高度浸水区域の水位は地表上 2 米乃至 3 米程度なり

しま誌老朽叉は脆弱なる卒家建に被害多し高浪に直面せる平家建と雄も基礎共他の仕日以

結堅牢なりしものはこの惨を見守、猶この高度浸水地域にある一般の建物は浸水部のf上口

並 に地盤の緩みて傾斜せるもの叉は壁惜のh H 蒸せるも の等あるも 概して漸進的浸水による

被害は浮揚せるものを除き程度僅少なるもの〉如し。

浸水床下に止み? こる地授は浸水地 と雌 も比較的無被害 と云ひ得ぺし。但し浸水居室の床

上を超ゆる地域の付二家に就て一言せば、本来の目的が住人の生命財産を託するそ以て第一

義 fこる べき lこより交通社絶、 食料の扶乏 、水道、電気、五均i等の首[ 給、営業機能の停止、

家財の損失等共生活機構の阻時に遭ひては直接間接を聞はす¥ 且精紳的 . 物質的雨方面よ

りの打鍛頗 る大なるは論を倹? こ す・。

猶衛生設備の破寝は叉病胞の跳梁する所となり共困苦叉言語・に絶するものあり 、木造工

場、 IJ 、感校の如き公衆的建物に就きでは高潮激浪に直面し流失倒猿の惨に1 t L へるものを除

き漸進的浸水区域に於ては建物に封する被害亦前述の如〈僅少なるを思はしむ。

2.  防火耐震的建物に就きて

建築上の被水害は殆んど言ふべきものなきが如し。

但し工場に就ては共機能障碍による損失計り知るべからぎるものめり、特に火力電力に

よる動力機関の不能となるに起因し、共回復敏旬を闘すべきは賞然の事なら ん。然も共生

産品の損害は倉庫建築に於げる在庫品を浸水せると同様材料機能雨方商よりの経済的損失

? こるや甚ピ莫大なるは推するに難からす。
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水害に封する爾後の防荷

如上の諸障碍 を生 じ得ぺ き高潮津波に封する防衛工作に就て以'下に概述せん。

1. 今次 の最高水位亦は終来可 能性あ る最大水位 を考慮 し現在の基本水準面・上高 3 米以

下の地盤に劃しては土伎をなし、高潮最高水位以上? こらしめ水の上陸を防ぐ 、但し元秘以

後の峰三火の埋立にて形成せ る低地域は軟弱泥床の上、地味傾斜及近畿地震帯の活動による

沈! 末現象をも考慮して在来の基本水準町 、並に最高 k 潮耐 lこ修正念加へ建物敷地 、道路面

等の設定に封し前記最高 k 潮面上 i 米内外の高 さ迄高揚する必要あらん。

2.  前記建物のみ に付きでは在来川岸 に商せ る家屋の賞施せる如き方法、即ち住宅にめ

りでは居室、工場、企]! j i ，事校等にありでは其作業床を自問巴水位に劃する安全規準百以上

にあ らしむる 事 にして共高架床 とも郁すべきものは構造基 より耐震耐火なるべし下甑.

昼間は住家にありでは納屋の類に、工場共他にあ りでは浸水 に無関心なる 方面の用途に或

は叉地下室として防水工事施工の上誼営なる用途 に充つるも又一法ならん。

3.  上述の諸項は高潮に劃 し特 に有効なるも のにして津浪に直面せる場合は猶高水位の

波浪 と高度の破壊力を袋る 傾向願著な るを以て之が防護は高潮 と共に其破壊力をそぎ. 叉

は製浪を? 遮断するま誌に堅牢なる防波段、堤防、防波林等の工作を以って数段に構築し、且

ｊｬＺ浸 ｉ Ｎｋ に 嘗 りても之を小 範囲 に 止め 、 共滞水の短時間 Ｑ ｊＮる虫 ｮｾ 排水設備を完にし猫浸ノ ｫ の

菟がれき' る地域 にありでは前記の如き 高 架床建物を亦製潮を免れざる地域にありでは耐詩

的lii 91J建築群を設定 し其破壊浸水 よりの被害 を菟かる べ きである。

公 にノM芹に劃 する 木造建築の構法と しては耐炭l耐j礼的方部と相侠って堅牢 なる構造及可

及的防水材料の使月1等でめ るが . 屋内浸水 に劃し木造建物の外壁を以っ て防衛する事は殆

んど不可能事にして 且浸水居室叉は操作床 に及び では共生活経済共他の凡ゆる機能を犯さ

るる事と な り建築物の安全性のみにて論するべきにあらす 、災j風害に謝する場合と異なれ

浸I. K 現象夫自鰭を排除し建築物に及ぶを避〈ベき手段がより重大な るもの と思惟 し. 木造

建築物を以って l耐氷工作を施し又は耐1)'( 構法を論争るが如き J汲を敢てせき' る 所以であ る。

風水害に封ずる大阪市小与さ校

木造校舎規矩に就ての再吟味

( 泉国茂〕

去る 9 月21 日大阪を中心 とする 風木容は彼の闘東大経災に劣らさ「る惨害 と見認さ れ. 震

に 醤楽 小・ 竪校舎の倒壊傾斜算をなし 、 兇 Ｒ 与の列強 Ｔ ・千有徐 ｾ ｉｈ せるは誠に一 代 の不鮮事であ
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って哀悼に土越えぬ女第である。 素 より是等被害の校舎にるや概ね昭和 2 年本市の撃直統一

以前の設計工事に属し本市は引櫨以来闘東大長 災に顧る所あれ極力是が補強を考慮し? こ

るに不拘、その普及完備を待＿こす・して今日の服せる不幸は誠に本市の力足らｾＮ 9 しを塊すe

る次第である。然れども墜医統一後本市建築課に於て設計工事なれるものに於て 、さしに

る被害を見ゴりしは全〈吾人の諒とする所なるも今後に於て更に此の如き災害の再来せす・

とは保設の限りに非子、或ひは地震 の襲来期す べからす、因て此廃に木造校合規矩の再検

討をなし足らぎるは補ひ将来の寓全を期する事は放なしとせぬ次第である。

確か一昨年本協舎の皐校建築蹴に於て本市小選見校木造校舎につき設明を輿へたるものは

在来本市建築謀 に於て採用せる規準に閲するものなるが是等は忌偉なく云へば鎖骨鎖iJj'j

「コンクリート」に於げる如〈構造計算上何等厳密なる根擦の下に設計され? こるものに非す・

この一事は誠に心外無責任の奉と思はるれども此の如き木造に於ては材料に於ても構造に

於ても厳密なるカ療法則に従ふべき契黙により解決する事困難な b。故に大正15年内務省

の勅令に基き専ら耐震手法につき経験上幾多の懸案 を採り各部分に於て能ふ限り構造上の

常識を以て考案され? こる規準である。則も定性的には充分完全なりと思はるれども未fご定

量的に;構造僚値を定め得べ きものには到達して居らなし、口故に今次木造に於ても何らか構

造計算上の根践に基き充分将来不慮の 災害的外力に封し定量的に如何なる程度迄技術上の

保請をなし得るかの見解に立入らねばならぬ、因て此庭 に再検討さる L 所のものは金〈構

浩上の見地を主 としにるものと承知されにし。

前言の如〈在来本市の採れる木造規準は充分今回のj町墜 に耐え得7こる事賓の下に者人が

中船主的の検診 を行ひ? こるに、この規短の構造は計算的には先づ 75 kg/ m
2

の|肘j瓜構造なり

と判定す、然るに此度の如き瞬間風速60米と僻され. 400 kgf m' 以上の風墜に |耐えにるは

金〈木材の安全慈し共の校合配置上織筋「コンクリ ー ト」治 2 階建の挿入宜しきを得? こる

賜であって安全率に於て も約 8 程度を保ち 7こりと解樺せざるを得十。

尤も木材の安全率は 4 乃至10 と稿せらる。 吾 人は計算的見地より更に機進上の安全を期

し頑丈なるものとなし安全卒ーの負荷を小ならしめ以て将来の災害に備へるの義務を有する

ものである。

在来本市木造規短の要領に就ては

( 1)  柱は材質を不問 、通柱となす事

( 2 )  筋違方杖を可及的使用し充分結構する事

( 3 )  胴 差 も成る可〈合せ梁、叉は桂に賞付りとなして佳の峰取を少〈し金物により緊結

する事

( 4 )  2 階床梁は合せ梁となして 1 本は項目下側主主延長 し、廊下外柱とー腫に結束する事

( 5 )  小屋梁 に於ては健、 雲筋違の類により相互の査みを最少限度に止むること

( 6 )  2 階梁相互に於ても燈材により結束し特に隅廻りに注意する事



( フ) 一般校合配置上棟の中央その他要所に於て防火の目的を以 て織筋「 コンクリ { ト J 2  

階建の部分( 間口 2 間程度) を持入する事

先つe以上 の如き方針であるが今回大躍の構造計算的結果に徴す るも 常識よ り観十るも粧が

横架材に比して著し〈細きに過ぎ株に 2 階梁下の方ーらlの柱 1 階の取付箇所に於て弱黙を有

する事は了知の事官であっ て計算的根掠に基き荘は 15抑角 2 本宛合せ荘を以て柱草位とな

さんと す。 従て 1 本の添柱は 2 階の窓下迄延長 し1Ci 粍「ポールト」 により位相互を約60腕

聞に5終結するを可とし. 足元の緊結を入念になす事J

( 2 ) の事項に就ては方杖の結構金更に完全ならしむると共に 材質を搾の如き堅木に改め

特に「ボールト」締めの総端に徐裕を保Tこしめ弘i断抵抗を充分ならしめんとす。

更に各教室間仕切に於ては在来の筋違は見付15制見込 b糎の筋違により 真壁仕込み とな

しにるも 是は一切12糎角材以上の頑丈なるも のに改め間仕切を一種の耐袋耐風壁として取

扱はんとす 。従っ て仕上は大壁と なし横羽目太鼓貼りとなす時は更に建物の横振れに抵抗

大なら しむ べ しと信子。桁行に就ても同様の考殿に基 き筋違、袴方杖類は 12輝角材稗良=の

頑丈な るも のを用ひて一切大壁仕舞となす事は特に役目すべき黙であ る。

( 3 )  ( 4 ) の事項に就ても在来の方法以上に摘め金物の緊結に考慮を梯ふべきである。

( 5 ) の小屋組に就ては夜来の手法に) ) [ 1 ふるに廊下と教室側雨端に沿ひ て健材を小屋組 と

縫付けに組立て横「トラス」の形式となし 、叉棟木の緊結は倫薙込の上更 lこ「ボ ール ト」締め

となして結構の完全を固 る事とす。

( 6 ) の事項は今衣と雌もその依踏襲す。

( フ) に就ては今回共の存在に劃し充分効力を瑳帰せるものなれば将来更 にこ の構造、配

置につき考慮を梯ひ寓ーの場合には児童の避難牧容所? こらしむべきも の となす事。

更に以上以外に於て注意す べ きは屋根の勾配を在来の 5 寸よ り4 寸 5 分に改め瓦葺の緊

結更に入念となして綾勾醍風害の欠を補ふ と共に 各階高 〈可及的短縮して結局棟高に於て

1 米を減少なし以て風摩面の軽減を園れ るは特筆すべき事項とす。叉軒先瓦の剥院を? 防ぐ

矯め鼻隠を丈夫に取付げその蔭裏 より 葺方を初め直接風の営り を防ヤ事。叉浸水区域に建

つべ き校舎に就ては I 階木造床下の浸水により水掃宜しから ざるに鑑み将来に於ては「プ

レーンJi コンクリート 」打の上に「アスフアル トJ i プロック 」の類を使用するが宜しかるべ

し。

E火に建具の類 も雨仕舞は勿論風仕舞にも相営の注意を要す。

以上は極〈簡単に将来改良すべ き黙 を列禦せる もので是等の腹案に封し克分研究の上 完

全なる規矩作製をなしにいのである。

向賞現 され? こる 様式髄裁に於ては在来のもの lこ比 し多大の改革 を菟れす¥叉計算的には

先づ 100 kg / m包の耐風構迭となすべきものにして 、 その結果に 於ては長度 0. 1 の耐震 構

迭 に匹敵 し其の結構、緊結宜しきを得ば技術的に充分確信を輿ふべきものなりと信令る 。
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此虚には計算的説明石? 省略するも、此の機舎に於て在来の計算忌避の理由を顧み子、材料

の試験研究を更に深め、以て計算的に根様ある構造を逝成す る事は技術者の義政 と信 子。

古来木造は日本酒特の経験に基き 完備に近きも のなりとし、在来の校舎に 於 ても充分今二次

の風害に耐え fこりと鴛し以て将来の災害にも向情 として備ふる要なしとな す者あ るは技術

者の採 るべき態度に非十と考ふ。

術附言すべきは一時錨筋「コンクリート 」寓能を稿はれ? これども 寄 人は木造に於ても充分

耐震耐風的構迭 を 工夫なし 得 る事と更に耐火 の 黙に 就 て も差 是分 考ｾ すれば充 分 之を 完 備せ

しめ得る事を考八 、強ち 鎖筋「コンクリ ー トJ i1主寓能 に偏向せざ らん事 を希 ふ次第であって

木造校舎を一例にとる も工費は在来延 1 :坪首 り!l Olwl程度のもの なる が是を 140 間程度 lこな

せば充分立i民なる技術上安心なし得るも の を建築する 事が出来 るのであ る。

終りに一言すべきは 、官官越の木造校合規傾 に於て品1 : 2 本令せ住の採用は 何等新脊な る も

のに非す・師に東京市役所設計の木造規準に示されにるも ので、本市は勝に是に迫随せんと

見らる〉ものあれども本市は更に百尺竿頭一歩を進 めて将来の災件 に備ふべ き幾多の改良

をなさんとするも の で 、 その 動 機 に於て既に先 ｦ 王 者 め る ｾ ｾ は意 を 安 ん じ 大 いに砕 象 の 一 助

1: り得べしと感謝する 次第で ある。( 竹内政治)

風水害 に封す る住宅への針策

今同の大尉風が近畿地方を 除 す 所 な〈風 臨 して その暴威 ｾ 這 しうしに被害 の 跡 を 見 ると

木造住宅の場合に於ては衣の様な原因が考へられると思ふ。

1. l F - 純な横力 によって倒れにも の

2.  家の中に風が吹込んで倒れ? こも の

3 .  細部の構造部のにめ持上げられて破壊し1: もの

4 .  建物自身の振動によって破壊し? こも の

5.  海水の浸入に よって足元を波はれて破壊し1: もの

6 .  流木の衝突によって破壊しにもの

勿論こ れ らの一つ一つが翠摘に破壊へと誘ったのではない. これら の原因の幾っか':>' Jfi :な

りあってあの惨事を起し1: のであると思ふ。

今風水害の被害 を調査して木造住宅将来の針策 を環境、平面、l I id出昔 、細部 、屋根の 5 項

目に分りて考へて見ることは技術的緊張を新にする所以ではない か と思ひ ます。

環 境

1. その地方の暴風の方向を考へて之に劃して影鮮の少 き型式を撰ぶべ し



2.  吹曝しの所にては倣壊力甚大なれば成可〈何かの蔭になる様に建築すべし

3 .  高 ￬ｦｾｬ なる所にては防風林ｻｦ作るこ と 必要なり

4 .  海) ｾ ｾ Ｚ 地に於ては防 波 堤 を高 〈 堅 問にす べ し

5.  海岸地に 於ては防潮樹林を設 〈るも可なり

卒 面

1. 風を含む様なフ・ラ ンは風容 を受け易い

2 .  プランは成可〈コム バ クトなそしてマツ シプなものが被害 少なし

3.  大きな部屋のあ るも のは成可〈大壁迭とし真壁 を避げること

4  耐震壁佐多〈とるべし

5 . 柱を無理に少〈せぎること

6 ・ 1毎街地に於ては成可< 2 階建 とす ること

軸 部

1. 遁し柱は成可〈多〈使用すること

2 .  通し柱の揮を大にすること

3.  枝と土事、ニiて謹と基礎と の連結を丈夫にすること

4 .  架構には出来る ｲｾ Ｇ￰ 筋 違ｻｦ周ふぺし

5.  架構の歪は垂直面のみならす・水平商にも起るから 土説 、床張、小屋紹などの所に場

所によって健筋違を用ふペし

6.  稽 手仕口はその場所に於て機材を弱めぬ様できる ｲｾＮ Ｇ￰ 念物ｻｦ用ひて之を補強すベし

7 .  各構材の接合{ f 強固にし且つ接合部 に於て材料{ f ｾｾ めさＧる稼注 意 すること

8 .  各機材の強さに注意すること

9 . 横梨材の直交する場所 には成可〈長き憶を用ひ架構の歪 を防ぐ べ し

1 0. 構貯の腐朽 iこ注意してその有11修を志、らぬこと

1  1. 各部材の組合ぜ方及接合を丈夫にして震動に射する影響を少 〈すること

1 2.  各構材の組合せの方法に注意すること

細 部

1.  庇 、軒の様な風を学む腐れのある附属物は少〈すること

2. 建築物の局部的弱黙に注意し破壊力の増大を防ぐベ し

3 . 雨戸及壁の面を丈夫にせよ

4. 雨戸相互の召し合せに注意 すること

5.  庇の如 き附風物と刺i部との連結を丈夫にせよ
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6.  真壁は水害に針 し抵抗力少 き故 なる べ〈大壁とな すべ し

7.  真壁の代 りに耐水性のボ ード類 を壁下地と して使用する も便なり

8.  碕子窓には必十雨戸 . 鎧戸又は格子を附すべ し

9 .  水害の廃れある土地に於ては l 階床板張りの上、上!1泣か又はコルク敷上J肢となし成

可 t 換 を少 〈する こ と、 或は床i t ' 高く するこ と

1 0.  戸障子の外れるこ とによりて重大なる被害を生子る事あト建具 につき特に 件ー意を

要 す

屋 根

1. 瓦は各枚毎に銅 線にて緊結するこ と

2.  瓦を釘留め とす る場合には亜鉛釘を? 使用する こ と

3 .  奇: 土を充分使用 すること、要誌帽子を被り fこる 如寺子) : 方は良ろしから す・

4 .  軒先 . 峨柄 、椋等は漆喰を用ひて茸 〈も 便なり

5.  軒先の瓦 は 蹟 小 ｾｾｾよ り、 必要以上に出さ ｙ る こ と 、 風にて煽られ易 し

6 .  棟雁振瓦は稼め椋木に取付 vH: る丸竹より銅線i t ' 出しおき之にて緊結すベし

7.  棟畏斗瓦はその積上枚数に感じ鞍形の既製品を製作し世〈を使と す

8.  棒漆喰、星漆喰は成可〈之を施すベし、風害に弧し

9.  瓦の規絡統一は 日本棋準規格により速に賓行 す るを要す

10 .  銅板葺の場合 には軒先が風に煽ら れぬ様特に注意 し且釣予はなるべ〈多数使用すぺ

し。( 矢田鎖蔵)

既設木造建築物に封ず る針策

用途、 機能. 待遇、規模、間取 、配置、形態 、部材の品質及ぴ品種、存続年齢 、管現状

態、敷地の地形及 ぴ地質 、周聞の妖，) ( 等種 k 様々 に してE 資力も直々な る多種多機の人々

によ り て所 有せら れ 居る既設木造建築物に聖母し て、 あり得ぺき様々の場合ｾ想定して 、 そ

の- k につ き具鴨的に補強方法を例示 する事は煩攻極まりな い事であるし、叉量産〈を網有h

し得 まる 憾みがあるばかりでな〈時によ っては より 巧なる方法の出現を阻害し、叉は単な

る模倣を招 来 して危険 と迄はゆかさ? るも十分な る改良効果を泉 げ得さ'る 場合な きを保し難

きが故に. 落では既設木浩建築物に劃 する技術的な多| 策の犬綱 を述べ るに止め る。

(1)  軸郡破損 ftf. 斜せるもの

床阪を除却し、叉は小屋裏に入り て、 二iて姿、梁、桁 、胴差、杭 、小屋組等主要符i 材相互

聞 の仕 口 及び共等各材の繊手及び基礎ｩｴＧ製ｾ Ｎ険 し 、 損傷又は Ｑ 尉剣Ａの有無ｩｴＧ検す る 。

壁開も . 既に ilJi 濯や方杖を配置 しある主要 なも のは成 るぺ 〈その壁髄材料を取 り除きて
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:共等のt員傷叉は腐蝕の有無 、配置の適否、数量や断面の足不足 、仕口工法の適否を検する 。

以上の検査により、主要構材の腐蝕は勿論 、その仕口 . 櫨乎や、基礎の損傷亦著しから

す・と確認せられしものは 、之を? 牽 き起し. 建入れを正確に検し、各主要機材は. 遁堂の限

定の下に概略にて可なるを以て架構としての強度計算をなし、その結果に基づき単一材又

は添木( 添柱等 をも之に含める) による 補強若し〈は構成材 ( 控枝も之に 入れ る) 叉は結

構商 ( 各種材料による筋違、方杖、健材を巧に使用する事により構成) となす事に よ れ

寧一部材として 、若しくは構成開として強度上安全 M雀信し得る過賞の強度のものにらし

むる事a

上記 の 結構面は、之ｾ水平方 向 にも鉛直方 向 にも構成し Ｎ 向建築物上部構造と基礎との

緊結も十分になし. 基礎白隠も勿論強度上十分なる設計となして建物全腫を 一つの纏っ た

構成憶となす事。

除 夜の結果主要構材、腐蝕著しきか . 若 し〈は共等の仕口、櫨手や基礎の損傷大なり と

認めしものは、之を?一旦取り肢も ‘ 改築するを可とす べ し。

11同々の材につきても、其の防蝕甚しきもの、若し〈は仕口、糟手の損傷著しきもの. 叉

は材? : )>. に組裂其の他の民傷を生ぜるものは、之を新材 iこ取り換へ、決して鹿柄使用の如き

姑息なる ーす段を奔して再使用せき' る塁手。

方針は上記の通りであるが 、現存の建築物金補強する具鰐的方法を考案す る場合には 、

外観、組 立順 序‘作業 空間の 有無Ｎ有効使用空間の縦保、建築 Ｑ 勿の機能を 損 せｾる事 Ｎ 工

作の難易能不能、材料及び職工の入手の難易、補強のl耐震耐風耐水上の有効度. I耐久力 、

一般保安衛生交通上支障の有無、耐火的に見て 支障の有到し安全感が得られるや否や、及

ぴ経世 特等 諸方面より制約ｾ受げる の で仲 ｫ 難しい の であるが 、 此 等 諸極の製求には自ら事 Ｚ ［ ￧

重 がある の であるから、問題となる 建 築物及び柿 強 部分に感じて互に此 等 諸要求を比較ｾ

量して、その収拾撰揮宜しきを得る様にし ‘ 最も誼切受賞と思はれる方法を案 1-1- 1，しなげれ

ばならない。

( l l )  * 破損* 傾斜にて 、軸郡l乙は殆んどか実は全く被害なき建築物

止t等 を? 一般技術的診察をなし、耐員 、耐風、| 耐水、耐火上級陥の有無を検する必要があ

る。その診察の結果 、上記 4 箇の立場より何等かの扶陥ある事がキIJ つになら . それに舷じ

て過賞な楠強方法を前項に準じて講 じなりればならない。

最後に 一言老婆心乍ら繰り返し次の事を附り加lへて置き度いo

それは 、 今回の暴風雨によ る 災害は Ｎ 主 と して風 容 と水害とであっ て 幸にして火災 ｊＩ ｊｾ

は菟れ? このであるが . 之はーに近畿一俸の人 k の聞に火 災の恐るべき事が . 近年| 哲次いで

各地に起った震風火災によって深〈脳裡に刻みこまれてゐ? こ震に各自火仕舞に注意しTこか

らであって 、一般的に云へば我岡の様に木造家屋の多い所では家屋全倒壊に至らしめ る程

度の恭 ｪ 氏ト ｉ ￛ や地渓の場合に は、 多少共火災の ｊｾ は菟れ難 いも のと考へ な け れ ばならな い の
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でめる。そ れ故今岡の暴風トJ:j を機舎として木造建築構物迭の改良を闘 るlこ営つては、 1おり

村守也似度上の改良のみに 11-- らす・. i l l ¥んで l耐火防火の見li についても ト分 なる考慮 をお1¥ふ事 を

忘れてはならないと云ふ事之である 。( 注 ll j- 新一)

経 済 力

下、、

、ー 建 築 の 被 害

目 次

第 i 節 建 築 技 術 者 と そ の 他人k の天災 に封する 観察と筆者の感想

第 2 節 異つに観馳より調べ fこ被害統計

第 3 節公私経済の- 消長と天災

附 建 築技術の殻逮 と被害

第 4 節 結 語

本 文 は 木 訟 往 築 物 を 主 と し て ;氾主s したも ので鍛 ，，'，' 、強 jあコ ンクリート 、煉瓦法等の ものに は 闘

{やせ ぬ、 t.¥H也の論文との }J ( 核 を 避 け るため に主要 な 勤 と 考 へ た も の で も本土; には範 〈取 扱 へ λ

もの あるを以 てそ の心 持 で 批 評せ られた い。

第 1 節 技術者畢者その他の人々の天災に劃する観察と筆者の感想

9 月 2 l 日午前8時 ! 併有'な脆風が吾閤商工業の 心臓部である i阪仲地方を製ひ 、数分にし

てそ の行手の凡て を岐壊し去つに 。共の後の新聞は異"' J同音に何 れも )1 の惨悦 fこる i状地と

その被害に劃 する 原因並にその責任の時着駄にま で論及せ る記事にて出まっ てをる》是 等

の中でも 謬校建築の倒壊が多数のjjJi 是 なき 児童を殺傷 しに ので 、 その責任を札弾せんとす

るも の漸 〈多 し 勢ひ建築家 としても之に劃して一言せ ぎるを得な くな っ? こゃうである。

その中で建築関係者の述ぶる とこ ろを約言して見ると 多 〈は次に記載せ る範囲を / 1' . でない
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A- 建築政治家、その責任は監管官願の取締り粗漏に師すべきも のに。

B  官醸の技術 者. t.淡壌の原因は凡てき会露せられに 、その責任は設計技術並 に施工技術

の完 否に蹄すべきも の ｴｾ ｯ

C 設計技術持、蛍然なすべき ことをなさなかっ fこからピ、現場監援者の怠世 と施工部i

負人の極端な る利主主主義の結果t:' 。

D  経理合計闘係者、施工従業者の不正工事 、然も監仔者や行政官等 iこ闘係する醜闘係

があるらしい。

E  施工闘係者. ーに設計の組漏 と請負債格に劃する極端なる里緊迫、即 ち無法な競争の

結果t: 。

F  材料肉・並に手間下部i人 極 端 なる安値ｾ強ふるからに 、 又は 中間 搾取が甚 しし、か ら
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G.  ｗＮ者Ｎ技術教育家、各園の建築技術が米 Ｑｾ 充分に進歩溌主主してをらぬから Ｑ ｾ Ｎ 又米

ピ 技 術 が普及してをら ぬ から Ｑｾ 。

ｈ Ｎ 建物の管叫者 Ｎ 技術者 にそ の技術を主張 する 頑張がｾら ぬか ら ピ。

向外にも 段々あ るが極端な ものになると、 「著書校などは鰭裁な どは要ら ぬ、 挫住など

を十分に ｾ 付 げて北閣の錨道に使用せられてを る 雲除 上 家式の も の でよい、津浪に封

しては紀淡海峡に防波堤をつ 〈ればよし、」 など〉述ぶる ものも ある。

以上の通りでその多〈は各々の立場にあって各自の専門的智識から判断し 、自 己の近十た

せる範囲のみを攻鍛して居 る、 或は自己の職業を有利に 展開せしめんとして論争るもので

相互の迷惑 などは考へてゐない、向その飴f品iが自分 lこか 〉って来る 事な どとは更に考へな

い. dt ' . して 更に突き進んで何がか〉 る結果を踏成したのか、 もっ と大 きな 力が原因 とな っ

てゐるのではな いか を考へ てをらぬかのやうに見ゆる、之等多〈の 人々は不思議にも 自分

の考へて 居 ること のみ を述べよう k して、人の考へはどうにらうと聞いてゐる 徐裕 もない

やうに、他人 ( 建築家以外の人々) が何 を書いて ゐ るか、或は何 を言っ てゐるかな どは井

中の灯式で頓着 しない、 H佐自分の考へで相手をつく り、 それを攻繋 してゐる. つまり自 分

の官り散らしてゐ る目標はその嘗の 相手でなくして自分自身の影なの f二 即ち相手伝打

ち、手答へがあっ 1: 時はそれが自分の憶にふ れて居つ に時である。之等の ことも始めに奉

げに時事観察の記事を見て よ〈 考へ るときには、 言ふて居る 人の言葉にも向自分の責任に

属する ものが必ら十めることに集が付〈であらう 。 この事賓は建築闘係者のみで は な し

般の人 k がその人現在の立場 主理念か ら迭 つ?こ一つの公式で物事を判断し. 他を? 批判す

ることが多い、然るにどんな 事件にしても、 ある還境 とある 護展の順序 を経 て今日に到つ

にも のである 。向その時代を 支配する経済、闘係と か、政治形態とか、思想 とか が大き 〈影

響 する ものであることを考へす・に 、現在の思想、現在の技術、現在の経済! f k 態に よる認識

で批許するものが多い、 之れが今日建築闘係者同志が泥試合をな して互 に立臨 してゐる 原

因であ る、 共の建築物設立営時の欣勢佐今少 し〈 詳 し〈 調 保したならば、 恐 ら〈はそ の首

時の闘係技術者な どはその地方 に於て最大の努力 をなしてをるも のであ つにことを穫見し

同情を以て之れ等の事賞を見るであらう。

勿論、か〈 談する 諸氏は何れも現在での経験者であり 、撃手fである から その言ふ ことに

間違ひは ない . 何 H も被害原因のあ る一部を把握して居るもののみ fム 然 し に ピ一部であ

って全部でない、然も大きな原因でない、ほんの一因 であるとかしか筆者には考へられな

い。 筆者の考へでは経済問題を度外硯して天災被害の原因を論争 ることなど は、丁度昔時

の天文患者のやう に地球が自轄することを知らす・に 天文壊を議論 してをつに や うなもので

ある 。唯世間の大衆力4か〉 る知名の人 k の言葉 を聞いて それが全部であ ると 信ぜしむるか

ら、一時的にもせよ 影響するところが大きし、。叉経済的闘係を考へ ないで研究せられ七割

策 などは、める特極の地域には賞行せられでも 、吾園の隅々即ち農漁村までも賞施せらる

2 0 7  X I  



ることは困難であらう、叉その針案は富有都市を救ふ に足りるも のであつでも 、哀れな農

漁村や園民大衆を救ふに足りないものであらう。

第 2 節 異った観艶より調べた被害の統計

本統計は主として資料の蒐集上大阪府下に闘する 分のみを集め仁、然し早念短時 日の聞

に調ぺ fこもの〉みであるから幾分の誤謬等もあるかも知れぬが、 大要{ e 把慢する? こめ の も

のであ るから政へて掲載しにのである 。

第 1表 大阪府下の』寵災状況 大阪府鮎合課翻査( 29日午後 10時現 在〉

人 命 |  署長 巌 |被 符 ! 被 害 |

都 市 川 『 削除高 計 ザ Iｌｪ ｾｾ＠ ｉｴ ｾｴ ｾ ｼ 床間ｼ 即 時 ｼ 倒 ｼ 人口
一 一 一 i 一一一- 1一一一一一1 一一一寸 世帯 I i  i  I  1  I  I  人

大 阪 市| 叫 刀7いω 川114117氾541 2，4211  9，引 3同 13同 91礼 2371 51  17羽 81 7削 51

界 市1 3821 134い62司 151 2，1591  7921  1. 0311  31司 4，178
1

1，9951  31  8，316;  41 ，328  
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備 考 大阪市の死者中 18名は遺族なし〈死者 数は大阪府瞥聖書部 の翻査に よると1 . 663名に なっ てゐる〕

第 2 表 大阪府の人ロ友び世帯敷 〈昭和 8 年度併計〉

人 口 111・符 数

大 阪 市
2，654，∞コ 592，000 

堺 市
127，000  28，200 

岸 和 岡 市
36，9o::l 6，300 

計
2，8  1  7，9CO  626，50J  

郡 有1)
I，C06，40J  208，5岱〕

第 3 表 市町村別人口世帯別被害

死 亡 重 傷 l箇 傷 令 書長 牛 主主

大 阪 市 部 0，043  0，029 0，64 5，30 16，70  

同 町 村 0.042  0，068 0，27 19，50 26. 20 

向 上 ｾｪ 比 0_92  2. 34 0.42  3.70  L57  

保I考 比傷は人口に霊訪 し、破 壌は 世帯に重苦して調査せるも の とす。
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第 6 表 大阪府下小皐校の一定期間に於ける

全倒壊校教に封する百分率

市 6 3 7 % 大正 B 年 よ り岡 15年まで ( 8 年間〉

市 50 0%  大i E l O年より昭和 2 年まで( 7 年Ii 日〕

岡 市 l∞. 0% 同 J -.  

対I 40. 0% 大 正 11 年より昭和 Ｕｾ ま でＨ 9 年間〉

上記統計 は 毎年一様の 改 築工事をなしつ L あった のでな ν、か ら、或 は ζ のj羽Il tj に特

に多 〈改 築せ られたる散 を以てと の結果となったものもあるかも知れない。( 第41{

参 照〕従 っ て 術 今 後 に研究すべき問題が残されて を るのは事' J [ t である。

大 阪

堺

岸 和

郡

備考

第 3 節 公私経演の消長と天災

附而建築技術の援達と被害

近頃は徐り聞かないが女性解放を志す ｪ 社舎問題研究の老女史が 、 女給や娼婦等ｾ風俗楽

ｾｌ の責任者として目に角を立て〉政 ＱＱ 持しつ〉あるが 、何 故に彼 等 Ａｊ［ か〈の如き職業主＿選ば

なけ ればならなかっにか 、如何なる 筏路から祉舎がか〉る人 k の存在を不可避的ならしめ

たかを調査しない、 言葉を換へて言へば . 現在 に到らなげればならない枇舎制度の経過に

つい て探究しない 、唯外因現在の祉舎制度を見て 、今後の吾闘もか 〈なるであらうと の強

想から運動を試みるのであるから、吾閣の賓際に適合せ令してその努力の割合に効果が薄

いじ結果となるのではないピら うか。

2  i  I  X I  



風害に聖母する建築家の針策も之れと同様で 、社舎の進展を導 〈経憐問題を度外して編 み

立て 7こ劉策が果 して功を奏 するであらう か 、然も現時の資本主義金磁の時代 に於て向 この

感を深 うする 。此の意味に於て第 2 節の長及闘表は経済関係から被害の科度 、経 慣に最 も

閥{ 系の深い政治樹係、叉経済の進展に比例する技術稜 展!jX態から 、ありのま〉 に今回の天

災による被害を分析攻 究せんとしたも のである。

，.  被害は経漕カの大小に反比例す

第 1 表は大 阪府下 に於げ る市町村別に被害の j伏況を調?tf. しにもので 、第 2 表は同じ〈大

阪府下の人口及び世帯1肢を示すものである。第3 表は市官[¥とml部とに日IJ も、死傷はその人

口に劃して、 家屋の政援は世帯数に謝して何程の割合であるかを調査し? こものである。こ

れによると死者は同一で重傷者は惑かに郡部が多し i陪傷者は市部に 多 t 、家屋の i波壊率

そ の家 も 郡部が多 し、 。 以 上の事賞は何を物語る も のであ る か Ｎ 右は貧弱なる ｾｴ｛ ｾ 部の 町村 は

は何れ屋が著 しく 都 合地 のそ れに比して 弱 いも のであ ること を詮明 して を るも のであ る.

叉ｾｾ 5 表を見れば小康，校の倒壊 率は市部 26. 2. %に封し、利部 6¥1. 0%で約 2.6 倍 で、をt家は

市 部 5. 3 に撃す し、 郡 部 19. 5であ るから、住宅金 壊比 は約 3.7 である。

最 後に、以上の事買を綜合すると、 夙震災に劃す る被害はその貧富の程度 に比例するも

のであることを鷲見する。叉重傷が多 〈軽傷が少いのは 、農漁村の家屋は耐抗力が少い矯

めに避難する H院な〈崩壊しにことを意味するもので、死者の同一であるのは狭い都合地で

あっ ては逃場が少かったが. 農村、r 1 f . t村にありで は逃携が十分であっ fこのに起悶するもの

と思 ふ、叉事賀、自分の家主? 建築する 場合の ことを思ひ浮ぶ れば誰 れでも集合: 付〈ことで

あるが . ＱＢ こ れ では大 風ｾ災の場合 には何うか」と 考へさせらる〉 こと がな いでもない が Ｎ

必要なも のがなり れば何 うす ることも出来な い、例へば土廷は櫓でなければ早〈腐るとい

ふこ とを知って佐つでも止むを得令に杉 にする、米松はサク いから 面白 〈なし、材料で ある

としても値段が安げ れば使用せぎる を得ないことに な る、 五は引掛徒瓦を使用し . 風切丸

などは悉〈銅線結びとしようとしても、珠算がなりれば普通の方法しか採用することが出

来ない、叉敷地を選ぶ場合にしても高潮が襲 来することが解ってをつでも経済的闘係から

同地域 lこ住居する のが止なを得ない となれば致方がないのである 。す度南鳥島 に位ひす る

漁民が噴火が止 なを見て直ちに蹄島する の と同ーの闘係で 、生の経掛から来る問題1:" から

何うするこ とも出来ない。

ね 2 1 2

工場等にあ りても 同様で 、/J、資本家の工場は大費本家の工場 よりも 被害が大き い。 寧ろ

彼等は経情闘係に敏感で あるが力が足りないからその裳 も大きく現はれる 、今回でも住友

大き い。唯現在どは徐り 被害が大 きかっ?こと は聞かな い、矢 張 り中小工業家の被害の方が

や三菱の工場なまでに 集め 1=費 料では之を統計 lこ表はす E が出来ない E を遺憾 とする。

貧弱なる 町村の公共建物もそ の被害の程度が官省 なる都市の建物の被害 に比して大な る

ことは前述の第 5 表 によりて 明 瞭である 。術大阪奮市部の富有なる直域にあ りての倒壕校



は 8 %にも上らぬ、然るに今回の風災に於てその中心を外れた豊能及ぴ南河内の雨郡を除

外すれば80%，以上となる、以て貧弱 Illf 村の被害は想像以上に大なるものであるこ とが解る。

2  経湾的に無理のあった工事は被害多しコ

園富は一園の土木建築事業に反映し 、景気の隆替は建築土木努働者の賃銀指数によりて

表示せらる〉 ものであるとは、これまで唱へられて来たところで今 日までは殆どこの言葉

にー-致してをる 、第 1 I副表は年決的の土木建築努働者の賃銀指数を表示 した曲棋で 、土木

建築の景気が何人，な風に上下してをつTこかを表示するものである 、急: に建築景気の よ〈な

る時. 景気がだん1': ん思〈なって競争、が激し〈なった時 . 等の建築工事には無理が伴ふか

ら何うしても 立 ｩ 反な Ｕ 郎 、 建築物が出来な いＮ即 ち第 Ｔ 表並に ｾ Ｑ 園表によりて研究するに

大正6年までのものには倒;嬢校案外少〈ないが 6. 7. 8 の 3 年聞は欧洲戟争長後の年で J むも

景気 よ し 9 年は下り阪で10年から 再び上昇 しかりに年である 、建築物の竣工は一両年遅

れるも のであ るか ら、その賠を注意して見れば経情的に最も敏感な大阪市部のものはよ〈

之れ等の事賓を表示 してをる。大正 13. 14 年のものが事故のなかったのは東京甚災の影響

を受り一般が特に注意を榔ふ? こからであらう。

第 Ｑ 園表の下に歴代内閣総、理大臣の名前を記入しにのは 、 政能政治主被害との倣 ｬ 係ｾ調

合i しようとしにのであるが誼雌なものを掴み得なかった. 向次のやうに分類す れば 、 その

ほ郭fごりは知り得 ると 思ふ。

年 ｻｾ己 政 治 形 態

政 策 政 治 褒 皮 時 代

政1r.t政 治 全 盛 時 代

政 議 政 治 初 務 時 代

総 務 形 態

銭 前 資 本 時 代

ｾ 築資本時代

金 融 資 本 時 代

代

代

代

時

時

時

泊

五

利

明

大

昭

i紛考 明治時代 は自主 2 次桂内閣を以て終り 、大 正 時 代 は滋口内閣を以て終るものと考」、 、 放

に明治とか大正とかは使宜上のものとする 。

政黛と資本家は有合 し易 し し その 中でも 輿業資本( 農商及金融を除 〈そ の他企業家の

凡てを含む〉家 と政誌とは互に特別な依存関係を持つものであっ? こから J 屡々疑獄事件公

引起し? 二、然も大 E 後学期に於ては益 k 甚しかった ことはこ〉に記載するまでもない。共ーー

部に 今回 の被害が反映しておるとも云はる〉 こと は必ら予し も民賓でな いとは 言へない 、

叉か〉る政治家によりて動かさる〉建築工事は 、必 らす3無理が仲ふ ものである、 特に 地方

の政集家はその地方の土木建築工事を 、 自家の縄張内のもの と心得ておるも のさへも多か

つに . 第 6 表は経済関係の外に這般の事情を示す ものでは ない1': らうか。

叉極端なる政成内閣は反劃鉱石? 占むる都市町村に交付すべき必要なる補助金をも削減す

るに官余儀なか らしめ 、或ひは必要な校合の補強修理工事までもなし得 ぎるに至らしめた事

賓は屡 k 聞かされにことである。

3  建築技術の授遣と天災

「ローマは 1 日にしてな らする」といふ比l殺と同じゃうに 、技術は 1 日にして 完成す るも
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のi二あらす 、次第次第に進歩設達するものであることを忘れてはならない . 然るに多〈の

技術者や、若いさ持者は毛虫や青虫の時代なくして踊になり、蝶になったやうに考八、現代

の技術や智識で直ちに奮時代の技術家のやったことを. その地方の現住技術家のやっ? こ E

のように批評してしまう鮮があ る、即も 風塵の計算法が一般に行き亘ってゐない時期、然

も木造建築は計算することなしに 官醸の許可を得ら れに時代の建築物を今日の技術家が見

て、 その欠陥 ｾ見出し 得る ことは 寧ろ嘗 然 の ことで ある 、もし その 建築せられ＿こ首時の事

情を考へすして乙れ等の欠陥を噺笑ふ人 が々あ るなら ば蝶が青虫のやり方 を笑ふやうなも

のであ る。

ニ欠に耐! 札耐震構造の稜展観棋の大要を述べて見 ょう。

( イ〉 耐風構造の計算は明治時代にありでは . 草tこ小尾組 とか . 特匿な構造物のみの解法

が知られておつにばかりで現主のやう なi伏態ではな かった、 壁樟又は柱と小屋組とが車一

架構として計算するやうに教へて〈れ? このは、フレミング氏の 1) 武庫に闘する六解法」が

始めであっ fこと思ふ、続いて、パル ト氏、カ ーカム氏、ケツチヤム氏、ベツク氏等が夫 k

様 々の場合の耐風架構の計算法を程表して〈れf二、特に大正 5 年ウィルソン氏とマネ ー氏

が高居架構の風墜計算法を程表して呉れたので、その後長足の進歩を? しにやうに考へる、

向大疋 4 年 にクライ ン・ローグ; L - 氏のラーメンフオルメルンの程表もその功績を渡するこ

とが出来ぬ、 吾閣では大正の始 と記憶す るが 、佐野博士が長 災橡防調査報告に耐E菱重蔚架

構の計算法を瑳表せられ. 大正10年頃内藤博士が同様の計算法を向精密に然も臆用し易〈

して稜表せられに、績いて悦1東大震災が起 1)， 14年頃に -Ol t の書舗として登責せらる〉や

漸や 〈全閣 に普及 しに のであっ fこ。向其の後多 〈の諸先輩が|耐震構造の 計算方法を蛮表せ

られfこがこ、には省111各する。

約言すれば耐風、。耐民 、構造の計算方法は大I五年代の後期に護達し 、昭和年代に入って

始めて漸ゃく完成に近づい?こものと 言へる。向今日の市街地建築物施行規則にありても木

造建築では之れに計算書 を附することなしにその許可を得られ . 叉大阪地方に於ては瞬間

とは云へ 60: 米/ 毎秒、と いふやうな風はT象期して ゐなかった科一度にしか褒達しておらぬのTご

から 、 その他の耐風構造に闘する程度は 凡そ推測し得らる〉のであらう。

か〉る i伏態の時代に設計せられ. 建築せられfこ建物であるから前述の経済、的闘係と併せ

考ふる ときは‘ かくなる べ き運命にあっ?こことに祭付〈で あらう。

向. 芸大に吾が園の建築法規は如伺なる 順序で蛮達しにか を知 るTこめに、市街地建築物法

施行規則賓施の年月日を掲載して参考としよう。
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大 正 9 年 11月1主施

同 11年 日月一部 改正

問 13年 12月一部改正
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同 13年 6 月一部改正

昭和 7 年 l 月一部改 E

新〈の如1¥改正に改正を重ねてゐるが今 日向完全の域 iこ達しない。



( ロ) 明治以後の木造建築の構造並に手法上より見てこれを大別すれば女の通りに分類す

るこ e ｻ･ｾ辱 コ

洋 風 建 築

洋風構造模倣時代 明治年代 来日 l武手法折衷時代 大正年代

調創手法賞施時代 昭和年代

和 風 建 築

改 革 試 練 時 代 大正年代 試 案 賞 施 時 代 昭和年代

勿論 以 上 は年 代に よ ｐ て ｙ， ｾ ｉ 然と Ｇ ｉ［ ￘ｬｾ せらる べきも の でな 〈、かム る傾 向 が感 ぜ られたと織 す べ

きも のである ζ とも 附 言 す る。

洋風構造模倣の ものは長 い年代 にI!n¥. 聞の激 しい大陸 に於て研究せられた結 果の直穏であ

るから、特別な地 ｾ といふ 天 災さへなければ先 づ安全 なも の である、 堺 市 の愛泉高 等女製

校西校舎なとはこの匝の例に接げらるべきものである、第 2 期なる大正時代に屈するもの

は手u洋混浴で和風 を主 としにも の と洋風に和風 を取り入れたものが多い. 物似上昇時代で

あっ? こ Tこめ憤格を低下すること のみを考へて都合のよい部分 のみを洋風 に和風を 、和風 の

ものに洋風 を取り入れ? こが、 iilf. 然として融合 したも の即ち構法的に有効 なも のは得られな

かった、 大 ￯ｅ Ｘ 年頃 出災 ｔ 象 防調任舎 から 木 造建 築 の 加 ｾ 構法ｻ･瑳表せられ ｦ こが Ｎ 未 ｔ ご多〈

利用せらる〉に到らなかっ? こ が . 12年の閥東長災後は漸ゃ く注目せられ. 昭和 2 年頃 より

大阪市に於て共の成案{ e得 て笹崎せらる〉に 至つに . 持T僻遠のIUJ 村部では之等の構法を加

味せられゴりしが . 最近漸や 〈賓施せらる〉も のあ るを見出すことが出来? こ程度である。

今回の天災 lこよりて倒壊 せる事校並に公共建物は重に第 2 期の大 正年代式のも の、和洋

折衷式のもので、和風に洋)!P.1.. ｻ･混消し ｔ こ ものが多い 、即 ち 筋 違、方杖のなし 土ｾ と桂と

の; i 持者不十分のもの 、遁営なる織金物の使用少きも の、小厚: 組は洋式 、二階梁は合せ梁 .桁

仕口は和j武の手法、柱と土韮 との取付は和j良、 壁は真壁 、五は和風 、窓は和風の引違、窓

華及び鴨居の仕口は和風で 、その混浴の度合は和 7 洋 3 位 の程度のものが多いよ うである 、

之れは今回の天災に射して直接の欠敗原因として認めらるるもので . その詳細は他の報告

に譲る。

建築材料にしてもセメント、鋭材等の機浩材は最近優良なるものが得らる〉が .木材にあ

りでは今日は必らすしも良材を得られなくなっ仁 、大正年代の始めには街槍の乾燥材を手

に入ること が出来fこが、大正年代の後期には内地材の優良な るものはその影を潜めに 、こ

れに代りて裂げ易しい割れ易しし、然も牧縮し易しい米材のみを使用するの止むなきに到つ

? ニ。釘、織物等は進歩はし? こが惑い材質のものも 、屡 々販賛混入せ らる〉に到った、瓦 、

煉瓦 、砂利等も同様である。材料はその債格の下落の場合にその品質低下する、 叉生産数

量の減少 と共に益 k 品質低下する傾きがある、但し機械的多量生産の ものはこの限りでな

2 1 5  X I  



いこともある。

( ハ) 技術の護遼は地域的に差異があることも見逃すことが出来ぬ。一因に於て技術の最

も早〈護達するのは撃術の中心地であること. 並に 工事が最も多いところであらねばなら

ぬ、この結よりすれば吾聞は何れの型よから見ても東京は建築技術の珪昨地であらねばなら

ぬ、 ( 工事数量は大|仮は東京の約 50，%である 、兵庫似及京都仰を入れ手 u 昔k 同量 k なる )

放に大阪は東京に遅れて進歩するが掛T打、岸和田市は更らに遅れ. IIIJ 村部は1i . } 遮る〉も の

でゐる。この事貨は第 4 表を見れば明かである 、大阪市部にありでは日間11年代に入ればそ

の倒壊校数が急に誠砂するが‘ 4J1、岸和田 の岡市は更ら lこllil れ. 郡部にありては最近まで

も減少せぬことを見ても明瞭である。

第 4 節 結 語

これまで述べ? こ見方と事貨とによりて. 今回の天災によりて生じ? こ被害の! 京国営考ふる

に. 次の数語で . そ の原因の-大部分を輩すものであると 信' 令る。

1. 都市町村のめる部分にて被害が:大きかっ fこのはその家屋がこの程度の天災に耐ゆ

るにけ未 ｴｾ 経 済 的に恵まれてゐなか っ ＱＺ からに

2. その家尽力: 佳築ぜられに時には技術の設建が この税度の天災 に劃 して耐ゆる にけ

に進んでをもなかっ 1: からに

3. 建築物はその保全方法が重要なものであり 、且つ校(1耐の進歩に従って宇11 ¥強修迎す

べ きも のなるに経情的並に政治的側係によりて随時之れが補給修理をな し得ざり

し事、( もし技術者が之を忍 り? こりとせばそ の技術者に責任ありとせねばならぬ)

之れが針策としては、耐 E長l耐火の建築物を増加せしむることは都市防衛上他の意味で必要

であるが. 貧弱な農漁村の住宅や易保校舎何んな風なもの にすれば安全で、安債な建築物が

得ちる〉かを考へることが「建築と祉曾」を楳傍する営協舎の急務であらうと思ふ . 華所

や便所の研究も必要でめる、叉塞くない家、暑くない家の研究 も必要fごらうが .) ! 1. で感れな

い農家や漁村の位宅 ・津f良や地認の時に安全に農民や漁民 を避難せしめ得るノj 、勝校 k 合な

どを研究するのは向;必要なことでなからうか。貧弱な農漁村でそ の住宅やノj 、感校の建築貨

を支出し得な い 場合に、国家より ｾＱ Ｑｩ助せしめ、立援でな〈とも安全な住宅や ｉ ｊ 、 息校等ＭｴＧ建

築せしむることが出来るやうに建議することも必要な措置ではなし、 t::.' らうか。

第 2 のものに劃する封策は大正年代と達って技術も進歩してゐるから、これぞ普及せし

むることに労力すれば目的は達し得らるｾ e信子る。第 3 のもの に封しては各官願、従所、

含祉. 工場住宅等にありても・定期の除査を行ってキ11¥班、修理を撤底させる ことに せねばなら

ぬ、経済的問題や政治的問題になると現枇舎機構では 六つかしいかも知れなし、、今日紙上

に現れに復醤針策を以てするならば、農業恐慌が金園的であにそれに冷害、皐害、風 水

害などで農漁村の疲弊向吏激しくなってをる。又小商工業者は大経営者の魁泡を受げて次
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m衣第に貧 困 lこ陥 りつ〉ある。か 〉る?状態の下に あるも のが再ぴ同様の天災が際合しにと

すれ ば 、 ｾｴｴ れ が今 岡 の被害 よりも 砂 〈し 得る ことを 保誰し得 るであらうか ＿ 。

向復興婆j策 につき では再び稿を改め て需 くこと〉しゃう。 ( 渡部圭吾)

撃ま枇 合 的 諸 問 題 一 束

今回の大風水害は如何にも失穫の大 災害であるげ れ ど も、 共被害の: I { k態 を詳細 lこ調 架す

るに及ん で、 必す・しも此災厄をＯｦｾ可効力 ｴ して Ｎ 手ｾｾさ 〈 して天災のな す が ままに 、 致 し

方なきものとのみ考ふる事は 出来ない。 レはぱ人間の不用立、或は無頓着、叉は知ら 予知l

らす・小註京であっ ｴ こ事柄に劃し て 一 種の幹告を下しにのであると見る事は 、 将来ｾ考 八る

人k の心に 深 〈銘すべき 一大事官であ るかの様であ る。今回の風水害に劃 して. 私の最 も

深 〈感じ . 13 将来注意 すべ き事項を喜イづ りで見 ましに。

( 1  ) 我問は天災の多レ闘であるから土木 とい はす建築 とい はす建造物の耐久性 に劃して

は司、断の用意ありにき事。

( 2 ) 本法の耐風的見rr置は可能でめって風害に抵抗した質例が多かつに事。

(  3 ) 建築物は相営の安全容をカ11算 しな げれば . 非常時の災害にも 相営の効果 を示すも の

である事。

( 4 ) 古寺建築物は修絡を? 怠 らない事。殊に建築物の年齢に泣意 し相官の手首を なし置 〈

事。

(  5 ) 今回の風害 中火災のなかっ?こ事は何よりで あっ た。防宰演習の効果は顛面でめった

と想ふ。

( 6 ) 今阿の高潮の浸水医減は元総時代の海岸線と略一致することは大い に注意すべき 事

である。即 ち元称以後に埋立 て られに地域 であっ て、大阪の 中心地区から 見 て ト 地 主主

低 ¥¥過去の高潮の記録から見て も、首然浸水を受 くべき 匡域 であるから 、卒時から 其

覚悟があって然 るべ き地域である事。

( フ) 工場の風害を受り にも のは多 〈は尾根を破壊 された。 方杖、筋違の用意 な〈 して倒

壊 せるも のは致方なしと して、浸水区域 にある 工場 は汲 め共地盤 と水位 との関係を考慮

に入れな くてはなるまし 、。

( 8 ) 地下室叉は之 れに 類す る性質の地階を設げ 、作業携を浸水水位以上に も計聾 す るこ

どはよい事 であるが、電気モ { グー類の浸水せる が矯め工場能力を減殺せられたる事は

将来を戒めなげ れば なる まし 、。

( 9 ) 高潮の容 とい はん よ りは被災の一存を業 りfこるも の も相営め る。之れは浪客である。

( 1 0) 高潮の浸入から流木、船舶共他の浮流材のために打』院 を受げたも のは可なりあ る。

これ は流材の害である。

( 1 1) 水害 に一ょっ;て薬品の流出 して附近一帯に迷惑を 裁らしめ に事 I主将来注意すべ き事柄
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であ らう。 殊 tこ劇薬類の流失‘ 染料の流播. そして水によって火災の起つ? こ事などは討.

意を要する事である。

(  1 2 ) 高潮の浸滞時聞は約 2 時間位であっ? こと聞くが. これが退潮後向滞水の仕末の悪か

つ? こ地域は、常に排水の悪い地域で、将来は注水所の作業にのみ依頼せす、地盤( 水位)

棋を? 高〈してお; < 事を考へなりれば なるまい。

( 1 3 ) 高潮襲来の地域に於てせめて 3 階建の銭筋コンク リート 遣の建物が増加せん事を推

撰して己まなし 、。市立蓮動場の如き、住友電線事務所の如き、築港の海員宿泊所の如き

は数多の避難者を救助し得 r: 生き? こ事賓が設明する。

(  1 4) 港匿、大正直及此花直西部はともか〈地盤が低いの であるから 、公館は勿論、アパ

ート 、ホテル、皐校、病院、ビルデング、劇場. 活動馬県儲. 宿泊所、市場等の建物を

3 階建枕に して 、銭筋 コンクリート迭? こる事{ f 奨脚j し、非常時の用意ありにき事。

( 1 5 ) 銭筋コンクリ{ ト造建物の風害 に封して. 共偉力を? 如芭nこ示し? こ事は誠に路れしい

のであ るが、大方の識者が 、鎖的j迭の虞債を承知l して〈れ?こ事が何より 路れしい。

(  1 6) 鎖骨造の上家、倉庫 . 工場の被害に付いては・ 主 として愚根. 天窓及壁材料等の破

損で あって地盤耐カの薄弱なる区域の建築物と して推奨してよからう。鎖塔類のー岐痩せ

るも のは将来安全Z容を加算 して欲しい。

(  1 7) 銭筋 コンク リート 迭の建物. 倉庫 . 工場等で、出入口の扉、 シャツター及窓共他の

開口の破損せるものありしは、一つの経験として記録さるべきものに。

(  18 ) 溶 岸に近き 飛行場及某格納庫が、高潮のTこめに被害を象つに事は、将来大いに参考

t すぺである o 非常時の遇信. 連絡に必要なる航空機の張着所が、不時の打撃 を象る事は 、

大局よち観 て 甚 ｲｾ 面白からぬ事柄である。城東練兵場にあっ＿こ大朝・大毎の飛行機が安

全に活動し共使命 を全 うしたる事は忘るる事が出来ぬ。

(  ＱＹ Ｉ 高潮の ＿こめに 大汽舶が流 縛して上陸する ｦｾ らうと珠ねて今村博 士の痛 心せられに 事

が、賓現し＿この ｲｾ 。決して宰想ではないのである 。 合理 的な事賓な の である。

( 2 0 ) 津浪 台高潮 とは大分呉ふ。津泊は地震 lこ伴はれる。そして それは過去の事賓 が誰明

してゐる ｯ 高潮は 致知 が出来る の ｦｾｯ 津浪 はま ｦＺ 出 来な い。海 岸線の 防 波堤 については

大 いに研究を要する。

( 2 '  ) 此度の高潮で稜電所が製はれ. 褒電、詮電が出来な〈なって 、電車が動かな〈なり .

電燈がつかぬ事となっ? このは 、電に意外の出来事でした。

( 2 2) 護電所の被害か ら大阪市にとって困った事は. 水道部の取水塔の電力が断fこれに事 .

低 い地盤方面の注水所の動力が動かなくなっ? こ事、 大朝を除いTこ各新聞社の機械が動か

なかっTこ事 、瓦斯 が使へなかった事。

( 2 3) 電動力の遮断されて交通の主要機関は自動車で あっf: 。乗合自動車が唯一の交通機

闘であった事. 閤タクが字減され市内は御菟Tごといふて 、乗られなかっ? こ事。

( 2 4) 鏡板、瓦、墨 . セメン トの梯底 大工、手停. 人夫の不足。暴利取締令。

( 2 5) 瓦、昼等の地方材料の大阪に到来せるもの皆規格寸法異なっ て居るので間に合はぬ

仕末o ( 政江悌夫)

州 2 1 8



( フランス ) 巴 里 レ イ ヌ ア ー ル 遁 の 新 建 築

1 階 平 面 園

南 面 姿 園

巴mセ ー ヌ f可に凶: ん

t:.' パツ シー匡の高地に

建てられた 9 階建、76

戸のアパ ート を構成す

る大建築で あっ て、敷

地の南北に 15.50 m の

高低差があるにめに南

商から全憶を眺めると

13階建に相営する。地

階に相賞する部分には

110 の女中部屋、物置、

70の穴合. 自動車80事

を牧容する車庫与があ

る。

( L ' Archi t e悦誌)

よ り 中 西 六 郎 /

建 築家工 ｾ ＨＩ ｮ Nafilyan  2 1 9  X I  



正 面 白E 景 圏

E Mι I 韓関関司
ι .s. J  

正 面 姿 圏

背 面 姿 薗

内部透視圃

X ' 220 ( フランス) 新設展覧舗の設計競技 1等賞選圃案雲譲242端鉱{ 杭hmp} 合 作



第 1 案 正 面 圏

第 2 案 正 面 図

鋼鎮の利用を 目的とする技術事務局 ( O. T. U .A. ) は新設展覧合場の設計競技を催し、設

計の要旨 として一一新設展覧曾揺は 、大合場と数イ1Mの附ru合場とを有し

口大合場の卒商は 120，000 m" の面積を有するJ : l i : 形にして屋荒で蔽はれ、航形の小溢は

ｾＵＰ＠ m 以上となし、中間柱の存在を許さ- t - ， 

口附居合苦言は地階 、1 階上居階より成り 、経掛方面の l及究舎やmJ 動競技にも 使用出来る

やう に多様な要求を滅? こす こと を要し、特定の玄闘をはじめ廻郎 、階段及び牧容力 1，000

名を限度 としに集合) i J i '. 合議所、眼前館と 、共他に自動車五ji 、既合 . 牛合、附帯設備 とし

ての各種の機械室. 洗面所 、瀧水浴室 . 議備室並びに電話局、郵便局等を必要とし、陳列

品を上下左右に 運搬する装置を期待してゐ る。叉建築自開の各部には 凡て銅製の ものを強

要 して ゐる。

f!f!. 募案の全部が建築家 と鍛工業所 との合作になって ゐ仁 、純、計で12案が提出さ れて ゐる。

〈フランス) 新設展覧曾場の設計競技 2 等嘗選画案

( T)  Archit ecte 誌 よ P 中西六郎〉

建築家 R.  Expert 及

Schnei der 建築曾社会作

2 2 1  X I  



..... 
崎 町_ _ . ，

/  

. /  

模 型

正 面 園 上 ・ 正 面 大 展 開 放 下 ・ 正 面 大 房 閉 鎖

断 面 圃 上 ・ 大 扉 開 放 下 ・ 大 屍 閉 鎖

ー

際募規定に反して居 ｦ こ震に審脊されなかっ＿こも の であ る が 、 大謄さと耕新さ とに 於て群ｾ抜

いて居Tこ作品である。

x '  2 2 2  ( ' 7 ランス) 新設展覧曾場の設計競技選外案

建 築 家 E Beaudoi n 及 M， Lods.  

技 師 ai ndavoi ne 兄弟、 M. Douni aux 

及 M. Bodi ansky 合 作



施 主 の言葉 :ー

H ー 辿 IHJ の絡 P特 に

総 の中 に引越して

↑ 止の村長Fか ら逃 げ去 る 時 に

少 し の我 依 は い L ぢゃ な ν、か

それが放 縦 に見えたと して も

との市 穏な る九s小 患が

そ の中で やっ た色ん な司王を

いつ もの 日に まで浮ばせて 央 れる が ろ H

岩 盤 の 1- に基 礎 を 泣 い た銭筋コ ンク リー トの性 〈上

で 70 CDl . 級元 で 90 CI I l 丸〉 と床版 、丁民的のカ サ

の 様な もの の上 に木 造 の 部 屈 が 梁 つ て ゐる 、 この 杖

は 1'1のi漆喰ぬり 、傘 の 下 端 は 自 然 色 、外 .i[は J照茶色

( Der  Rwme i ster 誌 よ り 桐本楠 ｾ Ａｦ［Ｉ

"l 

ｾｖ ｾＯ＠

山 ｾ［･

可日

，1)tfl : ! J  

外 観 外 観・

玄関の花壇 @ 蓬所及需要室

園面卒

!

?

I

l

l

1

1

恥

A

l

l

-

-

-

+

f2∞ !  

( ドイツ ) シユヴツトガルトの週末休養所 ( 社鵠の家) 建 築 家 Edwar d Kruger 
2 2 3  X t  



シカゴ HaJ s t ed 街に建築中の Sear s R aebuch  Iデパ ート J は全然窓がな 〈て機械的に

完全に宰策を調整される ことになってゐる。こ の舎祉の重役逮も この建築の構造法が未ピ

試みには過ぎないが而も何れは必十成果をおさめて商庖建築に著しい進出をする Tごらうと

信じこの新しい型金首1!? してゐる。

建物は地上 5 階と地下貿場及第 2 地階がある 1': V1 1:' が将来 lーへの培築{ f l象期して基礎及

柱 lこは飴裕{ f 見である、 tf!i 函基礎で岩盤に達せしめ 、主開は錨筋コンクリート i章、外壁は

l 階は黒色花崩石 、上は“ インデイアナ州産のライムス トン" 角にある; 塔は屋上50択で之

は接飾ではなくて内部賀場の 「スプ リンク ラー ・システム」の“ タンク" が入れてある 4

つの入口 の各々上には581沢の嫡子荘がゐる、こ〉から許光の必要な所に h スポットライト

" として主主る霊光の光源となってゐる。

主要階床仕上は H テラゾ ー" 天井はパ イプ・ダクトを 隠す震に釣天井が釣 られである。

街毎吋 4，000人の人を地階から 4 階まで蓮ぴ得る“ エスカレ{ グ_ " が装置されてゐる c

この窓の矯め に直接受ける利主主として次の様な黙をあげ てゐる。

X I 2 2 4  

(1)  昼策調整及機械的換気法を質施 し叉作業する のに共に大いに簡単 になる。

( 2)  窓を通して〈る !A芥或は煤煙の浸i問或は太陽光紘の直射による商品伯値の低下を

防ぐことが出来る。

( 3)  街の燥音その他外部からの雑音を最小限に少〈することが出来る、それは費携が

密に閉されてゐるし、窓はな< .ELl靖子の商積は僅かにさ詮表面積の 4 %に満? こすも 、

他 の百貨 ｬ 占 の ＲＰ ｾ ＳＰＥ に比すれば 雲泥の 裳 である。

( 4)  約 6，000 平方択の床面積が賢庄でセーブ出来る 。 窓がない矯めに . カウンタ 一、

ショーケ ース、棚、そ の他 の造作 、家具の配世が自由にな り内部の能率が大いに

増すわりである。

( 5)  : 援冷房の作業費が閉じ大きさの百貨応の卒均に比じ直質的にはすもっと安値にあ Tこ

る。

( 6 )  照明が庖内一様にその特性及強さを維持す ることが出来て笠光 と電燈の交錯を除

〈こ e_t; 出来 る。等"'0

( Bui ldi ngs ｾｮ､＠ Bui l di ng ‘Management ;:t よ り 桐本情雅〉

( 7 メリカ ) Sears Raebuch デパート ( 高庖建築の新しい型)

建15* Ni mmons， 

Carr 及 Wri ght
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外 観 夜 景

英国の Y ンネJ l - ・ポ・ート ランド ・セメン ト舎J祉 が 、そ

の製品の 七メン トの化事試 験をする 矯め 1: 建て? こ寅ー験

室である。

この建築の輿味を惹 〈黙は 、構造の各部 分 に能ふ限

り鉄 筋 コンク リートを使つにと 言 ふ瓢にある 棚 、食

器棚をはじめ 机まで鍛筋コンク リー トである。

建物は 3 択聞に H 寸角の銀筋コンクリ ー ト桂で支へ

られた陸屋摂の卒家 建である。

柾の 4 面には溝が設げられ 、左右の溝には窓硝子が

持込まれ、内側の溝には電策の配線が施されて居る。

新鮮な室気は廊下の上部を通つ Tこダ、グ トで主主 り込ま

れ、 廊下床下の排気ダク トを通って屋外に排出される

様になって居 る。

物 入れに使はれて居 る腕い棚 iま l 部 は7象め型で錆i主

し?ご ものであ り1 部は現場打である。

屋棋はコンクリ ー ト・ス ラプで、下商防勇気の 矯め に

コルクカサ散かれである。

(  Ar chitcct ur .. 1  R ecord 主主よ り 新 %種夫〉

l← 一 一 一 一 旦 ｾ ｉＡＺＺ｟ 一一一 一一一 ｊ 柱 断 面 園

卒 面 薗

( イギリス) オール・コンクリート遣の賓験室 E. Owen Wi l l i ams " 設計
2 2 5 別



250 喜入るガレ ーヂと

修繕室 、動力室、給油場

及管理事務所よりなる。

ガレ ーヂは現在の 2 傍の

蹟さまで績張し得る 。ガ

レーヂはパスの自由な蓮

動を妨げない1誌に柱なし

の持ち放しである口 2 階

附 のパスも 入り 得 る様に

入口 の高 さは 16択ある つ

ガレーヂの房線は鋼織

のア ーチに依って支へら

れ、アーチの南端は構造

上側壁の外まで延びて j耳

る。

ガレ ーヂの前後は全部

鎖 枠入硝子張であ り、 屋

根 の天窓と相侠って室内

を非常に明る〈して居る

建物全韓 コンクリ ー 卜

の 厚 ρ スラプの上に 建て

られ 、 そのスラプは断面

圃 に見る如〈コンク リー

トザLの上に支へられて居

る。

CArchitectural  R ecord 誌

よ り 新名種夫〉

E 酉

m 

'一
， 

eOTTENPl .A.N 

断 面 園

止「二道益三社主よ王位: 斗 ー麟羽

ζ=二二二二二=コ d 二二二二二二二コ

一
叫 π四 陣 刷 帽 〈ご二 二コ 〈二二二二二二二コ

<r : : 二二二- コ 《二二二二二=

.。

平 面 圏

X' 2 2 6  ( スウェーデン〉 パ ス の 終 黙 及 ガ レ ー チ-
建築家 Eski l  Sundahl  



主主 景

純計約 200 戸、8 人の若い建築家が共同して設計及施工 に嘗 る。極め て質素 な設計であ

るが 、唯一つ大きなプレ イト ・グラスの窓建具を使用し1: 製t . i が賀樺色言へば言へやう。壁

から壁まで全部窓である。その震に 、こ の丘の上に建てられたアパ ー トメントからは街 と

湖 水と の 眺 めを惑にするこ と が出 来る と 同時に、日光と ｾ策 とを充分に取 入 れることが出

来 る。

壁躍は大型のホロ ー・コンクリ ー ト・プロックである。

暖房は温水の中央暖房装置

( Ar chi t ect uml  TI ecord 誌よ り 新名主主夫〕

¥、{s

e ・， ｾ＠ " ω "  
、.50 nl TU . 咽咽1{ ¥.' i' ([ H 1 ω 円H U

ｂｑ ｉｉ ｾ Ｈ ･ｬ ｴ＠

プ 口 、 ソ ク ・ プ 弓 ン

( スイス) NeubuehI の 住 宅 計 壷 建築家 Artar包 及 Schmi dt 外 6氏 2 2 7  X I  



J  

C  

X' 228 

1 階 平 面 園

代 表 階 卒 面 園

運 動 場 側 外 観

側 面 外 翻

Ci te  U niversit aire  e言ふ と各園が夫k パ リ

在住の自間接生の矯めに建て に巴里郊外の下宿

の一国である。 何れ もその図固有の建築様式に

て建てられにも のであるが 、この スイ スの もの

七げは併人 の手にて設計せられ 1=全〈 新 しい建

築である。

建築は 4 階建の宿合の部分 と其他 の部分 (そ

こには共用 の諸室 と圃書室 、町長室、苓 人の性

居等がある〉 との 2 つに分れて居る。

( 7 ランス) 巴里の Cit e Uni versi tai re のスイス舘

建 築 家 Le Corbusi er 及

P.  J eauneret  



食 堂 重 量 読 書 室

ア つ ス

宿泊室は最下居の部分に於て数本のE 大な桂に依っ て支へられ 、上部はその桂よりカンテイレバ ーで

持出 された形になって居る。

この建物の今一つ興味める貼は、能ふ限り乾式の材料制定月l しにと言ふ酷である。壁鴨用コンク リー

ト・ブロッ ク、ガラス ・プ ロック、 各種間仕切用材料等の使用 がこれである c

将来 Ci te Uni versi t air e の運動場になる方 に商 しに宿合の窓は見晴 しの馬全部繭子張りである。

宿舎はスイスの出身地方別に依って色別りにして監替 と室の匡5J Uとに使ならしめて居 る。

( Al' chi tectural  RecOl' d 詑 よ り 新 名 額夫〉

( フランス〉 巴里の Ci te Uni v er s i t ai r e のスイス舘
建築家 Le Corbusi er 及

ｲｪｾ｡ｵｾｾｲｾｴｖｌｕｕ￰ｌ ｴＺ ｌ＠ / x .  2 2 9  X  I  



全 景

ｃａｲ ｾ＠ hit ectur:d R ecord 誌 より がr' I j 級夫〕

X' 230 ( ス4 ス) チ ユ ー リ ヴ ヒ の 湖 畔 水 浴 場 建築家 St eger 及 Egender



テンブ) t . . 内部

庭 園 側 外 観

外部は淡ク リーム 色 、桂及目安は斑黒色の架か

りt耳目瓦、 パラベッ ト笠石は 2 吋厚の青色ヨーク

石、その下の引込ん ｲｾ 部分には 青 色タイｽｌＭ { f 用

ふ。控め長 い窓は食堂の窓、その下はテンフ. . }L-c， 

テンプルの阿方の壇 ( 卒面闘参J f f りには約 120

人の座席があり 、内部木部は主 としてオークで

めって装飾舎かげ、照明等も此の結祉の儀式に

遁する様に出来てゐる。

( Archi tect ur al  Review 誌より 本多正滋〉

C- f ギリス) エセックスのメーソン結粧集曾所

間拘
各 階 卒 面 園

10 j  0  1() ，。虫， 4 ( ) 多o ' " 喝' " 90 α 三

建築家 ｾｩｲ ｔ｜ ｊ ［， ｊｾｾｾＺＡ｟ｾｾｾ＠ and 2 3 1  川

Lorne，及 D. G.  Armst rong 



貸 事 務 所 の 部 分 外 観

S( hu't' l&，箇0.. =1'"酬'

1 階 平 面 圏

X ' 2 3 2  ( スイス) Z ビ ル デ イ ダ (チユーリヴヒ )

狭い不規則な敷地に 、各種の

用途の建築を l つのブロックの

中に纏めに貼に注目の慣値があ

る。

貸事務所. アパ ート、ガレー

ヂ 、レスト ラン 、活動寓民館及

スウイミング ・プールがこの l

つの建物の中に適首に納められ

て居る。

貸事務所の部分は桂の雨側に

J;択がカンテ イレバーにて持ち出

され、連続のガラス窓が入れら

れて、床荷重の平均に依る経済

その他種 k なる利徒を得て居る

最上階のアパ ート メントは裏

IlliJ の廊下より 出入し得る様にな

って居 k 道路側は蕗芸となっ

て充分の換気を得ることが出来

る。

出上プ ールはアパ ート の住人

は自由に使ってよ いし、 散歩場

は貸事務所の人主主 J ) 正午の散歩

に丁度よい。

貸事務室の部分平面圃

建築家 Hubacher 及 Stei ger



活動潟県簡は廊下を巌止して . よ〈見

える 昔ｾ， ｾ，ｾの工合 もよい 一階席 の 榊 加 を計

って居 る。活劫窮民館の天井は七ロ テ ッ

クス張りであるが、中央部を 1 段高くし

その部分の屋棋が二つに分れて 2きが見え

る様な装置になっ て居 る。 これは我園の

劇場など1こ路用すれば 、夏朗換気の矯め

に非常 に好都合でゐらう と恩ふ。

レストランは隅の不規則な部分に取ら

れ. 部屋t ; 3 つに分れて何れもレ ぺルが

臭っ て居 る。 その長 も高い所に ある部屋

は直後活助潟県館に通じて居 る。レ ス ト

ランの調理には全て電熱を利 用して居る

建物は全鵠 として構造部餓紡コンク リ

ー トi章、外壁人法石枯 L 屋恨は主とし

て砂利政であるが 、テラスの部分はコン

クリ ート ・タイル敷、各窓には明る い色

調の日覆が用ひられ. 簡明な建築 lこ快い

調子を奥へ て居 る。

( Archi tectural  Record 誌よ り 新名額夫〉

活 動 : K ; X 館 内 部

( スイス) Z ビ ル デ イ ン ダ ( チ ユ ー リ ・7 ヒ)

レ ス ト ラ ン の 部 分 外 顧

ア パ ー ト メ ン ト の 階 平 面 園

建築家 Hubrcher 及 Stei ger 2 3 3
X'  



一見近代劇l場のステ { ジの様な此のペ ンギ ン烏

のプールは 、すべて錨筋コンク リート 製 、螺旋形

の斜道は途 中に支へな〈 、叉周囲の側面 にはガラ

スがはめで あっ て、 不恰好な陸上の運動と自由な

水中 の運動とを同時 にながめ る事が出来 る、床 は

やはら かいゴム 、スレ ー 人 コ ンク リー ト等種 k

の足ぎわ りの異ったもの を用ひ 、 それが廻蹄噴水

によ って いつもぬ れてゐる や うな仕掛になっ てゐ

る。叉プ ールの底は青色 にぬ ってあって、 烏は此

庭 に入れられて以来非常に愉快 そ うfごと 云ム事で

あ る。

( Ar chitectnra]  Revi ew 誌 よ り 本多正滋〉

プ ー}I，. . 1:克 服 圏

横 断 面

l O Nι I T UDIN A L  S E CTl O N  

10 

k  

o  

t  
11 _ ___! ! ! ___ 3. 0 伺 鈎 6 0 70 即 伺 l∞

縦 断 面

川 2 3 4
( イギリス) リゼンズ公園動物園のベンギン鳥ブール

→ 

建築家 Lubet ki n.  Drake 

及 Tecton



曾 報

今次 ノ未曾有ノ風水害ニ 因リ袋リタル土木建築施工中ノ工作物ノ損害補償並= 工期延長

等ニ刷シ本協舎ハ営路ニ封シ大阪土木建築組合外二含ノ陳情= 下記ノ通副申シ グリ。

謹啓 今芸大未曾有ノ風水害 = 悶リ袋リグル土木建築施工中ノ工作物ノ損害補償並= 工期延

長等 = 閥 シ別紙ノ @l 象テ大阪土木建築業組合、日本土木建築請負業者聯合合及建築業協合

ヨリ陳情書 ヲ提出 シ請願仕居候庭右 = 封シテハ蛍局 = 於カセラレテ 毛格5) l j } 御賢慮 ヲ賜リ

此際最モ寛大 ニ法規ヲ趨用シテ業者ノ願意ア御採納アラセラレテ桜災地復興救梢ノ助成=

資セラレムコトヲ切望= 堪ヱザル次第= 御座候 敬 具

昭和 9 年 10月初日

枇 図 法 人 日 本 建 築 協 曾 々 長 工 皐 博 士 片 岡 安

内 閣 総 理 大 臣 岡 田 啓 介 閣 下 外26各通

近畿風水災被害z 付陳情書

今芸大近畿未曾有ノ大風水災ニ因) 1 ，. 惨害ハ京阪神地方ニ於テ特ニ茜大ナルモノ: 有之強風= 刻l

フル エ海 l淵= 襲ハレ途= 我大阪府ユ在 リテモ其ノ i怠業中椙タル工業地 一帯= 亙ル各種物 資

生産機構= 大打繋ヲ象リタルノミナラズ土木建築工作物亦倒壊浸水ノ災禍= 遁ヒタルモノ'

数フルニ謹 ナク 矯ニ多数ノ人命ヲ犠牲 トシE 額ノ貨財ヲ 領失 スル ニ至 リ候コトハ拘= 遺憾

至極ニ有之痛嘆ニ堪ヱザル所ニ御座候

刻下緊念ノ事態= 臨ミ .1W.災地域ノ我園産業上ニ占位ス) 1 ，. 重要性ニ鑑ミ共ノ復興救済ノ促進

ェ付テハ既ニ営局= 於カセラレテモ 善後封策ユ高金ヲ期 シ居ラレ候儀 トハ拝察仕候得共別

紙陳情仕候事項ハ亦土木建築請負業干す トシテ焦眉喫緊事 = 有之候間何卒情欣御賢祭ノ上民

力漏養. 復興助成 = 費セラルベ ク格別ノ御詮議ヲ以テ願意御採納賜 リ度偏= 奉懇願候

右本組合理事舎ノ決議エ依リ菰ニ詰 ミテ陳情{ 士候也

昭和 9 年 9 月 日

陳 情 事 項

大阪土木建築業組合

組 合 長 大 林 義 雄

副 組 合 長 銭 高 久 吉

副 組 合 長 有 山 繭 重 郎

一、施工中工作物ノ損害ヲ補償セラレグキコト

2 $6- x. 



今次ノ暴風水害ハ我園未曾有ノ 大天災 ニ シテ其ノ ;被害極メテ甚大ナルモノ有之我土木建

築請負工事ノ象リタル損害亦砂 カ ラズ之レ事質上金 ク通念テ超越シタ; ¥. - 自然ノ似壊的暴

威= 基因スルモノナル コト ハ既= 明ナル所ニ御座候

ー然; 1. . . 虞諸官臨御管掌;ニ係ル工事部i負 ニ際シ所謂危険負拍ノ師周=付 テハ不可抗力 = 依;¥.-

場合ト雌毛主事ネ共ノ 契約書 中ニ原因ノ 如何 ヲ問パズ工事部j 負物件ノ引波 ヲ了ス; ¥. - 迄ハtili-

負業者ニ於テ之ガ頁捻ノ責ニ任ズベキコトヲ明示セラ レ居候得共右ノ :不可抗力 トハ世ノ

通常ノ天災ヲ指シ専ラ請負業者ヲシテ施工上恒ニ j架道ノ注意ヲ放 シ以テ工事成績ニ 好巣

ヲ畢ゲシメラレムトスルノ御趣意= 外ナラズト拝察仕候

、然ルニ今次ノ損害ハ前| 凍仕候通金ク祉含通念= 因ル不可抗力ノ紅時ヲ超脱シタ; ¥. - 強烈ナ

; ¥. - 艇風ト急激ナル高潮トニ因ル結果ニシテ恐ラク何人ト雌モ事前= 備フルコトヲ不可能

ト‘スル斯カル稀有ノ大自然ノ暴威 ニモ狛 ホE ツ調 リ詩集i業者= 共ノ 損害tl l1償 ノ責 ヲ蹄届

セシメ ラルルコトア ラン カ土木建築界ハ到底其 ノ重荷 - .楳エズ震= 倒産表駿ノ危殆ニ湖i

ス71... 業者ヲ 出スコト勘カ ラザルベク憂倶ノ念ヲ 禁ズル能ハザル次第ニ御座候

既ニ御賢承ノ如ク日本建築製舎、 日本建築士合、日本建築協舎、 建築業協合 ニ在リテハ

主主ニ其ノ建築工事請負契約書及同規程=於 テ天災不可抗力 ニ基因 スル工作物ノ領容ハ註

文者ノ負捨トス ベ キコトヲ協定 シ之 ガ賓行］ 進 ミツツアル次第］御座 候間此溢 Ｇ ｉ ｗ 私御 ｲｩｾ ｊ

量テ賜リ今次ノ 災厄= 因リ施工 中工作物質鰭ノ裳リタル損害 ノ楠償 ニ付テハ貴臨ニ於 カ

セラレ御負指被下候様特= 御賢慮相仰度切 = 懇願仕候

一 . 竣工期日ノ延長並ニ指定材料ノ代用品テ認定セ ラレタキコト

前述仕候如ク 今次 ノ大災厄 エ依リ諸生産工業機構ノ大字ハ作業停止ノ己ムナキ j伏態ニ陥

リ各種材料ノ 供給能力ヲ削減シ グル賓 = 著シキモノ: 有之加 フルニ動力 ノ不足、運輸機能

ノ不便等材料調達上ニ幾多ノ支障ヲ蒙 リ居リ目下業者エ於テモ最大ノ努力テ 端シ工程進

捗上高金ヲ牒幾混在候得共或ハ御指定ノ 期限内ニ工事ノ完成 ヲ量産判長コト困難ナ ル場合

= 逢着スル虞無キヲ保シ難キ情勢エ有之候間右様ノ :場合ニノ、夫 k 賓情 ニ熔ジ越切受賞ナ

ル御奈定ヲ仰ギ一定期間接工期日ノ延長方御許容ヲ j助リ frd御指定材料中摘出的ノモノ エ

付テ モ特= 同等代品ノ使用ヲ御認定 セ? ルル様切 = 御高配相仰度只管↑ 肉願仕候 以 上

近畿地方走中心とする風水害に付陳情

吾土木建築業界は今次の大風水災に 因り往年の捌東大震災を想起せしむる 莫大の損害 金裳

り殆 んど名北たすべか らぎる混筒Lに陥り申候首局 に於かせ られては既に夫 k 御考究相成居り

候事 とは奔察罷在 りー候得宗別紙陳情事項に 就 ては特 に事|背御賢察の上格別の御詮議 を以 て

願意御採納賜り度奉懇願候

昭 和 9 年10月 9 日

東京市麹町直内幸町一丁目三番地 大限 ピルデング六階

加 2 36:



陳 情 事 項

日本土木建築請負業者聯合曾

含 長 竹 中 藤 右 衛 門

副 合 長 小 谷 清

副 舎 長 官 長 卒 作

、施行中に於ける 工作物の損害 は註文者の負捻とせられたきこ と

今次の暴風水害 は我園f希有の大天災にして工事中 に係る 工作物の損害は全〈枇合通念に

依 る不可抗力の科度を超越し我々業者として到底其負陪に堪え難〈イ展開之か損害は何 卒

註文者に於て御負婚被成下候様御賢慮相仰度候

現に建築皐合、日本建築士舎. 日本建築協舎、建築業協舎の 4 合聯合協定に係る建築

工事請負契約書 中に於ては不可抗力に茶因する 工作物の損害を請負者の負櫓 より 除外

せられ居り候

一、竣工期日の延長及指定材料の代用品守容認せられにきこと

今次の大 災)s に因り各種材料の供給能力著し〈減殺せられ且つ調達上に幾多の支障会被

り居り従て御指定の朋限内に工事の完成を遂げ候事全〈至難なる賞放に有之候間一定期

間礎工期日の延長) j 御許容を賜り向御指定材料中猫 I_' i 的のもの 1: 就て も特 に同等代品の

使用を御容認相成候様切に御高配相仰度候 以 上

近蹴風水厄被害= 付陳情書

今次未曾有ノ鴎風水害 = 際シ疎テ御下命 中 ノ土木建築請負工事ハ多大ノ損傷災禍ヲ毅リ E

ツ各種材料1Ti 格及努銀ノ昂騰並ニ之カ供給梯底ニモ不拘懸念整備ト倶ニ復興緊急7作業ーニ幾

多ノ犠牲ヲ顧ス日夜苦闘在混候情j伏御賢察ノ上回下施工中= 係ル工作物質腫ノ象リシ不可

抗力ニ因ル損害ノ御補償ト併セテ工期ノ延長エ闘シテハ民力漏養、復興助成ノ ;局、特別ノ

御詮議ヲ以テ願意御採納脇 リ度偏 = 奉'開願候

右本合ノ決議ニ依 リ法ニ謹 テ陳情仕 11笑

昭和 9 年10月 1 日

建 築 業 協

株式含批

株式合社

株式含枇

舎

石

池

間

西

戸

大

敬 、7具

土井 J 主且

岡
組 、

組

本 車H

回 ttJl 

ー林 キH

2 3 7  X I  



大 倉 土 木 株 式 合 枇

合名舎j仕 大 阪 橋 本 紺

株式合祉 鹿 島 キE

合名舎枇 竹 中 工 務 底

株式含祉 竹 回 車且

株式舎祉 中 島 キ且

株式含祉
秘 村 キE

藤 回 tJl 

株式合枇 iJlむ 地 存旦

株式含祉 安 五丞 キ旦

合資含祉 清 7]( キ旦

株式合祉 島 藤

森 本 組

株式舎枇 銭 高 車旦

殿

陳 情 要 旨

一、施 行中 ニ係 J)... 工作物ノ損' 存ヲ補償セラレタキコト

XI 2 3 8  

今決未曾有ノ大風水害 ニ因 リ土木建築請負工事ノ直接間接 ニ裳リタル損傷 ト影響トハ賓

ニ甚大ナル 毛 ノ有之、是レ事質上渥シキ自然ノさん威 = 基因スル所謂不可抗力ノ )1屯時ヲ超

脱 シタ}) . . . 天災 エシテ 、定エ憂f具措ク能ハサ J)... 次第 ニ御鹿市芙

而シテ諸 官臨御管掌 = 係 J)... 土木建築工事請負契約書 中エハ. フk タ{ 主. 1 < - = シテ所謂危険負

担，ノ錦島三 附 テ不可抗力= 因ル場合 ト難請負業者ヲシテ其負拘ノ責ニ任スヘキ コ トテ明

示 セ ラル、 ハ甚タ遺憾 トスル所= 御座候得共、右ノ :不可抗力 トハ世ノ通常 ノ: 場合ニ於ケ

ル災厄ヲ指 シ専ラ詩負業者ヲシテ施工上常ユ最善ノ件. 意ヲ- mハシムル御趣意= 外ナラス

ト拝察仕候 トイ具"' " ，今女ノ虫f I ク入力ヲ以テハ如 何トモ スヘ カラサ リシ施行中ノ償傷災害

ニ劃 シテハ、共請貸契約僚項ノ 如 向 = 拘ラス註文者ニ於テ御負也ア ラセ ラル 、様 切望ノ

至 リェ不堪候

師 = 御賢承 ノ如ク. 請負工事 ニシテ世ノ通常ノ場合ユ於ケル不可抗力ノ大部分ハ火災 ニ

原因スル モ ノユ有之 、従ツテ詩負業者ハ施行中ノ 工 作物ニ翁 シテハ火災保険ニ附スル コ

トヲ常態 トシ、其他 ノ危険負担ハ過去ノ経験統計= 基ク作業中ノ災害ヲ僅ニ見積リ 、請

負金額ノ大部分ハ嘗該請負工事竣成= 首然要スヘキ施工上扶クヘ カ ラサ} ) . . . 経費 ニ過キス

候錦、 建築場具合 、日本建築士舎. 日本建築協合、建 築業協合ニ於テ協定仕候工事請負契

約 書 及同規程中 ニハ . 天 災不可抗力 ニ長因スル工作物ノ損害ハ註文者ノ負拙ト スヘキ コ



トア明記シ、之カ質行ニ進ミツ 、ア) 1 . - 次第ニ有之候此設 |育i伏御酌量ヲ 賜リ今次ノj j ( } s :

因 リ施工中ノ工作物質髄ノ裳 リタ ル損害ノ ;補償ニ付テハ武臨ニ於カセ ラレ御負担賜 リ候

様特= 御賢慮相仰度1:!d ト悲願仕候

一、竣 工期日ノ延長並= 指定材料ノ代用品ヲ認定セラレグ キコト

前段陳情仕候如ク大災厄= 依リ 、生産工業機構ノ大部分ハー|限ニシテ作業不能 ニ陥 リ従

ツテ各種材料ノ供給能力著シク減殺サレカHフル= 動力及ヒ運輸機能並ニ諸職工ノ: 不足ハ

如向= 最大ノ努力ヲ掲スト雄東集容易ナラサルノミナラス 、災害 ヲ理由ニ需給解約ヲ迫

ルモノ: 或ハ延期 ヲ求メラ) 1 . - 、等全ク前詮ノ議 iWJ ヲ許サリール妖態ニ有之候就テハ工程進捗

上高全ヲ輩スト担f J 或ハ御指定ノ期間内= 工事ノ完成ヲ途ケ候コト困難ナル場合ニ逢着致

候哉モ保シ難キ情勢 ］御座 ｻ展開右様ノ場合 ニ ハ夫 ｫ 質 Ａｕｾ ニＡ怒シ油Ｍｬｊｊ安営ナル御寮定ヲ 仰

キ、一定期間竣工期 日ノ延長方御許容 ヲ賜リ猶ホ御指定材料中猫占的ノモノニ附テハ特

= 同等代品 ノ使用ヲ御認容セラル 、様切ニ御高感相仰度只管懇請仕候 以 上

-寸!、 . ・ . ‘

v  ・ ・・A

浮桟僑 陸 上 に 乗上げ し欲 況 、 海洋よ りがｾ 1  l ・4三の地鮎 11付近にて

約 15. 6 人の人 命 を失せり。 ( 大正|必鶴町街IIli 3 丁目〉

7苧ご=

尻 無川に直面せるゴ二裁の完全に残れる欣況。〈大E 臨 海 荻 町 3

T 日〉

2 3 9
X 1  



( 昭和九年〉

本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員日

量土図

法 人

問 中 湖 一

永 淑 d1二 三

内 藤 克 一

宮 Jl品 11古 美
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山 口 久 五 郎
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問
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問

問

問
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編 輯 後 記

口風伯水魔に巷簡を政捌せられてより早や 内に、其の報告劃策 lこ闘するものを出すの

四旬、本協舎の委員は即日 活動を起こして 有意義なるは言を侠1: ぬであら う、明日か

調杏を始め、研究全進めてこ〉に 一大報告 らは此を土芸として第二の策に入 らう とす

警 を提出されに。共を心として近畿三都の るので ある。

官公醸の方々及東西南京の諸星持者の論議を 口秋f *; Jにして 、古人の言 に、 燈下請書の季

刻lへ. 且つ谷頭 には知事市長其他名啓職の とあ る。本報背書を縁寺 、秋の夜静か に、

方々、次に本協合理事、委員長の意見を首li 惨害を想起せらる? ごりにでも 、本披の目的

k か〈て堂々 にる 陣容の一大特輯披が編 は巴 lこ過4三を建せられるものと信する。

纂されに。紙教のみを以てしでも優に卒常 口来月披は即本年最終鋭と して d恒例 に操 り

の三倍の量 となっ 1: 。 て委員舎報告集 とする ο 目下編輯中で あ る3

口向研宝石? 重ぬ ベ き貼もあらう。 術研究す 本年の雑誌の大前躍は夙 に諸兄の認めら る

る官余地もあらうカ: そは衣に識って 、縦令制 、所と信十る、 来る年 もー居の精迭を期待

速の詩・を受 〈るともそ の印象の向新ら しき する。

建 築 と 社 曾 |  慶 告 掲 載 料 金

第 17 綿貫主 11 !d! 

本 競 に 限 り 特 債 1 園

毎月 1閏! 日蛮行 定 慣 l 加 ・50閥( 郵税 2 銭〉

12加 6. ∞闘( 問 24 銭〕

昭 和 9 年 ¥0 月25日 印 刷 昭 和 9 年 11月 ! 日 資 行

重量行・ 編斡

印 刷 人
鷹 取 陽

西宮市今湾町棒門字 貸湾605番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内司馬路町 1丁目 7番地

重 量 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 区 中 之島3 ノ3靭日ピル

電話長本局( 23) 4500杏 ( 6)

錆替口座央阪39.975番

特約販. 脂 柳 k 堂 書 底

大阪市西区京町郷軍司子板宿西

電 話 土 佐 堀 2440番

鋸替口座ヲミF反 2 潟4脊

禁 輔 載

本誌に錫蛾せるものは、 一切とれを無断にて

線電Eし叉は車行本に上梓その他の複捜行袋を

なすととを禁ず.

管 通 I 1 頁 I 1 図 15.00 

醤 温 l を頁 I 1 回 I 8.∞ 

一 一一
普 通 I 1 頁 I 1 図 I 45. 00 

f 首附傭11( ) I  I  I  

普 通 I 1 頁 I 1 回 I 40 凹

( 曾酎億2買 ) I_ I  ー |  

一 一 一
普 遜 I 1 頁 I I 困 I 25. 回

(1量附. '及最終頁) I  I  - I  

一 一 一
ア ー ト I z 頁 I I 回 I 21) .∞ 

(申 鋼 ) I  - - .  I ー |

一 一 一
表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60. 凹

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.∞ 

表 紙 < 4 I  1 頁 I 1 回 | 釦. ∞

建 築 事務所録 I 1 欄 I  1 回 I  1.加

{建築寓悟橡者案内) I  1 欄 I  1 回 I  5.∞ 

御 注 文

御注文はすペて前金で本曾直接又は特約底へ |

振替貯金叉は童書替で御傍込を願ひます。郵券 |

代用は一割司昔、代金引換はお隣 F 重量します。 I
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